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金　　額
対前年度
増減率
(％)

金　　額
対前年度
増減率
(％)

24,463,099,000 4.5 5,327,821,000 △ 3.7

23,682,873,179 1.4 4,648,768,500 △ 9.9

22,593,623,293 1.3 4,625,066,840 △ 10.0

1,089,249,886 4.7 23,701,660 15.7

継続費逓次
繰　越　額

繰越明許費
繰　越　額

250,760,000 92.3

事故繰越し
繰　越　額

計（Ｅ） 250,760,000 92.3

838,489,886 △ 7.8 23,701,660 15.7

歳　入
(Ｂ)/(Ａ)×100

96.8 87.3

歳　出
(Ｃ)/(Ａ)×100

92.4 86.8

予
算
額
に
対
す
る

決
算
額
の
比
率

(

％

)

予　算　現　額（Ａ）

歳　入　総　額（Ｂ）

歳　出　総　額（Ｃ）

歳入歳出差引額（Ｄ）
（Ｂ）－（Ｃ）

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

実　質　収　支　額
（Ｄ）－（Ｅ）

会計別決算総括表

区　　　分

 一　　般　　会　　計  国民健康保険事業特別会計

－ 2 －



（単位：円）

金　　額
対前年度
増減率
(％)

金　　額
対前年度
増減率
(％)

金　　額
対前年度
増減率
(％)

860,012,000 8.3 5,940,600,000 2.7 36,591,532,000 3.0

846,028,030 6.3 5,899,295,759 2.5 35,076,965,468 0.0

841,294,880 6.9 5,757,219,508 3.0 33,817,204,521 0.0

4,733,150 △ 49.8 142,076,251 △ 14.7 1,259,760,947 1.9

250,760,000 92.3

250,760,000 92.3

4,733,150 △ 49.8 142,076,251 △ 14.7 1,009,000,947 △ 8.8

98.4 99.3 95.9

97.8 96.9 92.4

 後期高齢者医療特別会計  介護保険事業特別会計  合　　　計
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　 １　歳入
　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

市

税

地

方

譲

与

税

利

子

割

交

付

金

配

当

割

交

付

金

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

法

人

事

業

税

交

付

金

地

方

消

費

税

交

付

金

ゴ

ル

フ

場

利

用

税

交

付

金

自

動

車

取

得

税

交

付

金

環

境

性

能

割

交

付

金

地

方

特

例

交

付

金

地

方

交

付

税

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

9,100,793 263,168 9,636 52,438 87,103 108,909 1,173,234 68,886 31,080 25,279 2,321,020 2,776

9,100,793 263,168 9,636 52,438 87,103 108,909 1,173,234 68,886 0 31,080 25,279 2,321,020 2,776

( 38.4 ) ( 1.1 ) （0.0） ( 0.2 ) ( 0.4 ) ( 0.5 ) ( 5.0 ) ( 0.3 ) （0.0） ( 0.1 ) ( 0.1 ) ( 9.8 ) （0.0）

8,880,949 264,307 2,958 49,837 74,665 102,637 1,086,414 69,135 0 30,838 203,404 2,113,778 2,902

2.5 0.0 225.8 5.2 16.7 6.1 8.0 △ 0.4 0.0 0.8 △ 87.6 9.8 △ 4.3

一般財源

令和６年度
決  算  額

対前年度
増減率(％)

一般会計・性質別目的別決算額

令和７年度
決 算 額

(構成比％)

特
　
　
　
定
　
　
　
財
　
　
　
源

国　県
支出金

地方債

その他

款

別

区

分
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　 １　歳入
　

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

市

税

地

方

譲

与

税

利

子

割

交

付

金

配

当

割

交

付

金

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

法

人

事

業

税

交

付

金

地

方

消

費

税

交

付

金

ゴ

ル

フ

場

利

用

税

交

付

金

自

動

車

取

得

税

交

付

金

環

境

性

能

割

交

付

金

地

方

特

例

交

付

金

地

方

交

付

税

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

9,100,793 263,168 9,636 52,438 87,103 108,909 1,173,234 68,886 31,080 25,279 2,321,020 2,776

9,100,793 263,168 9,636 52,438 87,103 108,909 1,173,234 68,886 0 31,080 25,279 2,321,020 2,776

( 38.4 ) ( 1.1 ) （0.0） ( 0.2 ) ( 0.4 ) ( 0.5 ) ( 5.0 ) ( 0.3 ) （0.0） ( 0.1 ) ( 0.1 ) ( 9.8 ) （0.0）

8,880,949 264,307 2,958 49,837 74,665 102,637 1,086,414 69,135 0 30,838 203,404 2,113,778 2,902

2.5 0.0 225.8 5.2 16.7 6.1 8.0 △ 0.4 0.0 0.8 △ 87.6 9.8 △ 4.3

一般財源

令和６年度
決  算  額

対前年度
増減率(％)

一般会計・性質別目的別決算額

令和７年度
決 算 額

(構成比％)

特
　
　
　
定
　
　
　
財
　
　
　
源

国　県
支出金

地方債

その他

款

別

区

分

（単位：千円）

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

分

担

金

及

び

負

担

金

使

用

料

及

び

手

数

料

国

庫

支

出

金

県

支

出

金

財

産

収

入

寄

附

金

繰

入

金

繰

越

金

諸

収

入

市

債

4,480,172 1,559,158 6,039,330 4,658,330 29.6

( 25.5 ) 

1,319,900 1,319,900 2,428,300 △ 45.6

( 5.6 ) 

105,182 195,423 5,149 47,932 272,815 123,052 303,247 1,052,800 1,339,980 △ 21.4

( 4.4 ) 

2,866 38,045 534,192 619 191,334 242,246 519,558 462,103 35,558 15,270,843 14,925,617 2.3

( 64.5 ) 

108,048 233,468 5,014,364 1,559,777 196,483 290,178 792,373 585,155 338,805 1,319,900 23,682,873 23,352,227 1.4

( 0.5 ) ( 1.0 ) ( 21.2 ) ( 6.6 ) ( 0.8 ) ( 1.2 ) ( 3.3 ) ( 2.5 ) ( 1.4 ) ( 5.6 ) ( 100.0 ) 

103,202 224,092 3,793,766 1,470,211 93,350 212,029 1,140,605 491,479 451,669 2,490,000 23,352,227

4.7 4.2 32.2 6.1 110.5 36.9 △ 30.5 19.1 △ 25.0 △ 47.0 1.4

令

和

７

年

度

決

算

額

令

和

６

年

度

決

算

額

対

前

年

度

増

減

率

(

％

)

（

構

成

比

％

）
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２　歳出

1 2 3 4 5 6 7

議

会

費

総

務

費

民

生

費

衛

生

費

労

働

費

農

林

水

産

業

費

商

工

費

1 人 件 費 185,992 1,440,923 825,764 235,560 153,690 67,269

2 物 件 費 8,911 676,664 294,156 1,218,361 115,339 124,922

3 維 持 補 修 費 15,338 4,847 27,985 10,726 3,320

4 扶 助 費 11,502 4,530,923 1,095 965 1,200

5 補 助 費 等 3,349 302,671 466,405 477,195 423 210,928 27,436

6 普通建設事業費 23,856 24,968 1,609,072 163,978 2,618

7 災害復旧事業費

8 公 債 費

9 積 立 金 163,967 24,097 150,000 18,387

10 投資及び出資金 119,800

11 貸 付 金 720 70,000

12 繰 出 金 2,049,056 2,681

198,252 2,634,921 8,220,936 3,841,749 423 674,013 296,765

( 0.9 ) ( 11.6 ) ( 36.4 ) ( 17.0 ) ( 0.0 ) ( 3.0 ) ( 1.3 )

194,609 2,755,985 7,857,631 3,157,082 379 579,119 218,969

1.9 △ 4.4 4.6 21.7 11.6 16.4 35.5

令 和 ７ 年 度
決 算 額

（ 構 成 比 ％ ）

令 和 ６ 年 度
決 算 額

対 前 年 度
増 減 率 ( ％ )

款

別

性
質
別

8 9 10 11 12

土

木

費

消

防

費

教

育

費

災

害

復

旧

費

公

債

費

190,041 761,486 471,976 4,332,701 4,164,927 4.0

( 19.2 )

339,018 96,608 1,367,111 4,241,090 3,656,915 16.0

( 18.8 )

125,551 2,225 35,705 225,697 236,661 △ 4.6

( 1.0 )

2,080 7,895 60,129 4,615,789 4,663,733 △ 1.0

( 20.4 )

75,820 74,632 28,149 1,667,008 1,424,781 17.0

( 7.4 )

371,146 202,360 947,426 3,345,424 3,366,587 △ 0.6

( 14.8 )

15,749 15,749 18,355 △ 14.2

( 0.1 )

1,478,400 1,478,400 1,582,527 △ 6.6

( 6.5 )

3,727 360,178 716,266 △ 49.7

( 1.6 )

64,530 184,330 389,564 △ 52.7

( 0.8 )

4,800 75,520 72,320 4.4

( 0.3 )

2,051,737 2,019,437 1.6

( 9.1 )

1,168,186 1,145,206 2,919,023 15,749 1,478,400 22,593,623 22,312,073 1.3

( 5.2 ) ( 5.1 ) ( 12.9 ) ( 0.1 ) ( 6.5 ) ( 100.0 )

996,596 964,705 3,986,116 18,355 1,582,527 22,312,073

17.2 18.7 △ 26.8 △ 14.2 △ 6.6 1.3

（単位：千円）

令

和

７

年

度

決

算

額

令

和

６

年

度

決

算

額

対
前
年
度
増
減
率

(

％

)

（

構

成

比

％

）
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２　歳出

1 2 3 4 5 6 7

議

会

費

総

務

費

民

生

費

衛

生

費

労

働

費

農

林

水

産

業

費

商

工

費

1 人 件 費 185,992 1,440,923 825,764 235,560 153,690 67,269

2 物 件 費 8,911 676,664 294,156 1,218,361 115,339 124,922

3 維 持 補 修 費 15,338 4,847 27,985 10,726 3,320

4 扶 助 費 11,502 4,530,923 1,095 965 1,200

5 補 助 費 等 3,349 302,671 466,405 477,195 423 210,928 27,436

6 普通建設事業費 23,856 24,968 1,609,072 163,978 2,618

7 災害復旧事業費

8 公 債 費

9 積 立 金 163,967 24,097 150,000 18,387

10 投資及び出資金 119,800

11 貸 付 金 720 70,000

12 繰 出 金 2,049,056 2,681

198,252 2,634,921 8,220,936 3,841,749 423 674,013 296,765

( 0.9 ) ( 11.6 ) ( 36.4 ) ( 17.0 ) ( 0.0 ) ( 3.0 ) ( 1.3 )

194,609 2,755,985 7,857,631 3,157,082 379 579,119 218,969

1.9 △ 4.4 4.6 21.7 11.6 16.4 35.5

令 和 ７ 年 度
決 算 額

（ 構 成 比 ％ ）

令 和 ６ 年 度
決 算 額

対 前 年 度
増 減 率 ( ％ )

款

別

性
質
別

8 9 10 11 12

土

木

費

消

防

費

教

育

費

災

害

復

旧

費

公

債

費

190,041 761,486 471,976 4,332,701 4,164,927 4.0

( 19.2 )

339,018 96,608 1,367,111 4,241,090 3,656,915 16.0

( 18.8 )

125,551 2,225 35,705 225,697 236,661 △ 4.6

( 1.0 )

2,080 7,895 60,129 4,615,789 4,663,733 △ 1.0

( 20.4 )

75,820 74,632 28,149 1,667,008 1,424,781 17.0

( 7.4 )

371,146 202,360 947,426 3,345,424 3,366,587 △ 0.6

( 14.8 )

15,749 15,749 18,355 △ 14.2

( 0.1 )

1,478,400 1,478,400 1,582,527 △ 6.6

( 6.5 )

3,727 360,178 716,266 △ 49.7

( 1.6 )

64,530 184,330 389,564 △ 52.7

( 0.8 )

4,800 75,520 72,320 4.4

( 0.3 )

2,051,737 2,019,437 1.6

( 9.1 )

1,168,186 1,145,206 2,919,023 15,749 1,478,400 22,593,623 22,312,073 1.3

( 5.2 ) ( 5.1 ) ( 12.9 ) ( 0.1 ) ( 6.5 ) ( 100.0 )

996,596 964,705 3,986,116 18,355 1,582,527 22,312,073

17.2 18.7 △ 26.8 △ 14.2 △ 6.6 1.3

（単位：千円）

令

和

７

年

度

決

算

額

令

和

６

年

度

決

算

額

対
前
年
度
増
減
率

(

％

)

（

構

成

比

％

）
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一般会計・年度別決算の推移

　１　歳入

令　　和　　

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額

1 市税 8,877,184 41.3 △ 0.7 8,877,418

2 地方譲与税 241,094 1.1 △ 9.1 263,075

3 利子割交付金 3,272 0.0 △ 6.5 2,615

4 配当割交付金 32,916 0.1 △ 8.8 37,084

5 株式等譲渡所得割交付金 26,134 0.1 △ 42.5 44,387

6 法人事業税交付金 99,348 0.5 18.2 92,859

7 地方消費税交付金 1,072,192 5.0 0.4 1,050,816

8 ゴルフ場利用税交付金 67,786 0.3 △ 8.1 67,011

9 自動車取得税交付金 524 0.0 皆増 1,821

10 環境性能割交付金 23,660 0.1 10.9 25,920

11 地方特例交付金 35,707 0.2 △ 63.1 32,341

12 地方交付税 1,622,691 7.5 17.9 1,933,415

13 交通安全対策特別交付金 4,216 0.0 △ 13.2 3,224

14 分担金及び負担金 142,178 0.7 13.9 196,353

15 使用料及び手数料 248,925 1.1 △ 1.3 228,939

16 国庫支出金 3,645,115 17.0 △ 14.1 3,418,158

17 県支出金 1,346,701 6.3 △ 14.3 1,407,387

18 財産収入 97,270 0.5 114.2 46,371

19 寄附金 376,027 1.7 △ 2.0 263,416

20 繰入金 636,323 3.0 15.0 611,603

21 繰越金 832,753 3.9 8.9 587,367

22 諸収入 408,473 1.9 △ 20.4 436,740

23 市債 1,660,300 7.7 4.4 1,451,200

21,500,789 100.0 △ 2.5 21,079,520

令　　和　　４　　年　　度

区 分

合 計

　５　　年　　度

構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

42.1 0.0 8,880,949 38.0 0.0 9,100,793 38.4 2.5

1.2 9.1 264,307 1.1 0.5 263,168 1.1 0.0

0.0 △ 20.1 2,958 0.0 13.1 9,636 0.0 225.8

0.2 12.7 49,837 0.2 34.4 52,438 0.2 5.2

0.2 69.8 74,665 0.3 68.2 87,103 0.4 16.7

0.4 △ 6.5 102,637 0.4 10.5 108,909 0.5 6.1

5.0 △ 2.0 1,086,414 4.7 3.4 1,173,234 5.0 8.0

0.3 △ 1.1 69,135 0.3 3.2 68,886 0.3 △ 0.4

0.0 247.5 0 0.0 皆減 0 0.0 0.0

0.1 9.6 30,838 0.1 19.0 31,080 0.1 0.8

0.2 △ 9.4 203,404 0.9 528.9 25,279 0.1 △ 87.6

9.2 19.1 2,113,778 9.1 9.3 2,321,020 9.8 9.8

0.0 △ 23.5 2,902 0.0 △ 10.0 2,776 0.0 △ 4.3

0.9 38.1 103,202 0.4 △ 47.4 108,048 0.5 4.7

1.1 △ 8.0 224,092 1.0 △ 2.1 233,468 1.0 4.2

16.2 △ 6.2 3,793,766 16.3 11.0 5,014,364 21.2 32.2

6.7 4.5 1,470,211 6.3 4.5 1,559,777 6.6 6.1

0.2 △ 52.3 93,350 0.4 101.3 196,483 0.8 110.5

1.3 △ 29.9 212,029 0.9 △ 19.5 290,178 1.2 36.9

2.9 △ 3.9 1,140,605 4.9 86.5 792,373 3.3 △ 30.5

2.8 △ 29.5 491,479 2.1 △ 16.3 585,155 2.5 19.1

2.1 6.9 451,669 1.9 3.4 338,805 1.4 △ 25.0

6.9 △ 12.6 2,490,000 10.7 71.6 1,319,900 5.6 △ 47.0

100.0 △ 2.0 23,352,227 100.0 10.8 23,682,873 100.0 1.4

（単位：千円）

令　　和　　７　　年　　度令　　和　　６　　年　　度

－ 8 －



一般会計・年度別決算の推移

　１　歳入

令　　和　　

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額

1 市税 8,877,184 41.3 △ 0.7 8,877,418

2 地方譲与税 241,094 1.1 △ 9.1 263,075

3 利子割交付金 3,272 0.0 △ 6.5 2,615

4 配当割交付金 32,916 0.1 △ 8.8 37,084

5 株式等譲渡所得割交付金 26,134 0.1 △ 42.5 44,387

6 法人事業税交付金 99,348 0.5 18.2 92,859

7 地方消費税交付金 1,072,192 5.0 0.4 1,050,816

8 ゴルフ場利用税交付金 67,786 0.3 △ 8.1 67,011

9 自動車取得税交付金 524 0.0 皆増 1,821

10 環境性能割交付金 23,660 0.1 10.9 25,920

11 地方特例交付金 35,707 0.2 △ 63.1 32,341

12 地方交付税 1,622,691 7.5 17.9 1,933,415

13 交通安全対策特別交付金 4,216 0.0 △ 13.2 3,224

14 分担金及び負担金 142,178 0.7 13.9 196,353

15 使用料及び手数料 248,925 1.1 △ 1.3 228,939

16 国庫支出金 3,645,115 17.0 △ 14.1 3,418,158

17 県支出金 1,346,701 6.3 △ 14.3 1,407,387

18 財産収入 97,270 0.5 114.2 46,371

19 寄附金 376,027 1.7 △ 2.0 263,416

20 繰入金 636,323 3.0 15.0 611,603

21 繰越金 832,753 3.9 8.9 587,367

22 諸収入 408,473 1.9 △ 20.4 436,740

23 市債 1,660,300 7.7 4.4 1,451,200

21,500,789 100.0 △ 2.5 21,079,520

令　　和　　４　　年　　度

区 分

合 計

　５　　年　　度

構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

42.1 0.0 8,880,949 38.0 0.0 9,100,793 38.4 2.5

1.2 9.1 264,307 1.1 0.5 263,168 1.1 0.0

0.0 △ 20.1 2,958 0.0 13.1 9,636 0.0 225.8

0.2 12.7 49,837 0.2 34.4 52,438 0.2 5.2

0.2 69.8 74,665 0.3 68.2 87,103 0.4 16.7

0.4 △ 6.5 102,637 0.4 10.5 108,909 0.5 6.1

5.0 △ 2.0 1,086,414 4.7 3.4 1,173,234 5.0 8.0

0.3 △ 1.1 69,135 0.3 3.2 68,886 0.3 △ 0.4

0.0 247.5 0 0.0 皆減 0 0.0 0.0

0.1 9.6 30,838 0.1 19.0 31,080 0.1 0.8

0.2 △ 9.4 203,404 0.9 528.9 25,279 0.1 △ 87.6

9.2 19.1 2,113,778 9.1 9.3 2,321,020 9.8 9.8

0.0 △ 23.5 2,902 0.0 △ 10.0 2,776 0.0 △ 4.3

0.9 38.1 103,202 0.4 △ 47.4 108,048 0.5 4.7

1.1 △ 8.0 224,092 1.0 △ 2.1 233,468 1.0 4.2

16.2 △ 6.2 3,793,766 16.3 11.0 5,014,364 21.2 32.2

6.7 4.5 1,470,211 6.3 4.5 1,559,777 6.6 6.1

0.2 △ 52.3 93,350 0.4 101.3 196,483 0.8 110.5

1.3 △ 29.9 212,029 0.9 △ 19.5 290,178 1.2 36.9

2.9 △ 3.9 1,140,605 4.9 86.5 792,373 3.3 △ 30.5

2.8 △ 29.5 491,479 2.1 △ 16.3 585,155 2.5 19.1

2.1 6.9 451,669 1.9 3.4 338,805 1.4 △ 25.0

6.9 △ 12.6 2,490,000 10.7 71.6 1,319,900 5.6 △ 47.0

100.0 △ 2.0 23,352,227 100.0 10.8 23,682,873 100.0 1.4

（単位：千円）

令　　和　　７　　年　　度令　　和　　６　　年　　度

－ 9 －



　２　歳出（目的別）

令　　和　

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額

1 議会費 194,900 0.9 2.9 184,625

2 総務費 3,036,670 14.8 △ 0.8 2,733,279

3 民生費 7,212,851 35.1 △ 5.1 7,797,167

4 衛生費 3,111,285 15.1 15.3 2,786,391

5 労働費 599 0.0 8.5 583

6 農林水産業費 671,155 3.3 △ 18.4 562,166

7 商工費 249,826 1.2 △ 16.9 253,464

8 土木費 1,530,973 7.5 19.7 1,171,684

9 消防費 929,533 4.5 △ 13.2 942,391

10 教育費 1,911,036 9.3 2.2 2,132,344

11 災害復旧費 29,777 0.2 △ 71.5 10,114

12 公債費 1,670,817 8.1 4.4 1,623,833

20,549,422 100.0 △ 0.2 20,198,041

区 分

合 計

令　　和　　４　　年　　度 　５　　年　　度

構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

0.9 △ 5.3 194,609 0.9 5.4 198,252 0.9 1.9

13.5 △ 10.0 2,755,985 12.3 0.8 2,634,921 11.6 △ 4.4

38.6 8.1 7,857,631 35.2 0.8 8,220,936 36.4 4.6

13.8 △ 10.4 3,157,082 14.1 13.3 3,841,749 17.0 21.7

0.0 △ 2.7 379 0.0 △ 35.0 423 0.0 11.6

2.8 △ 16.2 579,119 2.6 3.0 674,013 3.0 16.4

1.3 1.5 218,969 1.0 △ 13.6 296,765 1.3 35.5

5.8 △ 23.5 996,596 4.5 △ 14.9 1,168,186 5.2 17.2

4.7 1.4 964,705 4.3 2.4 1,145,206 5.1 18.7

10.6 11.6 3,986,116 17.9 86.9 2,919,023 12.9 △ 26.8

0.0 △ 66.0 18,355 0.1 81.5 15,749 0.1 △ 14.2

8.0 △ 2.8 1,582,527 7.1 △ 2.5 1,478,400 6.5 △ 6.6

100.0 △ 1.7 22,312,073 100.0 10.5 22,593,623 100.0 1.3

（単位：千円）

令　　和　　６　　年　　度 令　　和　　７　　年　　度

－ 10 －



　２　歳出（目的別）

令　　和　

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額

1 議会費 194,900 0.9 2.9 184,625

2 総務費 3,036,670 14.8 △ 0.8 2,733,279

3 民生費 7,212,851 35.1 △ 5.1 7,797,167

4 衛生費 3,111,285 15.1 15.3 2,786,391

5 労働費 599 0.0 8.5 583

6 農林水産業費 671,155 3.3 △ 18.4 562,166

7 商工費 249,826 1.2 △ 16.9 253,464

8 土木費 1,530,973 7.5 19.7 1,171,684

9 消防費 929,533 4.5 △ 13.2 942,391

10 教育費 1,911,036 9.3 2.2 2,132,344

11 災害復旧費 29,777 0.2 △ 71.5 10,114

12 公債費 1,670,817 8.1 4.4 1,623,833

20,549,422 100.0 △ 0.2 20,198,041

区 分

合 計

令　　和　　４　　年　　度 　５　　年　　度

構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

0.9 △ 5.3 194,609 0.9 5.4 198,252 0.9 1.9

13.5 △ 10.0 2,755,985 12.3 0.8 2,634,921 11.6 △ 4.4

38.6 8.1 7,857,631 35.2 0.8 8,220,936 36.4 4.6

13.8 △ 10.4 3,157,082 14.1 13.3 3,841,749 17.0 21.7

0.0 △ 2.7 379 0.0 △ 35.0 423 0.0 11.6

2.8 △ 16.2 579,119 2.6 3.0 674,013 3.0 16.4

1.3 1.5 218,969 1.0 △ 13.6 296,765 1.3 35.5

5.8 △ 23.5 996,596 4.5 △ 14.9 1,168,186 5.2 17.2

4.7 1.4 964,705 4.3 2.4 1,145,206 5.1 18.7

10.6 11.6 3,986,116 17.9 86.9 2,919,023 12.9 △ 26.8

0.0 △ 66.0 18,355 0.1 81.5 15,749 0.1 △ 14.2

8.0 △ 2.8 1,582,527 7.1 △ 2.5 1,478,400 6.5 △ 6.6

100.0 △ 1.7 22,312,073 100.0 10.5 22,593,623 100.0 1.3

（単位：千円）

令　　和　　６　　年　　度 令　　和　　７　　年　　度

－ 11 －



　３　歳出（性質別）

　令　　和　

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額

1 人件費 3,916,304 19.1 1.0 4,011,826

2 物件費 3,757,032 18.3 1.6 3,647,485

3 維持補修費 282,025 1.4 31.3 218,232

4 扶助費 4,089,973 19.9 △ 11.1 4,606,460

5 補助費等 1,627,860 7.9 9.6 1,560,720

6 普通建設事業費 2,210,611 10.8 14.5 1,565,207

7 災害復旧事業費 29,777 0.2 △ 71.5 10,644

8 公債費 1,670,817 8.1 4.4 1,623,833

9 積立金 560,896 2.7 △ 4.9 433,089

10 投資及び出資金 393,505 1.9 △ 19.6 436,706

11 貸付金 70,000 0.3 0.0 70,920

12 繰出金 1,940,622 9.4 0.4 2,012,919

20,549,422 100.0 △ 0.2 20,198,041

令　　和　　４　　年　　度

区 分

合 計

　５　　年　　度

構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

19.9 2.4 4,164,927 18.7 3.8 4,332,701 19.2 4.0

18.1 △ 2.9 3,656,915 16.4 0.3 4,241,090 18.8 16.0

1.1 △ 22.6 236,661 1.1 8.4 225,697 1.0 △ 4.6

22.8 12.6 4,663,733 20.9 1.2 4,615,789 20.4 △ 1.0

7.7 △ 4.1 1,424,781 6.4 △ 8.7 1,667,008 7.4 17.0

7.7 △ 29.2 3,366,587 15.1 115.1 3,345,424 14.8 △ 0.6

0.0 △ 64.3 18,355 0.1 72.4 15,749 0.1 △ 14.2

8.0 △ 2.8 1,582,527 7.1 △ 2.5 1,478,400 6.5 △ 6.6

2.1 △ 22.8 716,266 3.2 65.4 360,178 1.6 △ 49.7

2.2 11.0 389,564 1.7 △ 10.8 184,330 0.8 △ 52.7

0.4 1.3 72,320 0.3 2.0 75,520 0.3 4.4

10.0 3.7 2,019,437 9.0 0.3 2,051,737 9.1 1.6

100.0 △ 1.7 22,312,073 100.0 10.5 22,593,623 100.0 1.3

令　　和　　７　　年　　度

（単位：千円）

令　　和　　６　　年　　度

－ 12 －



　３　歳出（性質別）

　令　　和　

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額

1 人件費 3,916,304 19.1 1.0 4,011,826

2 物件費 3,757,032 18.3 1.6 3,647,485

3 維持補修費 282,025 1.4 31.3 218,232

4 扶助費 4,089,973 19.9 △ 11.1 4,606,460

5 補助費等 1,627,860 7.9 9.6 1,560,720

6 普通建設事業費 2,210,611 10.8 14.5 1,565,207

7 災害復旧事業費 29,777 0.2 △ 71.5 10,644

8 公債費 1,670,817 8.1 4.4 1,623,833

9 積立金 560,896 2.7 △ 4.9 433,089

10 投資及び出資金 393,505 1.9 △ 19.6 436,706

11 貸付金 70,000 0.3 0.0 70,920

12 繰出金 1,940,622 9.4 0.4 2,012,919

20,549,422 100.0 △ 0.2 20,198,041

令　　和　　４　　年　　度

区 分

合 計

　５　　年　　度

構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

19.9 2.4 4,164,927 18.7 3.8 4,332,701 19.2 4.0

18.1 △ 2.9 3,656,915 16.4 0.3 4,241,090 18.8 16.0

1.1 △ 22.6 236,661 1.1 8.4 225,697 1.0 △ 4.6

22.8 12.6 4,663,733 20.9 1.2 4,615,789 20.4 △ 1.0

7.7 △ 4.1 1,424,781 6.4 △ 8.7 1,667,008 7.4 17.0

7.7 △ 29.2 3,366,587 15.1 115.1 3,345,424 14.8 △ 0.6

0.0 △ 64.3 18,355 0.1 72.4 15,749 0.1 △ 14.2

8.0 △ 2.8 1,582,527 7.1 △ 2.5 1,478,400 6.5 △ 6.6

2.1 △ 22.8 716,266 3.2 65.4 360,178 1.6 △ 49.7

2.2 11.0 389,564 1.7 △ 10.8 184,330 0.8 △ 52.7

0.4 1.3 72,320 0.3 2.0 75,520 0.3 4.4

10.0 3.7 2,019,437 9.0 0.3 2,051,737 9.1 1.6

100.0 △ 1.7 22,312,073 100.0 10.5 22,593,623 100.0 1.3

令　　和　　７　　年　　度

（単位：千円）

令　　和　　６　　年　　度

－ 13 －



税目別決算の推移

令　　和

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額

1 市民税 2,516,082 28.3 0.7 2,576,626

個　　人 2,140,543 24.1 2.0 2,142,310

法　　人 375,539 4.2 △ 6.1 434,316

2 固定資産税 5,839,551 65.8 △ 1.6 5,782,299

固定資産税 5,804,006 65.4 △ 1.6 5,743,052

国有資産等所在市町村交付金 35,545 0.4 △ 8.4 39,247

3 軽自動車税 167,895 1.9 3.6 170,177

　環境性能割 9,177 0.1 33.1 9,685

　種別割 158,718 1.8 2.2 160,492

4 市たばこ税 351,862 4.0 3.8 346,425

5 入湯税 1,794 0.0 38.1 1,891

8,877,184 100.0 △ 0.7 8,877,418合 計

区 分

令　　和　　４　　年　　度

（単位：千円）

　５　　年　　度

構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

29.0 2.4 2,646,525 29.8 2.7 2,999,003 32.9 13.3

24.1 0.1 2,015,518 22.7 △ 5.9 2,294,255 25.2 13.8

4.9 15.7 631,007 7.1 45.3 704,748 7.7 11.7

65.2 △ 1.0 5,714,148 64.3 △ 1.2 5,579,192 61.3 △ 2.4

64.7 △ 1.1 5,674,934 63.9 △ 1.2 5,540,190 60.9 △ 2.4

0.5 10.4 39,214 0.4 △ 0.1 39,002 0.4 △ 0.5

1.9 1.4 173,914 2.0 2.2 177,465 2.0 2.0

0.1 5.5 11,706 0.2 20.9 14,396 0.2 23.0

1.8 1.1 162,208 1.8 1.1 163,069 1.8 0.5

3.9 △ 1.5 340,281 3.8 △ 1.8 338,628 3.7 △ 0.5

0.0 5.4 6,081 0.1 221.6 6,505 0.1 7.0

100.0 0.0 8,880,949 100.0 0.0 9,100,793 100.0 2.5

令　　和　　６　　年　　度 令　　和　　７　　年　　度

－ 14 －



税目別決算の推移

令　　和

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額

1 市民税 2,516,082 28.3 0.7 2,576,626

個　　人 2,140,543 24.1 2.0 2,142,310

法　　人 375,539 4.2 △ 6.1 434,316

2 固定資産税 5,839,551 65.8 △ 1.6 5,782,299

固定資産税 5,804,006 65.4 △ 1.6 5,743,052

国有資産等所在市町村交付金 35,545 0.4 △ 8.4 39,247

3 軽自動車税 167,895 1.9 3.6 170,177

　環境性能割 9,177 0.1 33.1 9,685

　種別割 158,718 1.8 2.2 160,492

4 市たばこ税 351,862 4.0 3.8 346,425

5 入湯税 1,794 0.0 38.1 1,891

8,877,184 100.0 △ 0.7 8,877,418合 計

区 分

令　　和　　４　　年　　度

（単位：千円）

　５　　年　　度

構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

決　算　額
構成比
（％）

対前年度
増 減 率
（％）

29.0 2.4 2,646,525 29.8 2.7 2,999,003 32.9 13.3

24.1 0.1 2,015,518 22.7 △ 5.9 2,294,255 25.2 13.8

4.9 15.7 631,007 7.1 45.3 704,748 7.7 11.7

65.2 △ 1.0 5,714,148 64.3 △ 1.2 5,579,192 61.3 △ 2.4

64.7 △ 1.1 5,674,934 63.9 △ 1.2 5,540,190 60.9 △ 2.4

0.5 10.4 39,214 0.4 △ 0.1 39,002 0.4 △ 0.5

1.9 1.4 173,914 2.0 2.2 177,465 2.0 2.0

0.1 5.5 11,706 0.2 20.9 14,396 0.2 23.0

1.8 1.1 162,208 1.8 1.1 163,069 1.8 0.5

3.9 △ 1.5 340,281 3.8 △ 1.8 338,628 3.7 △ 0.5

0.0 5.4 6,081 0.1 221.6 6,505 0.1 7.0

100.0 0.0 8,880,949 100.0 0.0 9,100,793 100.0 2.5

令　　和　　６　　年　　度 令　　和　　７　　年　　度
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税目別徴収実績

当初予算額 補正予算額 計 （Ａ）

2,564,965 260,000 2,824,965 3,082,716

2,160,984 2,160,984 2,375,242

現年課税分 2,135,726 2,135,726 2,299,737

滞納繰越分 25,258 25,258 75,505

403,981 260,000 663,981 707,474

現年課税分 403,158 260,000 663,158 705,034

滞納繰越分 823 823 2,440

5,543,797 26,811 5,570,608 5,677,296

5,501,607 30,000 5,531,607 5,638,294

現年課税分 5,475,250 30,000 5,505,250 5,546,904

滞納繰越分 26,357 26,357 91,390

42,190 △ 3,189 39,001 39,002

172,848 172,848 187,979

10,301 10,301 14,396

162,547 162,547 173,583

現年課税分 160,281 160,281 164,382

滞納繰越分 2,266 2,266 9,201

329,975 329,975 338,628

5,646 5,646 6,505

8,617,231 286,811 8,904,042 9,293,124

8,562,527 286,811 8,849,338 9,114,588

54,704 54,704 178,536滞 納 繰 越 分

３　軽自動車税

４　市たばこ税

５　入湯税

合 計

現 年 課 税 分

環境性能割

　種別割

国有資産等
所在市町村交付金

　　　　　　　 　　区　分

　税　目

調　定　額
（Ｂ）

１　市民税

個　　人

法　　人

２　固定資産税

固定資産税

予 算 額
予算額に対
する調定額
の比率(％)

調定額に対
する収入済
額の比率(％)

予算額に対
する収入済
額の比率(％)

(Ｂ)/(Ａ)
×100

(Ｃ)/(Ｂ)
×100

(Ｃ)/(Ａ)
×100

2,999,003 4,704 79,009 109.1 97.3 106.2

2,294,255 4,604 76,383 109.9 96.6 106.2

2,271,501 290 27,946 107.7 98.8 106.4

22,754 4,314 48,437 298.9 30.1 90.1

704,748 100 2,626 106.6 99.6 106.1

704,154 880 106.3 99.9 106.2

594 100 1,746 296.5 24.3 72.2

5,579,192 8,392 89,712 101.9 98.3 100.2

5,540,190 8,392 89,712 101.9 98.3 100.2

5,516,022 5 30,877 100.8 99.4 100.2

24,168 8,387 58,835 346.7 26.4 91.7

39,002 100.0 100.0 100.0

177,465 1,083 9,431 108.8 94.4 102.7

14,396 139.8 100.0 139.8

163,069 1,083 9,431 106.8 93.9 100.3

161,488 2,894 102.6 98.2 100.8

1,581 1,083 6,537 406.0 17.2 69.8

338,628 102.6 100.0 102.6

6,505 115.2 100.0 115.2

9,100,793 14,179 178,152 104.4 97.9 102.2

9,051,696 295 62,597 103.0 99.3 102.3

49,097 13,884 115,555 326.4 27.5 89.8

（単位:千円）

収入済額
（Ｃ）

不納欠損額 収入未済額
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税目別徴収実績

当初予算額 補正予算額 計 （Ａ）

2,564,965 260,000 2,824,965 3,082,716

2,160,984 2,160,984 2,375,242

現年課税分 2,135,726 2,135,726 2,299,737

滞納繰越分 25,258 25,258 75,505

403,981 260,000 663,981 707,474

現年課税分 403,158 260,000 663,158 705,034

滞納繰越分 823 823 2,440

5,543,797 26,811 5,570,608 5,677,296

5,501,607 30,000 5,531,607 5,638,294

現年課税分 5,475,250 30,000 5,505,250 5,546,904

滞納繰越分 26,357 26,357 91,390

42,190 △ 3,189 39,001 39,002

172,848 172,848 187,979

10,301 10,301 14,396

162,547 162,547 173,583

現年課税分 160,281 160,281 164,382

滞納繰越分 2,266 2,266 9,201

329,975 329,975 338,628

5,646 5,646 6,505

8,617,231 286,811 8,904,042 9,293,124

8,562,527 286,811 8,849,338 9,114,588

54,704 54,704 178,536滞 納 繰 越 分

３　軽自動車税

４　市たばこ税

５　入湯税

合 計

現 年 課 税 分

環境性能割

　種別割

国有資産等
所在市町村交付金

　　　　　　　 　　区　分

　税　目

調　定　額
（Ｂ）

１　市民税

個　　人

法　　人

２　固定資産税

固定資産税

予 算 額
予算額に対
する調定額
の比率(％)

調定額に対
する収入済
額の比率(％)

予算額に対
する収入済
額の比率(％)

(Ｂ)/(Ａ)
×100

(Ｃ)/(Ｂ)
×100

(Ｃ)/(Ａ)
×100

2,999,003 4,704 79,009 109.1 97.3 106.2

2,294,255 4,604 76,383 109.9 96.6 106.2

2,271,501 290 27,946 107.7 98.8 106.4

22,754 4,314 48,437 298.9 30.1 90.1

704,748 100 2,626 106.6 99.6 106.1

704,154 880 106.3 99.9 106.2

594 100 1,746 296.5 24.3 72.2

5,579,192 8,392 89,712 101.9 98.3 100.2

5,540,190 8,392 89,712 101.9 98.3 100.2

5,516,022 5 30,877 100.8 99.4 100.2

24,168 8,387 58,835 346.7 26.4 91.7

39,002 100.0 100.0 100.0

177,465 1,083 9,431 108.8 94.4 102.7

14,396 139.8 100.0 139.8

163,069 1,083 9,431 106.8 93.9 100.3

161,488 2,894 102.6 98.2 100.8

1,581 1,083 6,537 406.0 17.2 69.8

338,628 102.6 100.0 102.6

6,505 115.2 100.0 115.2

9,100,793 14,179 178,152 104.4 97.9 102.2

9,051,696 295 62,597 103.0 99.3 102.3

49,097 13,884 115,555 326.4 27.5 89.8

（単位:千円）

収入済額
（Ｃ）

不納欠損額 収入未済額
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一般会計・決算状況

　１　歳入

市税

9,100,793

（38.4％）

国庫支出金

5,014,364

（21.2％）

県支出金

1,559,777

（6.6％）

市債

1,319,900   

（5.6％）

合 計

(単位：千円)

23,682,873

諸収入

338,805

（1.4％）

繰越金

585,155

（2.5％）

使用料等 341,516（1.5％）

分担金及び負担金 108,048

使用料及び手数料 233,468

繰入金

792,373

（3.3％）

地方譲与税等 4,143,529（17.5％）

地方譲与税 263,168

利子割交付金 9,636

配当割交付金 52,438

株式等譲渡所得割交付金 87,103

法人事業税交付金 108,909

地方消費税交付金 1,173,234

ゴルフ場利用税交付金 68,886

環境性能割交付金 31,080

地方特例交付金 25,279

地方交付税 2,321,020

交通安全対策特別交付金 2,776

その他 486,661(2.0％)

財産収入 196,483

寄附金 290,178
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一般会計・決算状況

　１　歳入

市税

9,100,793

（38.4％）

国庫支出金

5,014,364

（21.2％）

県支出金

1,559,777

（6.6％）

市債

1,319,900   

（5.6％）

合 計

(単位：千円)

23,682,873

諸収入

338,805

（1.4％）

繰越金

585,155

（2.5％）

使用料等 341,516（1.5％）

分担金及び負担金 108,048

使用料及び手数料 233,468

繰入金

792,373

（3.3％）

地方譲与税等 4,143,529（17.5％）

地方譲与税 263,168

利子割交付金 9,636

配当割交付金 52,438

株式等譲渡所得割交付金 87,103

法人事業税交付金 108,909

地方消費税交付金 1,173,234

ゴルフ場利用税交付金 68,886

環境性能割交付金 31,080

地方特例交付金 25,279

地方交付税 2,321,020

交通安全対策特別交付金 2,776

その他 486,661(2.0％)

財産収入 196,483

寄附金 290,178

　　　２　歳出

総務費

2,634,921

（11.6％）

民生費

8,220,936

（36.4％）

衛生費

3,841,749

（17.0％）

教育費

2,919,023

（12.9％）

公債費

1,478,400

（6.5％）

合 計

(単位：千円)

22,593,623

災害復旧費

15,749

（0.1％）

議会費

198,252

（0.9％）

商工費

296,765

（1.3％）

消防費

1,145,206

（5.1％）

農林水産業費

674,013

（3.0％）

労働費

423

（0.0％）

土木費

1,168,186

（5.2％）
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（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

総 務 費 35,764 12,800 7,071 15,893

交通安全施設設置工事、交通安全施設設置工
事（通学路）、物件補償費

31,793 12,800 3,100 15,893

測量・設計業務委託料【繰越明許費分】 3,971 3,971 0

民 生 費 20,744 837 9,700 1,300 8,907

4,224 2,816 1,408

衛 生 費 2,240 683 778 779

79,397 5,100 34,646 39,651

広域火葬場整備事業負担金〈債務負担行為〉 44,751 5,100 39,651

広域火葬場整備事業負担金【繰越明許費分】 34,646 34,646 0

1,505,357 1,497,037 8,320

22,078 19,700 2,378

53,855 2,900 50,955

県営ほ場整備事業（竹岡地区）元利補給補助
金〈債務負担行為〉

4,158 4,158

県営かんがい排水事業（小糸川地区）元利補
給補助金〈債務負担行為〉

30,377 30,377

県営かんがい排水事業（小糸川地区期間延長
分）元利補給補助金〈債務負担行為〉

15,310 15,310

県営土地改良事業負担金 4,010 2,900 1,110

21,573 4,553 17,020 0

1,549 1,317 232

73,416 23,600 21,003 28,813

13,585 4,032 9,553

商 工 費 2,618 1,204 1,300 114

土 木 費 1,840 1,840

28,349 25,400 2,420 529

道路維持管理工事 4,829 4,300 529

道路維持管理工事【繰越明許費分】 23,520 21,100 2,420 0

48,126 48,126

22,293 22,200 93

24,915 22,400 2,500 15

81,931 73,100 3,871 4,960

法面長寿命化修繕事業（測量・設計業務委託
料、法面保護工事）

37,252 33,000 4,252

法面長寿命化修繕事業（法面保護工事）【繰
越明許費分】

37,771 33,900 3,871 0

道路附属物長寿命化修繕事業（道路附属物修
繕工事）

6,908 6,200 708

特　　定　　財　　源
一般財源

第２期君津地域広域廃棄物処理施設整備事業（第
２期君津地域広域廃棄物処理施設整備事業負担
金）〈債務負担行為〉

普通建設事業一覧表

款 事　　業　　名 決算額

左　 の 　財　 源 　内 　訳

交通安全施設対策事業

市立保育所施設整備事業（飯野保育所受水槽ポン
プ交換工事、竹岡保育所門扉等改修工事、施設改
修等工事）

私立保育園運営事業（就学前教育・保育施設整備
事業補助金）

浄化槽設置促進事業（浄化槽転換事業補助金）

広域火葬場整備運営事業

市道湊富士見台線整備事業（土地評価・登記業務
委託料、道路用地取得費、道路改良工事等）

最終処分場整備事業（一般廃棄物最終処分場最終
覆土等工事監理業務委託料、一般廃棄物最終処分
場最終覆土等工事）

農 林
水産業費

農業生産基盤整備事業

農地耕作条件改善事業（西川地区排水整備工事）
【繰越明許費分】

東京湾漁業総合対策事業（共同利用施設設置事業
補助金、海難予防施設設置事業補助金）

県営漁港整備事業（富津漁港水産流通基盤整備事
業負担金、富津漁港維持改良事業負担金、富津漁
港水産物供給基盤機能保全事業負担金）

市営漁港整備事業（漁港整備工事）

その他観光施設管理運営事業（もみじの里公衆ト
イレ給水管改良工事）

防犯灯整備事業（防犯灯新設工事）

道路維持事業

道路新設改良総務関係費（普通旅費、消耗品費、
事務機器借上料等）

市道等局部改良事業（市道等局部改良工事）

道路局所管補助金事業（単独分）
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（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

特　　定　　財　　源
一般財源

款 事　　業　　名 決算額

左　 の 　財　 源 　内 　訳

土 木 費 65,406 32,100 30,300 1,206 1,800

市道浅間山線整備事業（道路改良工事等） 35,200 17,600 15,800 1,800

市道浅間山線整備事業（道路改良工事等）
【繰越明許費分】

30,206 14,500 14,500 1,206 0

878 878

市道浅間山線整備事業（測量・設計業務委託
料、道路用地取得費等）

878 878

23,090 12,700 9,300 1,000 90

橋梁長寿命化修繕事業（補修設計・計画策定
業務委託料、橋梁補修工事）

23,090 12,700 9,300 1,000 90

12,668 10,700 1,968

4,843 3,600 1,200 43

44,899 20,502 18,400 2,000 3,997

消 防 費 74,353 55,700 18,653

66,686 8,232 43,800 14,654

43,854 3,562 38,200 2,092

513 513

16,954 99 11,500 46 5,309

全国瞬時警報システム更新業務委託料、戸別
受信機設置工事

8,008 99 2,600 5,309

県防災行政無線再整備事業負担金【繰越明許
費分】

8,946 8,900 46 0

教 育 費 60,019 31,400 20,690 7,929

学校施設改修工事設計業務委託料、用地測量
業務委託料、学校施設改修工事監理業務委託
料、学校施設改修工事、流末排水整備工事、
小学校用地取得費

49,929 31,400 10,600 7,929

学校排水調査・設計業務委託料【繰越明許費
分】

10,090 10,090 0

29,867 29,113 754

基本・実施設計業務委託料〈継続費〉 19,788 19,700 88

登記業務委託料、学校排水調査業務委託料、
図面作成業務委託料

1,466 800 666

地質調査業務委託料【繰越明許費分】 8,613 8,613 0

4,180 3,700 480

849,761 148,238 541,300 37,100 123,123

屋内運動場改築工事監理業務委託料、屋内運
動場改築工事〈継続費〉

845,355 148,238 541,300 37,100 118,717

手数料、通信ネットワーク整備業務委託料 4,406 4,406

2,408 1,200 1,208

1,191 1,191

3,345,424 1,714,076 20,582 1,014,800 188,718 407,248

防災関係費（避難所自動解錠ボックス移設工事、
避難場所標識設置工事）

社会資本整備総合交付金事業（交付金分）

社会資本整備総合交付金事業（単独分）

道路局所管補助金事業（補助金分）

港湾管理総務関係費（港湾整備事業負担金）

公園総務関係費（公園予定地フェンス交換工事）

ふれあい公園整備事業（公園施設改修工事設計業
務委託料、公園施設改修工事監理業務委託料、公
園施設改修工事）

ちば消防共同指令センター指令システム全体更新
負担金〈債務負担行為〉

消防自動車等整備事業（備品・小型動力ポンプ付
積載車、災害対応特殊消防ポンプ車）

消防団詰所等整備事業（消防団詰所改築工事）

中央公民館管理運営費（空調設備設置工事、多目
的室ドア改修工事）

富津公民館管理運営費（空調設備設置工事）

合 計

防災行政無線管理事業

小学校施設整備事業

青堀小学校校舎改築事業

中学校施設整備事業（富津中学校グラウンド排水
調査・設計業務委託料）

大佐和中学校屋内運動場改築事業
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債務負担行為の状況

県自治体情報セキュリティクラ
ウド運用保守委託料

4,119,000
　令和 5年度～
　令和 9年度

914,367

県自治体情報セキュリティクラ
ウド運用保守委託料（回線増強
分）

47,000
　令和 8年度～
　令和 9年度

－

ちば電子調達システム使用料 19,569,000
　令和 8年度～
　令和13年度

－

本庁舎照明ＬＥＤ化事業 59,551,000
　令和 7年度～
　令和16年度

5,808,000

道の駅整備運営計画策定業務委
託料

20,000,000 　令和 8年度 －

竹岡コミュニティセンター指定
管理料

3,994,000
　令和 7年度～
　令和11年度

788,000

金谷コミュニティセンター指定
管理料

3,832,000
　令和 7年度～
　令和11年度

761,000

佐貫コミュニティセンター指定
管理料

4,482,000
　令和 7年度～
　令和11年度

869,000

飯野コミュニティセンター指定
管理料

4,623,000
　令和 7年度～
　令和11年度

900,000

天神山コミュニティセンター指
定管理料

4,312,000
　令和 7年度～
　令和11年度

852,000

戸籍情報システム及び戸籍附票
システム標準化改修業務委託料

10,054,000 　令和 7年度 7,018,000

富津老人憩の家指定管理料 9,960,000
　令和 7年度～
　令和10年度

2,490,000

青堀ふれあいシニア館指定管理
料

5,016,000
　令和 7年度～
　令和11年度

984,000

大貫ふれあいシニア館指定管理
料

15,095,000
　令和 7年度～
　令和11年度

2,865,000

関豊ふれあいシニア館指定管理
料

6,893,000
　令和 7年度～
　令和11年度

1,360,000

広域火葬場整備事業（ＰＦＩ事
業）

6,833,458千円に金利
変動及び物価変動によ
る増減額並びに消費税
及び地方消費税を加算
した額に、「（仮称）
木更津市火葬場整備運
営事業」に関する覚書
第7条に基づく負担金
の額等に関する協定に
規定する負担割合を乗
じた額の範囲内

　令和元年度～
　令和19年度

42,091,044

事 項 限 度 額 期 間
令和７年度
支　出　額
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（単位：円）

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

1,372,734 1,372,734

47,000 47,000

18,565,800 18,565,800

50,336,000 50,336,000

0 0

3,206,000 3,206,000

3,071,000 3,071,000

3,613,000 3,613,000

3,723,000 3,723,000

3,460,000 3,460,000

0 0

7,470,000 7,470,000

4,032,000 4,032,000

12,230,000 12,230,000

5,533,000 5,533,000

限度額から前年度末ま
での支出額を差し引い
た額

支出予定額に同
じ

令和８年度以降の
支 出 予 定 額

左　 の 　財　 源 　内　 訳
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債務負担行為の状況

事 項 限 度 額 期 間
令和７年度
支　出　額

一般廃棄物処理委託

令和3年度から令和8年度
までの6年間、一般廃棄
物の中間処理（直接溶融
処理）を委託するのに要
する経費

　令和 3年度～
　令和 8年度

496,224,998

広域廃棄物処理事業（ＰＦＩ事
業）

75,132,490千円に金利
変動及び物価変動によ
る増減額、売電に関す
る環境の変動に伴う増
減額並びに消費税及び
地方消費税の額を加算
した額に、木更津市、
君津市、富津市、袖ケ
浦市、鴨川市、南房総
市及び鋸南町広域廃棄
物処理事業協議会にお
いて協議により定める
負担割合を乗じた額の
範囲内

　令和 2年度～
　令和28年度

1,497,037,000

水道事業統合広域化出資金 3,060,600,000
　平成29年度～
　令和10年度

119,500,000

かずさ水道広域連合企業団営業
助成補助金

229,935,000
　令和 8年度～
　令和10年度

－

県営ほ場整備事業（竹岡地区）
融資年賦償還金

241,817,000
　平成 5年度～
　令和14年度

4,157,750

県営かんがい排水事業（小糸川
地区）融資年賦償還金

2,342,392,000
　平成 8年度～
　令和17年度

30,377,587

県営かんがい排水事業（小糸川
地区）融資年賦償還金（平成23
～30年度事業期間延長分）

984,279,000
　平成23年度～
　令和25年度

12,921,742

県営かんがい排水事業（小糸川
地区）融資年賦償還金（令和元
～9年度事業期間延長分）

660,530,000
　令和元年度～
　令和34年度

2,388,113

山中奥畑簡易給水施設指定管理
料

1,332,000
　令和 6年度～
　令和 7年度

666,000

山中奥畑簡易給水施設指定管理
料

8,983,000
　令和 8年度～
　令和12年度

－

富津市民の森指定管理料 51,500,000
　令和 6年度～
　令和10年度

10,300,000

高宕山自然動物園指定管理料 3,087,000 　令和 7年度 3,087,000

高宕山自然動物園指定管理料 10,090,000
　令和 8年度～
　令和10年度

－

金谷海浜公園指定管理料 15,585,000
　令和 7年度～
　令和 9年度

5,131,000
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（単位：円）

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

令和８年度以降の
支 出 予 定 額

左　 の 　財　 源 　内　 訳

令和8年度の一般廃棄物
の中間処理（直接溶融
処理）を委託するのに
要する経費

清掃手数料の
一部

支出予定額から
清掃手数料の一
部を差し引いた
額

限度額から前年度末ま
での支出額を差し引い
た額

14,084,394,000
支出予定額から
特定財源を差し
引いた額

1,129,500,000 1,129,500,000 0

229,935,000 229,935,000

8,398,000 8,398,000

125,905,932 125,905,932

181,427,046 181,427,046

585,093,332 585,093,332

0 0

8,983,000 8,983,000

30,900,000 30,900,000

0 0

10,090,000 10,090,000

10,454,000 10,454,000
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債務負担行為の状況

事 項 限 度 額 期 間
令和７年度
支　出　額

防犯灯ＬＥＤ化事業 172,260,000
　平成27年度～
　令和 7年度

3,215,700

市都市公園及び市立公園指定管
理料

503,144,000
　令和 6年度～
　令和 8年度

168,502,528

ちば消防共同指令センター指令
システム全体更新事業負担金

122,393,000
　令和 6年度～
　令和 8年度

74,353,499

スクールバス運行事業 646,190,000
　令和 7年度～
　令和11年度

123,958,560

社会科副読本動画制作委託料 1,598,000 　令和 7年度 1,597,794

小学校照明ＬＥＤ化事業 59,602,000
　令和 7年度～
　令和16年度

4,146,984

中学校照明ＬＥＤ化事業 54,575,000
　令和 7年度～
　令和16年度

3,797,436

市民会館用地取得事業 41,660,000
　令和 8年度～
　令和14年度

－

市立図書館指定管理料 409,500,000
　令和 5年度～
　令和 9年度

81,900,000

学校給食共同調理場調理等業務
委託料

353,859,000
　令和 7年度～
　令和10年度

98,168,400

学校給食配送等業務委託料 323,400,000
　令和 7年度～
　令和11年度

57,420,000

市体育施設指定管理料 173,185,000
　令和 6年度～
　令和 8年度

57,609,681

2,924,162,183合 計
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（単位：円）

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

令和８年度以降の
支 出 予 定 額

左　 の 　財　 源 　内　 訳

0 0

168,120,000 168,120,000

14,109,046 14,100,000 9,046

510,976,840 28,936,000 482,040,840

0 0

36,977,274 36,977,274

33,860,471 33,860,471

41,660,000 41,660,000

163,800,000 2,600,000 161,200,000

229,059,600 229,059,600

228,624,000 228,624,000

58,586,000 58,586,000
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１　高額療養費貸付基金

 （１）基金現在額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）

増 減

基 金 8,518,944 0 0 8,518,944

 （２）基金運用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）

増 減

現 金 8,518,944 210,000 864,000 7,864,944

貸 付 金 0 864,000 210,000 654,000

合 計 8,518,944 1,074,000 1,074,000 8,518,944

貸付人数(人) 0 3 1 2

貸付件数(件) 0 3 1 2

貸付基金の運用状況

区 分
決 算 年 度 中 増 減 額

区 分
決 算 年 度 中 増 減 額

前 年 度 末
現 在 高

決 算 年 度 末
現 在 高

前 年 度 末
現 在 高

決 算 年 度 末
現 在 高

保育所施設整備事業 地方公共団体金融機構 9,700 2.500 固定 15

広域火葬場整備事業 君津信用組合 5,100 2.050 固定 10

一般廃棄物処理事業 財務省 19,700 2.100 固定 10

上水道事業 財務省 119,800 3.300 固定 30

農業用施設整備事業 財務省 2,900 2.900 固定 20

漁港整備事業 財務省 23,600 2.900 固定 20

14,500 1.900 固定 10

25,100 2.100 固定 10

地方公共団体金融機構 55,000 2.500 固定 15

68,600 2.050 固定 10

33,000 2.250 固定 15

港湾整備事業 財務省 10,000 2.900 固定 20

財務省 18,400 2.500 固定 15

君津信用組合 3,600 2.050 固定 10

58,300 2.100 固定 10

38,200 2.500 固定 15

千葉県市町村振興協会 32,800 1.200 固定 5

14,400 1.700 固定 5

20,500 2.050 固定 10

515,500 3.100 固定 25

3,700 2.100 固定 10

25,800 1.700 固定 5

4,100 2.050 固定 10

27,300 1.700 固定 5

169,200 1.980 固定 10

災害復旧事業 財務省 1,100 2.100 固定 10

1,319,900

地方債の状況

１ 事業別借入状況 (単位：千円)

区 分 借 入 先 借入金額
年利率
(％)

金 利
方 式

償還期間
(年)

合 計

道路橋梁新設改良事業

君津信用組合

財務省

公園整備事業

君津信用組合

学校教育施設整備事業

地方公共団体金融機構

君津信用組合

消防施設整備事業

財務省
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１　高額療養費貸付基金

 （１）基金現在額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）

増 減

基 金 8,518,944 0 0 8,518,944

 （２）基金運用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）

増 減

現 金 8,518,944 210,000 864,000 7,864,944

貸 付 金 0 864,000 210,000 654,000

合 計 8,518,944 1,074,000 1,074,000 8,518,944

貸付人数(人) 0 3 1 2

貸付件数(件) 0 3 1 2

貸付基金の運用状況

区 分
決 算 年 度 中 増 減 額

区 分
決 算 年 度 中 増 減 額

前 年 度 末
現 在 高

決 算 年 度 末
現 在 高

前 年 度 末
現 在 高

決 算 年 度 末
現 在 高

保育所施設整備事業 地方公共団体金融機構 9,700 2.500 固定 15

広域火葬場整備事業 君津信用組合 5,100 2.050 固定 10

一般廃棄物処理事業 財務省 19,700 2.100 固定 10

上水道事業 財務省 119,800 3.300 固定 30

農業用施設整備事業 財務省 2,900 2.900 固定 20

漁港整備事業 財務省 23,600 2.900 固定 20

14,500 1.900 固定 10

25,100 2.100 固定 10

地方公共団体金融機構 55,000 2.500 固定 15

68,600 2.050 固定 10

33,000 2.250 固定 15

港湾整備事業 財務省 10,000 2.900 固定 20

財務省 18,400 2.500 固定 15

君津信用組合 3,600 2.050 固定 10

58,300 2.100 固定 10

38,200 2.500 固定 15

千葉県市町村振興協会 32,800 1.200 固定 5

14,400 1.700 固定 5

20,500 2.050 固定 10

515,500 3.100 固定 25

3,700 2.100 固定 10

25,800 1.700 固定 5

4,100 2.050 固定 10

27,300 1.700 固定 5

169,200 1.980 固定 10

災害復旧事業 財務省 1,100 2.100 固定 10

1,319,900

地方債の状況

１ 事業別借入状況 (単位：千円)

区 分 借 入 先 借入金額
年利率
(％)

金 利
方 式

償還期間
(年)

合 計

道路橋梁新設改良事業

君津信用組合

財務省

公園整備事業

君津信用組合

学校教育施設整備事業

地方公共団体金融機構

君津信用組合

消防施設整備事業

財務省
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２ 借入先別現在高
(単位：千円)

2.0％以下
2.0％超～
5.0％以下

5.0％超

7,063,829 780,100 582,573 7,261,356 6,188,280 1,073,076

13,006 8,719 4,287 4,287

6,024,365 161,200 420,733 5,764,832 5,603,632 161,200

497,514 81,416 416,098 416,098

2,413,763 345,800 202,461 2,557,102 2,317,561 239,541

265,846 32,800 64,090 234,556 234,556

173,513 11,002 162,511 162,511

16,451,836 1,319,900 1,370,994 16,400,742 14,926,925 1,473,817 0

その他の金融機関

共済組合等

千葉県

合 計

市中銀行

区 分
令和６年度
末現在高

令和７年度
発行額

令和７年度
償還元金

令和７年度
末現在高

利 率

財務省

旧郵政公社

地方公共団体
金融機構

３　目的別現在高
(単位：千円)

元　金 利　子 計

総務債 192,736 15,425 1,477 16,902 177,311

民生債 48,500 9,700 2,850 293 3,143 55,350

衛生債 2,802,370 144,600 49,278 28,623 77,901 2,897,692

農林水産業債 213,679 26,500 16,757 1,988 18,745 223,422

土木債 1,923,887 228,200 194,345 11,324 205,669 1,957,742

消防債 957,287 164,200 200,561 3,415 203,976 920,926

教育債 3,875,603 745,600 196,016 43,759 239,775 4,425,187

臨時財政対策債 6,115,745 630,079 13,831 643,910 5,485,666

災害復旧債 158,706 1,100 24,046 164 24,210 135,760

減収補填債
（特例分）

150,317 32,917 2,528 35,445 117,400

減税補填債 13,006 8,720 4 8,724 4,286

合 計 16,451,836 1,319,900 1,370,994 107,406 1,478,400 16,400,742

区 分
令和６年度
末現在高

令和７年度
発 行 額

令 和 ７ 年 度 償 還 額
令和７年度
末現在高
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３　目的別現在高
(単位：千円)

元　金 利　子 計

総務債 192,736 15,425 1,477 16,902 177,311

民生債 48,500 9,700 2,850 293 3,143 55,350

衛生債 2,802,370 144,600 49,278 28,623 77,901 2,897,692

農林水産業債 213,679 26,500 16,757 1,988 18,745 223,422

土木債 1,923,887 228,200 194,345 11,324 205,669 1,957,742

消防債 957,287 164,200 200,561 3,415 203,976 920,926

教育債 3,875,603 745,600 196,016 43,759 239,775 4,425,187

臨時財政対策債 6,115,745 630,079 13,831 643,910 5,485,666

災害復旧債 158,706 1,100 24,046 164 24,210 135,760

減収補填債
（特例分）

150,317 32,917 2,528 35,445 117,400

減税補填債 13,006 8,720 4 8,724 4,286

合 計 16,451,836 1,319,900 1,370,994 107,406 1,478,400 16,400,742

区 分
令和６年度
末現在高

令和７年度
発 行 額

令 和 ７ 年 度 償 還 額
令和７年度
末現在高
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引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途

○　令和７年度一般会計決算における上記経費の充当状況は、次のとおりです。

（歳入）地方消費税交付金のうち、地方消費税率引き上げに伴う増収分

624,870 千円

（歳出）地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる主な社会保障施策の経費

5,046,549 千円

（単位：千円）

事業費 一般財源

児童手当給付事業
（児童手当費）

600,490 483,764 58,328 58,398 15,738

児童扶養手当給付事業
（児童扶養手当費）

108,808 36,184 19,669 52,955 14,271

施設入所者措置事業
（老人措置費）

68,487 10,042 58,445 15,751

介護・訓練等給付事業
（介護・訓練等給付費）

1,549,472 772,850 382,932 233 393,457 106,035

重度心身障害者医療費等
助成費

74,598 36,963 37,635 10,142

生活保護扶助費 713,599 544,013 6,022 8,562 155,002 41,772

子ども医療対策費
（子ども医療給付費）

121,900 22,748 1 99,151 26,721

小　計 3,237,354 1,836,811 506,993 38,507 855,043 230,430

国民健康保険事業特別会計
繰出金

251,361 44,148 105,470 101,743 27,419

後期高齢者医療関係費 711,572 121,715 24,542 565,315 152,350

介護保険事業特別会計繰出
金

739,381 30,970 15,485 692,926 186,742

小　計 1,702,314 75,118 242,670 24,542 1,359,984 366,511

予防接種事業
（各種予防接種委託料）

81,210 81,210 21,886

各種がん検診事業 25,185 388 2,638 22,159 5,972

母子保健事業 486 130 94 262 71

小　計 106,881 518 94 2,638 103,631 27,929

5,046,549 1,912,447 749,757 65,687 2,318,658 624,870

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

合　　計

  社会保障の安定財源の確保を図る税制の抜本的な改革を行うため、平成２６年４月１日から消費税およ
び地方消費税の税率が５％から８％へ引き上げられ、令和元年１０月１日から１０％へ引き上げられまし
た。
　この引き上げ分に係る地方消費税交付金については、全て「社会保障施策に要する経費（事務費や事務
職員の人件費は除く。）」に充てることとされています。

財　　源　　内　　訳

特　定　財　源

社会保障施策に係る主な事業

国庫支出金 県支出金 その他

うち引き上げ
分の地方消費
税（社会保障
財源化分の市
町村交付金）

令令  和和  77  年年  度度

主主  要要  施施  策策  のの  成成  果果

((一一般般会会計計））
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令令  和和  77  年年  度度

主主  要要  施施  策策  のの  成成  果果

((一一般般会会計計））
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科　　目 担　当　課 事　　業　　名 頁

2款　総務費 経営改革・ＤＸ推進課 総務管理運営関係費（システム関係費） 37

経営改革関係費 38

財政課 公共施設再配置関係費 39

企画課 男女共同参画推進事業 40

地方創生関係費 41

企画課、政策推進課 広域連携事業 42

企画課 ふるさとふっつ応援寄附関係費 43

政策推進課 道の駅整備検討事業 44

空家バンク事業 45

移住・定住促進関係費 46

道の駅整備基金費 47

市民課 区長関係費 48

企画課 公共交通計画推進事業 49

公共交通計画推進事業（タクシー運賃助成事業） 50

公共交通計画推進事業（移動手段確保等支援事業） 51

公共交通計画推進事業（第二種運転免許取得支援事業） 52

バス利便性維持・向上事業 53

公共交通事業者物価高騰支援給付事業 54

3款　民生費 社会福祉課 民生委員関係費 55

社会福祉協議会関係事業（市社会福祉協議会補助金） 56

社会福祉協議会関係事業（地区社会福祉協議会補助金） 57

要援護者地域見守り事業 58

生活困窮者自立支援事業 59

介護福祉課 福祉施設等物価高騰支援給付事業 60

障がい福祉課 広域市町村圏事務組合負担金（児童発達支援センター分） 61

社会福祉課 広域市町村圏事務組合負担金（法人指導監査業務費分） 62

介護福祉課 施設入所者措置事業 63

シルバー人材センター運営事業 64

介護人材確保対策事業 65

高齢者（65歳以上）へのプレミアム商品券給付事業 66

障がい福祉課 特別障害者手当等給付事業 67

在宅重度知的障害者ねたきり身体障害者福祉手当給付事業 68

重度心身障害者医療費等助成事業 69

精神障害者医療費助成事業 70

介護・訓練等給付事業 71

自立支援医療事業 72

補装具費支給事業 73

障害者グループホーム等入居者家賃助成事業 74

障害者グループホーム等運営費補助事業 75

強度行動障害加算事業 76

意思疎通支援事業 77

日常生活用具給付等事業 78

移動支援事業 79

地域活動支援センター事業 80

発達障害児療育等支援事業 81

基幹相談支援センター事業 82

総合支援協議会事業 83

障害者虐待防止事業 84

児童発達支援給付事業 85

社会福祉課 物価高騰対応重点支援低所得世帯特別給付事業 86

物価高騰対応重点支援定額減税補足（不足額）特別給付事業 87

低所得世帯へのプレミアム商品券給付事業 88

こども家庭課 子育て応援きずな事業（子育て支援関係） 89

子育て応援きずな事業（家庭相談関係） 90

子ども医療対策費 91

令和7年度　主要施策の成果（目次）
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科　　目 担　当　課 事　　業　　名 頁

令和7年度　主要施策の成果（目次）

3款　民生費 こども家庭課 こども家庭センター運営事業 92

未熟児養育医療助成事業 93

児童手当給付事業 94

児童扶養手当給付事業 95

ひとり親家庭支援事業（医療費等助成費・自立支援給付費関係・子どもの学習支援関係） 96

ひとり親家庭支援事業（母子・父子等自立支援関係） 97

保育課 市立保育所運営事業 98

市立保育所施設整備事業 99

こども家庭課、保育課 子ども・子育て支援事業 100

地域交流支援センター管理運営事業 101

保育課 私立保育園運営事業 102

保育士処遇改善事業（保育士配置改善事業補助金） 103

保育士処遇改善事業（保育士処遇改善事業補助金） 104

私立認定こども園運営事業 105

私立保育園等給食費支援事業 106

保育士養成修学資金貸付事業 107

児童遊園地管理運営事業 108

保育料・給食副食費の軽減及び無料化 109

こども家庭課 物価高対応子育て応援手当給付事業 110

社会福祉課 生活保護関係費 111

生活保護扶助費 112

4款　衛生費 健康づくり課 休日在宅当番医事業 113

君津木更津医師会等補助事業 114

君津中央病院企業団負担金 115

救急急病医療事業負担金 116

医療機関等物価高騰支援給付事業 117

健康診査事業 118

成人歯科健康診査事業 119

健康増進保健指導事業 120

母子相談事業 121

母子保健訪問指導等事業 122

妊婦乳児健康診査事業 123

1歳6か月児・3歳児健康診査事業 124

出産・子育て応援交付金事業 125

妊婦のための支援給付事業 126

各種予防接種事業 127

胃がん検診事業 128

結核・肺がん検診事業 129

子宮がん検診事業 130

乳がん検診事業 131

大腸がん検診事業 132

口腔がん検診事業 133

国民健康保険課 後期高齢者予防事業 134

後期高齢者健康診査事業 135

高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業 136

健康づくり課 食生活指導事業 137

妊娠・出産包括支援事業 138

環境保全課 不法投棄対策事業 139

浄化槽設置促進事業 140

広域火葬場整備運営事業 141

大気汚染対策事業 142

水質汚濁対策事業 143

地球温暖化対策事業 144

放射線対策事業 145

収集事業 146
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科　　目 担　当　課 事　　業　　名 頁

令和7年度　主要施策の成果（目次）

4款　衛生費 環境保全課 環境センター管理運営事業 147

君津地域広域廃棄物処理事業 148

第2期君津地域広域廃棄物処理施設整備事業 149

最終処分場管理運営事業 150

最終処分場整備事業 151

災害等廃棄物処理事業 152

環境センター整備基金費 153

クリーンセンター管理運営事業 154

企画課 かずさ水道広域連合企業団関係費 155

6款　農林水産業費 農林水産課 農作物被害対策事業（有害鳥獣捕獲事業） 156

農作物被害対策事業（鳥獣被害防止事業） 157

農作物被害対策事業（狩猟免許促進事業） 158

中山間地域等直接支払推進事業 159

経営所得安定対策等推進事業 160

農業次世代人材投資事業 161

多面的機能支払交付金事業（推進事業） 162

多面的機能支払交付金事業（農地維持支払交付金） 163

多面的機能支払交付金事業（資源向上支払交付金） 164

7款　商工費 商工観光課 商工振興関係費（商工業振興事業補助金） 165

中小企業資金融資対策事業 166

観光総務関係費（市観光協会補助金） 167

宿泊・滞在型観光促進事業 168

海水浴場管理運営事業 169

プレミアム付商品券事業 170

8款　土木費 建設課 地籍調査事業 171

市道湊富士見台線整備事業 172

市道浅間山線整備事業 173

橋梁長寿命化修繕事業 174

都市政策課 君津富津広域下水道組合関係費 175

公園管理事業 176

ふれあい公園整備事業 177

住宅・建築物耐震改修等事業 178

住宅・建築物耐震改修等事業（危険ブロック塀等除却事業） 179

住宅管理事業 180

被災住宅支援事業 181

9款　消防費 消防本部 消防自動車等整備事業 182

消防団詰所等整備事業 183

防災安全課 防災関係費 184

市防災訓練関係費 185

自主防災組織促進事業 186

孤立集落災害対策事業 187

10款　教育費 教育総務課 教育委員会関係費 188

保育課 幼児教育無償化事業 189

学校教育課 小中学校再配置推進事業 190

社会科副読本編成事業 191

読書活動推進事業 192

海外派遣交流事業 193

教育総務課 小学校施設整備事業 194

学校教育課 ＩＣＴ教育推進事業 195

要保護及び準要保護児童就学援助事業 196

英語教育推進事業 197

外国人英語指導助手活用事業 198

学力向上推進事業 199
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科　　目 担　当　課 事　　業　　名 頁

令和7年度　主要施策の成果（目次）

10款　教育費 教育総務課 青堀小学校校舎改築事業 200

中学校施設整備事業 201

学校教育課 ＩＣＴ教育推進事業 202

要保護及び準要保護生徒就学援助事業 203

外国人英語指導助手活用事業 204

学力向上推進事業 205

教育総務課 大佐和中学校屋内運動場改築事業 206

生涯学習課 生涯学習バス運営事業 207

公民館 中央公民館管理運営費 208

中央公民館学級・講座関係費 209

ふっつ検定事業 210

市民文化祭事業 211

富津公民館管理運営費 212

富津公民館学級・講座関係費 213

二十歳の集い事業 214

市民会館管理運営費 215

市民会館学級・講座関係費 216

生涯学習課 図書館関係費 217

図書館関係費（市立図書館・電子図書館） 218

文化財保護関係費 219

高宕山のサル被害防止事業 220

公民館 富津埋立記念館管理運営費 221

学校教育課 学校給食管理運営費 222

給食材料費 223

学校給食共同調理場整備事業 224

生涯学習課 市体育施設管理運営事業 225
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 7,294 役務費 6,539 負担金補助及び交付金 3,164

その他 971 その他 1,143 その他 967

50,647 使用料及び賃借料 56,700 委託料 33,101

役務費 21,645 負担金補助及び交付金 7,040 役務費 6,509

事業の自己評価

　県と県内54市町村が協力して、第2期千葉県自治体情報セキュリティクラウドを令和4年10
月から運用開始し、高度なセキュリティ対策を講じている。
　また、公民館・市民会館にフリーWi-Fiを整備し、公民館事業の充実を図るとともに、災害
時に避難所として開設された際には、避難者の情報収集手段として活用できる環境を整備し
ており、来館者に広く利用されている。

セキュリティ事故件数 件 0 0 0

事
業
成
果

成果目標

・ネットワークを構成している各サーバ機器を一元的に管理するための環境を整備し、ネッ
トワークの安定的な運用及びセキュリティの確保・向上を図る。
・庁内外のネットワークの保守管理業務を専門事業者に委託することにより、効率的な運用
及びセキュリティの向上を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

26 26 16

令和５年度

ネットワーク障害件数 件 0 1 0

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

パソコン借上台数 台 633 603 603
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

サーバ機器借上台数 台 4 4 4

複合機借上台数
（R6に他部署複合機の一部を当事業に集約） 台

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

141,048 182,152 103,736

使用料及び賃借料 60,491 委託料 110,730 使用料及び賃借料 59,995

委託料

[ 単位：千円 ]

●使用料及び賃借料　60,491,225円
　事務機器借上料（PC・サーバ・ネットワーク機器等）・・・・・・・・・・・・・・・52,107,287円
　複合機等借上料（本庁舎・出先機関）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,787,916円
　使用許諾権使用料（DocuWorks・LoGoチャット・Zoom・ESET・iフィルター使用料）・・ 1,585,562円
　LoGoフォーム使用料（電子申請アンケートフォームなどの作成集計システム）・・・・・ 614,460円
　会議録作成支援システム使用料（AI自動文字起こしサービスログミーツ）・・・・・・・ 396,000円
●委託料　50,646,808円
　電算業務委託料（庁内情報処理システム運用・機器保守・各種制度対応等）・・・・・49,704,237円
　県自治体情報セキュリティクラウド運用保守（県・市町村共同実施セキュリティ対策）・ 942,571円
●役務費　21,645,377円
　通信運搬費（ガバメントクラウド・拠点間・LGWAN・セキュリティクラウド等） ・・・21,645,377円
●負担金補助及び交付金　7,294,168円
　交付金（特定個人情報の提供の求め等に係る関連業務）・・・・・・・・・・・・・・ 7,230,000円
　負担金（地方公共団体情報システム機構・セキュリティクラウド負担金）・・・・・・・・64,168円
●需用費　876,413円
　消耗品費（リソグラフマスター及びインク・DVD-ROMドライブ・USBメモリー等）・・・・ 799,773円
　修繕料（会議室プラグ収納コンセント・ApplePencil修理等） ・・・・・・・・・・・・・76,640円
●備品購入費　78,210円
　備品（LGWAN用ICカード読取装置等…職責証明を発行する際に必要な機器） ・・・・・・・78,210円
●旅費　10,880円
　普通旅費（㈱ディー・エス・ケイ株主総会、行政情報処理研究会等）・・・・・・・・・・10,880円
●報償費　4,760円
　市ICTアドバイザー報償費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,760円

合計・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 141,047,841円

目　　的
　電子計算システムを活用して業務の効率化を図るとともに、信頼性の高い情報ネットワー
クの運用を行う。また、情報資産の機密性、完全性及び可用性を維持する。

事
　
業
　
概
　
要

一般管理費

事 業 名 総務管理運営関係費（システム関係費） 担当課 経営改革・ＤＸ推進課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 1
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

報償費 77

旅費 3 報償費 12 需用費 28

旅費 13

一般管理費

事 業 名 経営改革関係費 担当課 経営改革・ＤＸ推進課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 1

目　　的

　限られた財源を選択と集中により真に必要なサービスへと重点化し、経営資源である「ヒト
（職員）」、「モノ（事務事業・公共施設）」、「カネ（経費）」の在り方を根底から見直す
ことにより、身の丈に合った行政経営に転換し、将来にわたり持続可能な行政経営を実現す
る。また、経営改革の取組状況について、市民への積極的な情報提供を行う。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●事業シートの活用
　・PDCAサイクルを実行するため、事業について予算要求及び決算時の事業シートを作成し、
　　各事業担当課における事務事業の自己点検や評価、見直しのツールとして活用した。
　・令和6年度決算事業シートを市ホームページに公開

●職員提案
　職員から市政運営に関する業務改善等の提案について募集した。
　提案1件、実績報告2件  褒賞対象者なし
　
●行政経営アドバイザー
　専門的見地から意見や助言を求めることで、行政経営における個別具体的な計画づくりや事業を戦略的に
推進する。
　
　①地域活性化起業人派遣企業選定に係るアドバイザー
　　提案事業者の財務書類分析、経営状況に関する意見聴取
　　落合公認会計士事務所　落合　幸隆　氏　25,000円

 ≪参考≫令和7年度行政経営アドバイザー活用実績
　①R7.8.19 青堀小学校校舎改築事業における行政経営アドバイザー報償費
　　千葉大学大学院工学研究院　柳沢　要　氏　25,000円（交通費込み）※担当課予算で執行
　②富津市廃棄物減量等推進審議会
　　富津市一般廃棄物処理施設の整備における行政経営アドバイザー報償費
　　株式会社エコパークさいたま　妹尾　章正　氏
　　※廃棄物減量等推進審議会の開催がなかったため執行なし

●DX推進
　DX推進に関するセミナーに参加（千葉市）旅費 3,300円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

28 41 118

報償費 25 需用費 29

令和６年度 令和５年度

事業シートの公表 事業 466 481 479
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

職員提案数 件 1 2 1

行政経営アドバイザーの委嘱 人 3

令和５年度

財政調整基金年度末残高 億円 26.4/22以上 26.6/22以上 28.4/22以上

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

3 4

事業の自己評価

　将来にわたり持続可能な行政経営を推進するため、平成27年度に「経営改革プラン」を策定し、様々な分野にわ
たる経営改革に取り組んだ結果、収支改善額は約50億円、令和元年度末の財政調整基金残高は約21億円、臨時財政
対策債を除く地方債残高は約73億円となり、いずれも目標値を達成した。
　その後、令和3年度～令和7年度を計画期間とする「中期財政計画【経営改革5か年計画】」の推進に取り組み、
令和7年度末の財政調整基金残高は26.4億円、臨時財政対策債を除く地方債残高は109億円となり、いずれも目標値
を達成した。

地方債年度末残高 億円 164.0/180以下 164.5/180以下 154.7/180以下

事
業
成
果

成果目標
「富津市中期財政計画」（令和3～7年度）における財政規律指標の令和7年度目標値を成果目
標とした。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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一般管理費

事 業 名 公共施設再配置関係費 担当課 財政課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 1

目　　的
　公共施設・インフラについて、自治体経営の視点から総合的かつ、統括的に企画、管理及
び利活用する「公共施設等マネジメント」を推進することで、公共施設の保有総量の適正化
やインフラの長寿命化等を段階的に進め、更新費用や維持管理費の削減を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●公共施設等総合管理計画の改定
　次世代への負担をできる限り軽減・平準化するため、公共施設の保有総量の適正化や計画的な保全の推進
など、これまでの基本方針を継承したうえで、公共施設ごとの基本的な方針を見直し、令和8年度から令和
17年度までの10年間を計画期間とする「富津市公共施設等総合管理計画」を令和8年3月に改定した。

●公共施設白書の更新
　市が保有する公共施設に関する土地・建物などの概要、コスト、利用状況などの公共施設カルテを掲載し
た「富津市公共施設白書（令和7年3月現在）」を令和8年3月に更新した。

●消耗品費（需用費）・・・・・・・・・・・・ 2,014円
　閉校施設の管理に係る消耗品の購入

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2 239 5

需用費 2 役務費 180 需用費 5

令和６年度 令和５年度

公共施設白書の更新 － R8.3更新 R7.3更新 R6.3更新
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

庁内検討会議開催回数 回 1 1 施設所管課と適時会議

令和５年度

公共施設の延べ床面積 ㎡ 154,528.98 153,684.86 154,868.18

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　令和7年度末までを計画期間とする「富津市公共施設等総合管理計画」及び「富津市公共施設再配置
推進計画」について、これまでの基本方針を継承し、引き続き公共施設の再配置に取り組むため、両計
画を一本化した「富津市公共施設等総合管理計画」を策定した。
　閉校施設の利活用事業は、旧金谷小学校、旧環南小学校、旧天羽東中学校では、利活用事業者により
事業が展開されており、閉校施設の有効活用が図られている。また、旧竹岡小学校では、事業開始に向
けて準備が進められている状況である。

今後50年間で見込まれる公共施設の累積更新費用 億円 476.0 472.0 472.0

事
業
成
果

成果目標
　毎年度更新し、公表している「公共施設白書」における公共施設の延べ床面積及び今後50
年間で見込まれる累計更新費用を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

報償費 50

需用費 7内　訳

合　計

事
　
業
　
費

旅費 2
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

7 需用費 19 旅費 4

旅費 5 旅費 5

事業の自己評価

　事業成果の指標としている「審議会等による女性委員の登用率」については、国の「第５次男女共同参画基本計
画」における市町村の審議会等委員に占める女性の割合の成果目標「40％以上、60％以下（2025年）」を大きく下
回っていることから、女性登用に関する内部指針を庁内に再周知するとともに、庁内の各審議会等の女性委員の登
用率の目安を40％以上（市男女共同参画審議会委員の男女比率）とすることについて庁内へ依頼し、政策・方針決
定過程への女性参画の促進を図った。引き続き、本市男女共同参画計画に掲げる各種施策に取り組むことで、同計
画のキャッチフレーズ「誰もが活躍でき幸せに暮らせるまち　ふっつ」の実現を目指していく。

事
業
成
果

成果目標
　男女が共に市政に参画できる環境づくりを進める必要があることから、審議会等による女
性委員の登用率を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

審議会等による女性委員の登用率 ％ 25.8 24.7 27.2

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

会議・男女共同参画推進員事業への参加 回 13 14 14
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

39 51 9

報酬 27 報酬 27 需用費 5

需用費

[ 単位：千円 ]

●庁内研修
　新規採用職員研修（男女共同参画計画について）
　男女共同参画研修（女性活躍推進の意義とアンコンシャスバイアスについて）
●会議等
　富津市男女共同参画審議会（1回）
　千葉県男女共同参画地域推進員会議及び事業報告会（7回）
　千葉県男女共同参画地域推進員事業実施（2回）
　市町村男女共同参画担当者研修会（1回）
　市町村男女共同参画担当課長会議及び市町村多様性尊重担当課長会議（1回）
　パートナーシップ・ファミリーシップ制度に係る都市間連携担当者協議会（1回）
●パートナーシップ制度等
　富津市パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度（R6.10.1～)
　パートナーシップ・ファミリーシップ制度に係る都市間連携（R6.10.1～)（R8.3.31時点：県内17市）
　パートナーシップ制度自治体間連携ネットワーク加入（R7.3.1～）（R8.3.31時点：全国287自治体）
●千葉県男女共同参画推進員事業
　九都県市合同防災訓練　防災フェア参加（海上自衛隊館山航空基地）
　寸劇事業「生徒とともに身近な男女共同参画を考える」（君津市立周東中学校）
●広報等
　「男女共同参画週間」の周知（広報ふっつ6月号）
　女性人材リスト登録者の募集（広報ふっつ6月号）
　「アンコンシャスバイアスに気づこう！の日（8月8日）」の周知（広報ふっつ8月号）

目　　的
　市民の男女共同参画意識の醸成、家庭と地域、職場など様々な分野で男女が共に参画でき
る環境づくりなどを進めることで男女共同参画社会を実現する。

事
　
業
　
概
　
要

企画費

事 業 名 男女共同参画推進事業 担当課 企画課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 4

事業費内訳

科目 概要 金額（円）

報酬 富津市男女共同参画審議会委員報酬（6,800円/人×4人） 27,200

旅費 審議会委員費用弁償、普通旅費 5,240

需用費 資料啓発用スタンド、審議会用お茶代 6,912

計 39,352
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

使用料及び賃借料 1

80 報償費 105 報償費 65

需用費 8 需用費 6

事業の自己評価

　創生会議委員の任期が満了となったことから、新規委員7名を含む計14名を委嘱し、新たな体制にて
総合戦略及び同実行計画に対する意見又は助言を受けることとした。
　また、第3期総合戦略（R7-R10）では、基本的な考えに「DXの推進」を掲げていることを踏まえ、R7
年度末の改定ではデジタル技術を活用した取組内容に「DX分野への外部専門人材の登用」を加え、今後
さらにDXの推進が図れるよう、民間のノウハウも活用し本市のDXを推進していくこととした。

（参考）H27年度：56.1％、H30年度：51.6％

　　　　R3年度 ：61.7％

事
業
成
果

成果目標

　総合戦略は「住み続けたい、移住したい」と思う住民満足度の高い魅力的な富津市の実現
を目指していることから、「住む場所に満足している人の割合」を成果指標とし、平成30年
度に実施したアンケート調査結果と、令和3年度及び令和5年度に実施したアンケート調査結
果の比較により、総合戦略の実施効果を測定する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

住む場所に満足している人の割合 － － 59.1

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

富津市創生会議開催数 回 2 3 2
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

647 4,041 3,052

需用費 567 委託料 3,927 委託料 2,981

報償費

[ 単位：千円 ]

①印刷製本費（需用費）・・・558,800円
　富津市人口ビジョン2050・第3期総合戦略に係る印刷製本

②創生会議委員報償費（報償費）・・・80,000円
　・創生会議委員（14名）　市民及び市のさまざまな分野における有識者で構成
　・会議内容
　　第1回　会長及び副会長の選出について
　　　　　 第2期総合戦略の実績及び評価について
　　第2回　第3期総合戦略の改定について
　　　　　 第3期総合戦略実行計画（2026年度当初予算版）について
③消耗品費（需用費）・・・4,957円
　デスクペンスタンドほか
④食糧費（需用費）・・・3,660円
　創生会議用お茶代

●第2期総合戦略の実績及び評価について
　第2期総合戦略の計画期間が2024年度で終了したことから、当該戦略で掲げた基本目標、施策及び事業に
ついて実績を取りまとめ、今後の施策・事業に係る取組改善等につなげるため、評価を実施した。
●第3期総合戦略の改定について
　第3期総合戦略に掲げる施策を推進するに当たり、2026年度における新規事業で、当該施策の推進に資す
るものを追加するため、第3期総合戦略を改定した。
●第3期総合戦略実行計画（2026年度当初予算版）について
　第3期総合戦略に掲げる施策・事業を、計画的かつ効果的に実行するに当たり、各事業の内容等について
整理し、次年度以降における予算や事業実施のための具体的な指針とするため策定した。

目　　的
　本市人口の現状と将来の姿を示し、市民とともに人口問題に関する基本認識を共有し、目指すべき将
来の方向を示す。また、人口ビジョンを踏まえ、将来にわたって活力ある地域社会を実現するための計
画を策定し、市民一人ひとりがさらに市に愛着をもち、幸せを感じられるまちの実現を目指す。

事
　
業
　
概
　
要

企画費

事 業 名 地方創生関係費 担当課 企画課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 4
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価

（広域市町村圏事務組合）
　令和8年4月1日から児童発達支援センターの運営が民間事業者へ移行することに伴い、組合規約に規
定する共同処理事務である「児童発達支援センターの設置及び管理運営」について見直しを行い、関係
4市の議決及び千葉県の許可を経て、当該規定を組合規約から削除した。

かずさDNA研究所実施講座等への市民参加者数 人 68 59 42

事
業
成
果

成果目標
　他の自治体、かずさDNA研究所の事業と連携して行われた事業への参加者数を成果指標とす
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

広域市町村圏事務組合主催研修講座の受講者 人 91 79 74

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

広域市町村圏事務組合主催研修講座の受講者 人 91 79 74
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

かずさDNA研究所事業に係る広報協力 回 3 2 1

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

13,444 18,625 17,329

負担金補助及び交付金 13,444 負担金補助及び交付金 18,625 負担金補助及び交付金 17,329

[ 単位：千円 ]

●広域市町村圏事務組合負担金（一般分）（負担金補助及び交付金）・・・13,314,000円
　（内訳）均等割[30％]6,194,000円、人口割[70％] 7,120,000円
　（内容）組合職員人件費、事務機器借上料（事務用パソコン、プリンタ、サーバー機器等）、関係市職員
　　　　　の共同研修費、組合事業所の土地借上料　など

●かずさDNA研究所負担金（かずさDNA研究所協力会員会費）（負担金補助及び交付金）・・・100,000円
（かずさDNA研究所事業への協力）
　「夏休み親子でDNA研究所見学」の開催周知（広報ふっつ8月号）
　かずさDNA研究所開所記念行事の開催周知（広報ふっつ9月号）
　「かずさの森のDNA教室」の開催周知（広報ふっつ2月号）

●全国半島振興市町村協議会負担金（負担金補助及び交付金）・・・20,000円
　国会議員、関係省庁に対する要望活動、半島振興対策促進大会などの実施に係る経費

●東京湾アクアラインを活用した地域づくり推進連絡協議会負担金（負担金補助及び交付金）・・・10,000円
　協議会総会（書面開催）、協議会PR活動に係る協議
　海ほたるパーキングエリアにて協議会PR活動(配布物：ふるさと納税チラシ、フッツアー（観光ガイドブック）、ふっ
つ暮らし（移住定住ガイドブック）)

●県民の日行事の協議検討
　県民の日君津地域実行委員会（対面開催1回、書面開催1回）
　県民の日君津地域実行委員会ワーキングループ（対面開催1回）

目　　的
　国、県、複数の自治体や民間事業者との連携により、富津市が単独で実施するよりも効果的な公共
サービスを提供する。

事
　
業
　
概
　
要

企画費

事 業 名 広域連携事業 担当課 企画課、政策推進課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 4

－ 42 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 1,362 需用費 456 需用費 153

その他 260 その他 37 その他 36

41,798 役務費 26,483 役務費 50,895

委託料 20,968 委託料 13,658 委託料 23,141

事業の自己評価

　令和7年度から新たに取扱いを開始した返礼品を含め、寄附者の利用が増える時期における効果的な
広告の活用、リピーターを確保するためのメールマガジン配信、新規ポータルサイトの開設等の取組に
より、寄附金額では令和5年度及び令和6年度を上回る成果となったが、目標の2億5千万円には至らな
かった。今後も適正な制度運用の中で、一人でも多くの方に応援してもらえるよう返礼品や寄附の手段
の充実を図り、返礼品提供事業者等との連携により目標達成を目指す。

ふるさとふっつ応援寄附件数 件 10,080 5,677 13,916

企業版ふるさと納税寄附金額 億円 0.39 0.45 0.28

事
業
成
果

成果目標
　寄附金の目標額を成果指標とする。
・第3期富津市まち・ひと・しごと創生総合戦略目標値の2.5億円

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

ふるさとふっつ応援寄附金額 億円 2.38/2.5 1.55/5 2.25/5

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

返礼品送付件数 件 12,949 8,022 21,143
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

返礼品数 品 594 523 461

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

128,511 77,372 150,149

報償費 64,123 報償費 36,738 報償費 75,924

役務費

[ 単位：千円 ]

●経費及び内容

目　　的
　ふるさと納税制度を本市の特産品のブランド力を高める大きなチャンスと捉え、返礼品の充実・拡大
を図るとともに、生産者の想いやこだわりを全国へ発信し、本市への寄附を促進する。

事
　
業
　
概
　
要

企画費

事 業 名 ふるさとふっつ応援寄附関係費 担当課 企画課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 4

使いみち 金額（円）

市長におまかせ 88,535,200

子どもの笑顔があふれるまちへ（出産・子育て支援、教育環境の整備など） 88,602,300

産業、仕事を創る（雇用の創出・地場産業の振興、観光の振興など） 34,821,200

くらしやすいまちづくり（公共交通、住環境・生活環境の整備など） 26,311,100

計 238,269,800

※歳入　ふるさとふっつ応援寄附金実績（寄附件数　10,080件）

※※歳歳出出
区　　　分 内　　　訳 説　明 金額（円） 区　　　分 内　　　訳 説　明 金額（円）

返礼品 返礼品代　12,949件 報償費 64,123,193 PR用経費等 企業版ふるさと納税チラシ作成 99,000

ポータルサイト利
用手数料

ふるさとチョイス、楽天、ふるなび、
JRE MALL、Amazon、さとふる

19,518,772
ふるさとふっつ応援寄附PR用リーフレッ
ト、チラシ、ステッカー作成

888,250

消耗品費（のぼり旗、ふっつんグッズ、名
刺カードほか）

367,404

ふるさとふっつ応援寄附関係者会議お茶代 7,200

オンラインワンス
トップ手数料

月次基本料＋150円（税別）/件
2,677件

710,930 旅費
ふるさとチョイス大感謝祭　参加時宿泊
代、交通費

旅費 55,480

楽天RPP広告（検索連動型広告）等 1,999,718 備品借上料 イベント備品 94,000

ふるさとチョイス大感謝祭出展料
11/8～9開催

567,100 駐車場使用料
ふるさとチョイス大感謝祭出展、
ふるさと納税事業者訪問

9,220

通信運搬費 返礼品配送料等 14,338,011 備品 イベント出展用テーブルクロス
備品
購入費

71,456

返礼品発注管理等
業務委託料

寄附情報の管理、返礼品の発注・配送管理、寄附
受領証明書等の送付などの業務を実施するための
経費

委託料 20,967,742 負担金
「ふるさと納税の健全な発展を目指す自治
体連合」負担金

負担金補助及
び交付金

30,000

計 128,510,809

使用料及び
賃借料

需用費

役務費

代理収納手数料等
各種クレジットカード決済、マルチペイメント決
済、郵便局払込、公金自動振替

4,663,333

広告等手数料
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

4 需用費 1 需用費 18

事業の自己評価
　「富津市道の駅基本方針」にて示した候補エリアから選定した候補地について、「富津市
道の駅整備検討委員会」を設置し、設置予定地の選定をはじめ「（仮称）富津市道の駅基本
計画」を策定するために必要な事項の検討を行った。

事
業
成
果

成果目標 　現時点では指標の設定は困難なため成果目標は記載しない。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

389 9,802 248

報償費 385 委託料 9,801 旅費 230

需用費

[ 単位：千円 ]

●報償費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　385,000円
　道の駅整備検討委員会報償費（内訳）
　第１回道の駅整備検討委員会（R7.8.20）　145,000円
　第２回道の駅整備検討委員会（R8.1.16）　145,000円
　現地視察会（R8.3.25）　　　　 　　　　　95,000円

●需用費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4,176円
　食糧費（お茶代）

目　　的
　高い集客性を長期的に維持していけるよう、魅力ある集客施設「道の駅」を整備し、富津
市をPRする拠点を設置することで、本市への来訪促進及び「にぎわいの場」の創出に寄与
し、地域をはじめ市内各種産業の活性化に向けた取組を進めていくうえでの契機とする。

事
　
業
　
概
　
要

企画費

事 業 名 道の駅整備検討事業 担当課 政策推進課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 4
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企画費

事 業 名 空家バンク事業 担当課 政策推進課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 4

目　　的
　補助金をインセンティブとすることで、空家バンクへの登録並びに登録物件の購入及び賃
貸を促進し、市への移住・定住人口の増加を図り、もって市の活性化に寄与する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●空家バンクリフォーム補助金・・・・・・・・・2,121,455円（件数5件）
【制度概要】
　市への移住・定住の促進を図るため、富津市空家バンクに登録された空家を購入し、又は賃貸した者に、
当該空家のリフォームに係る経費について補助金を交付する。
　（対 象 者）富津市空家バンクに登録された空家を購入し、又は賃貸した者
　（対象経費）住宅機能の維持又は向上のために実施する改修、修繕、工事等にかかる経費
　　　　　　　ただし備品の購入及び併用住宅の個人住宅部分以外のリフォームを除く。
　（補助金額）補助対象経費の合計額の2分の1以内で、50万円を限度とする。

●空家バンク登録支援・利用者支援補助金・・・・・・・・・・・382,500円（件数5件）
【制度概要】
　富津市空家バンクへの登録を促し、市内における空家を有効活用し、移住・定住の促進による地域の活性
化を図るため、空家の所有者又は利用者に、家財等整理・登記手続等・仲介手数料・引越作業に要した経費
について、補助金を交付する。
　（対 象 者）空家の所有者又は利用者
　（対象経費）家財等整理、登記手続等、仲介手数料、引越作業に要した経費
　（補助金額）補助対象経費の合計額の2分の1以内で、10万円を限度とする。

●空家バンク促進協力金・・・・・・・・・・・・・ 180,000円（件数36件）
【制度概要】
　宅地建物取引業者の仲介業務等を支援することにより、空家バンクへの登録促進及び空家の有効活用によ
る定住促進を図るため、空家バンク登録のための物件下見及び空家バンク登録物件の内見に協力金を交付す
る。
　（対 象 者）千葉県宅地建物取引業協会南総支部に所属の不動産事業者
　（補助金額）空家バンク登録のための物件下見又は空家バンク利用者の内見への協力について1件5,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,684 2,033 2,165

 負担金補助及び交付金 2,684  負担金補助及び交付金 2,033  負担金補助及び交付金 2,163

令和６年度 令和５年度

空家バンク登録件数 件 5 8 13
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

空家バンク登録支援・利用支援制度活用件数 件 5 5 8

令和５年度

空家バンク登録物件の契約数 件 5 5 10

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　空家バンクの物件登録について、市広報紙や市ホームページでの周知のほか、固定資産税
納税通知書に空家バンク制度のリーフレットを同封するなど周知を行った。
　空家バンク利活用の成果は出ており、令和7年度の登録物件数は5件、累計36件、成約件数
は26件となった。引き続き空家バンク制度の周知を行うとともに、登録物件の増加を図って
いく。

空家バンクリフォーム補助件数 件 5 4 3

事
業
成
果

成果目標
　市内における空家の有効活用により、本市への移住・定住の促進を図ることから、空家バ
ンク登録物件の契約件数を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

役務費 2

内　訳

合　計

事
　
業
　
費
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企画費

事 業 名 移住・定住促進関係費 担当課 政策推進課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 4

目　　的
　富津市UIJターンによる起業・就業者等創出事業補助金や高速バス通学費補助金等により、
移住・定住に係る負担軽減を図るとともに、移住案内ツアーや広告等によるPRを通して本市
への移住促進につなげる。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●報償費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29,442円
（内訳）・移住促進記念品(5件)　　　　　　　　　　　　 9,442円
　　　　・移住ちょこっとトライアル(2件)　　　　　　　20,000円
●普通旅費（イベント出展）　・・・・・・・・・・・・・・・・・17,840円
●需用費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・613,308円
（内訳）・消耗品費（事務用消耗品、書籍他）　　　　　132,988円
　　　　・燃料費 (公用車ガソリン742.61ℓ） 　　　　　126,956円
　　　　・印刷製本費 (パンフレット）　　　　　　　　293,700円
　　　　・修繕料 (公用車法定点検)　　　　　　　　　  59,664円
●役務費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・567,050円
（内訳）・広告料（都営地下鉄大江戸線車両ステッカー）462,000円
　　　　・手数料（移住パンフレット配架）　　　　　　105,050円
●使用料及び賃借料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・271,045円
（内訳）・PRイベント出展料　　　　　　　　　　　　　242,000円
　　　　・駐車場使用料　　　　　　　　　　　　　　　 29,045円
●負担金補助及び交付金・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,273,500円
（内訳）・UIJターンによる起業・就業者等創出事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  5,800,000円
　　　　・高速バス通学費補助金　　　　　　　　　  4,363,000円
　　　　・ステイふっつ移住促進事業補助金　　　 　　　60,500円
　　　　・ふるさと回帰支援センター負担金　　　　　　 50,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

11,772 17,553 10,073

 負担金補助及び交付金 10,274  負担金補助及び交付金 15,485  負担金補助及び交付金 8,000

需用費

令和６年度 令和５年度

UIJターン補助金交付件数 件 5 13 7
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

移住案内ツアー実施回数 回 16 18 17

高速バス通学定期券購入補助 人 -

令和５年度

UIJターン補助金交付対象人数 人 9 24 18

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

31 20

事業の自己評価

　移住案内ツアーの実施件数は前年度と同程度であったものの、UIJターンによる起業・就業
者等創出事業補助金については、問合せ件数が少なく、申請要件に該当する移住者も限られ
たことから、交付件数が減少した。今後は、対象となる世帯に制度情報が届くよう、効果的
な周知方法を検討していく。

移住案内ツアー参加人数 人 38 48 37

事
業
成
果

成果目標
　移住案内ツアー、相談会、イベント出展、パンフレットや広告などを通して移住地として
の富津市の認知度を高め、当市への移住者を増やすことを目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

5

その他 47 その他 294

613 需用費 710 委託料 1,518

役務費 567 委託料 664 需用費 550内　訳

合　計

事
　
業
　
費

使用料及び賃借料 271 役務費 400 旅費
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　道の駅の整備を計画的に進めていくうえで、将来的に必要な事業費の確保に向け基金を設
置した。令和14年度中の開業を目指し、次年度以降についても計画的に積立を行っていく。

事
業
成
果

成果目標 　現時点では指標の設定は困難なため成果目標は記載しない。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

基金残高 千円 110,000 100,000

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

積立金 千円 10,000 100,000
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

10,000 100,000 0

積立金 10,000 積立金 100,000

[ 単位：千円 ]

●積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,000,000円
　道の駅整備基金積立金

目　　的
　事業を安定的かつ継続的に進めていくための財源に充てるため、基金を設置し計画的な資
金管理を行う。

事
　
業
　
概
　
要

企画費

事 業 名 道の駅整備基金費 担当課 政策推進課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 4
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事業の自己評価

　区への加入促進のため、転入（転居）届の際に、窓口において加入勧奨チラシを活用した
案内に加え、未加入世帯に対し、市広報媒体を活用した加入促進の取り組みを実施したこと
により、加入世帯割合を維持している。今後も加入世帯数の増加を図るため、周知・啓発を
継続していく必要がある。

事
業
成
果

成果目標
　区活動の活性化は、地域住民の連携及び地域活動への参加意欲の向上に繋がることから、
その基盤となる区加入世帯割合を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

7 7

令和５年度

　区加入世帯割合 ％ 78.9 79.2 80.4

令和７年度 令和６年度

区数 区 107 107 107
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

区加入世帯数 世帯 15,799 15,852 16,071

自治振興交付金大規模区加算分 区 8

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

 
●区長報償費［報償費］ 　　　　　　　　　　 　22,514,901円
　区長報償費
　［富津地区］　　　6,264,301円（18地区・7,108世帯）
　［大佐和地区］　　7,768,600円（40地区・4,681世帯）
　［天羽地区］　　　8,482,000円（49地区・4,010世帯）
●消耗品費［需用費］　　　　　　　　　　　 　　　21,822円
　賞状筒、回覧物送致用巻きテープほか 購入
●食糧費［需用費］ 　　　　　　　　　　　　　　　10,640円
　区長会議用食糧費（お茶）
●保険料［役務費］　　　　 　　　　　　　　　　　68,460円
　区長業務総合補償保険
　［保険期間］R7.4.1 ～ R8.3.31　　　　　　　　　　　［被保険者］区長全員（107地区）
　［保険内容］賠償責任補償・傷害補償・特定疾病補償　 ［保 険 料］68,460円
●区長回覧物配布業務委託料［委託料］　　　　 　 366,991円
　区長回覧物配布業務委託（公益社団法人千葉県シルバー人材センター連合会）
　［履行期間］R7.4.1 ～ R8.3.31（各月実施）
●備品［備品購入費］　　　　　　　　　　　 　　　21,890円
　消防半纏ほか 購入（※竹岡第8区区長用）
●区長会活動費交付金（負担金補助及び交付金）　　671,700円
　区長会活動費交付金事業
　［富津地区］　　　186,800円（18地区）
  ［大佐和地区］　　233,000円（40地区）
  ［天羽地区］　　　251,900円（49地区）
●自治振興交付金（負担金補助及び交付金）　　　7,834,940円
　自治振興交付金交付事業
  ・自治振興交付金基本分（15,799世帯）　　　　　4,739,700円［107区］
　・大規模区加算分　（500世帯 ～ 699世帯/区）　　 252,000円［  2区］
　　　　　〃　　　　（700世帯 ～ /区）　　　　  1,260,000円［  5区］
　・小中規模区加算分（500世帯未満/区）　　　　　1,583,240円［100区］

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的

　地区住民の推薦によって選出された地域の代表を区長として委嘱し、区と行政が連携する
ことで市政の円滑な運営を図るほか、区に対して支援を行い、自主的、主体的活動を推進す
ることで、「自分たちが暮らすまちは、自分たちで良くする」という、自身がまちづくりに
積極的に関わる意識を醸成し、市が目指す将来像の実現を図る。

事
　
業
　
概
　
要

市民活動推進費

事 業 名 区長関係費 担当課 市民課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 7

21

その他 54

報償費 22,873

負担金補助及び交付金 8,507 負担金補助及び交付金 6,939  負担金補助及び交付金 7,131

委託料 367 役務費 80 役務費 64

報償費 22,515 報償費

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 69 需用費 21 需用費

31,512 29,819 30,089

22,779

－ 48 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

旅費 5

68 報償費 54 報償費 82

負担金補助及び交付金 48 旅費 3 旅費 14

事業の自己評価

　富津市地域公共交通会議において、富津市地域公共交通計画における今年度の事業概要を
共有し、地域、交通事業者その他の関係者と連携を図りながら、対象事業を実施した。
　引き続き、計画を着実に実施することで、地域旅客運送サービスの持続可能な提供を確保
する。

事
業
成
果

成果目標
　公共交通の利用者数(JR各駅年間乗車数、バス年間利用者数、フェリー年間利用者数）の維
持を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

8/6 6/6 9/9

令和５年度

公共交通利用者数(JR各駅年間乗車数、バス年間利用者
数、フェリー年間利用者数） 人 － 1,924,105 1,991,939

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

旅客運送事業者との意見交換(公共交通会議含む) 回 39/27 27/23 23/26
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

公共交通に関する市民への広報（広報ふっつ） 件 10/10 7/10 6/10

公共交通に関する市民への広報(公共交通ニュース) 回

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

328 260 272

需用費 207 需用費 203 需用費 176

報償費

[ 単位：千円 ]

●富津市地域公共交通会議
　富津市地域公共交通計画に記載された事業の実施に係る進行管理のため、富津市地域公共交通会議を開催
　①市地域公共交通会議委員報償費・・・68,000円
　　・3回開催　委員のうち、各地区住民代表3名と学識経験者1名に対し支給
　　　第1回　6,800円×4名＝27,200円
　　　第2回　6,800円×2名＝13,600円
　　　第3回　6,800円×4名＝27,200円
　　　　　　　　　　 合計　68,000円
　②市地域公共交通会議負担金・・・・・48,000円
　　※ 富津市地域公共交通会議財務規程に基づき、会議に係る予算は別会計で執行

●公共交通計画推進事業
　富津市地域公共交通計画に基づき、公共交通の利用促進を図るため、公共交通マップを作成し、配布
　①印刷製本費・・・・・・・・・・・ 183,150円
  　・公共交通マップ修正版の作成
　　　55.5円×3,000部×1.1＝183,150円

●その他の庶務
　公共交通に関する会議への出席及び他自治体等の公共交通施策に関する情報収集等
　①普通旅費・・・・・・・・・・・・・ 4,780円（千葉県外1回・千葉県内1回）
　②消耗品費・・・・・・・・・・・・・23,997円（パイプファイル等）

目　　的
　地域公共交通会議において、地域公共交通計画の作成及び実施に関し必要な協議を行うと
ともに、地域住民の生活に必要な旅客輸送の確保その他の旅客の利便の増進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

諸費

事 業 名 公共交通計画推進事業 担当課 企画課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 8

－ 49 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

659 需用費 620 需用費 569

事業の自己評価

　タクシー運賃助成事業は、富津市地域公共交通計画に掲載されている事業であり、自動車を
自ら運転し移動することが困難な高齢者等がタクシーを利用する場合に、その運賃の全部又は
一部を助成することにより、当該移動困難者の運賃負担の軽減を図るとともに、タクシーを活
用した移動手段を確保した。

実利用者数 人 1,482 1,551 1,578

事
業
成
果

成果目標
　タクシー利用に関する費用の全部又は一部を助成することにより、日常の移動が困難な方が
タクシーを利用する際の負担軽減を図るとともに、タクシーの利用促進を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

利用登録者数 人 2,719 2,587 2,522

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

助成金額 円 19,439,440 19,956,520 20,282,090
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

延べ利用枚数 枚 39,153 40,252 40,859

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

20,098 20,577 20,851

負担金補助及び交付金 19,439 負担金補助及び交付金 19,957 負担金補助及び交付金 20,282

需用費

[ 単位：千円 ]

●公共交通計画推進事業（タクシー運賃助成事業）
　富津市地域公共交通計画に基づき、タクシーの利用促進を図るため、自ら運転することが困難な高齢者等が
タクシーを利用する場合に、その利用料金の全部又は一部を助成する利用券を交付することにより、市民の移
動手段を確保するとともに、市内公共交通の活性化を図った。

　①タクシー利用料金助成費・・・19,439,440円
　②印刷製本費・・・・・・・・・ 　625,020円（タクシー利用券等印刷製本費）
　③消耗品費・・・・・・・・・・ 　 33,770円（利用登録証用マルチカードほか）

●制度概要
　・対象者：本市の住民基本台帳に記録されている者のうち、次のいずれかに該当する者
　　　　　　①自動車運転免許証を保有していない65歳以上の高齢者、65歳未満の障がい者、
　　　　　　　要介護・要支援認定者、特定医療費（指定難病）受給者証被交付者、
　　　　　　　小児慢性特定疾病医療受給者証被交付者、就学前の子どもを監護する父母等
　　　　　　②妊産婦（出産予定日の4か月前から出産予定日の2か月後の月末までにある者）
　・助成額：1枚500円の利用券を1人当たり最大48枚交付し、1回の乗車につき、2枚1,000円を限度に助成
            対象者が相乗りでタクシーを利用した場合は、同乗している対象者の人数分利用可能

目　　的

　運転免許証を持たない高齢者等がタクシーを利用する際の運賃の全部又は一部を助成するこ
とにより、当該高齢者等の運賃負担の軽減を図るとともに、その利用状況情報等を活用して公
共交通の利便性向上に関する調査研究の推進を図り、もって地域旅客運送サービスの持続可能
な提供の確保に資する。

事
　
業
　
概
　
要

諸費

事 業 名 公共交通計画推進事業（タクシー運賃助成事業） 担当課 企画課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 8

－ 50 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価

　公共交通不便地域に住民主体による移動手段が確保されたことで、当該地域に暮らす移動困
難者の生活利便性が向上した。今後も、当該地域における生活利便性の維持・向上を引き続き
図るとともに、市内に存在する他の交通空白地についても、地域に合った移動手段の導入に向
け、地域団体の設立や資料作成等の支援を継続して実施する。

峰上地区交通空白地有償運送事業 人 1,211 1,094 745

金谷地区交通空白地有償運送事業 人 64 － －

事
業
成
果

成果目標
　交通不便地域に暮らす住民の生活利便性向上を目的としていることから、新たに確保した移
動手段の利用者数を指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

竹岡地区交通空白地有償運送事業 人 1,032 1,078 890

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

地域団体、交通事業者等関係者との協議 回 42 26 24
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

地域団体と協働して実施する勉強会等への参加 回 4 7 6

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

5,207 5,154 7,150

負担金補助及び交付金 5,207 負担金補助及び交付金 5,154 負担金補助及び交付金 7,150

[ 単位：千円 ]

●公共交通計画推進事業（移動手段確保等支援事業）
　市内の公共交通が不便な地域に暮らす住民が自ら主体となり、当該地域における移動手段を確保し、生活の利便性向上
を図るために行う事業に要する経費について、補助金を交付することで、地域に合った移動手段の導入を推進することを
目的としている。

●執行内容
　・市移動手段確保等支援事業補助金・・・・・・・5,207,299円
　　内訳　○交通空白地有償運送事業（3団体）・・ 5,047,413円
　　　　　○ボランティア運送事業（1団体）・・・・ 159,886円
　
●補助金額の算定
【交通空白地有償運送事業】
　補助対象経費である運送に要する経費の総額から国等補助額、運送収入及び運送外収入を控除した額に、事務費等（10
万円以内）を加えた額を補助する。
　○竹岡地区交通空白地有償運送事業
　　3,695,935円（運送に要する経費）－1,552,000円（国等補助額）－382,600円（運送収入及び運送外収入）
　　＋58,748円（事務費等）＝1,820,083円
　○峰上地区交通空白地有償運送事業
　　5,395,312円（運送に要する経費）－2,246,000円（国等補助額）－777,218円（運送収入及び運送外収入）
　　＋89,611円（事務費等）＝2,461,705円
　○金谷地区交通空白地有償運送事業
　　1,560,533円（運送に要する経費）－764,000円（国等補助額）－95,300円（運送収入及び運送外収入）
　　＋64,392円（事務費等）＝765,625円
【ボランティア運送事業】
　補助対象経費である無償の旅客輸送に係る事故に対する賠償責任保険及び傷害保険の団体加入に要する経費の総額（20
万円以内）に、事務費等（10万円以内）を加えた額を補助する。
　○岩坂地区ボランティア運送事業
　　145,200円（移動サービス専用自動車保険）＋14,686円（事務費等）＝159,886円
　※地域住民主体の事業が円滑に進行するよう、市職員による資料作成等の人的支援も併せて実施する。

目　　的

　公共交通が不便な地域の住民が主体となり、コミュニティバス等の運行、交通空白地有償運
送その他の運送により移動手段を確保する事業に対し、その継続的な運行を維持していくため
の経費の一部を補助することで、市内の交通不便地域に居住する市民の生活利便性向上を図
る。

事
　
業
　
概
　
要

諸費

事 業 名 公共交通計画推進事業（移動手段確保等支援事業） 担当課 企画課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 8

－ 51 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価

　事業実施2年目に当たり、補助対象となる交通事業者に対して改めて制度周知を行い、1名
の人材確保につながった。
　今後も、バスやタクシーに係る運転手を安定的に確保し、地域の公共交通網の維持発展を
図れるよう、補助対象事業者に対して継続的に働きかけを実施していく。

事
業
成
果

成果目標
　補助金交付の実施に伴い第二種運転免許を取得した人材としての一般旅客自動車運送事業
の運転手の人数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

補助金交付に係る第二種運転免許取得者数 人 1/8 3/8

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

補助金を交付した事業者数 社 1/5 2/5
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

126 481 0

負担金補助及び交付金 126 負担金補助及び交付金 481

[ 単位：千円 ]

●公共交通計画推進事業（第二種運転免許取得支援事業_R6.4から開始）
　市内で運行する一般旅客自動車運送事業における運転手の人材確保の支援をもって富津市の公共交通網の
維持発展を図るため、運転手となる者の第二種運転免許の取得に要する費用を補助する。

●内容
　・一般旅客自動車運送事業の運転手となるために必要な第二種運転免許の取得に係る費用を助成する。
　対象者　　市内に事務所又は営業所を有する一般旅客自動車運送事業者
　対象免許　大型第二種免許、中型第二種免許、普通第二種免許
　対象経費　第二種免許の取得に要する教習費用
　補助率　　対象経費の2分の1（1,000円未満切捨て）
　補助上限　大型第二種免許 250,000円、中型第二種免許 200,000円、普通第二種免許 150,000円

●第二種運転免許取得支援事業補助金・・・・・・・126,000円
　【タクシー事業者】（1社）
　　内訳 1人　253,000円（補助対象経費）×1/2 ≒ 126,000円

目　　的
　市内で運行する一般旅客自動車運送事業における運転手の人材確保の支援をもって富津市
の公共交通網の維持発展を図る。

事
　
業
　
概
　
要

諸費

事 業 名 公共交通計画推進事業（第二種運転免許取得支援事業） 担当課 企画課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 8

－ 52 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価

　富津市役所・君津駅線の輸送人員が増加している一方、廃止代替バス路線及び鹿野山線の輸送人員は
減少しており、また、運送経費が大幅に増加していることから、市の負担が拡大している。
　これらを踏まえ、限られた人的・物的・財政的資源の中で運行効率化を図るため、2027年度以降の路
線の廃止・縮小、経路見直し等、再編の検討を進める。

廃止代替バス路線　実輸送人員 人 19,799/20,606 20,606/22,227 22,227/23,994

鹿野山線　実輸送人員 人 7,981/8,202 8,202/9,299 9,299/9,298

事
業
成
果

成果目標
　負担金等を支出することにより運行を継続し、交通手段が確保されたことを計るものとし
て、各路線の実輸送人員とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

13,932,985 13,145,254 12,912,512

令和５年度

富津市役所・君津駅線　実輸送人員 人 24,127/23,951 23,951/17,794 17,794/15,844

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

富津市役所・君津駅線バス運行費負担金額 円 12,386,434 10,306,597 9,922,959
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

廃止路線代替バス運行費負担金額 円 40,268,080 34,260,279 30,092,946

バス路線維持費補助金額（鹿野山線） 円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

66,587 57,712 52,928

負担金補助及び交付金 66,587 負担金補助及び交付金 57,712 負担金補助及び交付金 52,928

[ 単位：千円 ]

目　　的
　地域住民の生活に必要なバス路線を補助金等を交付し維持することにより、市民の移動手
段を確保し、生活利便性の維持・向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

諸費

事 業 名 バス利便性維持・向上事業 担当課 企画課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 8

１１　　富富津津市市役役所所・・君君津津駅駅線線ババスス運運行行費費負負担担金金
　市役所来庁者等の利便性を確保するため、乗合バス富津市役所・君津駅線を運行する。

路線名 運行区間
負担金額

(円)
利用者数
(人)

利用者1人当たりの
市負担金額(円)

収益率
(％)

富津市役所・君津駅線 大貫駅東口～君津駅南口 12,386,434 24,127 513 21.86

２２　　廃廃止止路路線線代代替替ババスス運運行行費費負負担担金金
　地域住民の交通の利便性を確保するため、バス事業者が廃止した路線に代替バスを運行する。

路線名 運行区間
負担金額

(円)
利用者数
(人)

利用者1人当たりの
市負担金額(円)

収益率
(％)

湊・富津線 上総湊駅～富津公園 12,608,167 6,160 2,047 9.32
笹毛線 佐貫町駅前～笹毛 325,434 393 828 13.07
東京湾フェリー線 上総湊駅～東京湾フェリー 7,228,641 1,611 4,487 7.25

戸面原ダム線 上総湊駅～戸面原ダム 14,880,993 7,281 2,044 13.68
竹岡線 上総湊駅～高島別荘入口 5,224,845 4,354 1,200 17.50

40,268,080 19,799 2,034 11.78

３３　　ババスス路路線線維維持持費費補補助助金金
　バス事業者に対し助成を行うことにより、乗合バス路線を維持、確保する。

路線名 運行区間
負担金額

(円)
利用者数
(人)

利用者1人当たりの
市負担金額(円)

収益率
(％)

鹿野山線 佐貫町駅～マザー牧場・神野寺 13,932,985 7,981 1,746 16.21

合          計
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合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価

　公共交通事業者に対するエネルギー価格高騰の負の影響を抜本的に軽減できたわけではな
いが、事業の継続に向けた経済的支援により、市民の移動手段を維持することに寄与した。
　今後も引き続き、社会情勢や国の動向を注視し、交付金の活用等による公共交通事業者に
対する支援を検討する。

市内事業者のタクシー所有台数 台 33/33 32/32

フェリーの船舶数 隻 2/2 2/2

事
業
成
果

成果目標
　事業継続に向けた支援を行うことで、市民の移動手段を維持することを目的としているこ
とから、維持された路線数、所有車両（船舶）数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

バス路線数 路線 7/7 8/8

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

給付金支給事業者数 件 6/6 6/6
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

給付金支給額 千円 2,760/2,760 2,700/2,700

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,760 0 2,700

 負担金補助及び交付金 2,760  負担金補助及び交付金 2,700

[ 単位：千円 ]

●事業内容
・富津市公共交通事業者物価高騰支援給付事業
　エネルギー価格の高騰により大きな影響を受けている公共交通事業者に対し、事業継続に向けた支援とし
て、給付金を支給する。

●執行内容
　○一般乗合旅客自動車運送事業（路線バス事業者）・・・・600,000円（1社）
　○一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー事業者）・・・1,560,000円（4社）
　○一般旅客定期航路事業（フェリー事業者）・・・・・・・600,000円（1社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　2,760,000円

●算定方法
　○一般乗合旅客自動車運送事業　　300,000円×市から補助を受けていないバス路線数
　○一般乗用旅客自動車運送事業　　 60,000円×令和7年9月1日現在で所有する車両数
　○一般旅客定期航路事業　　　　　300,000円×令和7年9月1日現在で所有する船舶数
　　※いずれも1事業者当たり600,000円を上限とする。

目　　的
　エネルギー価格の高騰により大きな影響を受けている公共交通事業者に対し、事業の継続
に向けた支援を行い、もって市民の移動手段を維持することを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

諸費

事 業 名 公共交通事業者物価高騰支援給付事業 担当課 企画課

科　　目 款 2 総務費 項 1 総務管理費 目 8
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合　計

事
　
業
　
費

68 報酬 27 報酬 82

旅費 6 旅費 3 旅費 7

事業の自己評価

　近年、社会情勢が大きく変化し、民生委員・児童委員に対する地域住民からの相談内容
や、福祉に関する問題等も複雑多岐に渡り、役割や期待が益々大きくなってきており、業務
量も増える傾向である。このため、民生委員・児童委員の担い手不足や、地域住民のプライ
バシー意識の高まりなどにより、活動に支障をきたすなどの課題もあるため、今後も行政が
積極的に関わり、支援をしていく必要がある。

事
業
成
果

成果目標
　補助金を交付することで、民生委員・児童委員が円滑に活動し、地域福祉を向上させるこ
とを目的としているため、成果指標の設定は困難である。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

4 1 3

令和５年度令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

民生委員・児童委員活動日数 日 12,138 12,984 12,425
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

民生委員・児童委員相談件数 件 640 743 822

民生委員推薦会開催日数 日

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

6,409 6,511 6,570

 負担金補助及び交付金 6,335  負担金補助及び交付金 6,481  負担金補助及び交付金 6,481

報酬

[ 単位：千円 ]

●民生委員活動、研修、会議等に係る経費に対する補助
　　活動費　　　　5,683,640円（59,000円[一人当たり年額]）
　　費用弁償　　　　438,320円（総会、定例会、役員会等）
　　旅費　　　　　　 59,740円（研修会等旅費）
　　研修会負担金　　 65,000円
　　需用費　　　　　 88,123円（事務的経費）
　　合　計　　　　6,334,823円【富津市民生委員児童委員協議会補助金】

【民生委員・児童委員及び主任児童委員】
　　R8.3.31時点　定数：101人　実人数：91人（欠員：10人）※R8.4.1に6人委嘱

●民生委員推薦会開催に係る経費（委員報酬・費用弁償）　68,000円＋6,150円＝74,150円
　・R7.7.24　第1回民生委員推薦会
　・R7.8. 1　第2回民生委員推薦会（書面会議）
　・R8.1. 8　第3回民生委員推薦会
　・R8.1.21　第4回民生委員推薦会（書面会議）

【民生委員推薦会の協議事項】
　民生委員・児童委員候補者を県知事に推薦するために、必要な事項を協議する。

【民生委員推薦会の委員構成等】
　委員数：7人　任期：3年
　・市の議会の議員　・民生委員　・社会福祉事業の実施に関係のある者
　・市の区域を単位とする社会福祉関係団体の代表者　・教育に関係のある者
　・関係行政機関の職員　・学識経験のある者

目　　的
　地域福祉の向上及び社会福祉事業の活動支援のため、民生委員・児童委員の活動費及び研
修費等について、市民生委員児童委員協議会へ助成することで、民生委員活動が円滑に行わ
れるようにする。

事
　
業
　
概
　
要

社会福祉総務費

事 業 名 民生委員関係費 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 1

－ 55 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 負担金補助及び交付金 24,721

社会福祉総務費

事 業 名 社会福祉協議会関係事業（市社会福祉協議会補助金） 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 1

目　　的
　市社会福祉協議会に対して財政的な援助を行うことにより、公益性が高く必要ではあるが
収益性などの観点から、民間事業者では担うことが困難である公共的な福祉サービスを提供
するとともに、地域と行政との橋渡しを行い、効果的な地域福祉の推進を行う。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●法人運営事業、地域福祉事業、ボランティア活動促進事業、民生委員児童委員事業に係る人件費に対する
補助
　　社会福祉協議会・補助対象職員5名分　35,458,336円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

35,458 22,994 24,721

 負担金補助及び交付金 35,458  負担金補助及び交付金 22,994

令和６年度 令和５年度

補助対象職員数 日 5 4 4
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

総合相談（法律相談）件数 件 138 127 132

令和５年度令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　行政、民生委員・児童委員や地区社会福祉協議会などの関係機関と連携・協働し、地域福
祉の推進を図った。また、高齢者や生活困窮者の支援、ボランティアのサポートのほか、各
種相談事業を実施している。

事
業
成
果

成果目標
　補助金を交付することで、市や民間で行うことが困難な福祉サービスを提供し、地域福祉
を増進させることを目的としているため、成果指標の設定は困難である。今後も、多様化す
る市民ニーズに対応し、地域福祉活動の充実を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事　業　内　容 単　位 件数等 前年度

福祉カー貸し出し 貸出件数 87 件 95 件

シルバーテレホン友愛サービス 電話による声の訪問件数 769 件 839 件

車椅子貸し出し 貸与台数 155 件 121 件

歩行器貸し出し 貸与台数 17 件 4 件

福祉緊急救助通報システム 新規設置台数 12 件 17 件

総合相談（法律相談） 相談件数 138 件 127 件

交通手段支援（買い物・通院） 利用者数 129 件 128 件

【主な事業内容と実績（令和7年度）】
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事
　
業
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 負担金補助及び交付金 1,600

社会福祉総務費

事 業 名 社会福祉協議会関係事業（地区社会福祉協議会補助金） 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 1

目　　的
　市民が主体となって、それぞれの地域に根ざした社会福祉活動を展開するため、市内11地
区の地区社会福祉協議会に対し、運営費及び要援護者地域見守り事業の活動費を助成するこ
とで、地域福祉活動の推進及び育成を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●協議会の運営及び活動に必要な経費に対する補助

　・基本額　100,000円×11地区社会福祉協議会＝1,100,000円

　・加算額（11地区社会福祉協議会合計）　　　　 500,000円

　　【加算額の算定基準】※要援護者地域見守り事業登録者数に応じて補助

【地区社会福祉協議会ごとの補助金額】（R7.4.1時点の登録者数）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,600 1,600 1,600

 負担金補助及び交付金 1,600  負担金補助及び交付金 1,600

令和６年度 令和５年度

見守りサポート訪問回数 回 12,294 12,749 12,167
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　最も地域の実情を理解し、把握している自治会、子ども会、老人クラブなどの住民組織か
ら構成されており、地域関係の希薄化が進んでいる中で、地域の生活上の諸問題を解決する
ため、地区社会福祉協議会の役割は、今後も益々重要となり、要援護者地域見守り事業にお
ける見守りサポートでは、中心的な役割を担っている。
　地区社会福祉協議会の活動が充実できるよう引き続き補助を実施していく。

事
業
成
果

成果目標

　地区社会福祉協議会は、地域に根ざした活動として、一人暮らし高齢者への給食サービ
ス、住民座談会、研修、広報紙の発行などを行い、それぞれの地域で、地域福祉を増進させ
ることを目的としているため、成果指標の設定は困難である。今後も、多様化する市民ニー
ズに対応し、地域福祉活動の充実を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

59人以下 40,000

60人～129人 50,000

130人以上 60,000

各地区社協における4月1日現在の
要援護者地域見守り事業の登録者数

金額(円)

地区社協名 金額(円) 登録者数(人) 地区社協名 金額(円) 登録者数(人)

富津 150,000 105 青堀 150,000 75

飯野 150,000 85 大貫 150,000 94

吉野 140,000 37 佐貫 150,000 65

湊 140,000 39 天神山 140,000 41

竹岡 140,000 24 金谷 140,000 34

峰上 150,000 60 合　計 1,600,000 659
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委託料 488

社会福祉総務費

事 業 名 要援護者地域見守り事業 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 1

目　　的
　地区社会福祉協議会（民生委員等）による、声かけ・安否確認などの日常の見守りサポー
トを行うことにより、地域住民による共助を基本として、地域ぐるみで高齢者や障がい者な
どの要援護者を支え合い、地域で安全で安心して暮らすことができるようにする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●要援護者の登録管理、安心カード等の発行、関係者団体等への通知書作成、集計処理
　　要援護者台帳システム委託料　488,400円
　
●制度の啓発
　「避難行動要支援者支援制度」（防災安全課）の要支援者名簿への掲載に伴う意向確認の通知に
   併せ、「要援護者地域見守り事業」についても、新規対象者への制度案内を実施する。
　　・新規で避難行動要支援者名簿の対象となった者への勧奨通知　89件

【要援護者地域見守り事業・登録者数（令和7年度末）】

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

488 488 488

委託料 488 委託料 488

令和６年度 令和５年度

新規対象者勧奨人数 人 89 88 258
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

新規登録者数 人 70 85 94

令和５年度

要援護者地域見守り事業登録者数 人 649 659 653

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　本制度が認知され、支援が必要な時に利用することができる環境づくりが重要である。
　このため、制度の周知については、新規対象者への個別案内通知をはじめとして、市ホー
ムページ、広報ふっつへの掲載、また、関係団体への周知等を継続的に実施した。

事
業
成
果

成果目標
　要援護者が、地域で安全に安心して暮らすことができるようにすることが目的であること
から、本事業の登録者数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

地区社協名 登録者数(人) 地区社協名 登録者数(人)

富津 107 青堀 68

飯野 81 大貫 96

吉野 40 佐貫 65

湊 44 天神山 37

竹岡 22 金谷 34

峰上 55 合　計 649

（R8.3.31 現在）
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 5 需用費 5

委託料 19,111

扶助費 826 扶助費 265 扶助費 280

役務費 19 役務費 24

社会福祉総務費

事 業 名 生活困窮者自立支援事業 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 1

目　　的
　生活保護に至る前の状況（生活困窮状況）の者に対し相談支援を実施し、生活困窮状態か
らの自立を図る。また、離職等により住居を喪失する恐れのある生活困窮者に対して家賃相
当額や転居費用相当額を給付し、住居の確保及び就労に結びつける。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●生活困窮者自立相談支援事業　14,467,000円

　　生活に困窮し生活保護に至る前の段階の状況にある人に包括的な支援を行う。
　　・自立相談支援事業
　　・住宅確保給付金事業
　　・家計改善支援事業
　　・就労準備支援事業

　　＊委託業者　社会福祉法人　富津市社会福祉協議会
　　＊委託期間　令和6年4月1日～令和9年3月31日

●生活困窮者住居確保給付金　 　　825,600円

　　離職等により経済的に困窮し、住居を失った方、住居を喪失する恐れのある方に対し、
　　自立相談支援機関の支援を受けながら、家賃額相当分や転居費用相当分の給付金を支給
　　することで、住居及び就労機会の確保に向けた支援を行う。
　　（給付額は世帯人数や世帯の収入により基準額が設定されている。）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

15,293 22,449 19,420

委託料 14,467 委託料 22,160

令和６年度 令和５年度

生活困窮者自立相談支援事業相談件数 件 71 85 94
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

生活困窮者住居確保給付金支給件数 人 4 3 3

令和５年度

新規相談受付件数　71/96 ％ 74 89 112

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　人口減少等により相談は減少したものの、相談者に対して、引き続き個々のニーズや状況
に応じた支援を行い、自立の促進を図ることができた。
　生活保護に至る前の段階で、きめ細かな支援をするため、生活保護世帯増加の抑制となっ
ている。

プラン作成件数     47/48 ％ 98 225 273

就労支援対象者数　65/36 ％ 181 217 208

事
業
成
果

成果目標
新規相談件数　  8件/月、プラン作成件数　4件/月、就労支援対象者　3件/月
就労・増収率(就労・増収者/就労支援対象者)　75％
※国から10万人あたりの目標値が示され富津市の人口に基づいて算出

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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事業の自己評価
　物価高騰により経済的に大きな影響を受けている、市内福祉施設事業者に対し、給付金を
支給することで、事業の継続を支援することができた。

事
業
成
果

成果目標 給付対象となる事業者のうち、給付した事業者の割合を指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

給付した事業者/給付対象事業者（64/64） ％ 100

令和７年度 令和６年度

給付した事業者 件数 64
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

　●通信運搬費　7,260円
　物価高騰支援給付金の案内に係る郵送料
　110円×66通＝7,260円

　●福祉施設等物価高騰支援給付金　6,720,000円
　　市内に設置している事業所の種別及び設置数に応じて、給付金を支給した。

　　・市内施設　　　　　　　　　　　　　　　　　 200,000円×16件＝3,200,000円
　　・市内事業所のうち、2事業所以上の設置事業者　100,000円×16件＝1,600,000円
　　・市内事業所のうち、1事業所の設置事業者　　　 60,000円×32件＝1,920,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰により経済的に大きな影響を受けている市内の介護
保険事業者、障害福祉サービス事業者、教育保育事業者、放課後児童健全育成事業者及び事
業所内保育事業者に対し、事業の継続に向けた支援を行うため、給付金を支給する。

事
　
業
　
概
　
要

社会福祉総務費

事 業 名 福祉施設等物価高騰支援給付事業 担当課 介護福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 1

役務費 7

負担金補助及び交付金 6,720

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

6,727 0 0
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　入園することにより、児童は専門的な知識を有する職員から日常生活における基本的な動
作の指導、集団生活への適応訓練を受けることができた。

事
業
成
果

成果目標
　児童福祉法に基づく児童発達支援センターとして、君津地域において、障がい児の日常生
活の指導・訓練等を行うことで、障がい児やその家族に対する支援等を行う施設であり、就
学前における障がい児の育成を行う。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

入園児童数 人 10 12 14

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

開園日数 日 226 229 229
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

23,046 19,562 18,812

 負担金補助及び交付金 23,046  負担金補助及び交付金 19,562  負担金補助及び交付金 18,812

[ 単位：千円 ]

●広域市町村圏事務組合負担金（負担金補助及び交付金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　23,046,000円
　・児童発達支援センター管理運営費分　　10,234,000円（均等割）＋11,761,000円（人口割）＝21,995,000円
　・児童発達支援センター解体関係事業費分   489,000円（均等割）＋   562,000円（人口割）＝ 1,051,000円
　・児童発達支援センター施設整備費分　　　 工事の遅れにより執行なし（翌年度に繰越）

目　　的
　児童福祉法の規定に基づき、障がい児の日常生活指導・訓練等を行う児童発達支援セン
ター（きみつ愛児園）の管理運営費を4市共同で負担することで、圏域の障がい児の福祉向上
を図る。

事
　
業
　
概
　
要

社会福祉総務費

事 業 名 広域市町村圏事務組合負担金（児童発達支援センター分） 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 1

【児童発達支援センターの予算額】 （単位：千円）

136,449 141,530

107,743 64,953

330 8,583

250 8,888

0 162

2,205 3,899

6,523 3,399

240,000 12,430

3,133

6,523

240,000

493,500 493,500合計 合計

その他諸経費

民間移行関係事業費

児童福祉施設整備費

雑入 施設運営費

解体関係事業費分 車両管理費

施設整備補助金分 園児送迎事業費

児童福祉施設使用料 施設維持管理費

児童福祉費県委託金 園児処遇経費

繰越金 職員研修費

歳入 歳出

関係市負担金 人件費

給付費負担金 会計年度任用職員人件費

【構成市負担金の内訳】 （単位：千円）

負担金

人口 人口割合 均等割 人口割 計 均等割 人口割 計 計

富津市 39,488 12.31% 10,234 11,761 21,995 489 562 1,051 23,046

木更津市 137,061 42.74% 10,234 40,823 51,057 489 1,952 2,441 53,498

君津市 78,973 24.63% 10,234 23,521 33,755 489 1,125 1,614 35,369

袖ケ浦市 65,162 20.32% 10,234 19,408 29,642 489 928 1,417 31,059

合計 320,684 100.00% 40,936 95,513 136,449 1,956 4,567 6,523 142,972

※負担割合は、均等割30％、人口割70％

解体関係事業費分管理運営費分
市名

[参考]常住人口(人)
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 負担金補助及び交付金 2,090

社会福祉総務費

事 業 名 広域市町村圏事務組合負担金（法人指導監査業務費分） 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 1

目　　的
　社会福祉法に基づき、社会福祉法人の認可及び指導監査等に関する事務に対して負担金を
支出し、圏域の社会福祉法人について、適正な運営を確保する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●法人指導監査業務費分
　　712,000円（均等割）＋818,000円（人口割）＝1,530,000円

【市内対象法人】9法人　　富津福祉会、大貫福祉会、わこう村、あすなろ会、金谷温凊会、
　　　　　　　　　　　　　あたご会、南山会、佐貫会、富津市社会福祉協議会

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,530 1,446 2,090

 負担金補助及び交付金 1,530  負担金補助及び交付金 1,446

令和６年度 令和５年度

指導監査対象法人数 法人 9 9 9
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

指導監査実施法人数 法人 6 7 6

令和５年度

口頭指摘事項数 指摘数 34 54 41

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　監査業務は専門的分野であるため、君津地域で共同処理をすることにより、効率的かつ厳
正な監査及び指導を実施している。令和7年度においては、市内6法人に対し、指導監査を実
施している。

文書指摘事項数 指摘数 6 11 18

事
業
成
果

成果目標
　社会福祉法人の適正な運営を確保するため、指導監査を実施することにより適切な指摘を
し、改善を促す。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

R6.8.1人口 人口割合

富津市 712 818 1,530 39,488 12.4%

木更津市 712 2,838 3,550 137,061 42.7%

君津市 712 1,636 2,348 78,973 24.6%

袖ケ浦市 712 1,349 2,061 65,162 20.3%

合 計 2,848 6,641 9,489 320,684 100.0%

【構成市負担金の内訳】
（単位：千円）

[参考] 常住人口 (人)

※ 負担割合は、均等割30％、人口割70％

市 名 均等割 人口割 合 計
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老人福祉費

事 業 名 施設入所者措置事業 担当課 介護福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 5

目　　的
　環境上の理由及び経済的理由によって自宅での生活が困難な高齢者の生活を守るため、老
人ホームへの入所措置をする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　老人ホームへ入所措置し、入所に係る事務費及び生活費を支出する。
　入所者等の負担能力に応じて、入所措置に要する費用の全部又は一部を徴収する。
　
●老人措置費　68,487,289円

・令和6年度末入所者数　28人
・年度途中入所者数　　　0人
・年度途中退所者数　　　5人
・令和7年度末入所者数　23人

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

68,487 75,062 79,266

扶助費 68,487 扶助費 75,062 扶助費 79,266

令和６年度 令和５年度

養護老人ホーム措置入所者数（各年度末） 人 23 28 32
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

特別養護老人ホーム措置者数（各年度末） 人 0 0 0

令和５年度

老人ホーム措置者数/措置該当申出者 ％ - 100 100

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　金銭面の支援や家族からの日常的支援が得られない高齢者や、養護者から虐待を受けて分
離保護する高齢者が増加している。
　また、要介護認定を受けている入所者の割合も増加している。令和3年4月から天羽養護老
人ホームが特定施設入居者生活介護事業所となったため、要介護状態の入所者も受け入れて
いる。

事
業
成
果

成果目標 　老人ホームへの入所が必要な者のうち措置に至った割合を指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

内　訳

合　計

事
　
業
　
費
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老人福祉費

事 業 名 シルバー人材センター運営事業 担当課 介護福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 5

目　　的
　一般社団法人富津市シルバー人材センターの運営費の一部を補助することにより、円滑な
運営を促進し、高齢者に就業機会を提供することにより、生きがいの充実や社会参加の推進
を図り、高齢者の能力を生かし活力ある地域社会づくりに寄与する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　シルバー人材センターの人件費及び管理費を補助対象とする。
　ただし、補助対象経費の1/2を限度とし、予算の範囲内で市長が定める額。

　令和7年度　対象経費　10,850,326円
                  補助金額　　4,698,000円
　

●補助対象経費の区分
　・人件費　給料、通勤手当、期末手当、勤勉手当、時間外勤務手当、社会保険料、法定福利費
　　及び福利厚生費
　・管理費　旅費、借上料、賃金、社会保険料、法定福利費及び福利厚生費
　
●普及啓発活動による事業の拡充
　・市民への啓発促進　イオンモール富津等にチラシを配置
　・会員募集のチラシを区長回覧にて全戸配布した

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

4,698 4,416 3,936

負担金補助及び交付金 4,698 負担金補助及び交付金 4,416 負担金補助及び交付金 3,936

令和６年度 令和５年度

会員数（各年度末） 人 205 176 149
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

就労実会員数 人 111 110 97

年間就業延人員数 人 7,872

令和５年度

年間実就業率（就労実会員数/会員数） ％ 54.1 62.5 65.1

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

8,786 8,214

事業の自己評価

　「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」により高齢者の就業機会確保に必要な措置を
講ずるよう努めることが自治体の責務に位置づけられている。
　就労が生きがいとなること、また閉じこもり予防や介護予防につながることから引き続き
支援する。

支払い配分金 円 47,931,433 43,671,154 39,764,430

年間会員平均配分金額
（支払い配分金/就労実会員数） 円 431,815 397,010 409,943

事
業
成
果

成果目標
　会員一人ひとりがそれぞれ生きがいの充実、社会参加の推進を図り、地域づくりに寄与す
ることが目的であることから、会員の就業率を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

－ 64 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 20

老人福祉費

事 業 名 介護人材確保対策事業 担当課 介護福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 5

目　　的
　介護施設や事業所の職員の確保・定着を支援することにより、介護職員が働きやすい環境
の整備や介護職員の資質向上を図る

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　●介護人材確保対策事業補助金　　78,000円
　　　介護保険サービスを提供する上で必要な資格取得のための研修に要する経費に対し、
　　補助金を交付する。

　　・初任者研修　4件　補助対象経費157,200円×1/2≒78,000円（千円未満切捨て）
　　　※1件当たりの補助金額は、対象経費の1/2または50,000円の低い額

　●介護支援専門員定着支援補助金　13,000円
　　　介護支援専門員に係る研修に要する経費に対し、補助金を交付する。

　　・介護支援専門員更新研修　1件　補助対象経費26,000円×1/2＝13,000円
　　　※1件当たりの補助金額は、対象経費の1/2または50,000円の低い額

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

91 59 20

負担金補助及び交付金 91 負担金補助及び交付金 59

令和６年度 令和５年度

給付対象者 人 5 3 1
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

給付対象者 5 3 1

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価 　市内に所在する介護事業所等への人材確保・定着に支援が図れた。

事
業
成
果

成果目標
　介護分野への就業希望者及び介護保険サービスを提供する上で必要な資格取得のための研
修経費を補助し、人材確保・定着を支援する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

－ 65 －



事業の自己評価 　プレミアム商品券を適正に給付するため必要な業務委託を実施した。

事
業
成
果

成果目標
　令和8年1月1日において、本市の住民基本台帳に記録されている65歳以上の者（昭和36年4
月1日以前に出生した者をいう。）であって、給付決定日まで引き続き住民基本台帳に記録さ
れている者に対し5,000円分のプレミアム商品券を給付する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

給付対象者 人 15,805

令和７年度 令和６年度

給付対象者 人 15,805
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

　高齢者（65歳以上）へのプレミアム商品券給付事業に係る業務委託料

●電算業務委託料　　　　　     　261,778円
●商品券等作成業務委託料　　 　1,389,080円
●プレミアム商品券事業委託料　82,000,000円

計　　　　　　　　　　　　　　83,650,858円

以下、令和8年度へ繰越
●役務費　7,938,000円
●委託料　3,640,000円
●需用費　  100,000円

計　     11,678,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　65歳以上の高齢者にプレミアム商品券を給付することで、物価高騰の影響を受けている高
齢者の消費の下支えと市内での消費喚起を図る。

事
　
業
　
概
　
要

老人福祉費

事 業 名 高齢者（65歳以上）へのプレミアム商品券給付事業 担当課 介護福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 5

委託料 83,651

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

83,651 0 0
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

11 需用費 8

事業の自己評価
　広報等で定期的に制度の案内を行った。また、手帳交付時に、対象者には制度の説明を行
い、支給申請を促すなど、制度利用の促進に努めた。

障害児福祉手当　新規認定者数 人 0 5 6

事
業
成
果

成果目標
　広く制度を周知し、対象者の申請を促進することで、本事業を活用し、経済的負担の軽減
を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

特別障害者手当　新規認定者数 人 8 8 7

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

支給人数 人 120 121 120
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

支給延べ月数 月 1,314 1,318 1,259

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

32,718 32,136 29,920

扶助費 32,707 扶助費 32,136 扶助費 29,912

需用費

[ 単位：千円 ]

＜特別障害者手当・障害児福祉手当・経過的福祉手当＞
　精神（知的）または身体に重度の障がいを有し、日常生活において常時介護を必要とする障がい者（児）
に対し、各種手当を支給する。

●特別障害者手当・障害児福祉手当・経過的福祉手当（扶助費） 　32,707,300円

　

　※ 経過的福祉手当は、昭和61年3月末時点で福祉手当を受給していた20歳以上の者に対する経過措置のた
め、新規の支給は発生しない。（受給者が転入した場合のみ支給対象となる。）

●印刷製本費（需用費）　　10,607円
　　窓付き封筒（各種通知）※複数事業で共同発注

目　　的
　精神（知的）または身体に著しく重度の障がいを有する者等に対し、特別障害者手当、障
害児福祉手当及び経過的福祉手当を支給することにより、福祉の増進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

重度心身障害者福祉費

事 業 名 特別障害者手当等給付事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 6

区分
受給者数
（人）

対象月
月数

（月）
金額

（円）
2月、3月 28,840 152 4,383,680
4月～ 29,590 715 21,156,850
2月、3月 15,690 71 1,113,990
4月～ 16,100 364 5,860,400
2月、3月 15,690 2 31,380
4月～ 16,100 10 161,000

合計 120 ー ー ー 1,314 32,707,300

月額
（円）

特別障害者手当

障害児福祉手当

経過的福祉手当

82

37

1

R7.2～R8.1

R7.2～R8.1

R7.2～R8.7

－ 67 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

4 需用費 3

事業の自己評価
　広報等で定期的に制度の案内を行った。また、手帳交付時に、対象者には制度の説明を行
い、支給申請を促すなど、制度利用の促進に努めた。

事
業
成
果

成果目標
　広く制度を周知し、対象者の申請を促進することで、本事業を活用し、経済的負担の軽減
を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

新規認定者数 人 0 4 3

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

支給人数 人 36 36 34
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

支給延べ月数 月 432 416 391

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

3,741 3,598 3,385

扶助費 3,737 扶助費 3,598 扶助費 3,382

需用費

[ 単位：千円 ]

＜在宅重度知的障害者・ねたきり身体障害者福祉手当＞
　在宅で生活し、療育手帳の等級がAの2以上と判定された20歳以上の人。または、在宅で生活し、身体障害
者手帳を所持し、おおむね6ヶ月以上寝たきりで、日常生活に常時介護が必要な20歳以上65歳未満の人を養
護している者に対し、福祉手当を支給する。

●在宅重度知的障害者・ねたきり身体障害者福祉手当（扶助費）　　3,736,800円

●印刷製本費（需用費）　　3,536円
　　窓付き封筒（各種通知）※複数事業で共同発注

目　　的
　在宅重度知的障害者及びねたきり身体障害者を養護している者に対し、福祉手当を支給す
ることで、その更生を援護するとともに、福祉の増進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

重度心身障害者福祉費

事 業 名 在宅重度知的障害者ねたきり身体障害者福祉手当給付事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 6

区分
受給者数
（人）

月額
（円）

月数
（月）

金額
（円）

重度知的障害者 36 8,650 432 3,736,800

ねたきり身体障害者 0 8,650 0 0

合計 36 － 432 3,736,800

－ 68 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

1,248 役務費 1,306 役務費 1,376

需用費 63 需用費 28 需用費 61

事業の自己評価

　手帳交付時に、対象者へ制度の説明を行い申請を促すことで、医療費負担の軽減に努め
た。また、平成27年8月からの現物給付化により、受給券を交付することで、対象者の利便性
の向上が図られている。
　今後も、制度について様々な広報手段を用いて、広く周知を図る。

事
業
成
果

成果目標
　広く制度を周知し、対象者の申請を促進することで、本事業を活用し、医療費負担の軽減
を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

新規認定者数 人 24 30 23

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

医療費助成人数 人 590 605 616
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

医療費助成件数 件 17,345 17,700 18,696

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

75,909 71,336 75,431

扶助費 74,598 扶助費 70,002 扶助費 73,994

役務費

[ 単位：千円 ]

＜重度心身障害者医療費等助成費＞
　　重度の身体障がい者（身体障害者手帳1･2級）、重度の知的障がい者（療育手帳A判定以上）及び、
　重度の精神障がい者（精神障害者保健福祉手帳1級）に対し、医療費の自己負担分を助成する。
　基準世帯員の市民税所得割課税状況により、助成額（自己負担額）が決定する。
　【基準世帯員】　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自己負担額等】

●重度心身障害者医療費等助成費（扶助費）　　74,598,325円

●手数料（役務費）　　　　　　　　　　　　　 1,248,353円
　　審査支払手数料　1,104,100円（国保連合会）＋144,257円（支払基金）－4円（調整額）＝1,248,353円

●印刷製本費（需用費）　　　　　　　　　　　　　62,857円
　　27,500円（受給券印刷）＋35,357円（窓付き封筒）＝62,857円

目　　的
　重度の障がい者に対し、医療費の自己負担分の一部及び調剤費を助成することにより、そ
の健康の保持と生活の安定に寄与するとともに、福祉の増進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

重度心身障害者福祉費

事 業 名 重度心身障害者医療費等助成事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 6

区分 基準世帯員

国民健康保険同世帯の国民健康保険の被保険者全員

社会保険 被保険者のみ

同世帯の後期高齢者医療保険の
被保険者全員

後期高齢者
医療保険

市民税所得割額 自己負担額

非課税 自己負担なし

年額235,000円以上 助成対象外

通院1回、入院1日につき300円
（調剤は自己負担なし）

年額235,000円未満

区分 件数（件） 金額（円）
国民健康保険 8,547 50,046,469
後期高齢者医療保険 5,604 16,264,164
社会保険 3,194 21,052,365
返還金等 （1,201） ▲ 12,764,673

合計 17,345 74,598,325
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

19 需用費 24

事業の自己評価

　精神障がい者への入院医療費助成制度は、経済的負担の軽減に大きく寄与しており、今後
も事業を継続していく必要がある。
　また、今後は本事業を利用した長期入院者に対し、地域移行についての検討が必要であ
る。

事
業
成
果

成果目標 　対象者の申請を促進することで、本事業を活用し、医療費負担の軽減を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

新規認定者数 人 9 19 13

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

認定者数 人 239 267 273
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

入院医療費助成件数 件 446 480 594

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

10,514 12,615 13,736

扶助費 10,495 扶助費 12,615 扶助費 13,712

需用費

[ 単位：千円 ]

＜精神障害者医療費助成費＞
　　精神障がいの治療のために支払った医療費（入院費）の自己負担分を助成する。
　※基準世帯員の市民税所得割課税状況により、助成額（自己負担額）が決定する。
　【基準世帯員】　　　　　　　　　　　　　　　　　　【助成割合】

●精神障害者医療費助成費（扶助費）　　10,495,261円
　　入院医療費　10,495,261円（実人数：54人※1、レセプト件数：446件）
　　　［国保　　 6,609,827円（実人数：28人　　 レセプト件数：261件）］
　　　［社保　　 　915,138円（実人数： 8人　 　レセプト件数： 23件）］
　　　［後期　   2,970,296円（実人数：19人　　 レセプト件数：162件）］
　　　※1　年齢到達等による健康保険の変更があり、複数の保険種別に計上されている者がいるため、
　　　　　 保険別の実人数の合計55人より少なくなる。
 

●印刷製本費（需用費）　　　　　　　　　　18,386円
　　窓付き封筒（各種通知）※複数事業で共同発注

目　　的
　精神障がい者に対して、精神障がいの治療のための医療費（入院費）の自己負担分の一部
を助成する医療に係る経済的負担を軽減し、社会復帰を促進する。

事
　
業
　
概
　
要

精神障害者福祉費

事 業 名 精神障害者医療費助成事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 7

区分 基準世帯員

国民健康保険同世帯の国民健康保険の被保険者全員

社会保険 被保険者のみ

後期高齢者
医療保険

同世帯の後期高齢者医療保険の
被保険者全員

市民税所得割額 助成割合

非課税 10割

年額235,000円未満 8割

年額235,000円以上 助成対象外

－ 70 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

5,420 役務費 968 役務費 949

役務費 1,011

事業の自己評価

　サービス利用者数・給付費は毎年度増加している。中期的には人口減少に伴う利用者数の
減少が予想されるが、福祉施設職員の安定的な職員確保の点からも利用単価は増加すると思
われる。相談支援を通じて、障がい者（児）それぞれに適切・適量なサービスが利用できる
よう体制整備の推進に努める。

新規申請者数 人 45 45 34

国保連合会請求審査による返戻件数 件 90 71 55

事
業
成
果

成果目標
　障害福祉サービスの利用によって、障がい者（児）の自立を支援し福祉の向上を図り、か
つ適正に執行する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

392 372 364

令和５年度

サービス実利用者数 人 480 460 446

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

介護給付実利用者数 人 334 370 346
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

訓練等給付実利用者数 人 364 335 324

相談支援実利用者数 人

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,555,903 1,487,261 1,373,593

扶助費 1,549,472 扶助費 1,486,293 扶助費 1,372,644

 償還金利子及び割引料

[ 単位：千円 ]

●介護・訓練等給付費（扶助費）　　　　　1,549,471,769円

●国庫負担金返還金（償還金利子及び割引料）　5,420,107円
　障害者自立支援給付費国庫負担金の交付額確定に伴う返還金

●国保連合会分支払手数料（役務費）　　　　　1,011,047円

目　　的

　障がい者（児）が基本的人権を享有する個人としての尊厳にふさわしい日常生活又は社会
生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サービスに係る給付を行い、障がい者（児）
の福祉の増進を図るとともに、障がいの有無にかかわらず国民が相互に人格と個性を尊重し
安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与することを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 介護・訓練等給付事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

サービス内容 利用実人数 利用延件数 利用延日数 給付金額

居宅介護 69 697 6,727 77,359,240

重度訪問介護 3 90 1,583 61,026,087

同行援護 6 74 222 3,564,322

療養介護 3 36 1,095 9,590,550

生活介護 166 2,233 41,600 520,017,730

短期入所 36 332 2,419 18,860,273

施設入所支援 51 604 18,372 117,476,864

共同生活援助 156 1,740 49,350 395,404,918

宿泊型自立訓練 1 6 165 697,528

自立訓練（生活訓練） 2 20 267 2,059,973

就労移行支援 9 57 1,036 12,684,920

就労継続支援Ａ型 19 163 3,074 28,632,053

就労継続支援Ｂ型 165 1,789 30,650 246,231,734

就労定着支援 14 134 1,195 5,074,892

就労選択支援 1 2 14 189,866

高額障害福祉サービス費 14 93 － 508,404

特定障害者特別給付費 203 2,236 17,064 21,844,792

計画相談支援 389 1,090 － 26,837,093

地域移行支援 5 28 72 1,312,154

高額障害福祉サービス等給付費 1 43 － 98,376

1,549,471,769
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 6 需用費 4

13,618  償還金利子及び割引料 2,276  償還金利子及び割引料 727

役務費 85 役務費 85 役務費 85

事業の自己評価
　手帳交付時に、対象者に制度の説明を行い、申請を促すことで、医療費負担の軽減に努め
た。
　今後も、制度について様々な広報手段を用いて、広く周知を図る。

育成医療　新規認定者数 人 0 0 0

療養介護医療　新規認定者数 人 0 0 0

事
業
成
果

成果目標
　広く制度を周知し、対象者の申請を促進することで、障がいを除去又は軽減する手術等の
治療についての医療費負担の軽減を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

3 3 3

令和５年度

更生医療　新規認定者数 人 15 15 24

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

更生医療　利用者数 人 168 151 155
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

育成医療　利用者数 人 0 0 1

療養介護医療　利用者数 人

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

92,347 99,715 120,808

扶助費 78,638 扶助費 97,354 扶助費 119,992

 償還金利子及び割引料

[ 単位：千円 ]

＜自立支援医療費＞
　【更生医療】　　　身体障がい者の障がいの除去、軽減のための手術等の医療費の一部を助成する。
　【育成医療】　　　身体障がい児や将来に障がいを残すと認められる疾患のある児童が、その障がい等
　　　　　　　　　　を除去、軽減するための手術等の医療費の一部を助成する。
　【療養介護医療】　医療的ケアの必要があり、常に介護が必要となる人で、主に病院において行われる
　　　　　　　　　　療養、機能訓練等の医療費の一部を助成する。

●自立支援医療費（扶助費）　　　　　　　　　　78,637,591円

●国庫負担金返還金（償還金利子及び割引料）　　13,617,688円
　　令和6年度障害者医療費国庫負担金の交付確定に伴う返還金
　　62,294,576円（受入済額）－48,676,888円（交付確定額）＝13,617,688円

●審査支払手数料（役務費）　　　　　　　　　　　　85,090円
　　83,650円（更生医療）＋0円（育成医療）＋1,440円（療養介護医療）＝85,090円

●印刷製本費（需用費）　　　　　　　　　　　　　 　5,657円
　　各種通知（窓付き封筒）※複数事業で共同発注

目　　的
　自立支援医療を利用し、障がいを除去又は軽減する手術等の治療を受けることにより、更
生及び生活能力の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 自立支援医療事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

種別 区分 人数（人） 件数（件） 金額（円）
入院 46 133 10,352,633
通院 122 2,037 65,902,340
入院 0 0 0
通院 0 0 0

療養介護医療 入院 3 36 2,382,618

171 2,206 78,637,591

更生医療

育成医療

合　計
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

4 需用費 3

事業の自己評価
　身体障がい者（児）の失われた身体機能を補うものとして補装具は必要であり、障害者総
合支援法に基づく障害福祉サービスの主な柱の一つである。
　今後も個々の身体障がい者（児）の状況に応じて適切な補装具の支給を行う。

事
業
成
果

成果目標
　補装具を利用することで身体機能を補完し、身体障がい者（児）が送る日常生活の質の向
上を目指す。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

新規申請者数 人 12 9 14

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

補装具費支給件数（成人購入・児童購入） 件 29 28 39
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

補装具費支給件数（成人修理・児童修理） 件 33 38 32

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

6,995 10,799 8,686

扶助費 6,991 扶助費 10,799 扶助費 8,683

需用費

[ 単位：千円 ]

　補装具を必要とする身体障がい者（児）の支給申請により、支給を行う。支給にあたって判定が必要な場
合は、補装具業者と医師等を招いて判定会を行い、その後に支給を決定する。品目ごとに助成の基準額が定
められており、課税世帯は1割が本人負担、9割が公費負担となる。市民税非課税世帯の場合は全額公費負担
となる。

●補装具給付費（扶助費）　　　6,990,723円（件数：62件）

●印刷製本費（需用費）　　　　　　3,536円
　窓付き封筒（各種通知）※複数事業で共同発注

目　　的
　必要な補装具（義足、車いす、補聴器等）を支給することで、身体障がい者（児）及び難
病患者の失われた身体機能を補完、又は代替し、身体障がい者（児）等の日常生活の向上を
図る。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 補装具費支給事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

件数(件) 金額(円) 件数(件) 金額(円)
義肢 － － 9 1,422,810
装具 5 733,251 2 22,796
姿勢保持装置 2 944,259 2 97,096
車椅子 7 1,566,896 10 628,432
電動車椅子 1 557,407 1 36,676
視覚障害者安全つえ 2 10,496 － －
眼鏡 1 29,900 － －
補聴器 9 651,544 9 249,620
歩行器 1 30,000 － －
歩行補助つえ 1 9,540 － －

合計 29 4,533,293 33 2,457,430

品名
購入 修理
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事業の自己評価

　同居家族等の介助者の高齢化が進み、介助を受けることが困難な障がい者が多く、グルー
プホーム等の入居者は、増加している傾向があることから、事業所を増やすための方策の検
討を進める必要がある。
　また、65歳を過ぎた入居者については、状況により介護保険制度への移行の検討が必要で
ある。

事
業
成
果

成果目標
　本事業を活用することで、障がい者の経済的負担を軽減するとともに、住み慣れた地域で
安心して暮らしていけるための大きな役割を担う、グループホーム等の利用を促進する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

新規対象者数 人 13 6 8

令和７年度 令和６年度

実利用者数 人 109 107 97
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

＜障害者グループホーム等入居者家賃助成金＞
　　富津市の障害福祉サービスの支給決定を受け、グループホーム等に入居する市民税非課税世帯の障がい
　者に対し、家賃の一部を助成する。

【助成内容】
　　家賃の2分の1に相当する額で、月額25,000円を限度とする。
　　ただし、特定障害者特別給付費がある場合は、家賃からこの給付費を控除した額の2分の1に相当する額
　で、月額20,000円を限度とする。

●障害者グループホーム等入居者家賃助成金（負担金補助及び交付金）14,430,800円（実人数：109人）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　障がい者の地域での在宅生活を支援するため、障がい者が入居するグループホーム等の家
賃の一部を助成することにより、障がい者の経済的負担を軽減する。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 障害者グループホーム等入居者家賃助成事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

 負担金補助及び交付金 11,905

 償還金利子及び割引料 8

 負担金補助及び交付金 14,431  負担金補助及び交付金

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

14,431 13,219 11,913

13,219

人数（人） 金額（円）

第1回 令和7年4月 ～ 令和7年6月 99 3,336,800

第2回 令和7年7月 ～ 令和7年9月 104 3,615,700

第3回 令和7年10月 ～ 令和7年12月 104 3,759,000

第4回 令和8年1月 ～ 令和8年3月 103 3,719,300

14,430,800合計

対象月
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　新規で開設する事業所も増えてきているため、引き続き、グループホーム等に入居しなが
ら住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、事業所に対する運営費の補助を継続する
必要がある。

事
業
成
果

成果目標
　障がい者が地域での生活を可能にするため、グループホーム等の事業者へ運営費の補助を
行うことで、支援体制の充実を図り、グループホーム等の利用の促進に繋げる。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

新規対象法人数 法人 4 2 4

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

利用者数 人 96 97 90
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

補助対象法人数 法人 31 31 30

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

21,558 20,985 16,315

 負担金補助及び交付金 21,558  負担金補助及び交付金 20,985  負担金補助及び交付金 16,315

[ 単位：千円 ]

　
＜障害者グループホーム等運営費補助金＞
　　利用者の各月の法定給付費と補助基準額の差額を補助する。
　　補助基準額は、世話人の配置数、入居定員、利用者の支援区分により算出する。

●障害者グループホーム等運営費補助金（負担金補助及び交付金）　　21,558,437円

目　　的
　障がい者が利用する共同生活援助を行う施設を運営する事業者に対し、グループホーム等
の運営費を補助することにより、支援体制の充実を図る。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 障害者グループホーム等運営費補助事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

法人名
利用人数
（人）

補助金額
（円）

法人名
利用人数
（人）

補助金額
（円）

NPO法人AlonAlon 2 642,760 合同会社ハジメノイッポ 1 403,909

NPO法人紡ぎ 3 721,795 寺子屋株式会社 1 44,830

rose合同会社 4 1,261,344 社会福祉法人アルムの森 7 1,668,443

さくら子庵株式会社 2 180,500 社会福祉法人ミッドナイトミッションのぞみ会 7 883,596

ユアブレイン株式会社 17 4,127,032 社会福祉法人薄光会 10 706,173

医療法人社団わかさ会 1 157,361 特定非営利活動法人グループホーム高根 3 1,014,886

一般社団法人　ノーマルライフ　 1 610,376 特定非営利活動法人たちばな学舎 2 340,593

一般社団法人アクセル 2 74,484 特定非営利活動法人なの花会 3 1,109,800

一般社団法人あゆみ 1 138,395 特定非営利活動法人ライフ・サポーティング君津 5 1,485,499

一般社団法人がいろじゅ 2 233,827 特定非営利活動法人就労生活定着支援センターリーブ 3 414,235

株式会社ALOHA 1 138,395 特定非営利活動法人障害児教育・福祉資料センター 4 522,450

株式会社Stellar education garden 4 931,410 非営利法人（NPO）麟 1 19,341

株式会社あるふぁ 1 496,750 有限会社アキモト 2 725,318

株式会社オーノ 1 347,365 株式会社R-Create 2 157,080

株式会社ふくしねっと工房 1 1,532,662 美らい株式会社 1 116,056

合資会社もてぎ 1 351,772

合計　31法人 96人 21,558,437円
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　常勤職員、心理療法担当職員が配置され、居室も個室が用意されることにより、通常より
手厚い支援を受けることができた。

事
業
成
果

成果目標
　加算の対象となる者が入所及び入居する施設等に補助を行うことで、施設等の人員配置な
どから利用者の生活の質の向上を支援する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

補助対象者数 人 1 1 7

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

補助対象施設数（入所） 箇所 1 1 3
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

補助対象施設数（グループホーム） 箇所 0 0 －

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,746 1,746 12,232

 負担金補助及び交付金 1,746  負担金補助及び交付金 1,746  負担金補助及び交付金 12,232

[ 単位：千円 ]

【強度行動障害者】
　障害支援区分が5以上であり、多動、自傷、異食等、生活環境への著しい不適応行動を頻回に示すため、
適切な指導、訓練を行わなければ日常生活を営む上で著しい困難があると認められる者のうち、厚生労働大
臣が定める基準（平成18年厚生労働省告示第543号）の別表第2における行動関連項目の点数の合計が15点以
上であると市長が認定した者

【対象事業所】
　強度行動障害者に施設入所支援及び共同生活援助のサービスを提供する障害者支援施設

【補助内容（補助基準額）】
　対象者（強度行動障害者）一人当たり日額4,810円

●強度行動障害加算事業補助金（負担金補助及び交付金）　 1,746,030円
　　社会福祉法人かずさ萬燈会（施設名：木更津中郷丸）
　　　　　　　　　　　　　　　　　4,810円×363日×1人＝1,746,030円

目　　的
　施設入所支援及び共同生活援助のサービス利用者のうち、特に行動障害の程度が高い者の
入所及び入居にあたって、その入所及び入居する施設等に補助（加算）を行うことで、本人
への十分な支援により生活レベルの向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 強度行動障害加算事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

－ 76 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　聴覚障がい者（児）からの要望に応じて手話通訳者を派遣し、意思疎通の仲介を行うこと
で、聴覚障がい者（児）の日常生活のさまざまな場面においてコミュニケーションの確保に
資することができた。

1人当たりの平均利用時間 時間 4.7 6.8 20.8

事
業
成
果

成果目標
　手話は聴覚障がい者（児）との主要なコミュニケーション手段でもあり、本事業の実施に
より聴覚障がい者（児）の社会参加促進を目指す。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

28 61 166

令和５年度

1人当たりの平均利用件数 件 2.3 3.3 12.5

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

実利用者数 人 6 9 8
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

延実施件数 件 14 30 100

延実施時間 時間

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

141 303 826

委託料 141 委託料 303 委託料 826

[ 単位：千円 ]

　
　意思疎通に支障がある聴覚障がい者（児）から、主に医師による病状説明、地域の会議への出席等に際し
て手話通訳者の派遣申請があった場合に、相手との意思疎通を仲介する手話通訳者等の派遣を行う。

●手話通訳派遣委託料（委託料）　　141,300円
　実利用者数：6人、延実施件数：14件、延派遣人数：16人、延実施時間：28時間
　（通訳料4,500円/時間×28時間）126,000円＋（交通費）15,300円＝　141,300円

目　　的
　聴覚障がい者（児）の社会参加を援助し、コミュニケーションの確保のために手話通訳者
を派遣する。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 意思疎通支援事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

延件数 延派遣人数 延時間 通訳料 交通費 支出額

4月 1 1 2 9,000 380 9,380

5月 2 2 2 9,000 3,040 12,040

6月 2 2 3 13,500 2,260 15,760

7月 1 1 2 9,000 660 9,660

8月 2 3 6 27,000 4,660 31,660

9月 0 0 0 0 0 0

10月 0 0 0 0 0 0

11月 2 2 3 13,500 1,580 15,080

12月 0 0 0 0 0 0

1月 1 2 4 18,000 800 18,800

2月 3 3 6 27,000 1,920 28,920

3月 0 0 0 0 0 0

合計 14 16 28 126,000 15,300 141,300
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

4 需用費 3

事業の自己評価
　日常生活に支障がある障がい者（児）に対して、生活上の便宜を図るための用具として日
常生活用具は必要である。
　今後も個々の障がい者（児）の状況から、適切な日常生活用具の給付又は貸与を行う。

事
業
成
果

成果目標
　用具を必要とする障がい者（児）に日常生活用具を給付又は貸与し、日常生活がより快適
に過ごせるようにする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

新規利用申請件数 件 28 19 23

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

日常生活用具給付件数 件 1,354 1,318 1,418
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

13,209 13,061 14,009

扶助費 13,205 扶助費 13,061 扶助費 14,006

需用費

[ 単位：千円 ]

　日常生活用具は規則により品目毎に「○○障害の△級以上」等の対象者及び基準額が決まっている。自己
負担は原則1割で、9割が公費負担となるが、市民税所得割非課税世帯の場合は全額公費負担となる。また、
ストマ装具のみ市民税所得割課税世帯の場合は自己負担が1割負担ではなく5％負担となる。
　基準世帯の範囲は、18歳以上の障がい者については本人及びその配偶者、18歳未満の障がい児については
保護者の属する住民基本台帳での世帯となる。

●日常生活用具給付等費（扶助費）　　13,205,205円

●印刷製本費（需用費）　　　　　　　　　 3,535円
　窓付き封筒（各種通知）※複数事業で共同発注

目　　的
　日常生活用具を給付又は貸与することにより、日常の生活を安全かつ容易なものとするこ
とを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 日常生活用具給付等事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

品目
入浴補助用具 1 人 1 個 90,000 円
時計（触読式） 1 人 1 個 10,300 円
電気式たん吸引器 3 人 3 個 163,560 円
情報・通信支援用具 1 人 1 個 116,600 円
特殊寝台 2 人 2 個 308,000 円
特殊マット 1 人 1 個 19,600 円
移動・移乗支援用具 1 人 1 個 60,000 円
人工内耳用電池 2 人 18 個 33,600 円
ネブライザー 1 人 1 個 32,400 円
頭部保護帽 1 人 1 個 12,160 円
ストマ装具 118 人 1,178 月 10,846,995 円
紙おむつ 14 人 146 月 1,511,990 円

合計 146 人 13,205,205 円

給付人数 給付量 金額

－ 78 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　近年、実利用者数は増加している。今後も継続して、屋外での移動が困難な障がい者
（児）に対して、外出のための支援を行うことにより、地域における自立生活及び社会参加
の促進を支援することは必要である。

新規事業所登録数 箇所 0 1 2

事
業
成
果

成果目標
　移動の困難な障がい者（児）に外出のための支援を行うことにより、自立生活及び社会参
加促進等を支援する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

新規利用申請者数 人 5 3 0

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

実利用者数 人 34 33 22
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

延利用時間 時間 2,538.5 2,489.0 2,560.0

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

8,120 7,587 7,301

委託料 8,120 委託料 7,587 委託料 7,301

[ 単位：千円 ]

●移動支援事業委託料（委託料）　　8,120,174円

目　　的
　屋外での移動が困難な障がい者（児）の社会生活上必要不可欠な外出や余暇活動等、社会
参加のための外出時における移動を支援する。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 移動支援事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

事業所名
実利用人数

（人）
延利用者数
（人）

延利用時間
（時間）

金額
（円）

1 ケア・サービスひまわり 1 4 21 81,760
2 シェーネ・ルフトケアステーション 5 21 119.5 364,340
3 ヘルパーステーションわだち 15 109 528.5 1,744,854
4 ライフ・サポーティング君津 4 26 83 248,400
5 訪問介護事業所ケーネット 2 24 243 473,460
6 訪問介護事業所つばさ 5 41 1,364 4,477,670
7 ともに生きる麦 1 11 93 228,570
8 ひまわりハウス 1 12 86.5 501,120

34 248 2,538.5 8,120,174合　計

－ 79 －



事業の自己評価

【日中】障がい者(児)の日常的に介護している家族等への負担軽減や一時的な休息の提供ができた。
【Ⅰ型】うつ病や引きこもりの障がい者の自立促進、社会参加の場の提供ができた。
【Ⅱ型】実績なし
【Ⅲ型】創作活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流促進等の便宜を図ることで、障がい者の社
会参加を支援することができた。

Ⅰ型新規利用者 人 0 1 0

Ⅱ型新規利用者
Ⅲ型新規利用者

人
人

0
0

0
0

0
0

事
業
成
果

成果目標
　地域で暮らす障がい者（児）の創作的な活動や生産活動の機会の提供、社会との交流促進
など多様な活動の場を設け、地域生活支援の促進に努める。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

0人・0日
3人・548日

0人・0日
4人・658日

令和５年度

日中一時新規利用者 人 1 7 2

令和７年度 令和６年度

【日中一時支援】実利用人数・延利用日数 人・日 63人・4,011日 65人・4,624日 74人・3,900日
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

【Ⅰ型】実利用人数・延利用日数 人・日 9人・563日 12人・575日 11人・605日

【Ⅱ型】実利用人数・延利用日数
【Ⅲ型】実利用人数・延利用日数

人・日
0人・0日

5人・881日

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●日中一時支援事業委託料（委託料）　　　　　　　 14,096,659円
　　日中、障害福祉サービス事業所、障害者支援施設等において、障がい者（児）に活動の場を提供
　し、見守り、社会に適応するための日常的な訓練を行う。
　　（委託先：社会福祉法人 薄光会　他24事業所）

●地域活動支援センターⅠ型事業委託料（委託料）　　3,327,030円
　　精神保健福祉士等の専門職員を配置し、医療・福祉及び地域の社会基盤との連携強化のための調
　整、地域住民ボランティアの育成、障がいに対する理解促進を図るための普及啓発等の事業を実施
　する。なお、相談支援事業も併せて実施している。
　　（委託先：社会医療法人社団 さつき会）

●地域活動支援センターⅢ型事業委託料（委託料）　　1,263,000円
　　地域の実情に応じ、創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流の促進等の便宜を供与する。
　　（委託先：NPO法人たぬき工房、NPO法人たちばな学舎）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的

【日中一時】家族が緊急な理由により、介護ができない時に家族に代わり一時的な見守り等の支援を行う。
【Ⅰ型】主に精神障がい者（児）等を対象に医療・福祉及び地域社会基盤との連携強化のための調整や
　　　　地域ボランティアの育成を行う。
【Ⅱ型】機能訓練・社会適応訓練・入浴等のサービスを行う。
【Ⅲ型】創作活動や生産活動の機会の提供、社会との交流の促進等を図り、地域生活を支援する。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 地域活動支援センター事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

委託料 21,012

 補償補填及び賠償金 472

委託料 18,687 委託料

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

18,687 23,921 21,012

23,449

－ 80 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 補償補填及び賠償金 1,088

事業の自己評価

　健康づくり課の1歳6ヶ月及び3歳児健診や、保育所（園）及び幼稚園からの連絡により、発
達の気になる子の保護者にサテライト療育を紹介するという手順が定着している。
　また、就学前に保育所（園）及び幼稚園と小学校との情報共有の場を設定し、連携を図っ
ている。

療育就学支援ケース会議開催回数 回 1 1 1

事
業
成
果

成果目標
・早期の療育を行うことで、発達の気になる子とその家族の不安感の軽減を図る。
・巡回相談では支援者に子どもの特性に合わせた対応方法の助言を行うことで、支援者の資
質向上を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

発達障害児療育等支援事業新規利用人数 人 42 36 34

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

発達障害児療育等支援事業（来所相談延人数） 人 410 387 455
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

発達障害児療育等支援事業（巡回相談延人数） 人 78 79 134

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

6,083 7,176 5,346

委託料 6,083 委託料 6,088 委託料 5,346

[ 単位：千円 ]

●発達障害児療育支援事業委託料（委託料）　　6,083,498円
　委託先
　社会福祉法人嬉泉（君津市、袖ケ浦市、富津市の3市共同委託）
　臨床心理士2名、言語聴覚士1名（月曜.木曜.金曜：臨床心理士、月曜：言語聴覚士）

　発達障害児療育支援事業委託料（3市とも職員の配置日数が違うので委託金額は異なる）
　人件費：6,173,244円　事務費：114,189円　交通費：623,280円
　千葉県障害児療育支援事業報酬：1,380,260円
　合計：6,173,244円＋114,189円＋623,280円－1,380,260円＋553,045円（消費税）＝6,083,498円
　

　
　
　

目　　的
　発達障がい児への早期発見・療育を行うため、令和4年度より社会福祉法人嬉泉に委託し、
毎週月・木・金曜日に市役所内及び市内保育所（園）、幼稚園で、臨床心理士及び言語聴覚
士によることばの訓練や心理診断等の療育相談を行い、障がい児の発達を支援する。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 発達障害児療育等支援事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

①来所相談（本庁舎内） ②巡回相談
実人数 延べ人数 訪問箇所 訪問回数 実人数 延べ人数

言語療法 20人 94人 保育所 5箇所 13回 43人 69人
心理療法 52人 302人 幼稚園 1箇所 1回 9人 9人
相談支援 13人 14人 合　計 6箇所 14回 52人 78人
合　計 85人 410人

－ 81 －



事業の自己評価

・基幹相談支援センターとケースワークを行う市職員が連携することで、市職員の専門知識
や経験の不足などを補うことができた。
・多岐に渡る相談内容に対し、相談者一人ひとりに寄り添った、丁寧な相談支援を行うこと
ができた。年々相談内容が複雑化しているので、今後、安定したケース対応できるよう早急
な工夫が必要。

個別支援会議件数 件 94 112 91

相談支援関係事業所連絡会開催回数 回 12 12 12

事
業
成
果

成果目標
・障がいの種別及び各種ニーズに対応できる総合的及び専門的な相談支援を行う。
・障がい者（児）福祉担当職員及び市内相談支援事業所の相談員の養成・育成を通し、ケー
スワークの質の向上を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

2,264 2,429

令和５年度

相談対象となった障がい者の実人数 人 388 217 201

令和７年度 令和６年度

障がい者本人からの相談件数 件 1,135 704 902
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

家族からの相談件数 件 1,414 1,282 1,723

その他（病院、福祉施設、行政）からの会議等の件数 件 2,622

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

　基幹相談支援センターには、相談支援専門員、社会福祉士、精神保健福祉士、作業療法士など、多種多様
な資格を有する職員を常時配置して、市役所内に相談窓口を週5日開設している。また、休日・夜間におい
ても、電話やメールでの対応を図り、24時間365日体制で、障がいのある方やその家族からの相談対応を行
う。

●基幹相談支援センター事業委託料(委託料）　　22,374,000円

　 委託先：社会福祉法人　薄光会
　　人件費（3人分）   　17,980,000円
　　　（内訳）　給与分　14,890,000円、法定福利費　3,090,000円
　　人件費以外の経費　　 2,360,000円
　　　（内訳）  事業費   1,506,000円、事務費        854,000円
　
　　合計：17,980,000円＋2,360,000円＋2,034,000円（消費税）＝22,374,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的

　地域における相談支援の中核的な役割を担う機関として、障害者相談支援事業及び成年後
見制度利用支援事業並びに身体障害者福祉法第9条第5項第2号及び第3号、知的障害者福祉法
第9条第5項第2号及び第3号並びに精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第49条第1項に基
づく相談等の業務を総合的に行うことを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 基幹相談支援センター事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8

委託料 18,111

 補償補填及び賠償金 6,998

委託料 22,374 委託料

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

22,374 28,877 18,111

21,879

自宅訪問相談 207 件 電子メール相談 915 件

施設訪問相談 231 件 オンライン相談 2 件

来所相談 849 件 個別支援会議 94 件

同行支援 273 件 関係機関会議 736 件

電話相談 998 件 その他 500 件

合計 4,805 件

相談件数
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

83 報償費 83 報償費 57

事業の自己評価
　障害者総合支援協議会各部会による講演会及び研修会等を実施したものの、受講者数は昨
年度を下回った。引き続き、より多くの方に参加してもらえるような講演会や研修会等を企
画し、各部会活動を行っていく。

広報誌発行回数 回 1 1 1

事
業
成
果

成果目標
　障がいに対する理解・啓発のために広報誌の発行や各部会（地域生活支援、権利擁護、子
ども、就労支援）などの活動を行う。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

15,368 15,498 17,605

令和５年度

各種講演会・研修会受講者数 人 152 208 160

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

協議会開催回数 回 2 2 4
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

部会、連絡調整会議開催回数 回 18 17 14

広報誌もごっち配布世帯数 世帯

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

629 324 334

委託料 546 委託料 241 委託料 277

報償費

[ 単位：千円 ]

　障害者総合支援協議会及び、就労支援・地域生活支援・子ども・権利擁護の4つの部会の会議と障がい者
差別解消会議や広報会議などの活動を行う。構成員は医師、障がい当事者、障がい福祉サービス事業者、民
生委員、教育機関、行政機関等の様々な関係機関の方で、協議会委員20名、部会員71名に委員及び部会員を
委嘱している。また、協議会活動について広報誌の発行を行っている。

●障害者総合支援協議会運営一部委託料（委託料）　　546,244円
　委託内容：広報・啓発関係、理解促進研修関係、協議会と各部会や各会議のコーディネート業務
　
　・印刷製本費：120,790円
　　　広報誌印刷、ポケットティッシュ封入チラシ印刷
　
　・事務消耗品費：205,547円
　　　事務用品、イベント用消耗品

　・報償費：197,440円
　　　講師謝礼

　・役務費：16,967円
　　　イベント保険料、振込手数料

　・通信運搬費：5,500円
　　　切手購入

●総合支援協議会報償費（報償費）　　83,340円
　費用弁償（実費分の車賃のみ）
　協議会の開催回数：年2回、延べ出席者人数：34人（内、報償費支払者：21人）
　各部会、連絡調整会議等の開催回数：年18回、延べ出席者人数：195人（内、報償費支払者：137名）

目　　的

　地域における障害福祉サービスを円滑に実施するため、年齢、性別及び状態等を問わず、
誰にとっても住みやすく、生活しやすいまちづくりを目指すことを目的に協議会を設置して
いる。障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第89条の3第1項によ
り、地方公共団体が設置する協議会である。

事
　
業
　
概
　
要

障害者総合支援費

事 業 名 総合支援協議会事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 8
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

旅費 3 旅費 2

62  償還金利子及び割引料 65  償還金利子及び割引料 121

役務費 24 役務費 24 役務費 24

事業の自己評価
　障がい者（児）虐待通報時は、事案によっては直ちに安全の確認や緊急措置入所が必要な
場合もあると考えられるため、速やかに事実確認を行うよう努めた。

障害者虐待防止センター休日・夜間一時保護件数 件 0 0 0

障害者虐待防止センター休日・夜間家庭訪問回数 回 0 0 0

事
業
成
果

成果目標 　夜間・休日の通報届出に対して迅速かつ適切な支援・対応を行う。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

1 1 1

令和５年度

障害者虐待防止センター休日・夜間居宅利用件数 件 0 0 0

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

虐待通報件数 件 13 24 4
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

虐待認定件数 件 4 3 0

広報ふっつ掲載回数 回

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,263 1,284 1,319

委託料 1,174 委託料 1,193 委託料 1,174

 償還金利子及び割引料

[ 単位：千円 ]

●障害者虐待防止センター業務委託料（委託料）　　1,173,814円
　（富津市・木更津市・君津市・袖ケ浦市の4市共同委託）
　［休日夜間相談受付業務］
　　24時間365日体制で通報対応を実施するための委託費　2,000円×365日＝730,000円
　［緊急一時保護居宅確保］
　　虐待及びその疑いがある場合に緊急一時保護する居室を確保するための委託費（4市で均等割）
　　　(（富津市居室80,540円＋木更津市居室67,398円）×12ヵ月÷4市)＝443,814円

●国庫補助金返還金（償還金利子及び割引料）　　　　 62,000円
　令和6年度地域生活支援事業等及び障害者総合支援事業費補助金の交付額の確定に伴う返還金

●障害者虐待通報連絡体制整備（役務費）　　　　　　 23,540円
　緊急通報連絡に係る休日夜間の緊急対応を実施するための携帯電話使用料

●障害者虐待ケースワーク対応研修会参加（旅費）　　　3,260円
　ケースワーク対応等を円滑に行えるよう、県等が主催する研修会等に参加するための経費

●障害者虐待緊急一時保護業務委託料（委託料）　　令和7年度執行なし
　緊急一時保護対応をするための委託費

●休日・夜間家庭訪問業務委託料（委託料）　　　　令和7年度執行なし
　休日・夜間に家庭訪問を行うための委託費

目　　的
　障がい者（児）への虐待事案の未然防止及び早期発見を行い、迅速かつ適切な対応・支援
を行う。また、地域における関係機関等の協力体制の整備や支援体制を強化する。

事
　
業
　
概
　
要

障害者虐待防止費

事 業 名 障害者虐待防止事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 10
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事業の自己評価

　生活能力向上のための訓練等を継続的に提供することにより、障がい児の自立を促進する
とともに、放課後等の居場所づくりが確保できた。
　療育の必要性が注目されているが、本人の特性に合った通所事業所の確保、相談支援事業
所の選定が困難な状況となっている。

新規申請者数 人 6 11 11

国民健康保険団体連合会請求審査による返戻件数 件 12 22 32

事
業
成
果

成果目標 　障がい児の発達を支援し、生活能力を含めた福祉全般の向上を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

72 80

児童発達支援実利用者数
放課後等デイサービス実利用者数

人
人

36
83

49
81

障害児相談支援実利用者数 人 79

48
74

令和５年度

サービス実利用者数 人 123 118 116

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

居宅訪問型児童発達支援実利用者数
保育所等訪問支援実利用者数

人
人

1
8

1
6

1
7

[ 単位：千円 ]

●児童発達支援事業利用給付費（扶助費）　　168,639,079円
　児童発達支援事業

　

●国庫負担金返還金（償還金利子及び割引料）　4,488,957円

●国民健康保険団体連合会分支払手数料（役務費）　　      　217,170円
　事業所からの請求確認と支払い業務を国民健康保険団体連合会へ委託

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　障がい児通所サービスの利用により、障がい児が心身ともに健やかに育成されるよう発達
を支援し、生活能力の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

項 1 社会福祉費 目 11 児童発達支援給付費

事 業 名 児童発達支援給付事業 担当課 障がい福祉課

科　　目 款 3 民生費

扶助費 153,371

 償還金利子及び割引料 4,489  償還金利子及び割引料 874  償還金利子及び割引料 956

役務費 217 役務費 217 役務費 221

扶助費 168,639 扶助費

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

旅費 2

173,345 170,048 154,548

168,955

サービス内容
実人数
（人）

延人数
（人）

延日数
（日）

金額
（円）

児童発達支援 36 329 3,130 36,054,014

放課後等デイサービス 83 1,187 12,322 123,548,212

居宅訪問型児童発達支援 1 13 119 2,462,560

保育所等訪問支援 8 33 48 1,039,208

障害児相談支援 72 304 － 5,455,089

高額障害児通所給付費 1 35 － 79,996

合計 201 1,901 15,619 168,639,079
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 47

委託料 770 役務費 1,112

役務費 44 委託料 251

住民税非課税世帯等臨時特
別給付費

事 業 名 物価高騰対応重点支援低所得世帯特別給付事業 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 12

目　　的

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰による負担を軽減し、速やかに生活・暮らしの支援
を受けられるよう、「住民税非課税世帯」を対象に、一世帯当たり3万円を支給するととも
に、当該世帯のうち「18歳未満の子育て世帯」を対象に、対象児童1人当たり2万円を支給す
るもの。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●給付金
・物価高騰対応重点支援住民税非課税世帯特別給付金
　R6:4,574世帯　　　　　  137,220,000円（給付率：89.21％）
　R7:  117世帯　　　　  　　3,510,000円（給付率： 2.28％）
  計:4,691世帯　　　　　  140,730,000円（給付率：91.5％）
　
・物価高騰対応重点支援低所得世帯こども加算
　R6:267人（155世帯）　　　 5,340,000円
　R7:  1人（　1世帯）　　 　 　20,000円

●物価高騰対応重点支援低所得化世帯特別給付金事務費（人件費を除く）
　・役務費（通信運搬費） 　　　24,933円
　・役務費（手数料）　　　 　　19,140円
　・委託料　　　　　　　　　　770,000円
 　　　　　　　　　　　 合計　814,073円

　【留意事項】
　※ 上記の給付率（％）は、対象者世帯における確認書等発送世帯数を分母とし算出したもの。
　※ 令和6年度からの繰越事業である。

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

4,344 143,970 0

扶助費 3,530 扶助費 142,560

令和６年度 令和５年度

給付実績（世帯数） 件 117 4,574
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

給付実績（金額） 千円 3,510 137,220

令和５年度

給付率（通算） ％ 91.5 89.20

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　各種媒体による市民周知や書類不備により受付の出来ていない方へ勧奨通知を送付した結
果、給付率は91.5％となり、物価高騰による負担の軽減を図った。

事
業
成
果

成果目標
　物価高騰により様々な困難に直面した方々に対し、速やかに生活・暮らしの支援を受けら
れるよう、迅速かつ適切な給付金の支給に努める。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 1,732

役務費 1,544

住民税非課税世帯等臨時特
別給付費

事 業 名 物価高騰対応重点支援定額減税補足（不足額）特別給付事業 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 12

目　　的

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰による負担を軽減し、速やかに生活・暮らしの支援
を受けられるよう、「定額減税」及び「物価高騰対応重点支援定額減税補足（調整）特別給
付金」による支援を十分に受けることができなかった対象者に対し、当該差額を補足給付と
して支給するもの。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●物価高騰対応重点支援定額減税補足（不足額）特別給付金
　・5,801件　180,020,000円（給付率：96.5％）

●物価高騰対応重点支援定額減税補足（不足額）特別給付金事務費（人件費を除く）
　・役務費（通信運搬費）　　　　　901,967円
　・役務費（手数料）　　　　　　　642,180円
　・委託料　　　　　　　　　　　1,731,895円
 　　　　　　　　　　　　 合計　3,276,042円

　【留意事項】
　※ 上記の給付率（96.5％）は、確認書等発送数を分母とし算出したもの。

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

183,296 0 0

扶助費 180,020

令和６年度 令和５年度

給付実績（受給者数） 件 5,801
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

給付実績（金額） 千円 180,020

令和５年度

給付率（通算） ％ 96.5

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　各種媒体による市民周知や安全安心メールを活用し勧奨通知を行った結果、給付率は
96.5％となり、「定額減税」及び「物価高騰対応重点支援定額減税補足（調整）特別給付
金」による支援を十分に受けられなかった方へ給付することができた。

事
業
成
果

成果目標
　物価高騰により様々な困難に直面した方々に対し、速やかに生活・暮らしの支援を受けら
れるよう、迅速かつ適切な給付金の支給に努める。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

住民税非課税世帯等臨時特
別給付費

事 業 名 低所得世帯へのプレミアム商品券給付事業 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 1 社会福祉費 目 12

目　　的
　物価高騰の影響を受けている低所得世帯（令和7年度住民税非課税世帯又は住民税均等割の
み課税世帯）に対し、1世帯あたり1万円の富津市低所得世帯へのプレミアム商品券を配付す
るもの

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●低所得世帯へのプレミアム商品券給付事務費（人件費を除く）
　・電算業務委託料　　　　　　　1,066,472円
　・商品券等作成業務委託料　　　1,043,130円
　・封入封緘業務委託料　　　　　　138,600円
　・プレミアム商品券事業委託料 60,000,000円

 　　　　　　　　　　    合計　62,248,202円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

62,248 0 0

委託料 62,248

令和６年度 令和５年度

発送件数（対象者） 世帯 0
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

商品券作成冊数 冊 6,000

令和５年度令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　令和7年度は、商品券の作成や対象者の抽出などの準備を行う年度であったが、滞りなく進
めることができた。
　令和8年度に発送した後の対応も滞ることのないよう事務を遂行する。

事
業
成
果

成果目標
　物価高騰により様々な困難に直面した方々に対し、速やかに生活・暮らしの支援を受けら
れるよう、迅速かつ適切な支給に努める。
　令和7年度は、商品券の発送に向けた準備期間であるため、成果指標の設定は困難である。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 10 報償費 3 需用費 1

報償費 3

委託料 6,680

備品購入費 254  使用料及び賃借料 284  使用料及び賃借料 246

 使用料及び賃借料 198 需用費 9 報償費 23

児童福祉総務費

事 業 名 子育て応援きずな事業（子育て支援関係） 担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 1

目　　的

 妊娠・出産・育児まで切れ目のない子育て支援を推進するため、市独自の子育て支援策とし
て、妊娠期から子育て期まで、子育てに関する情報の配信や子育てに関係する様々な負担の
軽減など継続したサポートを充実させることで、子育てしやすいと感じられる環境を整備す
ることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●報償費　3,000円
・ファミリーサポート援助活動報償費　500円×6枚＝3,000円

●需用費　　消耗品費　9,713円

●委託料　7,678,148円
・指定収集袋製造業務等委託料　97,350円（新生児支給用可燃ごみ専用袋　400枚×59箱）
・きずなメール配信委託料　1,033,818円
　（月額配信費用、年間原稿貸出料、アンケート調査費用、年度更新費用、おめでとうカード更新・印刷）
・すくすくギフト委託料（単価契約）　6,393,230円
・産前産後ヘルパー派遣事業委託料　　　153,750円
  2,500円（市民税所得割非課税世帯）×延べ7時間＝17,500円
　1,800円（その他世帯）×延べ75時間＝135,000円
  1,250円（キャンセル料）×1件＝1,250円
　
●使用料及び賃借料　198,000円
・ふっつ子育てLINEを配信するためのアカウント使用料　15,000円×1.1×12月＝ 198,000円

●備品購入費　254,100円
・貸出用チャイルドシート　6台×42,350円＝254,100円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

8,143 7,080 6,950

委託料 7,678 委託料 6,784

令和６年度 令和５年度

ふっつ子育てきずなLINE新規登録者数（妊娠期・子育
て期） 人 121 123 111

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

ふっつ子育てLINE配信者数（各年度末現在） 人 791 686 622

すくすくギフト延べ配送件数 件 1,396

令和５年度

ふっつ子育てきずなLINEを読んでみて「よかった」と
回答した人の割合 ％ 79.5 78.8 80.9

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

1,607 1,419

事業の自己評価

　「ふっつ子育てきずなLINE」登録者に対するアンケートでは、約8割の登録者から読んでみて「よ
かった」と回答を得ており、また、経済的支援を含む様々な負担軽減策と併せて、子育てしやすいと感
じられる環境の整備に寄与することができた。ファミリーサポートセンター事業については、仕事と育
児の両立支援や保護者の心身の負担軽減を図ることができた。事業を円滑に進めるには、まかせて会員
（援助を行う人）の人員増が不可欠であることから、引き続き会員確保に努めていく。

すくすくギフトによる保護者の負担軽減額（市の予算
執行額） 円 6,393,230 5,646,940 5,546,100

ファミリーサポートセンター事業利用件数 件 85 111 175

事
業
成
果

成果目標

　子育てに関する情報の配信や子育てに関係する様々な負担の軽減など継続したサポートを充実させる
ことで、子育てしやすいと感じられる環境を整備することを目的としているため、ふっつ子育てきずな
LINEを読んでみて「よかった」と回答した人の割合とすくすくギフトによる保護者の負担軽減額及び
ファミリーサポートセンター事業利用件数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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事業の自己評価

　ふっつ子育てLINEを通してアンケートを行った結果「子育ての話何でも聴きます窓口」に
ついての認知率は低い。一方で「子育ての悩みがあれば相談したいと思う」という回答割合
が約7割であったため、引き続き普及啓発を行う。また、窓口等に寄せられた児童家庭相談を
通して、子育てに関わる人の不安の軽減を図った。

事
業
成
果

成果目標
　切れ目のない子育て支援を展開する上で、子育てに関わる人への「子育ての話何でも聴き
ます窓口」の周知が重要と考えるため、認知率を目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

34 36

令和５年度

「子育ての話何でも聴きます窓口」の認知率 ％ 36.0 55.0 57.4

令和７年度 令和６年度

「子育ての話何でも聴きます窓口」相談受付件数 件 46 45 41
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

家庭相談員が受けた相談の延件数 件 169 168 84

家庭相談員が相談を受けた家庭の数 件 20

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●「子育ての話何でも聴きます窓口」を設置し、相談を受ける。
　・来庁相談
　　月曜日から金曜日の午前8時30分～午後5時15分に開設
　　月・水：母子・父子自立支援員兼女性相談支援員
　　火：家庭教育指導員
　　木・金：家庭相談員
　・出張相談
　　相談者の希望する自宅等の相談しやすい場所での相談を受ける（事前予約制）。

●需用費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44,486円
　・児童虐待防止に係る啓発用リーフレットの購入・・35,528円
　・事務用品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8,958円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　妊娠・出産・育児まで切れ目のない子育て支援を推進するため、子育てに関する相談窓口
を整備し、孤立化しやすい保護者の負担感の解消を図ることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

児童福祉総務費

事 業 名 子育て応援きずな事業（家庭相談関係） 担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 1

需用費 53

旅費 2

需用費 44 需用費

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

44 38 53

36
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 使用料及び賃借料 132  使用料及び賃借料 231  使用料及び賃借料 238

扶助費 121,119

役務費 3,045 役務費 3,744 役務費 3,716

委託料 1,955 委託料 1,603 委託料 2,039

児童福祉総務費

事 業 名 子ども医療対策費 担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 1

目　　的
　子どもの医療費を助成することにより、子どもの保健の向上及び子育て支援の充実に寄与
する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●役務費　　　　　3,044,628円
　通信運搬費　　　　190,102円（受給券発送に係る郵送料）
　審査支払手数料　2,854,526円
（国民健康保険団体連合会及び社会保険診療報酬支払基金に対する医療費の審査、また医療機関への支払い
に対する手数料)

●委託料　　　　　1,955,140円
　・受給券作成委託料　362,340円（現物給付を行うための受給券の作成）
　・電算業務委託料　1,592,800円（受給者台帳を管理するためのシステム経費、PMH連携対応に伴うシステ
ム改修）

●使用料及び賃借料　132,000円
　住民情報照会履歴管理システム使用料（住民記録の異動や税情報等を照会するための経費）

●扶助費（子ども医療給付費）　121,899,713円
　0歳から18歳年度末までの者の保険対象と
なる医療費（通院・入院）及び調剤費に対し、
自己負担が200円又は無料となるよう助成。
県外及び受給券を持参せず受診した場合は、
償還払いにより後日助成。

※小学校4年生から中学校3年生までの通院、県
の自己負担300円との差額及び県の所得制限額
を超えた人への助成は市独自で実施。
※令和5年10月診療分から中学校修了までであ
った助成対象の範囲を高校生相当までに拡大。

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

127,032 137,900 127,112

扶助費 121,900 扶助費 132,322

令和６年度 令和５年度

助成した額 円 121,899,713 132,321,979 121,119,206
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

助成した実人数
（現物給付の実人数＋償還給付の実人数） 人 4,277 4,457 4,320

助成した延件数 件

事
業
実
績

56,560 61,538 57,429

令和５年度

一人当たりの医療費負担軽減した額 円 28,501 29,689 28,037

単位 令和７年度 令和６年度

事業の自己評価
　保護者の医療費負担を軽減するとともに、児童の健康の保持及び増進に寄与することがで
きた。現状により事業を継続することが必要である。

事
業
成
果

成果目標
　医療費を気にすることなく適切な医療を受けることができる環境を整備することで、子ど
もの保健の向上に寄与することができるため、受給者（台帳登録者数）一人当たりの医療費
負担軽減した額を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値）

支払方法 入院・通院 実人数（人） 延件数（件） 延日数（日） 支給金額（円）

入院 104 149 856
通院 4,126 35,622 46,402
調剤 3,833 20,440 24,227

計 56,211 71,485
入院 6 7 54
通院 133 256 371
調剤 54 86 88

計 349 513
56,560 71,998 122,244,729

△ 30,081

△ 314,935

121,899,713

現物 120,408,501

償還 1,836,228

小　　　計

助成した実人数
現物：4,137人
償還：140人

スポーツ振興センター給付金へ振替

国保高額療養費へ振替

扶助費計
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事業の自己評価

　少子化や核家族化の進行に伴う家族構成の変化といった社会状況から児童に関する相談内
容も複雑化、長期化し、対応が困難なケースが増加しているため、今後も関係機関と連携を
図りながら対応していくことが必要である。
　保健師や児童福祉の専門職による、妊産婦と子ども、子育て世帯への包括的・継続的な相
談支援体制を整備している。

個別支援会議開催回数 回 49 38 24

57

事
業
成
果

成果目標

　全ての妊産婦、子育て世帯、子どもに対して切れ目なく、漏れなく対応することを目的と
してており、各家庭に対して適切かつ継続的な支援を実施する必要があることから、支援し
ている家庭件数及び支援内容や役割分担等を協議する個別支援会議の開催件数を成果目標と
する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

令和５年度

支援している家庭件数 件 67 90

児童家庭新規相談件数 件 174 167 128
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

児童虐待新規相談件数 件 75 104 45

要保護児童対策地域協議会（実務者会議）で情報共有
を図ったケースの延件数 件 345 409 203

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●要支援児童及び要保護児童等並び特定妊婦等への支援業務（報償費）・・・・・・ 20,000円
・要保護児童対策地域協議会代表者会議委員報償費
（委員18人のうち、支給対象委員数4人）5,000円×4人×1回＝20,000円

●令和7年度千葉県児童虐待対応職員法定研修等の参加（旅費）・・・・・・・・・  33,320円

●電算業務委託料（委託料）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,356,000円
・児童家庭相談システム住民記録連携改修業務委託・・・・・・・・・・・・・・3,960,000円
・児童家庭相談システム住基データ連携経費・・・・・・・・・・・・・・・・・  396,000円

●親子関係形成支援事業業務委託料（委託料）・・・・・・・・・・・・・・・・   72,000円

●児童家庭相談システム機器借上料（使用料及び賃借料）・・・・・・・・・・・3,273,600円
・児童家庭相談システム機器類賃貸借契約　248,000円×12月×1.1
※賃貸人は、株式会社JECC千葉オフィス。令和6年12月1日から令和11年11月30日までの長期継続契約

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　母子保健・児童福祉の両機能の連携・協働を深め、虐待への予防的な対応から子育てに困
難を抱える家庭まで、ポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチを両輪として、
切れ目なく、漏れなく対応することを目的としている。

事
　
業
　
概
　
要

児童福祉総務費

事 業 名 こども家庭センター運営事業 担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 1

旅費 8

報償費 25

使用料及び賃借料 3,274 委託料 444 旅費 21

旅費 33  償還金利子及び割引料 61

委託料 4,428  使用料及び賃借料

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

報償費 20 報償費 30

7,755 1,634 46

1,091
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

扶助費 1,671

役務費 1 役務費 1 役務費 1

児童福祉総務費

事 業 名 未熟児養育医療助成事業 担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 1

目　　的
　養育のため病院又は診療所に入院することを必要とする未熟児に対し、医療の給付を行
い、もって児童の福祉の向上を図ることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　出生時の体重が2,000g以下、または身体の発育が未熟なまま出生し、指定医療機関にて入院治療を行う必
要のある乳児に対し、助成を行う。

　助成の流れは、保護者からの申請→自己負担金の決定→医療券の発行→医療費の現物給付

　自己負担金は、世帯の市民税の課税状況等によってAからDまでの階層に区分される。
　なお、自己負担金は子ども医療費助成の対象となる。

　実人数　8人
　延人数　14人
　延べ日数　255日

●役務費（手数料）　454円
　レセプト電子データ提供料　11件  14円
　レセプト審査支払手数料　　12件 440円

●扶助費（未熟児養育医療給付費）　　1,678,090円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,679 2,276 1,672

扶助費 1,678 扶助費 2,275

令和６年度 令和５年度

助成した額 円 1,678,090 2,275,151 1,671,225
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

助成した実人数 人 8 8 5

令和５年度

養育を受けることができた未熟児の実人数 人 8 8 5

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　保護者の医療費負担を軽減するとともに、養育を受けることで未熟児の健康の保持及び増
進に寄与することができた。現状により事業を継続することが必要である。

一人当たりの医療費負担軽減した額 円 209,761 284,394 334,245

事
業
成
果

成果目標
　養育のため病院又は診療所に入院することを必要とする未熟児に対し、医療の給付を行
い、もって児童の福祉を図ることを目的としていることから、養育を受けることができた未
熟児の実人数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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事業の自己評価
　法令に基づき、児童手当の認定及び支給事務を適正に実施した。令和6年度の制度改正につ
いても引き続き適正に対応し、子育て世帯の経済的負担軽減に寄与した。

事
業
成
果

成果目標
　適正に支給見込み数を把握し、支給漏れを防ぐことで生活が安定する家庭が増えるため、
現況届出が提出された割合を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

現況届出の割合 ％ 100 100 100

令和７年度 令和６年度

受給者数（毎年度2月末現在・実人数） 人 2,153 2,230 1,852
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

支給額 円 600,490,000 462,300,000 408,075,000

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●需用費　89,875円
　・消耗品費　　  4,262円
　・印刷製本費　 85,613円（通知用封筒）

●役務費　187,985円
　・通信運搬費（現況届、認定通知等に係る郵送料）

●委託料　　924,000円
　・児童手当システム経費（児童手当支給管理のためのシステム経費）
　
●扶助費（児童手当費） 　600,490,000円
※令和6年10月からの改正内容
　・所得制限の撤廃
　・高校生年代まで支給
　・第3子以降は3万円
　・年6回（偶数月）支給
　・多子加算カウント対象児童を22歳
　　に達した年度末までの児童に変更

●償還金利子及び割引料　997,582円
　・国庫負担金返還金　 46,582円（令和6年度児童手当給付費国庫負担金の額確定による返還）
　・国庫補助金返還金　951,000円（令和6年度（令和5年度からの繰越分）児童手当制度改正実施円滑化
　　　　　　　　　　　　　　　　　事業分の額確定による返還）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　児童を養育している者に児童手当を支給することにより、家庭等における生活の安定に寄
与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長に資することを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

児童措置費

事 業 名 児童手当給付事業 担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 2

76

需用費 90 需用費 102  償還金利子及び割引料 7

扶助費 408,075

 償還金利子及び割引料 997 委託料 2,110 委託料 977

委託料 924 役務費 306 役務費 122

扶助費 600,490 扶助費

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 188  負担金補助及び交付金 216 需用費

602,689 465,034 409,257

462,300

児童手当　
支支給給月月額額（（円円）） 延延児児童童数数（（人人）） 支支給給金金額額（（円円））

第1・2子 15,000 3,076 46,140,000
第3子以降 30,000 1,270 38,100,000
第1・2子 10,000 35,554 355,540,000

第3子以降 30,000 5,357 160,710,000

計 45,257 600,490,000

延延児児童童数数（（人人）） 支支給給金金額額（（円円））

45,257 600,490,000

3歳以上

区区分分

3歳未満
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

旅費 2 需用費 28 報酬 7

扶助費 110,165

委託料 660 委託料 690 委託料 699

需用費 14  償還金利子及び割引料 39 需用費 21

母子等福祉費

事 業 名 児童扶養手当給付事業 担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 3

目　　的
　母子家庭や父子家庭等、ひとり親で18歳までの児童を養育している母、父又は養育者の経
済的負担の軽減を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●旅費　1,540円
　・会議の出席　1,540円×1回＝1,540円

●需用費  13,937円
　・印刷製本費　通知用封筒　18.1円×700枚×1.1＝13,937円

●委託料（電算業務委託料）　660,000円
　・児童扶養手当支給管理システム（児童扶養手当支給管理のためのシステム経費）
　　50,000円/月×12か月×1.1＝660,000円
　
●扶助費（児童扶養手当費）　108,808,250円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

109,484 108,993 110,892

扶助費 108,808 扶助費 108,236

令和６年度 令和５年度

手当支給額 円 108,808,250 108,236,270 110,164,680
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

受給者数（毎年3月現在の実人数） 人 196 205 214

令和５年度

全部支給の延べ人数（縮小を図る） 人 1,284 1,217 1,326

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　法令に基づき、児童扶養手当の認定及び支給事務を適正に実施した。現況届による資格確
認を確実に行うとともに、離婚や死亡等により支援を必要とするひとり親家庭に対し制度周
知を行い、生活の安定と児童福祉の向上に寄与した。

事
業
成
果

成果目標
　各就労支援策等が効果を上げることで、支援を受けた受給者の所得が向上し、手当も全部
支給から一部支給となり、経済的自立が図られるため、全部支給の延べ人数（縮小）を成果
目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

延人数 金額
（人） （円）

全部支給 1,284 59,820,250
一部支給 1,143 33,810,820

第2子以降加算 1,458 14,586,910
年金受給による支給制限 31 590,270
5年経過による支給制限 0 0

108,808,250

区分

合　　計
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 231 役務費 265 役務費 307

需用費 6

扶助費 16,715

委託料 9,120  償還金利子及び割引料 1,696  償還金利子及び割引料 1,616

 償還金利子及び割引料 854 委託料 767 委託料 767

母子等福祉費

事 業 名
ひとり親家庭支援事業（医療費等助成費・自立支援給付費関
係・子どもの学習支援関係）

担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 3

目　　的
　ひとり親家庭等の経済的負担の軽減と福祉の増進を図るとともに、母子、父子及び寡婦家
庭等の経済的自立と生活意欲の向上を図る。また、生活困窮世帯やひとり親家庭の子どもに
対して学習支援を実施し、将来における安定就労に繋げることで貧困連鎖の防止を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●需用費　5,973円（印刷製本費）子どもの学習支援事業案内用封筒
●役務費　230,735円
　（審査支払手数料）212,881円　国民健康保険団体連合会及び社会保険診療報酬支払基金における
　　ひとり親医療給付費に係る医療費の審査、また医療機関への支払いに対する手数料
　（通信運搬費）17,854円　子どもの学習支援事業案内通知郵送料

●委託料　9,119,856円
　（電算業務委託料）893,200円　ひとり親家庭等医療費等助成システム、PMH連携対応に伴うシステム改修
　（受給券作成委託料）217,580円　ひとり親家庭等医療費等助成受給券作成
　（子どもの学習支援事業委託料）8,009,076円
　　生活困窮世帯等に属する小学4年生から中学生までに対して学習支援、居場所の提供等を行うこと
　　で、学習意欲の向上・習慣化・基礎学力向上を促して自ら学ぶ力を養うほか、日常生活習慣、
　　社会性及び自己肯定感を育むとともに、子どもの高等学校等への進学又は将来における安定
　　就労に繋げ、貧困連鎖を防止する。

●扶助費　13,813,311円
　（ひとり親家庭等医療費等助成費）
　　12,083,311円

　（ひとり親家庭自立支援給付費）
　　1,730,000円
　　・高等職業訓練促進給付金　1,680,000円
　　　1人（非課税世帯）
　　・高等職業訓練修了支援給付金　50,000円

●償還金利子及び割引料　854,000円
　・令和6年度母子家庭等対策総合支援事業費補助金の額確定による返還金
　　交付決定額　1,717,000円、交付確定額　863,000円、返還額　854,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

24,024 17,975 19,405

扶助費 13,813 扶助費 15,247

令和６年度 令和５年度

医療費助成を受けた実認定者数 人 243 264 371
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

高等職業訓練促進給付金受給者実人数 人 1 1 1

子どもの学習支援事業利用者 人 23

令和５年度

医療費助成件数等（入院＋通院＋調剤） 件 5,006 5,978 7,231

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

20 19

事業の自己評価

　医療費については、受給者に対して適正受診の呼びかけや、ジェネリック医薬品の利用などを働きかけ、全体的
な事業費の抑制を図っていく。自立支援給付については、ひとり親家庭等の母又は父の自立には有効な支援と考
え、今後も制度の周知に努めることはもとより、必要な人への働きかけを行い、早期の申込みや相談を促してい
く。生活困窮世帯等に属する小学4年生から中学生に対して、学習支援、居場所の提供等を実施した結果、高等学校
への進学率は100％という実績であった。利用者は20名に留まっていることから、効果的な周知等により必要な家庭
が利用できるよう図っていく。

取得した資格を生かした就職人数 人 1 0 1

事
業
成
果

成果目標

　医療費等の助成により、ひとり親家庭等の経済的負担を軽減することで福祉の増進を図る
とともに、適切な受診を推進することで適正な執行を図るため、助成した件数を成果目標と
する。自立支援給付は、ひとり親家庭等の経済的な自立を目的としていることから、資格取
得したことで就職することができた人数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

ひとり親家庭等医療費等助成費
支払方法 入院・通院 実人数（人） 延日数（日） 支給金額（円）

入院 5 59
通院 243 3,467

調剤 220 1,455
4,981

入院 0 0
通院 12 19
調剤 5 6

25
5,006 12,161,399

△ 78,088

12,083,311

小　　　計

助成した実人数
現物：　264人
償還：　  12人

国保高額療養費へ振替

扶助費計

現物 12,090,061

計

償還 71,338

計

－ 96 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 負担金補助及び交付金 5  負担金補助及び交付金 5

扶助費 6,287

 償還金利子及び割引料 7,185 旅費 7  償還金利子及び割引料 551

旅費 9  負担金補助及び交付金 5 旅費 6

母子等福祉費

事 業 名 ひとり親家庭支援事業（母子・父子等自立支援関係） 担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 3

目　　的
　母子父子寡婦福祉資金貸付や母子生活支援施設入所措置等の情報提供や社会参加を含む福
祉全般についての支援を円滑に行い、ひとり親家庭の生活能力の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●母子・父子自立支援員研修会参加（旅費）・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,240円
　令和7年度新任女性相談支援員研修会ほか
　※令和7年度から母子・父子自立支援員が女性相談支援員を兼務しています。

●千葉県母子・父子自立支援員及び女性相談支援員連絡協議会負担金・・・・・・・5,000円
　母子・父子自立支援員1名分

●母子生活支援施設措置費（扶助費）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,223,799円
　18歳未満の子どもを養育している母子家庭など、生活上の問題を抱えた母親と子どもが一緒に入所して生
活できる施設。DVなどの被害者の一時保護も行っている。さまざまな事情の母親と子どもに対して、生活の
安定のための相談や援助を行いながら、自立を支援する施設。
　1世帯2人が入所。

●償還金利子及び割引料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,185,441円
・国庫負担金返還金　4,790,294円(令和6年度児童入所施設措置費等国庫負担金返還金)
・県負担金返還金　　2,395,147円(令和6年度児童入所施設措置費等県負担金返還金)

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

14,423 8,963 6,849

扶助費 7,224 扶助費 8,951

令和６年度 令和５年度

母子・父子自立支援員が受けた自立支援に関する相談
延件数 件 88 97 66

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

母子生活支援施設入所利用世帯数 世帯 1 1 1

令和５年度

母子父子寡婦福祉資金新規貸付相談件数 件 7 13 20

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　ひとり親家庭に対する福祉制度の充実等により、貸付利用者は減少しているが、ひとり親
家庭の経済的自立と児童の福祉向上を支援するため、今後も必要な家庭に漏れなく制度周知
を図る。また、母子生活支援施設は、18歳未満の子どもを養育している生活上の問題を抱え
た母親と子どもが分離されることなく一緒に入所生活を営み、計画的な支援を受けて自立支
援を図るために必要である。

自立支援に関する相談実件数 件 48 47 37

相談実件数のうち解決した件数 件 45 46 35

事
業
成
果

成果目標
　母子父子寡婦福祉資金貸付や母子生活支援施設入所措置等の情報提供や社会参加を含む福
祉全般についての支援を円滑に行い、ひとり親家庭の生活能力の向上を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

備品購入費 3,999 役務費 3,379  使用料及び賃借料 3,102

その他 5,883 その他 4,781 その他 4,486

需用費 47,187

委託料 7,260 委託料 10,411 委託料 11,875

 使用料及び賃借料 5,896 備品購入費 3,526 備品購入費 6,992

保育所費

事 業 名 市立保育所運営事業 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 4

目　　的
　保育に欠ける児童を、保護者からの申込みに基づき保育所（園）において保育し、入
所児童の健全な発達を図り、もって、児童福祉の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

■市立保育所の保育実施状況

■保育の実施　市立7保育所　延べ入所児童数2,250人（市内児童2,103人、管外受託児童147人）
　〇保育に要する費用　51,040,342円（給食材料費、消耗品費、備品購入費、光熱水費、燃料費など）
　〇人件費（会計年度任用職員分除く）　988,000円（嘱託医報酬）
　〇施設維持に要する費用　9,352,289円（修繕料、樹木伐採費用、各種設備点検費用など）
　〇その他の費用　　 　 　5,376,916円（手数料、電算業務委託料、事務機器借上料など）
　〇児童保育管外委託料　    927,340円（公立　君津市　延べ12人）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

67,685 64,592 73,642

需用費 44,647 需用費 42,495

令和６年度 令和５年度

年間延べ児童数【市内児童】 人 2,103 2,183 2,519
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

年間延べ児童数【市内児童：管外委託】 人 12 12 31

年間延べ児童数【市外受託児童】 人 223

令和５年度

保留児童数（管内施設希望者） 人 39 15 7

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

147 166

事業の自己評価

　保育に係る質の向上、サービスの拡充を図るため、令和7年2月に導入した保育ICTシステムの活
用により保育士の業務負担を軽減するなど、保育環境の整備を図った。また、保育士養成施設と
連携し、市立保育所のPRや学生ボランティアの受入れなどにより、保育人材の確保に向けた取組
みを実施した。
　市立保育所の再配置について、適正な入所児童数や保育士の確保などを図り、適切な保育環境
を整備するため、富津市市立保育所再配置計画の見直しに取り組み、令和7年9月に改定版を策定
した。今後は、本計画に沿って適切に再配置を進めていく。
　このほか、保育需要が多様化していることから、必要に応じ、保育サービスのあり方について
検討していく。

事
業
成
果

成果目標
　保護者の申込により支給認定を受けた全ての児童の保育を目的としているため、保育
所等で受入れできなかった児童数（保留児童数）を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

市内児童 受託児童 計

飯野保育所 100 846 84 930 77.5%

吉野保育所 50 367 0 367 61.2%

佐貫保育所 40 144 36 180 37.5%

中央保育所 80 297 12 309 32.2%

竹岡保育所 40 125 0 125 26.0%

金谷保育所 40 96 12 108 22.5%

峰上保育所 60 228 3 231 32.1%

小　計 410 2,103 147 2,250 45.7%

管外委託 12 12 927,340

合　計 410 2,115 147 2,262 67,684,887

66,757,547

施設名 定員
児童数（延べ人数） 定　員

充足率
（年平均）

運営費
（円）
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

備品購入費 3,999 役務費 3,379  使用料及び賃借料 3,102

その他 5,883 その他 4,781 その他 4,486

需用費 47,187

委託料 7,260 委託料 10,411 委託料 11,875

 使用料及び賃借料 5,896 備品購入費 3,526 備品購入費 6,992

保育所費

事 業 名 市立保育所運営事業 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 4

目　　的
　保育に欠ける児童を、保護者からの申込みに基づき保育所（園）において保育し、入
所児童の健全な発達を図り、もって、児童福祉の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

■市立保育所の保育実施状況

■保育の実施　市立7保育所　延べ入所児童数2,250人（市内児童2,103人、管外受託児童147人）
　〇保育に要する費用　51,040,342円（給食材料費、消耗品費、備品購入費、光熱水費、燃料費など）
　〇人件費（会計年度任用職員分除く）　988,000円（嘱託医報酬）
　〇施設維持に要する費用　9,352,289円（修繕料、樹木伐採費用、各種設備点検費用など）
　〇その他の費用　　 　 　5,376,916円（手数料、電算業務委託料、事務機器借上料など）
　〇児童保育管外委託料　    927,340円（公立　君津市　延べ12人）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

67,685 64,592 73,642

需用費 44,647 需用費 42,495

令和６年度 令和５年度

年間延べ児童数【市内児童】 人 2,103 2,183 2,519
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

年間延べ児童数【市内児童：管外委託】 人 12 12 31

年間延べ児童数【市外受託児童】 人 223

令和５年度

保留児童数（管内施設希望者） 人 39 15 7

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

147 166

事業の自己評価

　保育に係る質の向上、サービスの拡充を図るため、令和7年2月に導入した保育ICTシステムの活
用により保育士の業務負担を軽減するなど、保育環境の整備を図った。また、保育士養成施設と
連携し、市立保育所のPRや学生ボランティアの受入れなどにより、保育人材の確保に向けた取組
みを実施した。
　市立保育所の再配置について、適正な入所児童数や保育士の確保などを図り、適切な保育環境
を整備するため、富津市市立保育所再配置計画の見直しに取り組み、令和7年9月に改定版を策定
した。今後は、本計画に沿って適切に再配置を進めていく。
　このほか、保育需要が多様化していることから、必要に応じ、保育サービスのあり方について
検討していく。

事
業
成
果

成果目標
　保護者の申込により支給認定を受けた全ての児童の保育を目的としているため、保育
所等で受入れできなかった児童数（保留児童数）を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

市内児童 受託児童 計

飯野保育所 100 846 84 930 77.5%

吉野保育所 50 367 0 367 61.2%

佐貫保育所 40 144 36 180 37.5%

中央保育所 80 297 12 309 32.2%

竹岡保育所 40 125 0 125 26.0%

金谷保育所 40 96 12 108 22.5%

峰上保育所 60 228 3 231 32.1%

小　計 410 2,103 147 2,250 45.7%

管外委託 12 12 927,340

合　計 410 2,115 147 2,262 67,684,887

66,757,547

施設名 定員
児童数（延べ人数） 定　員

充足率
（年平均）

運営費
（円）

保育所費

事 業 名 市立保育所施設整備事業 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 4

目　　的 市立保育所における事故防止及び保育環境の改善を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●委託料　123,420円

　 　竹岡保育所アスベスト含有調査業務委託　123,420円
　 　・業務内容　正門袖壁吹付塗料に係るアスベスト含有調査業務及び報告書作成

●工事請負費　17,877,233円

　1　飯野保育所受水槽ポンプ交換工事　3,808,233円
　　　 加圧給水ポンプユニット設置（1台）、新規配管工事、結線工事、既存ポンプ撤去・廃材処理

　2　竹岡保育所門扉等改修工事　11,990,000円
　　　 仮設工事、撤去工事、フェンス設置（H＝1,200　30ｍ）、フェンス扉設置（H＝1,200、
　　　 W＝1,000　1基）、（H＝1,200、W＝2,000　1基）、伸縮門扉設置（H＝1,200、W＝3,000　1基）、
　　　 アスファルト舗装（280㎡）、その他付帯工事

　3　スチームコンベクションオーブン移設工事　1,298,000円
　　　 スチームコンベクションオーブン移設（2台・旧天羽共同調理場⇒飯野・竹岡保育所へ移設）、
　　　 給・排管工事、ガス工事、電気工事、既存品撤去・廃材処理

　4　吉野保育所空調設備設置工事　550,000円
　　　 空調機設置（未満児室　1基）、配管・配線工事、その他付帯工事

　5　中央保育所駐車場白線引き工事　231,000円
　　　 区画線設置工（密粒舗装面　200m）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

18,000 24,520 4,840

工事請負費 17,877 工事請負費 24,520 工事請負費 4,840

委託料

令和６年度 令和５年度

市立保育所の施設整備 園 4 4 1
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価 　市立保育所における事故防止及び保育環境の改善を図れた。

事
業
成
果

成果目標
　市立保育所の施設整備を実施することで、事故防止及び保育環境の改善並びに有事
に備えた環境整備を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

123

内　訳

合　計

事
　
業
　
費
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

報酬 299 報酬 347 役務費 223

その他 238 その他 295 その他 253

 負担金補助及び交付金 125,650

 償還金利子及び割引料 20,543  償還金利子及び割引料 15,019  償還金利子及び割引料 14,119

委託料 7,605 委託料 4,998 委託料 386

子ども・子育て支援費

事 業 名 子ども・子育て支援事業 担当課 こども家庭課、保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 5

目　　的
　地域の自主性・創意工夫を尊重しつつ、子ども・子育て支援法に基づき策定した、「富津
市こども計画」を推進し、次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、かつ育成される社会
を形成することを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●報酬（子ども・子育て会議委員報酬）　299,200円　6回開催　延べ44人分（44人×6,800円/回）
●報償費（講師謝礼）  10,000円 ファミサポ事業　基礎講習会　2回
●旅費  30,580円
　・子ども・子育て会議出席委員費用弁償　 28,260円  6回開催　延べ35人分
　・普通旅費　　　　　　　　2,320円　子育てフェア　1人×1回
●需用費　（食糧費）2,680円　子ども・子育て会議お茶代
●役務費　 194,880円
　・通信運搬費　ファミサポ事業携帯電話利用料　35,420円
　・保険料　　　ファミサポ事業に係る保険料　 159,460円
●委託料　 7,604,750円
  ・放課後児童クラブ障害児受入研修　30,000円
　・子育て短期支援事業委託料  　　 287,750円　（福）天祐会「希望の杜」
　・第Ⅲ期子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料　7,287,000円　　（株）ぎょうせい
●負担金補助及び交付金　　　　　  172,806,940円
　・地域子育て支援拠点事業補助金　 17,492,310円　（福）わこう村、（福）純真福祉会
　・放課後児童健全育成事業補助金　 88,801,572円　放課後児童クラブを運営する10団体へ補助　延べ利用者数4,150人
　【クラブ別内訳】
　いいのっ子第1　8,497,666円、いいのっ子第2  5,707,800円、遊輝塾　9,691,670円、遊輝塾Ⅱ　7,461,700円、
　あそび塾　8,709,900円、さぬキッズ　5,951,858円、吉野ふれあいクラブ　4,107,556円、きんこく塾1  6,495,484円、
　きんこく塾2　3,530,402円、あおぞら　5,323,649円、オレンジクラブ　8,721,361円、わくわくの樹　7,723,526円、
　青堀児童クラブ　6,879,000円
　・ファミサポネットワーク事業参加費 　60,000円　全国女性労働協会「ファミサポネットワーク」への参加費
　・児童育成支援拠点事業補助金　　 18,663,000円　（福）天祐会「希望塾」の運営に係る経費を補助
　・放課後児童クラブ保育料補助金　 19,898,000円　放課後児童クラブ保育料に対する補助　実人数491人 延人数4,619人
     　　　　　　                            【補助上限額(月額)】第1子3,000円、第2子5,000円、第3子以降10,000円
　・地域子ども・子育て支援事業に
　　おける事業継続支援事業補助金　 　　50,000円　　物品の購入等の補助（福）天祐会「希望の杜」25,000円、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福）ミッドナイトミッションのぞみ会ピーターパンの家25,000円
　・一時預かり事業補助金　　　　　　5,182,130円　富津、大貫保育園、みなと幼稚園　延利用者数　  317人
　・延長保育事業補助金　 　　　　  10,503,600円　富津、大貫、和光、青堀保育園　　延利用者数　4,615人
　・病後児保育事業補助金　　　　　 12,156,328円　富津、大貫保育園　　　　　　　　延利用者数　  449人
●償還金利子及び割引料（国庫補助金返還金） 20,543,000円  令和6年度子ども・子育て支援交付金交付確定に伴う返還

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

201,492 165,471 140,631

 負担金補助及び交付金 172,807  負担金補助及び交付金 144,812

令和６年度 令和５年度

放課後児童クラブ延利用者数 人 4,150 3,662 3,046
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

一時保育、延長保育、病後児保育延利用者数 人 5,381 5,431 6,370

令和５年度

出生数 人 110 145 112

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　令和7年3月に策定した「富津市こども計画」に量の見込み及び確保方策を定め、これに基
づき取り組んでいる。ニーズを満たしていくためには、官民が連携し取り組む必要がある
が、民間の担い手が不足しているため、新たな担い手の掘り起しが課題となっている。

放課後児童クラブ登録児童数 人 422 355 336

地域子育て支援センター延利用者数 人 8,143 7,617 6,399

事
業
成
果

成果目標

・出生数
（子育て支援策や子育て環境に対する満足度が高まる⇒安心して子育てできる⇒出生数が増える）
・放課後児童クラブ登録児童数（総合戦略）
・地域子育て支援センター延利用者数（総合戦略）

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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その他 257 その他 266 その他 234

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

備品購入費 375 備品購入費 457 委託料 393

役務費 109 役務費 140  使用料及び賃借料 309

1,286 需用費 1,086

委託料 552 委託料 508 備品購入費 536

109

12

事
業
実
績

人病後児保育利用者延べ人数

活動実績

一時保育利用者延べ人数 人 120 103

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

相談延べ件数 件 107 84 67

4

子ども・子育て支援費

事 業 名 地域交流支援センター管理運営事業 担当課 こども家庭課、保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 5

目　　的
　小学校就学前の児童の健やかな育成及び子育て中の親子の交流を図るとともに、地域
における子育て支援の気運の醸成を図り、もって児童福祉の向上及び地域活性化に資す
ることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

●報償費　　             99,993円
　・子育て講座講師謝礼　 90,000円
　・行事記念品　          9,993円
●旅費 　　　 　50,410円　  子育て支援員研修、医療的ケア児訪問ほか
●需用費　   1,512,838円
　・消耗品費　 293,664円
　・光熱水費 　846,923円　　電気代　823,163円、ガス代　23,760円
　・修繕費　 　372,251円　　授乳室・多目的トイレ・病後児室の鍵設置ほか
●役務費　   　108,701円
　・通信運搬費　89,894円　  電話代
　・手数料　　   9,000円　　浄化槽法定検査手数料
　・保険料　　 　9,807円　　全国市有物件災害共済会総合損害共済金分担金
●委託料　   　551,745円
　・消防用設備保守点検業務委託料　       　55,000円
　・貯水槽保守点検及び清掃整備業務委託料　127,600円
　・浄化槽保守点検業務委託料             　68,200円
　・空調機器保守点検業務委託料           　82,500円
　・一般用電気工作物検査業務委託料       　30,800円
　・樹木消毒業務委託料　　                 48,715円
　・草刈業務委託料　　　                  138,930円
●使用料及び賃借料　106,761円
　・備品借上料　     44,721円
　・AED借上料　      62,040円
●備品購入費　      374,779円　　乳児用テーブル付椅子、デジタルベビースケールほか

[ 単位：千円 ] 令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,805 2,657 2,558

需用費 1,512 需用費

2

令和６年度 令和５年度

教室に参加した延べ人数 人 1,740 2,415 1,460

事業の自己評価

　年間を通して市内各地区から親子が訪れており、施設内外で各種イベントを開催し、
子育て支援拠点として機能している。
　また、団体利用している地域の利用者との交流会を定期的に開催し、地域交流、世代
間交流を図ることができた。

年間延べ利用組数 組 2,339 2,037 1,344

令和７年度 令和６年度単位

年間延べ利用者数 人 5,417 4,931 3,324

事
業
成
果

成果目標

　イベントや教室などを通じ、子育て中の親子だけでなく地域の人も気軽に訪れ、交流
を図れる場として定着させる。
　また、子育てに関する相談に応じ、必要に応じて関係機関と連携を図りながら適切な
支援へつなげていく。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 令和５年度

－ 101 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 375,417

 負担金補助及び交付金 14,410  負担金補助及び交付金 7,169  負担金補助及び交付金 11,613

 償還金利子及び割引料 7,696  償還金利子及び割引料 889  償還金利子及び割引料 157

子ども・子育て支援費

事 業 名 私立保育園運営事業 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 5

目　　的
　保育に欠ける児童を、保護者からの申込みに基づき保育所（園）において保育し、入
所児童の健全な発達を図り、もって、児童福祉の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●児童保育委託料　　　　407,064,170円
●児童保育管外委託料　　　3,122,720円
●市内私立保育園の保育実施状況

●保育園運営費補助金　914,960円
　行事補助（運動会、発表会等）　対象児童数　延べ756人
　　富津保育園　　94,000円　　大貫保育園　  24,220円　和光保育園　　65,000円
　　青堀保育園  　85,000円  　みなと幼稚園　43,000円　明澄幼稚園　　62,540円
　看護師加算（看護師配置による加算）　富津保育園　270,600円　大貫保育園 270,600円
●第3子給食費補助金　 　        1,611,500円
●保育対策総合支援事業費補助金　7,659,655円
　　富津保育園（感染症対策）      979,000円（保育環境向上）1,010,900円（ICT化推進）825,000円
　　大貫保育園（保育環境向上）    730,455円
　　和光保育園（感染症対策） 　 　 91,300円（保育環境向上）1,029,000円（保育士宿舎借上げ）936,000円
　　青堀保育園（保育環境向上）　1,029,000円（保育士宿舎借上げ）1,029,000円
●就学前教育・保育施設整備事業補助金
　　明澄幼稚園（園舎耐震改修工事）4,224,000円
●国庫負担金返還金（令和6年度子どものための教育・保育給付交付金確定に伴う返還）　　5,125,652円
●県負担金返還金（令和6年度子どものための教育・保育給付費県費負担金確定に伴う返還）2,570,681円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

432,293 407,904 387,187

委託料 410,187 委託料 399,846

令和６年度 令和５年度

年間延べ児童数【市内児童】 人 3,229 3,435 3,641
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

年間延べ児童数【市内児童：管外委託】 人 32 34 58

年間延べ児童数【市外受託児童】 人 516

令和５年度

保留児童数（管内施設希望者） 人 39 15 7

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

386 405

事業の自己評価

　従来の補助を継続して実施し、私立保育園における保育環境の向上や保育士の確保に取り組ん
だ。今後も引き続き、必要な支援をしていく。
　私立保育園においては、定員充足率が比較的高いが、管外からの受託も多い状況である。少子
化が進む中、私立保育園の運営を考慮した場合、管外からの受託もやむを得ない反面、年度途中
に入所を希望する市内児童へ影響がないよう注意する必要がある。

事
業
成
果

成果目標
　保護者の申込により支給認定を受けた全ての児童の保育を目的としているため、保育
所等で受入れできなかった児童数（保留児童数）を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

市内児童 受託児童 計
富津保育園 120 1,139 105 1,244 86.4%

大貫保育園 60 292 60 352 48.9%

和光保育園 90 781 172 953 88.2%

青堀保育園 90 1,017 49 1,066 98.7%

小　計 360 3,229 386 3,615 83.7%

管外委託 32 32 3,122,720

合　計 360 3,261 386 3,647 410,186,890

施設名 定員
児童数（延べ人数） 定　員

充足率
委託料
（円）

407,064,170
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 負担金補助及び交付金 25,712

子ども・子育て支援費

事 業 名 保育士処遇改善事業（保育士配置改善事業補助金） 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 5

目　　的
　保育士の配置基準を超えて保育士を配置している市内の私立保育園に対して、補助
金を助成し、配置基準以上の保育士数を維持することにより、入所児童及び保育士の
処遇を改善し、保育の充実を図ることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●保育士配置改善事業補助金　19,971,700円

　1　基本分　保育士定数を超えて保育士を配置した場合＜県補助率1/2＞
　　 基準　210,600円×16.6月＝3,495,960円×（補助対象月/12月）
　　　 富津保育園　3,495,960円　×　12/12月　＝　3,495,960円
　　　 大貫保育園　3,495,960円　×　11/12月　＝　3,204,630円
　　　 和光保育園　3,495,960円　×　12/12月　＝　3,495,960円
　　　 青堀保育園　3,495,960円　×　 2/12月　＝　　582,660円  　計　10,779,210円

　2　1歳児配置加算　基本分に加えて保育士を配置し、かつ1歳児5人に対し保育士1人を配置した場合
　　　　　　　　　　＜県補助率1/2＞
　　 基準　210,600円×16.6月＝3,495,960円×（補助対象月/12月）
　　　 大貫保育園　3,495,960円　×　 5/12月　＝　1,456,650円
　　　　　　　　　 1,456,650円－1,341,270円（国加算分）＝　115,380円
　　　 和光保育園　3,495,960円　×　 9/12月　＝　2,621,970円
　　　　　　　　　 2,621,970円－2,576,090円（国加算分）＝　 45,880円　　計　161,260円

　3　特定乳幼児受入分　上記1及び2に加え、さらに保育士を配置し、生後3か月未満の乳児や障がいを有す
　　 　　　　　　　　　る児童を受け入れた場合＜県補助率1/3＞
　　 基準　210,600円×16.6月＝3,495,960円×（補助対象月/12月）
　　　 富津保育園　3,495,960円　×　12/12月　＝　3,495,960円
　　　 大貫保育園　3,495,960円　×　 7/12月　＝　2,039,310円
　　　 和光保育園　3,495,960円　×　12/12月　＝　3,495,960円　　計　9,031,230円

　計　 富津保育園　6,991,920円
　　　 大貫保育園　5,359,320円
　　　 和光保育園　7,037,800円
　　 　青堀保育園　　582,660円  　　合計　19,971,700円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

19,972 14,976 25,712

 負担金補助及び交付金 19,972  負担金補助及び交付金 14,976

令和６年度 令和５年度

実施施設数 園 4 3 4
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

延べ配置保育士数 人 61 51 75

令和５年度

私立保育園定員充足率（年平均） ％ 83.7 88.9 91.2

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　特定乳幼児受入分において、県補助対象の要件は、対象児童受け入れの実績が必須
であり、受け入れ態勢を整備していても対象児童の入園がなければ補助対象外とな
る。そのため、対象外部分を市単独補助対象とし、保育園への支援体制を整備してい
る。今後も県補助事業を活用しつつ、保育士配置の充実を図り、入所児童及び保育士
の処遇を改善することで、保育の質の向上に結び付けていく必要がある。

事
業
成
果

成果目標
　入所児童の処遇及び保育士の労働条件を改善することで、より良い環境の保育を実
施することが可能となり、魅力的な保育園となることから、保育園の定員充足率を成
果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 負担金補助及び交付金 19,780

 償還金利子及び割引料 20

子ども・子育て支援費

事 業 名 保育士処遇改善事業（保育士処遇改善事業補助金） 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 5

目　　的
　保育士等の処遇（給与）を改善することで、保育人材の確保及び定着対策を一層推
進し、保育環境の改善を図ることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　保育士等の処遇（給与）の改善を図るため、市内私立保育園及び認定こども園に対して補助を行
う。

●保育士処遇改善事業補助金　19,380,000円
　【対象者】
　　1日6時間以上かつ月20日以上勤務又は月120時間以上勤務する保育士及び保育教諭
　【補助額】
　　月額20,000円（上限）
　【県補助率】
　　1/2
　【内訳】
   ＜対象施設＞　＜実対象人数＞　＜延べ対象人数＞　＜補助金額＞
　　富津保育園　　　　19人　　　　　　225人　　　　　4,500,000円
　　大貫保育園　　　　11人　　　　　　104人　　　　　2,080,000円
　　和光保育園　　　　16人　　　　　　192人　　　　　3,840,000円
　　青堀保育園　　　　14人　　　　　　155人　　　　　3,100,000円
　　みなと幼稚園　　　 8人　　　　　　 96人　　　　　1,920,000円
　　明澄幼稚園　　　　18人　　　　　　197人　　　　　3,940,000円

　　　計　　　　　　　86人　　　　　　969人　　　　 19,380,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

19,380 18,560 19,780

 負担金補助及び交付金 19,380  負担金補助及び交付金 18,540

令和６年度 令和５年度

実施施設数 園 6 6 6
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

実補助対象保育士等数 人 86 87 89

令和５年度

私立保育園定員充足率（年平均） ％ 83.7 88.9 91.2

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　保育士等の処遇改善策としては有効な手段であり、保育人材の確保及び定着につな
がるものであるが、慢性的な保育士不足を解消するためには、市内各施設と密に連携
し、給与面以外での労働環境の改善や人材確保策を検討していく必要がある。

私立認定こども園定員充足率（年平均） ％ 78.6 78.6 81.7

事
業
成
果

成果目標
　入所児童及び保育士の処遇を改善することで、より良い環境の保育を実施すること
が可能となり、魅力的な保育園等となることから、保育園等の定員充足率を成果目標
とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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子ども・子育て支援費

事 業 名 私立認定こども園運営事業 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 5

目　　的
　就学前の子どもに教育・保育を一体的に提供し、地域における子育て支援を実施す
る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

1 認定こども園施設型給付費　　　135,892,326円
　　みなと幼稚園　　　　　　　　 63,473,720円
　  明澄幼稚園　　　　　　　　　 72,418,606円

2 管外認定こども園施設型給付費 　10,318,933円
　　美和幼稚園　　　　　　　　    7,865,572円
　　八幡台幼稚園　　　　　　　　 　 956,791円
　　木更津みらい　　　　　　　　  1,496,570円

3 第3子給食費補助金　 　582,370円
　　みなと幼稚園　　    226,870円
　　明澄幼稚園　　　    355,500円

4 県負担金返還金　1,144,267円
　（令和6年度子どものための教育・保育給付費地方単独費用負担金確定に伴う返還）
　
■市内認定こども園の保育実施状況

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

147,938 138,084 128,342

扶助費 146,211 扶助費 137,435 扶助費 127,483

 償還金利子及び割引料

令和６年度 令和５年度

年間延べ児童数【市内児童】 人 1,263 1,223 1,359
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

年間延べ児童数【市内児童：管外委託】 人 154 165 203

年間延べ児童数【市外受託児童】 人 1,818

令和５年度

保留児童数（管内施設希望者） 人 39 15 7

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

1,398 1,438

事業の自己評価

　市内認定こども園については、定員充足率に大きな変化は見られず、管外からの受
託が多い状況も例年同様である。管外からの受託については、保護者の就労等の都合
でやむを得ない反面、年度途中に入所を希望する市内児童へ影響がないよう随時注視
し、施設と連携を図っていく必要がある。

事
業
成
果

成果目標
　保護者の申込により支給認定を受けた全ての児童の保育を目的としているため、保
育所等で受入れできなかった児童数（保留児童数）を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

1,144  負担金補助及び交付金 611  負担金補助及び交付金 859

 負担金補助及び交付金 583  償還金利子及び割引料 38内　訳

合　計

事
　
業
　
費

市内児童 受託児童 計

みなと幼稚園 74 484 44 528 59.5%

明澄幼稚園 208 779 1,354 2,133 85.5%

小　計 282 1,263 1,398 2,661 78.6%

管外委託 154 154 10,318,933

合　計 282 1,417 1,398 2,815 146,211,259

施設名 定員
児童数（延べ人数） 定　員

充足率
（年平均）

委託料
（円）

135,892,326
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 負担金補助及び交付金 4,473

子ども・子育て支援費

事 業 名 私立保育園等給食費支援事業 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 5

目　　的
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響により、給食材料費が高騰する中、私
立保育園等において保護者の負担を増やすことなく栄養バランス等を確保した給食を
提供できるよう支援するため、私立保育園等に対し給付金を支給する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響により、給食材料費が高騰する中、私立保育園等にお
いて保護者の負担を増やすことなく栄養バランス等を確保した給食を提供できるよう支援するため、
給付金の支給を行った。

●給食材料費高騰対応給付金　4,075,820円
　【対象者】
　　市内私立保育園、認定こども園及び幼稚園
　【支給額】
　　各月ごとに当該月の初日における施設入所児童数に490円を乗じて算出した額の合計額
　【支給対象月数】
　　令和7年4月から令和8年3月までの12月
　【給付内訳】
　　＜対象施設＞　＜延べ対象児童数＞　 ＜補助金額＞
　　富津保育園　　　　　 1,244人　　　　  609,560円
　　大貫保育園　　　　　   352人　　　　　172,480円
　　和光保育園　　　　　　 953人　　　　  466,970円
　　青堀保育園　　　　　 1,066人　　　　　522,340円
　　みなと幼稚園　　　　   528人　　　　　258,720円
    明澄幼稚園　　　　　 2,133人　　　　1,045,170円
    大佐和幼稚園　　　　 2,042人　　　  1,000,580円
 
　　　　計　　　　　　　 8,318人　　　　4,075,820円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

4,076 0 4,473

 負担金補助及び交付金 4,076

令和６年度 令和５年度

給付施設数 園 7 ― 7
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

給付対象延べ児童数 人 8,318 ― 9,518

令和５年度令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　私立保育園等において、保護者の負担を増やすことなく栄養バランス等を確保した
給食の提供が図られた。

事
業
成
果

成果目標
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響により、給食材料費が高騰する中で
も、私立保育園等において保護者の負担を増やすことなく栄養バランス等を確保した
給食が提供できるようにする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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事業の自己評価
　令和7年度の新規事業として実施し、貸付けをした学生が市内の保育施設に就職したこ
とから、保育士の確保につなげることができた。引き続き、本事業の周知を図り、保育士
の確保に努めていく。

事
業
成
果

成果目標
　本事業は、市内の保育所等における保育士確保を目的としているため、貸付けを受けた
者で市内の保育所等に勤務した人数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

貸付けを受けた者で市内の保育所等に就職した人
数 人 1 ― ―

令和７年度 令和６年度

貸付けをした額 千円 720 ― ―
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

貸付けをした実人数 人 2 ― ―

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●保育士養成修学資金貸付金　720,000円
　　30,000円×12月×2人＝720,000円
　【事業概要】
　　1　貸付対象者
　　　 　以下の要件を全て満たす者
 　　　　・指定保育士養成施設において修学する者
　　　 　・指定保育士養成施設を卒業後、市内の保育所等において、正規職員又は勤務時間を正規職員
         　と同じくする者としての雇用形態により、5年以上保育士として勤務する意思がある者
 　　　　・指定保育士養成施設を卒業後、保育士として市外の施設において勤務することを要件とした
         　貸付けを受けていない者
    2  貸付金額
　　　 　月額3万円以内で、1人につき144万円を限度とする。利子は付さない。
　　3　貸付期間
　　　 　在学する指定保育士養成施設の正規の修学期間のうち、申請を行った日の属する年度の4月以
       　降の期間
　　4　返済免除
　　　 　指定保育士養成施設を卒業した日の翌日から起算して1年以内に、市内の保育所等に上記の雇
       　用形態により保育士として雇用され、継続して5年間勤務したとき

●リーフレット作成業務委託料　44,000円
　本事業に係る周知用リーフレットデザイン制作
　　40,000円×1.1＝44,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　指定保育士養成施設に修学し、卒業後、市内の保育所等において保育士として勤務しよ
うとする者に対し、保育士養成修学資金を貸し付け、その修学を支援することにより、市
内の保育所等における保育士の確保を図る。

事
　
業
　
概
　
要

子ども・子育て支援費

事 業 名 保育士養成修学資金貸付事業 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 5

委託料 44

貸付金 720

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

764 0 0
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 439 需用費 84 需用費 408

委託料 587

 使用料及び賃借料 470 役務費 514  使用料及び賃借料 470

役務費 450  使用料及び賃借料 477 役務費 409

児童福祉施設費

事 業 名 児童遊園地管理運営事業 担当課 保育課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 6

目　　的
　児童に健全な遊び場を与えて、その健康を増進し、または情操を豊かにすることを
目的とする。（児童福祉法第40条）

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●委託料　1,523,677円
　1　大貫海浜児童遊園地清掃業務委託　                   　  　 81,429円
　2  児童遊園地等草刈業務委託（青堀児童遊園地ほか9箇所）　　　264,000円
　3　フラワーコート花美野1号・2号子どもの遊び場草刈業務委託　　99,000円
　4  大貫海浜児童遊園地・日奈坂子どもの遊び場草刈業務委託　   321,816円
　5  二間塚・アウトリガー子どもの遊び場草刈業務委託　         124,410円
　6　樹木伐採業務委託（佐貫・日奈坂子どもの遊び場）　　　　　 161,012円
　7　子どもの遊び場整地業務委託（佐貫子どもの遊び場）       　288,750円
　8　児童遊園地等遊具等撤去業務委託　　　　　　　　　　　　　 183,260円
　　　 飯野児童遊園地　84,260円、峰上子どもの遊び場　99,000円
   　※障がい者優先調達推進法による障がい者支援施設へ発注（6、7及び8を除く）

●手数料　450,090円
　1  トイレ汲取り手数料（児童遊園地3箇所）            　237,160円
　2  公園等管理手数料（富津児童遊園地ほか8箇所）　      212,930円
　   ※地元区等へ除草及び遊具、樹木の確認をお願いしている。

●土地借上料　470,114円
　　青堀児童遊園地　323,630円、佐貫子どもの遊び場　146,484円

●光熱水費　44,829円
　　大貫海浜児童遊園地及び岩瀬児童遊園地の水道料金

●修繕料　354,145円
　　大貫海浜児童遊園地ブランコ、トイレ（手洗場排水管・排水つまり修繕、水栓交換）

●消耗品費　39,663円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,883 3,325 1,874

委託料 1,524 委託料 2,250

令和６年度 令和５年度

維持管理実施箇所数 箇所 26 25 22
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

児童遊園地や子どもの遊び場の利用（これまでに
利用したことがある）※令和5年度目標値 80％ ％ ‐ ‐ 44.9

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　現在、児童遊園地及び子どもの遊び場を合わせて26箇所設置しているが、遊具がない箇所もあ
り、児童遊園地や子どもの遊び場としての機能が発揮できていない状況にある。
　令和7年度は、児童遊園地等を含めた市全体の公園のあり方について検討し、関係所管課と今
後の方向性を共有することができた。今後は、活用方法を見直すこととした児童遊園地等につい
て、ワークショップ等による住民意見の聴取に着手し、活用方法を整理していく。

事
業
成
果

成果目標
「安全に遊べる公園が少ない」とのニーズ調査結果を踏まえ、安心して子育てできる
環境を整備するため、児童遊園地及び子どもの遊び場について「利用したことがある
人」の割合を成果目標とする。（平成30年度ニーズ調査を実施）

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価

　これまで、保育料及び給食副食費について、国の無償化制度において対象外となっている
第3子以降の児童に対し、市独自に無料化することで保護者の経済的負担を軽減してきた
が、これに加え、更なる市独自の支援策として、令和7年9月から、保育料について第1子は
30％軽減、第2子は50％軽減を実施したことで、より保護者の経済的負担軽減を図ることが
でき、安心して出産・子育てできる環境整備を進めた。

事
業
成
果

成果目標
　保護者の経済的負担軽減を図り、安心して出産、子育てができる環境を整えるため、成果
目標は合計特殊出生率とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

合計特殊出生率 ― ― 0.95 0.89

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

　保育料軽減対象児童数（3歳未満児）
　＜令和5～6年度：第3子以降のみ対象＞ 人 115 39 44

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

　給食費第3子以降完全無料化対象児童数 人 63 54 110

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

0 0 0

[ 単位：千円 ]

 【保育料】

【給食費（副食費）】

目　　的
　保育料及び給食副食費について、国の制度で無償化の対象外となっている児童に対し、市
独自に軽減又は無料化を実施することで保護者の経済的負担の軽減を図り、安心して出産・
子育てできる環境を整える。

事
　
業
　
概
　
要

科　　目 款 項 目

事 業 名 保育料・給食副食費の軽減及び無料化 担当課 保育課

■保育料・給食副食費の軽減及び無料化に係る

市独自支援策の内容

【保育料】

第1子：30％軽減

第2子：50％軽減（上の子の年齢を問わない）

第3子以降：無料（上の子の年齢を問わない）

【給食費】

第3子以降：無料（上の子の年齢を問わない）

第3子以降

実人数

51 590 2,777,000

公立 23 259 1,165,500

私立 28 331 1,611,500

公立 0 0 0

私立 0 0 0

12 129 582,370

管内 私立 12 129 582,370

公立 0 0 0

私立 0 0 0

63 719 3,359,370合計

認定
こども
園 管外

区　　　分　 保護者負担軽減額(円)

保育所
（園）

管内

管外

延人数
(人)

実人数 軽減額 実人数 軽減額 実人数 軽減額

52 3,647,430 16 2,565,100 33 10,528,650 806 16,741,180

公立 25 1,750,830 4 535,050 9 3,048,100 283 5,333,980

私立 25 1,739,880 12 2,030,050 24 7,480,550 510 11,250,480

公立 0 0 0 0 0 0 0 0

私立 2 156,720 0 0 0 0 13 156,720

7 519,510 1 198,000 6 1,532,750 107 2,250,260

管内 私立 6 412,410 1 198,000 6 1,532,750 100 2,143,160

公立 0 0 0 0 0 0 0 0

私立 1 107,100 0 0 0 0 7 107,100

59 4,166,940 17 2,763,100 39 12,061,400 913 18,991,440

延人数
(人)

保護者負担
軽減額(円)

保育所
（園）

管内

管外

第3子以降（H29.4開始）
区　　　分　

第1子（R7.9開始） 第2子（R7.9開始）

認定
こども園

管外

合計
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 462

需用費 292

子育て世帯臨時特別
給付費

事 業 名 物価高対応子育て応援手当給付事業 担当課 こども家庭課

科　　目 款 3 民生費 項 2 児童福祉費 目 7

目　　的
　物価高の影響を受けている子育て世帯を支援するため、対象児童1人あたり20,000円を支給
し家計の支援を行う。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●需用費　291,728円
　・消耗品費（トナーカートリッジ、ラベルシール）　57,956円
　・印刷製本費（案内チラシ等）　233,772円

●役務費　462,380円
　・通信運搬費（案内通知等の郵送料）206,630円
　・手数料（物価高対応子育て応援手当振込手数料）255,750円

　
●扶助費　81,640,000円
　　・1人あたり20,000円の「物価高対応子育て応援手当」を支給
　　　対象児童　平成19年4月2日～令和8年4月1日生まれ
　　　　　　　　（令和8年4月1日生まれは、市独自対象）
　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

82,394 0 0

扶助費 81,640

令和６年度 令和５年度

手当支給世帯数 世帯 2,325
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

手当支給児童数 人 4,082

令和５年度

手当支給総額 円 81,640,000

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　物価高騰の影響を受けて緊急的に実施した事業であったが、迅速にかつ正確に支給するこ
とができた。

事
業
成
果

成果目標
　手当を受給することにより、子育て世帯への経済的な支援が図られることから、手当支給
総額を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

区分 対象者数（人） 金額（円）

プッシュ型支給 3,771 75,420,000

公務員 285 5,700,000

新生児 20 400,000

離婚等 6 120,000

合　　計 4,082 81,640,000
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 2,611 役務費 877 役務費 910

その他 739 その他 884 その他 664

委託料 12,890

委託料 10,758  償還金利子及び割引料 8,868  償還金利子及び割引料 2,780

 使用料及び賃借料 3,960  使用料及び賃借料 1,529  使用料及び賃借料 2,446

生活保護総務費

事 業 名 生活保護関係費 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 3 生活保護費 目 1

目　　的
　国が生活に困窮するすべての国民に対しその困窮の程度に応じ必要な保護を行い、その最
低限度の生活を保障するとともに、その自立を助長する事を目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●生活保護嘱託医報酬　　　　　　　　　　　　　　　528,000円
●生活保護嘱託医旅費（費用弁償）　　　　　　　　　　2,310円
●生活保護業務新任研修他（普通旅費）　　　　　　　 15,520円
●生活保護業務参考書他（消耗品費）　　　　　　　   63,088円
●窓付き封筒印刷（印刷製本費）　　　　　　　　 　  92,400円
●扶養義務者・預貯金調査等切手代他（通信運搬費）2,216,460円
●介護給付費審査支払手数料他（手数料）　　　　　　394,530円
●生活保護システム改修業務委託料　　　　　　  　2,288,000円
●医療扶助適正化業務委託料　　　　　　　　　　　　210,161円
●被保護者就労支援事業委託料　　　　　　　　　　4,500,000円　※1
●レセプト管理システムクラウドサービス委託料　　2,211,000円
●生活保護システム標準化移行支援業務委託料　　　1,548,800円
●事務機器借上料　　　　　　　　　　　　　　　　3,960,000円
●医療扶助オンライン資格確認等運営負担金    　　　 37,608円
●国庫補助金返還金　　　　　　　　　　　　　　　　117,000円
●国庫負担金返還金　　　　　　　　　　　　 　　85,233,461円
　【合　計】　　　　　　　　　　　　　　　　　103,418,338円

　※1被保護者就労支援事業
　　《事業の目的》被保護者の就労に関する問題について、被保護者からの相談に応じ必要な情報の提供
　　　　　　　　　及び助言を行い被保護者の自立促進を図る。
　　《委託業者》社会福祉法人　富津市社会福祉協議会
　　《委託期間》令和6年4月1日～令和9年3月31日

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

103,418 24,597 19,690

 償還金利子及び割引料 85,350 委託料 12,439

令和６年度 令和５年度

扶養照会等関係機関への調査 件 1,093 1,616 2,155
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

就労支援者数 人 24 20 22

令和５年度

就労支援者数 人 24 20 22

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　被保護者就労支援事業等により、自立に向けた支援を行った結果、生活保護廃止に至る世
帯はなかったが、3世帯が就労による収入を得て、生活保護費の支給軽減となり、経済的な自
立に向け支援することができた。

収入増による生活保護廃止 世帯 0 3 2

事
業
成
果

成果目標
　被保護者就労支援事業は、就労が見込まれる保護者に対し必要な情報提供や助言を行い就
労に結びつける。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　生活保護法に基づき国や県の指導のもと必要な保護を行い国民の最低生活を保障するとと
もに、自立を助長しており、市の関与は適切・妥当なものである。
　引き続き、適正保護実施のため不正受給防止に努めていく。

事
業
成
果

成果目標 　保護者に対して、面接・調査・決定・指導を行い、生活保護業務を適正に執行する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

364 362 367

令和５年度

生活保護率（福祉行政報告　年度平均） ‰ 11.17 10.62 10.60

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

生活保護開始件数 件 63 53 60
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

生活保護者数（福祉行政報告　年度平均） 人 432 418 425

生活保護世帯数（福祉行政報告　年度平均） 世帯

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

713,599 675,797 772,475

扶助費 713,599 扶助費 675,797 扶助費 772,475

[ 単位：千円 ]

　
　
 　　※その他扶助の数値は実人（世帯）数

目　　的
　国が生活に困窮するすべての国民に対しその困窮の程度に応じ必要な保護を行い、その最
低限度の生活を保障するとともに、その自立を助長する事を目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

扶助費

事 業 名 生活保護扶助費 担当課 社会福祉課

科　　目 款 3 民生費 項 3 生活保護費 目 2

受給世帯（世帯） 受給者数（人）
≪年度平均≫ ≪年度平均≫

生活扶助費 313 372 192,682,639

教育扶助費 4 8 917,621

住宅扶助費 273 313 103,783,650

医療扶助費 331 382 376,071,537

介護扶助費 123 127 27,356,685

その他扶助費 16 18 1,122,955

施設事務費 5 5 10,419,257

委託事務費 5 5 1,244,990

713,599,334

区分 金額（円）

合計
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 2,798

保健衛生総務費

事 業 名 休日在宅当番医事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 1

目　　的
　君津木更津医師会・歯科医師会の協力を得て、休日に医療が必要な市民のために、輪番制
による休日在宅当番医制、年末年始歯科在宅当番医制を実施し、休日における市民医療を確
保する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●休日及び年末年始の当番医として君津木更津医師会に加入の富津市内協力医療機関（7医療機関）に輪番
制で当番医を依頼し、午前9時から午後5時までの診療を委託した。

・休日在宅当番医委託料
　35,000円×72日＝2,520,000円

　併せて、耳鼻咽喉科の日曜日の当番医として君津木更津医師会に加入の木更津市・君津市・袖ケ浦市の協
力医療機関（7医療機関）に輪番制で当番医を依頼し、午前9時から正午までの診療を委託した。

・休日在宅当番医委託料（耳鼻咽喉科）
　35,000円×52日×1/2［半日］×0.13［人口割］＝118,300円

　
●年末年始の歯科当番医として君津木更津歯科医師会富津部会に加入の協力歯科医に依頼し午前9時から正
午までの診療を委託した。

・休日（年末年始）歯科在宅当番医委託料
　40,000円×4日＝160,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,798 2,796 2,798

委託料 2,798 委託料 2,796

令和６年度 令和５年度

休日在宅当番医稼働日数 日 72 72 72
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

休日在宅当番医稼働日数（耳鼻咽喉科） 日 52 51 52

休日（年末年始）歯科在宅当番医稼働日数 日 4

令和５年度

休日在宅当番医受診者数 人 2,780 2,983 3,047

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

4 4

事業の自己評価

　令和7年度は、市内協力医療機関の減少に伴い輪番体制の維持が困難となる中、君津木更津
医師会及び圏域3市（君津市・木更津市・袖ケ浦市）と協議・調整を行い、市内の当番医が不
在となる日には、圏域3市の当番医が受診対応を担う体制を構築した。9月の医師会理事会で
の承認を得て、令和8年度以降の安定的な休日当番医体制への円滑な移行に向けた基盤を整え
た。

休日（年末年始）歯科在宅当番医受診者数 人 18 24 12

事
業
成
果

成果目標
　休日における医療体制を確保したことにより、診療に結びつけられた人数を成果指標とし
た。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 1,222

保健衛生総務費

事 業 名 君津木更津医師会等補助事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 1

目　　的
　負担金の支出により、歯科医学の進捗発展及び不足する准看護師の育成充足を支援し、
もって市民の保健と福祉の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●君津木更津歯科医師会、君津木更津医師会立木更津看護学院に対し事業費の一部を負担金として支出し、
市民の歯の健康の推進及び准看護師の育成充足を図った。

・君津木更津歯科医師会負担金
　26,000円[均等割]＋30,000円[人口割]＝56,000円

・医師会立木更津看護学院負担金
　532,000円[均等割]＋612,000円[人口割]＝1,144,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,200 1,211 1,222

負担金補助及び交付金 1,200 負担金補助及び交付金 1,211

令和６年度 令和５年度

君津木更津歯科医師会負担金額 千円 56 57 57
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

医師会立木更津看護学院負担金額 千円 1,144 1,154 1,165

令和５年度

千葉県歯と口の健康週間関連事業参加者数 人 465 171 104

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　地域医療を担う君津木更津歯科医師会、准看護師を養成し地域に貢献する君津木更津医師
会立木更津看護学院の運営費を負担し、地域の保健福祉の向上を図った。

医師会立木更津看護学院生徒数 人 14 30 38

事
業
成
果

成果目標
　歯と口の健康啓発事業として千葉県歯と口の健康週間関連事業の参加者数を成果とする。
　准看護師の育成として、負担金を支出する木更津看護学院生徒数を成果とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 357,819

保健衛生総務費

事 業 名 君津中央病院企業団負担金 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 1

目　　的
　負担金の支出により、君津中央病院等の持続的な経営運営を図り、市民に対し地域の基幹
病院として救急医療、周産期医療などの安定的な提供を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●地方公営企業法第17条の2及び地方公営企業法施行令第8条の5により、君津中央病院、君津中央病院大佐
和分院、君津中央病院附属看護学校の経費を君津地域4市で負担金として支出した。
　国の地方公営企業繰出金の通知に基づき、その経営に伴う収入を持って充てることのできないと認められ
るものに相当する額を君津中央病院企業団と4市で協議し、下記の割合にて各市で負担する。

　病院及び分院に係る経費････負担金総額の2割を4市均等割、8割を利用者割
　看護学校に係る経費････････負担金総額の3割を4市均等割、7割を人口割

　
・君津中央病院本院運営費富津市負担分　　　        　　　　　255,533,358円

・君津中央病院大佐和分院運営費富津市負担分　      　　　 　　83,538,400円

・君津中央病院附属看護学校運営費富津市負担分 　     　　　　 35,779,740円

・君津中央病院附属看護学校高等教育無償化対応経費富津市負担分　1,150,528円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計）　376,002,026円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

376,002 347,934 357,819

負担金補助及び交付金 376,002 負担金補助及び交付金 347,934

令和６年度 令和５年度

君津中央病院企業団運営費 千円 255,533 252,982 257,851
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

君津中央病院大佐和分院運営費 千円 83,538 60,326 64,955

君津中央病院附属看護学校運営費 千円 34,464

令和５年度

君津中央病院本院1日平均外来患者数 人 1,048 1,067 1,096

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

35,780 33,992

事業の自己評価

　君津地域4市で適正な運営費を支払い運営していくことで、市民の健康推進に寄与してい
る。一方、企業団財政は非常に厳しい状況にあり、現在の規模・水準を維持した医療体制を
継続することが現実的に困難となりつつある。そのため、第三者の意見を交えながら、地域
における医療提供体制のあり方、及び持続可能な経営健全化の実現方策を検討する必要があ
る。

君津中央病院大佐和分院1日平均外来患者数 人 153 157 163

君津中央病院附属看護学校生徒数 人 167 179 179

事
業
成
果

成果目標 　安定的な運営の成果として、受診者数及び生徒数を指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 31,865

保健衛生総務費

事 業 名 救急急病医療事業負担金 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 1

目　　的 　住民が夜間でも適切な診療を受けられるための医療を確保する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●木更津市夜間急病診療所として毎日午後8時から午後11時まで開設し夜間の急病に備えた。

　・夜間急病診療所分負担金　             4,000,797円
　
　
●二次救急医療として、夜間に入院治療を必要とする重症救急患者を受け入れる体制を4市11施設の医療機
関（内科・外科）が輪番制で午後6時から翌朝8時まで対応した。

　・救急急病医療事業分（二次待機施設）　29,320,856円

●地域救急医療協議会運営事業費　　　　　　 125,277円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

33,447 29,290 31,865

負担金補助及び交付金 33,447 負担金補助及び交付金 29,290

令和６年度 令和５年度

夜間救急・二次待機施設稼働日数 日 365 365 366
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

夜間救急の受け入れ患者数（富津市民） 人 102 176 168

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　木更津市へ運営を委託している夜間急病診療所において、令和7年10月から薬剤師を常駐化
し、調剤・服薬指導体制を強化した。二次救急については、君津圏域の医療従事者不足か
ら、現行の救急医療体制を維持することが課題となっている。そのため、令和8年度から君津
圏域4市と医師会にて「地域救急医療体制検討部会」を創設し検討していくこととしている。

二次待機施設受け入れ患者数（富津市民） 人 712 814 876

事
業
成
果

成果目標 　医療確保の成果として受け入れ患者数を指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

11 役務費 10

事業の自己評価

 エネルギー価格や医療資材価格等の高騰により経営環境に影響が及んでいる市内医療機関等
51施設に対し、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して給付金を交付した。対
象施設全てに支援を実施できたことにより、医療機関等の経営負担の軽減及び事業継続の一
助となり、地域医療提供体制の維持と市民の受療機会の確保に寄与した。

事
業
成
果

成果目標

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

給付率（給付金交付施設／給付金対象施設） ％ 100 94.9

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

給付金交付施設数 件 51 56
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

5,361 0 5,810

負担金補助及び交付金 5,350 負担金補助及び交付金 5,800

役務費

[ 単位：千円 ]

●富津市医療機関等物価高騰支援給付金　5,350,000円
　市内医療機関等53施設を対象に事業を実施し、事業実績がない等により交付要件を満たさなかった2施設
を除く51施設に対して給付金を交付した。

●通信運搬費　11,440円
　お知らせ　110円×53通＝5,830円
　決定通知　110円×51通＝5,610円
　　　　　　　　　 合計 11,440円

目　　的
　物価高騰による経営負担の軽減を図り、市内医療機関等の安定的な事業継続を支援するこ
とで、地域医療提供体制の維持及び市民の受療機会の確保を図る。

事
　
業
　
概
　
要

保健衛生総務費

事 業 名 医療機関等物価高騰支援給付事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 1

施設区分 給付額（円） 件数 支給額（円）
病院 300,000 2 600,000
診療所 150,000 15 2,250,000
歯科 100,000 16 1,600,000
薬局 50,000 18 900,000

51 5,350,000合計
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

使用料及び賃借料 66 使用料及び賃借料 115 使用料及び賃借料 119

委託料 4,303

役務費 685 役務費 490 役務費 513

需用費 135 需用費 144 需用費 126

予防費

事 業 名 健康診査事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的

　【40歳以上の健康保険未加入者の健康診査】健診の義務付けがない対象者に健診を実施
し、生活習慣病の発症予防や重症化予防を目指す。【肝炎ウイルス検診】検査の機会をつく
り肝炎ウイルスによる肝がんや肝硬変を予防する。【若年健康診査】若年期から生活習慣病
の発症予防や重症化予防を実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

健康診査事業　　　3,943,945円
　
●委託料　　　　　3,057,883円
　若年健診、健康保険未加入者健康診査、肝炎ウイルス検診委託料　1,855,473円
　健康管理システムの関係経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　686,400円
　若年健診、肝炎ウイルス検診勧奨通知作成費　　　　　　　　　　　516,010円
　
●役務費（通信運搬費）　　　　684,762円
　若年健診、健康保険未加入者健康診査及び肝炎ウイルス検診（40歳以上で、C型・B型肝炎ウイルス検査未
受診者に対して5歳刻みの年齢）に伴う勧奨通知、受診者への結果通知等
　
●需用費　　　　　　135,300円
　印刷製本費（けんしんカレンダー作成費）　　　　　86,460円
　消耗品費（健診啓発資料等印刷プリンタートナー）　48,840円

●使用料及び賃借料　66,000円
　健康づくり課事業全般における住民照会のための住民情報照会履歴管理システム使用料

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

3,944 3,898 5,061

委託料 3,058 委託料 3,149

令和５年度

若年健診等健診日数 日 13 15 16
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

40歳以上の健康保険未加入者の健診受診者数 人 10/89 12/123 9/127

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

令和６年度

事業の自己評価

　「肝炎ウイルス検診」ではいまだ陽性者が発見されているため、今後も検診を啓発する必
要がある。「若年健康診査」では、健診の受診勧奨を行い、生活習慣病の発症予防、重症化
予防を継続する必要がある。今後も生活習慣病の家族歴のある人や妊娠期にリスクのあった
人、低出生体重児等に受診勧奨を継続的に行っていく必要がある。

肝炎ウイルス検診受診者数 人 266/3,946 279/4,053 453/4,128

若年健診受診者数 人 238/883 251/878 293/901

事
業
成
果

成果目標
　「40歳以上の健康保険未加入者健康診査」、「肝炎ウイルス検診」及び「若年健康診査」
の受診機会を設け受診者数の向上につなげることで、生活習慣病等の発症予防や重症化予防
を図ることから、健診（検診）受診者数を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 683

役務費 177 役務費 128 役務費 139

需用費 33 需用費 31

予防費

事 業 名 成人歯科健康診査事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的
　歯の喪失予防及び口腔内疾病の早期発見を図り、噛む機能を維持することで健康の保持及
び増進につなげる。また、高齢期において、食べる楽しみを享受できることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

成人歯科健康診査事業　965,380円

●委託料　　　　　　　　　　　　　　　754,983円
　検査委託料　　　　　　　　　　　　　531,430円
　電算業務委託料（健診勧奨通知作成費）223,553円
　20・30・40・50・60・70歳（ただし総義歯の者及び治療中の者は除く）
　
●役務費
　通信運搬費(健診受診勧奨通知等）　 　177,397円

●需用費
　印刷製本費(健診受診票作成）　 　　 　33,000円
　
[健診期間]
　7月～12月
[健診内容]
・むし歯、歯周疾患、歯垢のチェック
・口腔粘膜、顎関節の病気等の有無
・歯磨き指導

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

965 901 853

委託料 755 委託料 773

令和６年度 令和５年度

受診者数 人 95 100 86
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

通知した枚数 枚 2,669 2,201 2,339

広報した回数（広報誌に載せた回数） 回 2

令和５年度

健診受診率（受診者数/勧奨通知数） ％ 3.6 4.5 3.7

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

2 2

事業の自己評価
　該当者への個人通知と広報、メール、健診会場でのポスター掲示での周知を実施した。今
後、他市の取組等を参考に、効果的な受診勧奨の検討を要する。

事
業
成
果

成果目標
　歯周病による歯の喪失予防を目標とすることから、より多くの人が健診を受け、自身の歯
の状態を知ることが重要なため、成果指標は受診者の割合（受診率）とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

20歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳 合計

対象者数（人） 325 252 398 562 547 585 2,669

受診者数（人） 17 2 7 20 19 30 95
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 79

予防費

事 業 名 健康増進保健指導事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的

　本市は、高血圧や糖尿病等の生活習慣病の重症化に伴う人工透析患者数の割合が高くなっ
ていることが課題となっている。この課題に対し、健診受診勧奨に努めるとともに、健診受
診者に対し、生活習慣病の発症予防、重症化予防に向けた効果的な保健指導を充実させるこ
とを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●需用費（消耗品費）　64,733円

内訳
　健康教育　　　　　　58,511円
　（保健指導用フードモデル、ファイル等の購入費）
　健康相談　　　　 　　4,869円
　（保健指導資料用のラミネートの購入費）
　訪問指導　　　　　　 1,353円
　（保健指導資料用用紙の購入費）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

65 77 79

需用費 65 需用費 77

令和６年度 令和５年度

特定健診・若年健診等事後の個別面接による保健指導
件数 件 1,625 1,229 1,245

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

特定健診・若年健診等事後の電話による保健指導件数 件 1,283 847 843

健診事後の保健指導・受診勧奨訪問件数 件 414

令和５年度

メタボリックシンドローム該当者の割合 ％ 27.6 26.1 25.8

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

462 592

事業の自己評価
　本市の課題である人工透析患者数を減少させるために、継続的に健診後の保健指導を実施
することで、生活習慣病の発症予防・重症化予防につなげ、ひいては、医療費等の適正化に
努めていく必要がある。

糖尿病腎症等合併症の危険が高くなる糖尿病者数 人 166 181 171

健診受診者と未受診者における生活習慣病一人当たり
医療費（健診受診者/健診未受診者） 円 12,160/31,765 11,783/37,585 10,908/37,530

事
業
成
果

成果目標
　健診受診者が自らの生活習慣改善から生活習慣病の発症予防、重症化予防を目的とするこ
とから、メタボリックシンドローム該当者の割合、糖尿病腎症等合併症の危険が高くなる糖
尿病者数、健診受診者と未受診者における生活習慣病一人当たり医療費を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 21 役務費 21

使用料及び賃借料 396

需用費 391 使用料及び賃借料 396 需用費 346

備品購入費 242 役務費 16 備品購入費 175

予防費

事 業 名 母子相談事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的

　妊産婦及び乳幼児の健康の保持増進のため、妊娠、出産、育児に関する相談に応じ、必要な指導や助
言を行い、知識の普及に努める。妊婦や乳幼児の保護者等が正しく知識を得られるために、発育発達に
応じて乳幼児健診や教室を実施し、子育ての学習の機会を設け、保護者等が主体的に子育てを考えられ
るように集団的、個別的に相談に応じる。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

母子相談事業　　1,049,629円
●需用費
　消耗品費（母子健康手帳、子どもノート等）　　　　　　　　　390,443円
●役務費
　通信運搬費（健診等の案内送付）　　　　　　　　　　　　 　15,400円
　手数料（離乳食教室臨時保育士検便検査手数料）　　　　　　  5,676円
●使用料及び賃借料（電子母子手帳サービス利用料）　　　　　396,000円
●備品購入費（離乳食教室用乳児椅子、離乳食展示用ケース）　242,110円

妊娠届出時に妊娠中の健康管理について保健指導、健康相談を実施した。
　妊娠届出時保健指導数　102人

主に妊娠期から乳幼児期まで健康に関する相談について随時相談を実施（下表参照）。

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,050 929 938

使用料及び賃借料 396 需用費 517

令和６年度 令和５年度

妊娠届出時保健指導件数 件 102 127 143
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

4,5,7,10か月、1歳、2歳6か月児健診回数 回 96 96 72

プレママ学級 回 6

令和５年度

4,5,7,10か月,1歳,2歳6か月児健診参加率 ％ 85.6 92.0 94.5

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

6 6

事業の自己評価
　出生届出時に、発達を支える上で大切な身体と食のことが書かれている「こどもノート」
を配付し、訪問や相談時に活用している。健診は生まれ月ごとの集団で実施し、育児の仲間
づくりに有効な機会となり孤立化を防ぐことにもつながると考え、今後も継続していく。

事
業
成
果

成果目標
　各健診機会を通じ、保護者等が、子育てに関する悩み事や情報交換をすることで、不安解
消につながっていることから、健診への参加率を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

区　　分 対象者 実施回数 延人数

プ  レ  マ  マ 学 級 妊娠8か月の妊婦 6 23

4 か 月 児 健 診 4 か 月 児 12 127

5 か 月 離 乳 食 教 室 5 か 月 児 12 104

7 か 月 児 健 診 7 か 月 児 12 135

7 か 月 離 乳 食 教 室 7 か 月 児 12 58

10 か 月 児 健 診 10 か 月 児 12 137

10 か 月 離 乳 食 教 室 10 か 月 児 12 50

1 歳 児 健 診 1 歳 児 12 135

2 歳 6 か 月 児 健 診 2 歳 6 か 月 児 12 137

栄 養 相 談 妊 婦 ・ 乳 児 随時 184
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事業の自己評価
　保健師が地区担当制をとり、妊娠期から継続的に支援し、信頼関係を築きながら保護者が
相談しやすい体制作りを目指している。各々の家庭の事情等を考慮しながら、全戸に訪問で
きるよう努め、新生児訪問は100％の実施率になっている。

2か月児訪問率（訪問数/対象児数） ％ 96 100.0 99.1

事
業
成
果

成果目標
　産後早期から対象者全員に関わることが重要であることから、新生児及び2か月児家庭に対
し訪問に至った訪問率を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

0 16

令和５年度

新生児訪問率（訪問数/訪問希望数） ％ 100 100.0 100.0

令和７年度 令和６年度

新生児訪問指導（産婦訪問指導）者数 人 94 120 80
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

2か月児訪問指導（産婦訪問指導）者数 人 110 126 113

妊婦訪問数 人 7

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

母子保健訪問指導等事業　　485,980円
　保健師あるいは助産師（委託契約）が妊産婦、新生児（生後28日以内）、生後2か月児の家庭を訪問し、
保健相談及び指導を実施
　
●委託料
　妊産婦訪問委託料　　　　　205,000円
　乳児家庭全戸訪問委託料　　280,980円
　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的

　妊産婦及び乳幼児の健康の保持増進のため、妊娠、出産、育児に対する相談に応じ、必要
な指導や助言を行う。訪問では子の育ちを保護者と確認し各月齢で何を獲得し、何が大切な
ことかを考え、相談しやすい関係づくりを目指す。保護者の心身の状況や養育環境を把握
し、継続的に関わりが必要な家庭に対してはきめ細かに支援していく。

事
　
業
　
概
　
要

予防費

事 業 名 母子保健訪問指導等事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

委託料 449

償還金利子及び割引料 111 償還金利子及び割引料 143

需用費 7 需用費 5

委託料 486 委託料

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

486 737 597

619

事業名 訪問数(人) (内)委託数(人)

新生児訪問（生後28日以内） 94 84

2か月児訪問 110 0

産婦訪問（新生児及び2か月児訪問と同時実施） 201 82

妊婦訪問 0 0

※新生児訪問は希望者に実施。2か月児訪問は全戸訪問を基本としている。

※妊婦・産婦訪問は複数回訪問を実施。（上表訪問数は延べ人数）

※妊婦訪問は妊娠届時など、窓口面接時等に判断して実施。
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 1 役務費 1

委託料 13,771

需用費 105 扶助費 327 需用費 129

扶助費 71 需用費 102 扶助費 61

予防費

事 業 名 妊婦乳児健康診査事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的
　妊婦健診を公費で補助することで安全・安心な妊娠・出産を経済的に支援する。乳児健診
を公費で補助することで疾病の予防と早期発見、健康の保持増進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

妊婦乳児健康診査事業　　　　　　　11,963,338円
　14回分の妊婦健診受診券と2回分の乳児健診受診券を発行し公費による負担。

●需用費
　消耗品費　（千葉県版母子手帳別冊、個人保護シール）　105,322円

●役務費
　通信運搬費（契約書送付）　 　　　　　 　180円

●委託料　　　　　　　　　　　　   11,786,336円
【内訳】
　妊婦健康診査委託料　　           10,084,100円
　乳児健康診査委託料　　            1,035,528円
　新生児聴覚スクリーニング検査料 　 　276,000円
　審査・支払い事務委託料　      　　  220,076円
　妊婦歯科健康診査委託料     　　   　170,632円

●扶助費　　　　　　　　　　　　　　　 71,500円
　他県での里帰り出産で、委託契約医療機関以外で受診した場合の償還払い
【内訳】
　妊婦健康診査事業給付費　　　　　　　 68,500円
　乳児健康診査事業給付費 　　　         3,000円
（新生児聴覚スクリーニング検査）

　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

11,964 16,387 13,961

委託料 11,787 委託料 15,957

令和６年度 令和５年度

妊婦・乳児健診受診券配布者数 人 102 127 163
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

妊婦健診受診券延使用回数 回 1,254 1,771 1,477

乳児健診受診券延使用回数 回 131

令和５年度

妊婦健診受診率（受診数/妊娠届出数） ％ 100 100 93.0

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

156 122

事業の自己評価

　順調な妊娠経過を妊婦自身が健診項目で確認できるよう、適切な時期に健診を受診するよう今後も受
診勧奨を継続していく。また、乳児期は成長が著しく月齢により健診の内容が異なり、異常の早期発
見、早期治療が重要であるため、出産後は子どものかかりつけ医をもち、発達の節目で健診を受けるよ
う勧奨を継続していく。妊婦健診及び乳児健診の利用のない人に対しては、健診受診の必要性について
個別に支援する。

乳児健診受診率（受診数/出生数） ％ 74.5 51.7 62.1

妊婦歯科健診受診率 ％ 27.5 25.2 21.0

事
業
成
果

成果目標
　妊婦・乳児健診を経済的に補助したことによる健診受診率を指標とする。
　※健診受診により疾病予防等健康の保持増進が図れたかを数値で評価することは困難であ
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 46 需用費 92 役務費 41

旅費 6 その他 54 その他 37

報酬 700

委託料 103 報酬 750 需用費 78

需用費 90 委託料 112 委託料 53

予防費

事 業 名 1歳6か月児・3歳児健康診査事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的

　保健師・管理栄養士が個別に保護者に対して保健指導を行い、1歳6か月児（体格、歩く、言葉を理解する、話
す、卒乳し3回食になる等）及び3歳児（身長体重の伸び、視力・聴力、咀しゃく力、味覚の育ち、排泄、運動能力
等）の子どもの姿から、保護者が発育の過程を確認するとともに、子どもが社会生活に向けて自立していくために
育児の見通しを持ち、主体的に子育てができるようになることを目的としている。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

1歳6か月児・3歳児健康診査事業　　894,857円
　医師・歯科医師及び市の保健師等により、満1歳6か月を超え、満2歳に達しない幼児及び満3歳を超え、満
4歳に達しない幼児に対し身体計測、内科診察、歯科診察、保健指導、栄養指導、育児相談等を実施した。
　
●報酬（医師・歯科医師）　 　650,000円
●旅費
　費用弁償（医師・歯科医師）   6,060円
●役務費
　通信運搬費（健診勧奨通知）　45,990円
●需用費
　消耗品費（健診時に使用する尿検査試験紙など）　89,697円
●委託料
　検診委託料（健診にて精密検査の対象となった幼児の検査委託料（医療機関））　103,110円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

895 2,391 909

報酬 650 備品購入費 1,383

令和６年度 令和５年度

健診回数 回 13 15 14
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

健診受診者数 人 264 277 271

令和５年度

健診受診率（1歳6か月児健診） ％ 95.3 96.6 96.0

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　令和7年度は1歳6か月児健診を7回、3歳児健診を6回実施した。未受診者の理由は保育所に
行っている、母が就労している、かかりつけ医療機関で受診した等である。未受診者で把握
ができない場合には訪問し、育児状況を確認している。

健診受診率（3歳児健診） ％ 94.6 99.4 88.8

事
業
成
果

成果目標
　子どもの疾病の早期発見、早期治療を目的として実施するだけではなく、保護者が子ども
の生活習慣(食事・運動・コミュニケ―ション等）や生活リズムの確立に向け、発育・発達を
確認する場の提供でもあると考えていることから、下記について成果指標とした。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

1歳6か月児健診

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率(％) 実施回数(回)
うち精密検査
実施者数(人)

129 123 95.3 7 17

3歳児健診

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率(％) 実施回数(回)
うち精密検査
実施者数(人)

149 141 94.6 6 22

－ 124 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 25 役務費 31

需用費 6 需用費 6

負担金補助及び交付金 16,100

償還金利子及び割引料 86 償還金利子及び割引料 3,392 委託料 264

役務費 4 委託料 264 備品購入費 132

予防費

事 業 名 出産・子育て応援交付金事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的

　全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てできるよう、妊娠期から出産・子育てまで一貫して
身近で相談に応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ伴走型相談支援の充実を図るとともに、
妊娠の届出や出生の届出を行った妊婦・子育て世帯等に対し、出産育児関連用品の購入費助成や子育て
支援サービスの利用軽減を図る出産・子育て応援給付金を一体的に実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●役務費（通信運搬費）
　令和6年度からの繰越　　  　3,300円

●負担金補助及び交付金（出産・子育て応援給付金）
　令和6年度からの繰越　　1,150,000円

●償還金利子及び割引料(県補助金返還金)
　令和4年度交付金の交付額再確定による返還　　86,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,240 16,887 16,533

負担金補助及び交付金 1,150 負担金補助及び交付金 13,200

令和６年度 令和５年度

出産応援給付金対象者数 人 － 132 187
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

子育て応援給付金対象者数 人 23 132 135

令和５年度

妊娠届出時面談実施率 ％ － 100.0 100.0

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　安心して出産・子育てできるよう支援体制を確保し、適切な時期での面談を行い、出産・
子育てを控えた妊婦とその配偶者に対する準備の仕方やお世話の体験などを行うプレママ学
級を開催し、子育て不安の軽減に努めた。また、対象者が漏れなく給付金を受け取れるよ
う、周知し、適切に給付を行った。

産後2か月面談実施率 ％ 100.0 100.0 99.1

給付対象者から申請を受けた数 件 23 264 322

事
業
成
果

成果目標

　妊娠・出産期の不安を解消するための相談や、支援を必要としている人の発見などの機会
の確保のため、妊娠届出時及び産後2か月の面談実施率を成果目標とする。また、対象者が漏
れなく給付金を受け取ることができることが重要であるため、給付対象者から申請を受けた
数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 264

役務費 21

予防費

事 業 名 妊婦のための支援給付事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的
　経済的支援を契機に全ての妊婦を保健師等の面談に繋ぎ、孤立を防ぐ「伴走型相談支援」
を全国一律で確立すること。これにより妊婦・出産期の心身・経済的負担を軽減し、安心し
て生み育てられる環境を整備する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●妊婦のための支援給付のための事務費
　
・役務費（通信運搬費）　　　決定通知　　　　189通×110円＝20,790円

・委託料（電算業務委託料）　妊婦支援給付システム使用料　20,000円×12月×1.1＝264,000円

●妊婦支援給付金
・負担金補助及び交付金
　妊娠期からの切れ目ない支援を行う観点から、妊婦を対象に給付金を支給する。
　1回目の支給：妊娠の届出をした妊婦　50,000円
　2回目の支給：妊娠しているこどもの数×50,000円
　
・妊婦支援給付金　　　1回目の支給　102人×50,000円＝5,100,000円
　　　　　　　　　　　2回目の支給　102人×50,000円＝5,100,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

10,485 0 0

負担金補助及び交付金 10,200

令和６年度 令和５年度

妊婦支援給付金対象者（1回目：妊婦の人数） 人 102
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

妊婦支援給付金対象者（2回目：胎児の数） 人 102

令和５年度

妊娠届出時面談実施率 ％ 100.0

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　安心して出産・子育てできるよう支援体制を確保し、適切な時期での面談を行い、子育て
不安の軽減に努めている。また、対象者が確実に給付金を受け取れるよう、周知する。

産後2か月面談実施率 ％ 100.0

給付対象者から申請を受けた数 件 204

事
業
成
果

成果目標

　妊娠・出産期の不安を解消するための相談や、支援を必要としている人の発見などの機会
の確保のため、妊娠届出時及び産後2か月児の面談実施率を成果目標とする。また、対象者が
漏れなく給付金を受け取ることができることが重要であるため、給付対象者から申請を受け
た数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 392 負担金補助及び交付金 514 負担金補助及び交付金 385

その他 426 その他 518 扶助費 41

委託料 78,738

償還金利子及び割引料 4,518 需用費 801 需用費 628

需用費 833 役務費 656 役務費 625

予防費

事 業 名 各種予防接種事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的

　各種の病原体に対して免疫を持たない乳幼児に予防接種を行い、感染・発病・重症化予防
に努め、感染症のまん延を予防し、健全に育つことを目的としている。また、抵抗力の弱い
高齢者に対しては、インフルエンザ・肺炎球菌予防接種を行うことで、重症化を予防し健康
な生活が送れるよう接種費用の一部を助成する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

感染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するため、予防接種法に基づく定期予防接種を実施する。
●予防接種の対象者に対し該当となる予防接種予診票を発送する。
・印刷製本費　762,740円　　・通信運搬費　371,766円　　・消耗品費　69,717円
・電算業務委託料　722,282円
●委託医療機関に対し個別予防接種費用の支払い
・各種予防接種委託料（個別予防接種の委託医療機関への支払い）　81,210,100円
●風しん予防接種事業助成金（妊娠を希望する人、そのパートナー、市独自の対象の経産婦）
・負担金補助及び交付金　61,000円
●各種予防接種事業給付費
　（里帰り出産など、子どもが長期にわたり県外に滞在する場合の定期予防接種の償還払い）
・扶助費　54,000円
●子どもインフルエンザ予防接種費用助成金
（中学3年生及び高校3年生相当に対するインフルエンザの予防接種に係る費用助成）
・負担金補助及び交付金　330,900円
●新型コロナワクチン助成金返還金（令和6年新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金返還金）
・償還金利子及び割引料　3,276,425円
●国庫補助金返還金
　【令和5年度（令和6年度への繰越分）新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金】
・償還金利子及び割引料　1,242,100円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

88,101 118,433 80,417

委託料 81,932 委託料 115,944

令和６年度 令和５年度

定期等予防接種数 種 19 16 14
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

定期等予防接種者数 人 14,232 15,111 14,120

風しんワクチン等予防接種者数 人 10

令和５年度

Ｂ型肝炎 ％ 98.9 91.7 88.4

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

14 14

事業の自己評価

　定期予防接種は、感染症の発生及びまん延防止に重要な役割を果たしている。対象者が適切な時期に
接種できるよう個別通知や広報等による周知に努めた結果、高い接種率が維持されている。一方で、副
反応への懸念等から接種をためらうケースも見受けられることから、今後も医療機関等と連携し、ワク
チンの有効性及び安全性に関する正確な情報提供に努めるとともに、未接種者への勧奨方法の検討を進
め、更なる接種率の向上に努める。

小児の肺炎球菌感染症 ％ 93.8 99.4 90.0

5種混合(R6年度の5種混合導入に伴いR5年度は4種混合
のみ、R6年度以降は4・5種混合の接種率を計上) ％ 95.0 99.8 99.4

事
業
成
果

成果目標

　予防接種を受けたことにより、感染・発病・重症化予防・まん延をいかに予防できたのか
が本来成果と考えられるが、実績値として表記することは困難であることから、その成果に
導くための手段として、生後まもなく開始時期となる、3つの主な定期予防接種の接種率を成
果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

予防接種名 延べ対象者数
（人）

延べ接種者数
（回） 接種率 予防接種名 延べ対象者数

（人）
延べ接種者数

（回） 接種率

ヒブ感染症 498 10 2.0% 水痘 300 233 77.7%
小児の肺炎球菌感染症 498 467 93.8% ジフテリア・破傷風第二期 267 223 83.5%
B型肝炎 348 344 98.9% 日本脳炎 665 651 97.9%
ロタ感染症 292 263 90.1% 子宮頸がん予防（HPV） 1,062 325 30.6%
5種混合 498 473 95.0% 高齢者肺炎球菌感染症 554 217 39.2%
4種混合 498 28 5.6% インフルエンザ（高齢者） 16,008 8,600 53.7%
BCG 116 129 111.2% 新型コロナウイルス感染症 16,008 1,002 6.3%
麻しん・風しん混合 317 305 96.2% 帯状疱疹 3,496 932 26.7%
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 3,032

役務費 374 役務費 306 役務費 298

償還金利子及び割引料 19

予防費

事 業 名 胃がん検診事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的
　がん検診の受診促進により、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図る。また、
精密検査対象者には適切な医療につながる受診勧奨を実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

胃がん検診事業　3,755,519円
　9日間（休日含む）、4会場にて集団検診実施。

●委託料     3,362,726円
　検診委託料（胃部Ｘ線間接撮影等検診）　　　　　3,107,900円
　電算業務委託料（40歳到達者に受診勧奨通知）　　　254,826円
　（勧奨通知に、結核・肺がん検診、大腸がん検診と合わせて3つのがん検診について記載）

●役務費（通信運搬費）　　　　　　　　　　　　　　373,793円
　予約者への受診日程通知、受診者への検診結果通知、要精密検査該当者への精密検査受診勧奨通知。

●償還金利子及び割引料　　　　　　　　　　　　　　19,000円
　令和6年度がん検診総合支援事業補助金　交付確定に伴う返還金
　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

3,755 3,340 3,330

委託料 3,362 委託料 3,034

令和６年度 令和５年度

胃がん検診実施回数 回 9 9 9
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

胃がん検診受診者数 人 503 473 473

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　受診者数の増加を目指し、引き続き、広報、区長回覧やホームページ、安全安心メール、
LINE等を活用し市民に広く周知する。検診予約の利便性を考慮し、令和5年度よりWebでの予
約受付を実施している。検診の実施と同時に、胃がんのリスクとなる食や生活習慣の改善等
に積極的に取り組んでいく。

胃がん検診精密検査受診率 ％ 100 100.0 90.0

胃がん発見数 人 0 1 0

事
業
成
果

成果目標
　適切な医療へつなげるため、検診受診者数及び要精密検査該当者の精検受診率を指標とす
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 4,572

役務費 206 役務費 151 役務費 149

需用費 6 需用費 4 需用費 7

予防費

事 業 名 結核・肺がん検診事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的
　がん検診の受診促進により、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図る。また、
精密検査対象者には適切な医療につながる受診勧奨を実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

結核・肺がん検診事業　　　5,864,720円
　13日間（休日含む）、3会場にて集団検診実施
　
●委託料（検診委託料）
　（胸部Ｘ線間接撮影等）　　　　　　5,652,808円

●役務費（通信運搬費）　　　　　　　　206,432円
　（受診者への検診結果通知、要精密検査該当者への精密検査受診勧奨通知）

●需用費（消耗品費）　　　　　　　　　　5,480円
　（検診の事務等に使用するラベルシール等）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

5,865 4,846 4,728

委託料 5,653 委託料 4,691

令和６年度 令和５年度

結核・肺がん検診実施回数 回 13 15 16
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

結核・肺がん検診受診者数 人 2,416 2,202 2,129

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　受診者数の増加を目指し、広報、区長回覧やホームページ、安全安心メール、LINE等を活
用し市民に広く周知する。検診予約の利便性を考慮し、令和5年度よりWebでの予約受付を実
施している。検診の実施と併せて、肺がんのリスクとなる喫煙対策の周知等に取り組んでい
く。

結核・肺がん検診精密検査受診率 ％ 90.0 77.0 82.5

結核・肺がん発見数 人 0 0 0

事
業
成
果

成果目標
　適切な医療へつなげるため、検診受診者数及び要精密検査該当者の精検受診率を指標とす
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 7,670

役務費 238 役務費 172 役務費 166

需用費 79 需用費 64 需用費 82

予防費

事 業 名 子宮がん検診事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的
　がん検診の受診促進により、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図る。また、
精密検査対象者には適切な医療につながる受診勧奨を実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

子宮がん検診事業　　8,460,228円
　個別検診は4市協力医療機関で4月から1月に実施
　集団検診は2日間実施（両日とも乳がん検診を同日受診できるレディース検診を実施）
　
●委託料　　　　　　　8,142,882円
　検査委託料　　　　　8,026,128円
　電算業務委託料　　　　116,754円
（当該年度に無料クーポン対象年齢（21歳）に達する者への無料クーポン券作成費（乳がん含む））

●役務費（通信運搬費）　　　　　237,772円
　（個別勧奨通知、クーポン券・受診券、結果通知の郵送料）

●需用費　　　　　　　79,574円
　印刷製本費（受診券、検診手帳等の作成経費）　52,668円
　消耗品費　（事務用品）　　　　　　　　　　　26,906円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

8,460 8,020 7,918

委託料 8,143 委託料 7,784

令和６年度 令和５年度

子宮がん検診実施回数（集団） 回 2 2 2
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

子宮がん検診受診者数 人 1,226 1,210 1,173

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　乳がん検診を同日受診できるレディース検診を行い、受診者数の増加を目指した。引き続
き、広報、区長回覧やホームページ、安全安心メール、LINE等を活用し市民に広く周知し、
その他、有効となる手段を検討し積極的に取り組む。なお、成人式には子宮がん検診の周知
リーフレットを配布しているが、特に若い世代の受診率向上に向けて勧奨方法等を検討して
いく。

子宮がん検診精密検査受診率 ％ 68.8 72.2 71.4

子宮がん発見数 人 0 1 0

事
業
成
果

成果目標
　適切な医療へつなげるため、検診受診者数及び要精密検査該当者の精検受診率を指標とす
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 5,096

役務費 197 役務費 176 役務費 159

予防費

事 業 名 乳がん検診事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的
　がん検診の受診促進により、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図る。また、
精密検査対象者には適切な医療につながる受診勧奨を実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

乳がん検診事業　　5,997,182円
　10日間（休日含む）、3会場で集団検診実施（うち2日間、子宮がん検診を同日受診できる
　レディース検診実施）
　無料クーポン対象者が受診可能な個別検診は7月から12月に実施した。

●委託料（検診委託料）　5,800,350円
　個別検診及び集団検診

●役務費（通信運搬費）　　196,832円
　予約者への日程通知、検査結果通知及び無料クーポン券・受診券の郵送料
　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

5,997 5,548 5,255

委託料 5,800 委託料 5,372

令和６年度 令和５年度

乳がん検診実施回数（集団） 回 10 10 10
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

乳がん検診受診者数（集団＋クーポン） 人 1,166 1,169 1,110

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　受診者数の増加を目指し、市民の利便性を考え子宮がん検診を同日受診できるレディース
検診、特定健診・若年健診との同日実施できる「＋プラスけんしん」を設けている。引き続
き、がんの早期発見の重要性を広報、区長回覧やホームページ、安全安心メール、LINE等を
活用し市民に広く周知する。

乳がん検診精密検査受診率 ％ 87.5 96.6 100.0

乳がん発見数 人 1 1 1

事
業
成
果

成果目標
　適切な医療へつなげるため、検診受診者数及び要精密検査該当者の精検受診率を指標とす
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 1,919

役務費 107 役務費 79 役務費 81

需用費 1 需用費 3 需用費 2

予防費

事 業 名 大腸がん検診事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的
　がん検診の受診促進により、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図る。また、
精密検査対象者には適切な医療につながる受診勧奨を実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

大腸がん検診事業　　　2,284,691円
　特定健診や他のがん検診会場で回収、巡回回収（各コミュニティセンター、旧峰上公民館での
　回収）を実施

●委託料（検診委託料）　　　2,176,558円

●役務費（通信運搬費）　　　　107,172円
　受診者への検診結果通知、要精密検査該当者への精密検査受診勧奨通知

●需用費（消耗品費）　　　　　　　961円
　ファイルボックスほか
　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,285 1,920 2,002

委託料 2,177 委託料 1,838

令和６年度 令和５年度

大腸がん検診回収実施日数 日 22 25 28
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

大腸がん検診受診者数 人 1,278 1,145 1,264

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　受診者数の増加を目指し、大腸がん検査キットを市内郵便局でも配布している。検査キッ
トの回収については、各コミュニティセンター等への巡回回収を随時実施していく。また、
引き続き、広報や区長回覧、ホームページ、安全安心メール、LINE等を活用し市民に広く周
知する。

大腸がん検診精密検査受診率 ％ 74.0 69.7 68.2

大腸がん発見数（疑い含む） 人 3 2 2

事
業
成
果

成果目標
　適切な医療へつなげるため、検診受診者数及び要精密検査該当者の精検受診率を指標とす
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 310

役務費 14 役務費 8 役務費 8

需用費 3 需用費 1 需用費 1

予防費

事 業 名 口腔がん検診事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

目　　的
　口腔がんの周知を図り、早期発見・早期治療につなげ、市民の口腔保健・口腔衛生への関
心を促すことにより、食べる喜び・話す楽しみ等のQOL(生活の向上)・健康寿命の延命を図
る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

口腔がん検診事業　437,679円
　君津木更津歯科医師会の協力のもと、集団検診1会場実施。（予約120人上限）

●委託料（検診委託料）　　421,300円
　

●役務費（通信運搬費）　   13,380円
　予約者への受診券送付（120人）、契約書の送付

●需用費（消耗品費）　 　   2,999円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

438 319 319

委託料 421 委託料 310

令和６年度 令和５年度

口腔がん検診受診者数　※R6年度まで予約数100人上
限、R7年度から120人上限 人 120 98 90

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

口腔がん検診受診者数 人 120 98 90

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　令和7年度、予約枠を20人増やし検診予約上限枠120人のところ、120人受診した。市民の口
腔保健・口腔衛生への関心を促すことにより、食べる喜び・話す楽しみ等のQOL(生活の向
上)・健康寿命の延命を図るため、今後も引き続き、口腔がんの早期発見・早期治療の重要性
について周知・啓発する。

事
業
成
果

成果目標 　検診予約上限の120人を目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価

　広報ふっつ、国保だより等での周知等により、受診者数、受診率ともに前年度を上回る結果となった
ことから、前年度より多くの方に、自身の健康状態の把握の機会を作ることができた。
　短期人間ドック助成事業は、被保険者の疾病の予防、早期発見及び早期治療並びに健康保持増進をす
るために継続的に行う必要があることから、今後も広報等により被保険者に対し効果的に周知を行い、
受診者数及び受診率の向上を図る。

受診率 ％ 2.5 2.4 2.1

事
業
成
果

成果目標 　前年実績を上回る受診者数及び受診率とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

受診者数 人 237 222 186

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

短期人間ドック費用の助成人数 人 237/222 222/186 186/158
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

8,171 7,681 6,358

 負担金補助及び交付金 8,171  負担金補助及び交付金 7,681  負担金補助及び交付金 6,358

[ 単位：千円 ]

　後期高齢者医療の被保険者を対象に、指定医療機関で受ける費用の7割（3万5千円を限度）を助成する。

　●短期人間ドック費用助成金　　　8,171,000円

目　　的
　疾病の予防、早期発見及び早期治療に役立てるとともに、被保険者の健康保持増進を図る
ことを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

予防費

事 業 名 後期高齢者予防事業 担当課 国民健康保険課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

1,244 役務費 1,040 役務費 990

需用費 128 需用費 24 需用費 25

事業の自己評価

　広報ふっつ、国保だより等での周知等により、速報値（3月末時点、昨年度38.0％）では前年度と同等の受診率と
なったことから、前年度同様、多くの方に、自身の健康状態の把握の機会を作ることができた。
　本市の後期高齢者医療の医療費は県内でも低く（参考：令和6年度は千葉県54自治体中53位）、高齢者の健康管理
が適切になされていると考えられることから、今後も高齢者ができる限り長く自立した生活を送ることができるよ
う、生活習慣病の早期発見の機会となる健診の受診率向上を図る。

事
業
成
果

成果目標 千葉県後期高齢者医療広域連合の健診受診率を目標値とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

健診受診率（千葉県広域連合の受診率） ％ 38.0(31.9) 39.4(32.6) 37.5(34.6)

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

健診受診数（受診数/健診受診対象者） 人 3,309/8,628 3,266/8,281 3,056/8,156
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

34,904 33,384 31,232

委託料 33,532 委託料 32,320 委託料 30,217

役務費

[ 単位：千円 ]

1.受診券関連事務
　　受診券作成委託　　　　　　　　　　　　　1,008,370円
　　受診券発送・再発行　　　　　　　　　　　　818,101円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計　1,826,471円

2.健診委託
　　個別健診　　　　　　　　　　　　　　 　32,523,810円
　　受診者数の登録（国保連合会）

3.データ管理手数料　　　　　　　　　　　　　　425,620円

4.受診勧奨カレンダー・チラシの印刷　   　   　127,820円

5.健診項目
　（1）問診（服薬歴、既往歴等）
　（2）計測（身長、体重、BMI）
　（3）血圧（収縮期血圧、拡張期血圧）
　（4）血中脂質検査（中性脂肪、HDL-コレステロール、LDLコレステロール）
　（5）肝機能検査（GOT、GPT、γ-GTP）
　（6）血糖検査（空腹時（随時）血糖、ヘモグロビンA1c）
　（7）尿検査（尿糖、尿蛋白）

目　　的 　後期高齢者の生活習慣病の早期発見と健康の保持増進に努める。

事
　
業
　
概
　
要

予防費

事 業 名 後期高齢者健康診査事業 担当課 国民健康保険課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 17

250  使用料及び賃借料 250 報償費 59

役務費 16 備品購入費 71 役務費 3

事業の自己評価

　低栄養予防対象者の実施率、生活習慣病重症化予防対象者の保健指導実施率及びポピュレーションアプローチ参
加者数は前年度を下回ったが、ハイリスクアプローチ介入者数は前年度を上回り、重症化予防に繋げることができ
た。
　高齢化が進行する中、後期高齢者へのフレイル予防や生活習慣病予防事業を継続して取り組むことにより健康寿
命を延伸していくことが重要であることから、引き続き事業を実施し、各指標の向上を図る。

生活習慣病重症化予防対象者の保健指導実施率 ％ 96.2/100 97.9/100 58.5/100

ポピュレーションアプローチ参加者数 人 840/1,156 858/1,150 668/879

事
業
成
果

成果目標
　74歳までの保健指導と75歳以上の保健指導の接続を目的の一つとした一体的事業として、
75歳以上の方にもフレイル予防や生活習慣病予防の保健事業を実施し、健康寿命の延伸を目
指すため、より多くの対象者に関わることが効果的と考え下記を指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

37 38 29

令和５年度

低栄養予防対象者の保健指導実施率 ％ 87.5/100 93.3/100 100/100

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

ハイリスクアプローチ介入者数 人 115 106 33
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

ポピュレーションアプローチ参加者数 人 840 858 668

ポピュレーションアプローチ実施団体数 団体

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

693 925 1,067

需用費 427 需用費 587 需用費 1,005

 使用料及び賃借料

[ 単位：千円 ]

　千葉県後期高齢者医療広域連合から委託を受けて、医療専門職を配置し、事業の企画・調整等を実施

　高齢者保健事業を行うに当たっては、後期高齢者医療制度を所管する国民健康保険課が事務主担当、保健
衛生を所管する健康づくり課が事業実施主担当とし、地域支援事業を所管する介護福祉課とが横断的に連携
し事業を推進する。
　また、事業の円滑な実施のため、医療関係団体等との調整、情報共有等を図る。

　高齢者に対する個別的支援(ハイリスクアプローチ)や通いの場等への積極的な関与(ポピュレーションア
プローチ)等の業務に要する経費

　　●需用費　　　　　　　　　　　　　　     　427,475円
　　　・消耗品費　　　　　　　　 358,710円
　　　　　フードモデル、プリンタトナー等
　　　・燃料費　　　  　　 　　　 61,065円
　　　　　公用車燃料費
　　　・印刷製本費　　　  　　 　　7,700円
　　　　　ポスター印刷
　　●使用料及び賃借料　　　　　　　　　 　　　249,480円
　　　・自動車借上料
　　●役務費　　　　　　　　　　　　　   　　　 16,254円
　　　・自動車損害共済基金分担金、通信運搬費

目　　的
　千葉県後期高齢者医療広域連合から高齢者保健事業を受託し、広域連合と連携をとりなが
ら、高齢者が抱える健康課題を適切に把握し、フレイル予防や生活習慣病の重症化予防等に
取り組むことで、健康寿命の延伸及び医療費・介護費の適正化を図ることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

予防費

事 業 名 高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業 担当課 国民健康保険課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 2

－ 136 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

旅費 44 役務費 38 備品購入費 35

委託料 11 委託料 20

需用費 178

役務費 57 需用費 162 報償費 65

報償費 54 報償費 57 役務費 38

保健事業活動費

事 業 名 食生活指導事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 3

目　　的

　市民に対し、食と健康の教室や栄養相談を開催、生活習慣の改善指導を実施し、食を通し
て生活習慣病予防を実践できるよう支援する。また食生活改善サポーターについては、サ
ポーターの養成及び研修会を開催し資質の向上を図り、サポーターの協力により各種食生活
改善事業を実施し、市民の健康の保持・増進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

食生活改善事業　　507,852円
●旅費（普通旅費）（第9回食育活動表彰の表彰式出席者の随行） 　44,120円
●報償費（保健事業報償費）食生活改善サポーター報償費　　　　  54,000円
●需用費
　消耗品費（健康づくりのための教室開催に伴う教材等） 215,660円
　印刷製本費(スーパー等と連携した食生活改善事業のお弁当貼り付けラベルシール作成費)125,840円
●役務費
　通信運搬費(スーパー等と連携した食生活改善事業のお弁当貼り付けラベルシール送付)472円
　手数料（検便検査手数料）　　                        56,760円
●委託料（講師派遣委託料）栄養教室運動講習　　　　　　11,000円
　
【食生活改善事業】
　食生活改善サポーターと市の管理栄養士が連携し、食生活改善事業を実施するとともに、食生活改善サ
ポーターの資質向上のため、最新の情報や技術を学ぶ場として栄養教室を実施した。
【健康栄養教室】
　市の管理栄養士が講師となり、生活習慣病を予防するための知識の習得や、自らが実践できるよう支援す
る講座を開催した。

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

508 505 316

需用費 342 備品購入費 228

令和６年度 令和５年度

栄養相談件数 件 586 370 345
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

栄養改善事業実施回数 回 43 66 63

令和５年度

学童・保護者を対象とした食育教室及び市民を対象と
した食生活改善事業等参加者数 人 6,032 3,868 2,394

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　市管理栄養士と食生活改善サポーターが株式会社ランドロームジャパン、イオンリテール
株式会社と連携し、店舗での健康的なお弁当の販売や減塩、野菜摂取を促す情報等の掲示を
通して、食生活改善の重要性を広く市民へ周知した。今後も取組を継続し、店舗数を増やす
ことや健康的なレシピの開発を続け、市の広報やHP、公式YouTube等の情報ツールを活用しな
がらより多くの市民に普及啓発を行う。

富津市食生活改善サポーターの会の会員数 人 31 19 29

事
業
成
果

成果目標

　生活習慣病の発症・重症化予防において食は重要であり、これらを学習する機会を食生活
改善サポーターとともに市民に提供することにより、生活習慣病の発症・重症化予防が図ら
れ、医療費の削減につながると考える。そのため成果指標としては、事業実施により普及啓
発が図られることから市民の参加人数を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事業名
実施回数
（回）

参加人数
（延・人）

内容

食生活改善事業 26 5,604
一般市民を対象とした、生活習慣病予防等の普及啓発活動。
(令和7年度より「野菜たっぷり減塩レシピ」の配信方法を拡
充、健診会場で減塩・野菜摂取普及啓発活動を加えた。)

栄養教室 10 259 食生活改善サポーターの資質向上のための学習会

健康栄養教室 7 169 一般市民を対象とした、健康や栄養についての講座
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 614

償還金利子及び割引料 59

保健事業活動費

事 業 名 妊娠・出産包括支援事業 担当課 健康づくり課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 3

目　　的
　退院直後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安心して子育てが
できる支援体制の確保を目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

妊娠・出産包括支援事業　　675,000円
　産後に育児の支援が必要な母のために、委託医療機関を利用してデイサービス（日帰り）や宿泊を行い、
母の体を休めながら母乳指導・育児相談等が受けられる事業である。令和3年度から居宅訪問型を実施して
いる。

●委託料
　産後ケアサービス業務委託　675,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

675 815 673

委託料 675 委託料 815

令和６年度 令和５年度

委託医療機関数 箇所 6 6 6
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

利用日数 日 35 50 26

令和５年度

利用件数 件 29 45 14

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　令和7年度の利用件数及び申請率が減少している要因の一つとして、令和7年度の出生数が
令和6年度と比較して減少したことが考えられる。利用状況については、産院の受入体制等の
影響も受けることから、引き続き産院との連携を図りながら、安心して子育てができる環境
づくりと支援体制の充実に努める。

利用率（利用件数/申請数） ％ 93.5 93.6 100

申請率（実申請数/出生数） ％ 5.5 11.9 8.9

事
業
成
果

成果目標
産後ケアサービスを必要とする母子が申請し利用するため、利用件数、利用率、申請率とす
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

宿泊型　27,000円/件×11日 297,000円

日帰り型　18,000円/件×14日 252,000円

居宅訪問型　12,600円/件×10件 126,000円

合　　計 675,000円

　　　　　居宅訪問型：（一般社団法人）千葉県助産師会

（委託先）宿泊型・日帰り型：ファミール産院きみつ、薬丸病院他
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事業の自己評価

　不法投棄を未然に防止するには、ごみを捨てられない環境づくりが必要であり、そのためには不法投棄物の早期
発見、早期撤去に努めることが一つの方策である。このことから、職員や不法投棄監視員による地道なパトロール
や不法投棄防止用看板等による啓発活動、警察との情報共有などが不法投棄の抑止力になると考える。
　富津市の場合、がれき類などの産業廃棄物の投棄は以前よりも減少したが、一方で最近は一般廃棄物（家庭ご
み）の投棄が多くみられることもあり、これまで以上に環境に対する意識改革などの啓蒙活動が必要と考える。富
津市はボランティアによる清掃活動が盛んに行われているので、今後も協力や支援を実施する。

事
業
成
果

成果目標

　現状では不法投棄物の早期発見、早期撤去、不法投棄防止用看板等による啓発活動を実施し、ごみを
捨てられない環境づくりを行い不法投棄の減少に努めるものであるが、本来は、人々がごみを捨てない
という意識づくりを目指していくことが重要であり、最終的な目標となる。
　なお、上記の理由により成果目標の設定は困難である。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

30 39

令和５年度令和７年度 令和６年度

不法投棄確認件数 件 57 42 42
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

不法投棄監視員による報告等
（不法投棄確認件数/監視員巡回件数）

件 25/182 14/172 23/182

不法投棄防止用看板の配布 件 27

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●不法投棄監視員報償費
　10人×5,000円×12か月＝600,000円（報償費）
　※千葉県産業廃棄物不法投棄防止事業総合補助金　300,000円

●ボランティア用ごみ袋購入
　23,000枚×8.1円×1.1＝204,930円（需用費）

●DVDドライブ購入
　6,680円×３台×1.1＝22,044円（需用費）

●不法投棄防止看板製作
　7,500円×19枚×1.1＝156,750円（委託料）

●放置車両撤去
　10,000円×1台×1.1＝11,000円（委託料）

●B型肝炎ワクチン接種
　21,258円×1名＝21,258円（役務費）

不法投棄確認件数

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　災害の発生及び自然環境の破壊のおそれのある不法投棄等を未然に防止し、市民の快適な
生活環境の保全に資することを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

環境衛生費

事 業 名 不法投棄対策事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 4

役務費 42

報償費 600

需用費 227 需用費 209 需用費 215

委託料 168 委託料 198 委託料 198

報償費 600 報償費

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 21 備品購入費 54

1,016 1,103 1,013

600

確認件数 市で処理
警察等の
他関係機関
への連絡

57 41 16
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環境衛生費

事 業 名 浄化槽設置促進事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 4

目　　的
　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、合併処理浄化槽の設置促進を図
る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●概要　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、合併処理浄化槽の設置促進を図る。

●業務　申請の受付、書類審査、中間・完了検査等の補助金交付事務
　　　　県浄化槽推進協議会負担金　21,000円(負担金補助及び交付金)
　　　　 　　　　　　(均等割)　　 10,000円
　　　　   　　　　　(実績加算額) 11,000円

  　　　浄化槽設置整備事業補助金（4基分）  2,240,000円(負担金補助及び交付金)
  　  　　単独処理浄化槽転換　　　580,000円×3基＝1,740,000円
　　　　　くみ取便所転換　　　　　500,000円×1基＝　500,000円

　　　＜補助金の額＞                  　　         　    　　 　　 　 (単位：円)

●実績　平成3年度から令和7年度までの実績

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,261 2,921 4,001

負担金補助及び交付金 2,261 負担金補助及び交付金 2,921 負担金補助及び交付金 4,001

令和６年度 令和５年度

浄化槽設置整備事業申請数 基 4/12 5/12 7/12
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

広報紙等による啓発 回/年 2 2 2

令和５年度

合併処理浄化槽人口 人 22,905/21,509 22,459/21,509 21,310/21,509

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　市内に点在している単独処理浄化槽やくみ取便所を、し尿と生活排水が処理できる合併処理浄化槽に
転換する者に対し補助を行い水質改善の効果を高めることができた。しかしながら、令和7年度の申請
数は4件と少なかったことから、補助金の交付申請期間の延長を検討するとともに、浄化槽設置事業者
や市民に対する新たな周知方法の検討や周知活動の強化を行い、更なる設置促進を進めていきたい。

事
業
成
果

成果目標
　令和5年6月策定の一般廃棄物処理基本計画（生活排水処理基本計画）における合併処理浄
化槽人口の令和10年度数値目標

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

槽の規模 5人槽 6～7人槽 8～10人槽 計
補助基数 633 226 42 901

300,000

180,000

100,000

300,000

100,000

100,000

単独処理浄化槽を浄化槽に転
換する場合

浄化槽の設置に要する費用

単独処理浄化槽の撤去に要する費用

配管工事に要する費用

くみ取便所を浄化槽に転換す
る場合

浄化槽の設置に要する費用

くみ取便所の撤去に要する費用

配管工事に要する費用

－ 140 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　令和4年12月1日に供用を開始し、以降事故等による操業停止はなく安定的な運用を行うこと
ができている。

事
業
成
果

成果目標
　4市共同により、効率的・効果的な火葬場の運営を目的とし事業を進め、安定的な運用を行
う。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

事故等による操業停止 日 0 0 0

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

構成4市担当部課長会議等の開催数 回 2 2 3
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

火葬件数（富津市） 件 714 781 747

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

108,665 172,429 103,790

負担金補助及び交付金 108,665 負担金補助及び交付金 172,429 負担金補助及び交付金 103,790

・広域火葬場整備事業負担金
・広域火葬場運営事業負担金

[ 単位：千円 ]

　平成28年度   基本構想策定・ＰＦＩ導入可能性調査委託　1,836,000円
　平成29年度   現況測量業務委託、境界測量業務委託、環境影響調査業務委託、基本計画策定業務委託等　　10,823,606円
　平成30年度　 現況路線測量、道路設計、測量業務(市道234-2号線)、PFIｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ業務委託等　12,295,667円
　令和元年度　 基本設計、実施設計、新火葬場周辺市道整備事業　7,971,651円
　令和2～3年度 新火葬場造成工事、新火葬場建設工事等、新火葬場周辺市道整備事業　　701,250円
  令和3年度　　道路改良事業（市道234-2号線）※木更津市事業が翌年度繰越となったため、負担金について翌年度繰越
               新火葬場造成工事、新火葬場建設工事等　　　0円
　令和4年度　  火葬許可申請書印刷　58,080円
　　　　　　　 広域火葬場整備事業負担金（建設工事費分、周辺市道整備事業分等）　481,787,341円
　　　　　　　 広域火葬場運営事業負担金（光熱水費及び燃料費、維持管理・運営モニタリング支援業務委託分）9,971,083円
　　　　　　　 広域火葬場整備事業負担金（周辺市道整備事業分　令和3年度繰越分）　26,937,075円
　令和5年度　　広域火葬場整備事業負担金（建設工事費分、周辺市道整備事業分等）　53,691,741円
               広域火葬場運営事業負担金（光熱水費及び燃料費、維持管理・運営モニタリング支援業務委託分等）31,333,803円
               広域火葬場整備事業負担金（周辺市道整備事業分　令和4年度繰越分）　18,765,312円
　令和6年度　　広域火葬場整備事業負担金（建設工事費分、周辺市道整備事業分等） 　73,683,808円
　　　　　　　 広域火葬場運営事業負担金（光熱水費及び燃料費、維持管理・運営モニタリング支援業務委託分等）30,449,519円
　　　　　　　 広域火葬場整備事業負担金（周辺市道整備事業分等　令和5年度繰越分）68,296,135円

当該年度 令和7年度

・広域火葬場整備事業負担金（建設工事費分、周辺市道整備事業分等）　　　　　　　　　　　　　  　44,056,378円
・広域火葬場運営事業負担金（光熱水費及び燃料費、維持管理・運営モニタリング支援業務委託分等）　29,962,717円
・広域火葬場整備事業負担金（周辺市道整備事業分等　令和6年度繰越分）　　　　　　　　 　  　　　34,646,216円

翌年度以降 令和8年度～

～

※広域火葬場（きみさらず聖苑）整備事業の事業概要
　（事業主体)  　　木更津市
　（事業手法）　　 ＰＦＩ事業
　（建設候補地） 　木更津市大久保843番地1
　（供用開始） 　　令和4年12月1日

施行済

全体計画 計 画 期 間 平成 28 年度

目　　的
　木更津市、君津市、富津市及び袖ケ浦市による広域火葬場の整備を行い、4市広域によるス
ケールメリットを活かした効率的・効果的な火葬場の共同運営を行う。

事
　
業
　
概
　
要

火葬場費

事 業 名 広域火葬場整備運営事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 1 保健衛生費 目 5
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 1,968

役務費 32 備品購入費 104 備品購入費 586

役務費 50 役務費 34

科　　目 款 4 衛生費 項 公害対策費

事 業 名 大気汚染対策事業 担当課 環境保全課

1 保健衛生費 目 6

目　　的
　工場等から発生する排ガスなどについて規制を行うとともに、市内の大気汚染状況の調査
を行うことにより、公害による健康被害等を防止する。

事
　
業
　
概
　
要

●大気分析検査業務委託
　ダストジャー法による、降下ばいじんの測定を継続的に実施し、異常値が計測された場合には、原因を調
査し、状況の改善に努める。

●自動車騒音面的評価業務委託
　騒音規制法第18条の規定に基づき、市内の主要幹線道路17路線24区間を対象に、5ヵ年を1サイクルとし
て、騒音測定（道路近傍・背後地）、交通量測定（昼間・夜間）、平均走行速度測定（昼間・夜間）を実施
し、評価対象路線の環境基準の達成状況の把握を行い、今後の総合的な道路環境の各種施策への反映を図る
ため、結果を環境省及び千葉県に報告する。

●環境の保全に関する協定
　(株)JERA富津火力発電所、日本製鉄(株)東日本製鉄所君津地区等と「環境の保全に関する協定」を締結
し、工場から発生するばいじん等について、法よりも厳しい基準で協定値を定め規制を行う。

●大気汚染対策事業　2,384,630円

[ 単位：千円 ] 令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,385 3,102 2,588

委託料 2,353 委託料 2,948

地点 10 10 10

自動車騒音面的評価区間数 区間 5

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

環境騒音調査地点数

令和６年度 令和５年度

降下ばいじんの測定延べ回数 回 58 56 48
事
業
実
績

4 5

事業の自己評価

　大気環境については、降下ばいじんの状況を測定することで市内大気環境状況を測定したところ、市北部におい
て県平均を超過する状況が続いていることから、測定地点を2箇所追加し、監視体制を強化した。
　環境騒音については、測定したすべての地点で環境基準を満たしていることを確認した。
　自動車騒音測定において、主要道路付近で、要請限度は超過していないが、環境基準を超過している箇所が見ら
れたため、今後も監視を継続する。

令和７年度 令和６年度 令和５年度

環境騒音基準達成率 ％ 100

事
業
成
果

成果目標

  降下ばいじんは、土壌の巻き上げなど自然由来のもの、車両の排気ガスや工場の煙突からの排ガス、石炭や土砂
等の貯蔵施設からの粉じんなど人為的なものもあり、原因は多岐にわたる。なお、法的な基準・規制がなく、目標
設定は困難であるが、継続的に測定を行い、異常値が計測された場合は、状況の改善を図る。
　環境騒音・自動車騒音については適宜調査を行い、基準達成状況を把握する。要請限度を超過した場合には、状
況の改善を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

100 90

自動車騒音面的評価基準達成率（評価区間全体） ％ 100 99.8 99.9

区 分 金額（円） 内 容 金額内訳（円）

大気分析検査業務委託料 1,582,900

自動車騒音面的評価業務委託料 770,000

役務費 31,730 通信運搬費 31,730

合　計 2,384,630

2,352,900委託料
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 6

委託料 3,154

役務費 18 需用費 213 需用費 33

負担金補助金及び交付金 12 負担金補助及び交付金 12 負担金補助金及び交付金 12

科　　目 款 4 衛生費 項 公害対策費

事 業 名 水質汚濁対策事業 担当課 環境保全課

1 保健衛生費 目 6

目　　的
　市内の河川、地下水の公共水域と工場排水などの水質調査を行うことで、環境の保全と市
民への健康影響を防止する。

事
　
業
　
概
　
要

●過去に環境基準値を超えた有害物質等が検出された飲用に供される井戸等について、年1～2回程度水質
　調査を実施し、水質汚濁の状況について監視を行う。
●(株)JERA富津火力発電所、日本製鉄(株)東日本製鉄所君津地区、日本製鉄(株)技術開発本部等の各社と
　締結している「環境の保全に関する協定」に基づき、各工場の排水について調査を実施し、協定値の超
　過や過去の調査結果と比べて異常値が認められた場合には、原因の究明及び改善、指導を行う。
●公害防止協定に基づき、産業廃棄物最終処分場からの排水及び周辺の河川について調査を実施し、協定
　値の超過や過去の調査結果と比べて異常値が認められた場合には、原因の究明及び改善指導を行う。
●地盤沈下及び地下水位の低下等を防止するため、千葉県環境保全条例に基づく地下水採取規制として、
　吐出口断面積が6㎠を超える揚水施設を許可制とし、許可された揚水施設に対して毎年利用した揚水量の
　報告を義務づけている。
●水質汚濁対策事業　3,173,967円

[ 単位：千円 ] 令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

3,174 3,480 3,199

委託料 3,138 委託料 3,255

点 187 205 208
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

分析検体数

令和６年度 令和５年度

9河川・地下水・協定工場等水質調査日数 日 18 18 18
事
業
実
績

事業の自己評価

　市内河川及び地下水の水質調査を行った結果、環境基準を超過した項目は、大腸菌数の1項
目であった。自然由来の可能性が高いが、引き続き監視を継続すべきと考える。
　協定工場の排水を調査し、協定値等の遵守状況を確認している。公害の発生を未然に防止
するためにも、継続的に調査を行っていく必要がある。

％ 100 100

令和７年度 令和６年度 令和５年度

市内河川の環境基準達成率（達成数/調査数） ％ 87.5

100

事
業
成
果

成果目標
　市内9河川16箇所、過去に環境基準値を超えた井戸等の水質調査を継続的に行い、水質環境
の状況を把握・監視することで、環境の保全と市民への健康影響を防止する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

87.5 95.8

協定締結工場の協定値達成率（達成数/調査数） ％ 100 99.2 100

地下水環境基準達成率（達成数/調査数）

区 分
金 額

（ 円 ）
内 容 金額内訳（円）

9河川16箇所水質調査 816,200

有機塩素系溶剤に係る井戸水水質調査 88,550

工場排水水質調査 345,400

湊川支流及び高溝地区水質調査 1,888,150

役務費 18,000 pH指示計校正手数料 18,000

負担金補助及び交付金 12,000 東京湾岸自治体環境保全会議運営負担金 12,000

需用費 5,667 消耗品費 5,667

合　計 3,173,967

委託料 3,138,300
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 12,001

負担金補助及び交付金 2,989

科　　目 款 4 衛生費 項 公害対策費

事 業 名 地球温暖化対策事業 担当課 環境保全課

1 保健衛生費 目 6

目　　的
　地球温暖化対策実行計画に定めた目標を達成するため、県の補助制度を活用し、市民が環
境負荷の少ない住宅用省エネルギー設備等を導入する際に補助を行うことで、家庭における
地球温暖化防止の推進するとともにエネルギーの安定確保を図る。

事
　
業
　
概
　
要

●住宅用設備等脱炭素化促進事業補助金（負担金補助及び交付金）　　 1,988,000円
　県の補助制度を活用し、家庭における地球温暖化防止を推進するため、住宅用省エネルギー設備等の設置
を積極的に支援する。

[ 単位：千円 ] 令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,988 2,581 14,990

負担金補助及び交付金 1,988 負担金補助及び交付金 2,581

通 370

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定事業者ヒ
アリング

件 22

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定に向けた
アンケート回答数

令和６年度 令和５年度

脱炭素化促進事業補助件数 件 27 34 41
事
業
実
績

事業の自己評価
　住宅用省エネルギー設備等の設置の際の補助を実施し、地球温暖化対策の推進に努めた。
　しかし、令和5年度から減少傾向にあるため、今後、周知啓発に努めることで、温暖化対策
の推進を図る。

令和７年度 令和６年度 令和５年度

脱炭素化促進事業補助件数（交付件数/申請件数） 件 27/28

事
業
成
果

成果目標
　県の補助制度等を活用し、適正な補助に努めることで、地球温暖化防止と環境負荷の少な
いまちづくりを推進する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

34/34 41/41

区分 補助額（円） × 件数 小計（円）

家庭用燃料電池（エネファーム） 100,000 × 1 100,000

定置用リチウムイオン蓄電システム 70,000 × 20 1,400,000

28,000 × 1 28,000

80,000 × 2 160,000

100,000 × 1 100,000

150,000 × 1 150,000

V2H充放電設備 50,000 × 1 50,000

合　計 27 1,988,000

窓の断熱改修

電気自動車・プラグインハイブリッド自動車
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排水等に含まれる放射性物質量の基準達成率 ％ 100 100 100

100

事
業
成
果

成果目標
　放射線に対し、市民が不安を感じていたことから、その不安を払しょくするため、放射性
物質の測定を開始した。空間放射線量と排水等に含まれる放射性物質の基準達成率を成果指
標とした。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

100 100

40
事
業
実
績

事業の自己評価
　環境中の放射性物質等の数値は国で定めた値を継続して満たしており、市民の不安感の払
しょくの一助となっているものと考える。

令和７年度 令和６年度 令和５年度

空間放射線量の基準達成率 ％

点 13 22 22
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

排水等に含まれる放射性物質量の検体数

令和６年度 令和５年度

空間放射線量の測定延べ地点数 地点 20 24

●概要
　放射性物質による汚染に対し、調査や対策を講じることで市民の生活環境を保全する。

●業務
　市内16箇所の公共施設等で空間放射線量測定を実施し、その結果を市ホームページで公表する。
　また、福島第一原子力発電所の事故による放射性物質の拡散に伴い、廃棄物処分場の空間放射線量排水等
の放射性物質について調査する。

●放射線対策事業　205,590円

[ 単位：千円 ] 令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　公共施設等で空間放射線量測定を実施し、その結果を市ホームページ等で公表すること
で、市民の放射線に対する不安を払しょくする。

事
　
業
　
概
　
要

事 業 名 放射線対策事業 担当課 環境保全課

1 保健衛生費 目 6科　　目 款 4 衛生費 項 公害対策費

委託料 297

役務費 38 役務費 63 役務費 60

委託料 167 委託料

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

205 397 357

334

区 分 内 訳 金額（円）

委託料 放射性物質検査業務委託料（排水等） 167,200

役務費 放射線測定器点検校正手数料 38,390

205,590合計
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

公課費 93 公課費 93 公課費 93

委託料 223,338

役務費 5,349 役務費 5,807 役務費 5,592

需用費 1,472 需用費 834 需用費 1,060

塵芥処理費

事 業 名 収集事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 2 清掃費 目 2

目　　的
富津市一般廃棄物実施計画を定め、区域内での一般廃棄物の適正処理に努める。また、分別
収集を実施することで分別意識を高め、廃棄物の減量及び資源化を促進し、生活環境の保全
及び公衆衛生の向上を図ることを目的としている。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

1　概　要　富津市一般廃棄物実施計画に基づき、ごみ集積場に排出された一般廃棄物を収集し、環境センター及び(株)かずさク
　　　　　リーンシステム並びに市が指定した中間処理施設までの運搬業務を実施する。
2　業　務
●指定収集袋製造業務委託・・・可燃ごみ専用20ℓ・30ℓ、不燃ごみ専用30ℓ、資源ごみ専用30ℓ、容器包装プラスチック専用45ℓの
                             指定収集袋の製造業務
●ごみ収集運搬業務委託・・・・市内3地区のごみ集積場に排出された一般廃棄物の収集運搬業務（令和6年10月1日から令和11年
                             9月30日まで）5ヶ年長期継続契約
●資源ごみ収集運搬業務委託・・市内のごみ集積場に排出された紙類・繊維類の収集運搬業務
3　事業費

 委託料別表

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

253,678 242,384 230,083

委託料 246,764 委託料 235,650

令和６年度 令和５年度

ごみ収集運搬量 トン 8,058 8,108 8,371
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

資源ごみ（紙類・繊維類）収集運搬量 トン 603 633 672

指定収集袋製造量 枚 2,912,000

令和５年度

ごみの削減量（昨年度との増減「ごみ収集＋資源ご
み」） トン △ 80 △ 302 △ 396

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

2,114,000 2,780,000

事業の自己評価
　家庭から排出される一般廃棄物を適正に収集運搬することで、衛生的な生活環境を維持す
ることができた。また、ごみの収集運搬量及び資源ごみ（紙類・繊維類）の収集量は減少傾
向にある。引き続き、分別収集を徹底しごみの減量化に努める。

事
業
成
果

成果目標
　家庭から排出される一般廃棄物を適正に処理するとともに、ごみの分別収集を徹底するこ
とでごみの削減と資源の有効活用を促進する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

1,472,310 円 消耗品費 燃料費 496,472 円、 修繕料 639,232 円

5,348,602 円 手数料 保険料 34,890

246,764,201 円

93,200 円 自動車重量税 円

円

円、

円、

公課費

336,606

5,313,712

93,200

支出済額計 内訳

①＋②＋③＋④＋⑤　※詳細は、下表「委託料　別表」のとおり

需用費

役務費

委託料

内訳 単位：トン

可燃ごみ 資源ごみ 不燃ごみ
容器包装
プラ

合計
収集量

日数
１日
平均量

円 3,536.62 282.48 124.2 106.9 4,050.20 304 13.32

円 1,893.33 152.25 83.05 72.19 2,200.82 304 7.24

円 1,553.39 127.24 72.84 53.4 1,806.87 304 5.94

円 6,983.34 561.97 280.09 232.49 8,057.89 26.51

委託名 地区 委託料

３）天羽地区

計

（１） ごみ収集運搬業務委託

95,535,000

60,746,400

58,152,600

214,434,000

１）富津地区

２）大佐和地区

日数

96

日曜日 合計

5回

2回

（５） 計 円

委託名

（２）
１日平均収集量（トン）

6.28603.24
円16,335,000計資源ごみ収集運搬業務委託

種類 土曜日・祝日

10回

0回

5回

17回

指定収集袋保管配送業務委託 4,411,440 配送数　6,684箱（1箱ごとの配送）

一般動物（猫・犬・他）

鳥類等小動物

出動費（対象物無）

（４）指定収集袋製造業務委託 計 11,367,061 円
１箱当たり400枚（可燃20L　741箱、可燃30L　3,094箱、不燃30L
100箱、資源30L　800箱、容器プラ45L　550箱）　計2,114,000枚

（３）犬猫等動物死骸収集運搬業務委託 計 216,700 円

収集量（トン）

委託料 内訳

－ 146 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

使用料及び賃借料 446 使用料及び賃借料 356 使用料及び賃借料 410

その他 484 その他 319 その他 515

委託料 98,727

需用費 9,491 需用費 9,723 需用費 11,624

工事請負費 1,314 備品購入費 2,839 備品購入費 456

塵芥処理費

事 業 名 環境センター管理運営事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 2 清掃費 目 2

目　　的
　廃棄社会からの脱却を目的に処理工程を見直しリサイクルシステムを構築することで分別
された廃棄物を更に細分別し、廃棄物の減量・資源化量の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

1　概　要　搬入された廃棄物を滞ることなく適正に処理及び資源化を行う。
2　業　務●資源化分別及び休日受入処理業務・・・不燃ごみ及び資源ごみを手選別または処理施設にて行う処理業務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 選別処理業務及び土曜日及び祝日の直接搬入ごみの受入れ処理業務
         ●資源ごみ（缶・びん・ペットボトル）選別処理業務・・・資源ごみ（缶・びん・ペットボトル）の選別・減容・保管
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から出荷までの選別処理業務
　　　 　●プラスチック製容器包装処理業務・・・容器包装プラスチックの選別・減容・保管から出荷までの選別処理業務
　　　　 ●ごみの受入処理業務・・・・・・・・・直接搬入ごみの受入れ及び粗大ごみ等の選別処理業務
3　事業費

　　　委託料　別表

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

124,318 102,444 111,732

委託料 112,583 委託料 89,207

令和６年度 令和５年度

環境センター中間処理量 トン 1,654 1,755 1,888
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

容器包装プラスチック処理量 トン 233 237 237

資源ごみ（缶・びん・ペットボトル）処理量（R7.10.1
～）

トン

令和５年度

容プラ資源化割合（資源化量／処理量） ％ 82.77 82.46 83.09

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

259

事業の自己評価
　容器包装プラスチックの処理量に対して資源化量（資源化割合）は、昨年と比較すると僅
かであるが増加した。引き続き、排出状況を注視し、現状を再確認したうえで、正しい分別
方法をホームページや回覧などで周知し、資源化割合の向上に努める。

事
業
成
果

成果目標
　容器包装プラスチックの適切な排出を促し、不適物を減少させることにより、資源化量の
向上を目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

支出済額計

旅費 53,340円 普通旅費 53,340円　

消耗品費 1,140,390円、 燃料費 505,064円、 光熱水費 2,263,842円

修繕料 5,435,004円、 印刷製本費 146,850円　

役務費 264,154円 通信運搬費 112,630円、 手数料 64,200円　 保険料 87,324円

委託料 112,582,811円

土地借上料 17,329円、 放送受信料 12,276円、 事務機器借上料 149,339円

検査機器借上料 34,100円、 AED借上料 40,920円、
スポットクーラー
借上料 191,400円

工事請負費 1,313,504円 施設機器改修工事 1,313,504円

備品購入費 92,300円 備品 92,300円

公課費 74,400円 汚染負荷量賦課金 74,400円

9,491,150円需用費

使用料及
び賃借料

445,364円

※詳細は、下表「委託料　別表」のとおり

内訳

環環境境セセンンタターーごごみみ搬搬入入実実績績量量 単位：トン
品目 R7 前年度比 R6 R5
可燃 412.91 ▲ 88.37 501.28 433.12
不燃 314.05 ▲ 46.70 360.75 450.28
資源 324.38 ▲ 283.59 607.97 621.96
粗大 343.38 58.02 285.36 382.91
合計 1,394.72 ▲ 360.64 1,755.36 1,888.27

民民間間処処理理施施設設搬搬入入量量 単位：トン
品目 R7 前年度比 R6 R5

容プラ 232.50 ▲ 4.09 236.59 237.45
資源 259.06 259.06 0 0

資源化分別及び休日受入処理業務委託 43,428,000 円 30,888,000 円 11,880,000 円
プラスチック製容器包装処理業務委託 11,253,000 円 、資源物運搬業務委託 円 円
草木類等資源化業務委託　 2,619,903 円 、小型家電処理業務委託　 円 円

困難物処理業務委託　 1,103,501 円 円、受変電設備改修工事仕様書等作成業務委託　 円、分別基準適合物再商品化委託　

4,307,919
2,043,360

435,778 110,000

、資源ごみ（缶・びん・ペットボトル）選別処理業務委託 、廃棄物運搬業務委託
、各種設備保守点検等業務委託 2,907,559
、廃乾電池廃蛍光管運搬処理業務委託 1,605,791
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事業の自己評価
全国的に最終処分場の残余埋立容量が逼迫する状況の中、最終処分量の減少は効果的であ
る。

資源化量（スラグ、メタル） トン 1,502 1,696 1,542

事
業
成
果

成果目標
溶融処理を行うことで焼却灰（溶融飛灰）量を削減し、最終処分場への埋立量を減少させ
る。また、廃棄物溶融処理後に発生する生成物の「スラグ」は、アスファルト、コンクリー
ト骨材など「メタル」は、製鉄原料などに有効利用する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

溶融飛灰処分量（R5年度保管量処分含む。） トン 636 660 438

令和７年度 令和６年度

廃棄物中間処理量 トン 13,569 13,764 14,025
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

1　概　要　君津地域4市（富津市、木更津市、君津市、袖ケ浦市）及び民間が出資する第3セクター方式（(株)かずさ
　　　　　クリーンシステム）にて処理を行う業務。

2　業　務　可燃物及び不燃残渣並びにし尿及び浄化槽汚泥を直接溶融による資源化システムにて処理を行い、排ガス
　　　　　による環境負荷の低減、最終処分量を削減する。

3　事業費
 　　委託料　　　　　　　　　496,224,998円
 　　（内訳）固定費　　　　　300,604,824円
 　　　　　　解体撤去準備金 　60,205,464円
 　　　　　　変動費　　　　　135,414,710円
　
4　直接溶融による資源化システム　処理能力　4炉　450トン/日

  ※1　R5溶融飛灰処分量は、R5年12月12日まで（一部3月に処分したものを含む。） 12月13日以降に
      発生した溶融飛灰は、KCSにて保管。
  ※2　R6溶融飛灰処分量にR5年保管分を含む。

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
君津地域4市の焼却施設を集約し広域化することで、効率的で安定したごみ処理を継続すると
ともに、中間処理後の残渣の資源化を推進し最終処分場の延命化を図る。

事
　
業
　
概
　
要

塵芥処理費

事 業 名 君津地域広域廃棄物処理事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 2 清掃費 目 2

委託料 475,957委託料 496,225 委託料

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

496,225 481,472 475,957

481,472

単位：トン
R7 前年度比

直接溶融処理量 13,569.33 ▲ 194.30 13,763.63 14,024.85
溶融飛灰処分量 635.81 660.20 ※2 428.20 ※1
スラグ資源化量 1,256.92 ▲ 176.42 1,433.34 13,002.97
メタル資源化量 244.25 ▲ 18.10 262.35 242.66

R5R6

－ 148 －



塵芥処理費

事 業 名 第2期君津地域広域廃棄物処理施設整備事業 担当課
環境保全課
（広域廃棄物処理事業室）

科　　目 款 4 衛生費 項 2 清掃費 目 2

目　　的
廃棄物処理施設を整備し、市内で発生する一般廃棄物等の適正な処理を行うとともに、広域整
備によるスケールメリットを活かした効率的・効果的な運営を行い、事業費の低減を目指す。

事
　
業
　
概
　
要

～ 令和 8 年度

※第2期君津地域広域廃棄物処理施設整備事業の事業概要
　（事業主体)  　　木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市、鴨川市、南房総市及び鋸南町
　（事業手法）　　 PFI事業(BOO方式)
　（建設地） 　　　富津市新富21－3
　（供用開始年度） 令和9年度
　（契約事業者）   株式会社上総安房クリーンシステム　（事業費） 81,952,445,364円（税抜）

　平成30年度  　基本構想策定・地域計画策定業務、施設整備基本計画策定業務
　令和元年度  　事業者選定アドバイザリー業務
　令和2年度　　 PFI事業契約締結
　令和2～4年度　環境影響評価業務
　令和5～8年度　廃棄物処理施設建設工事（設計、建設工事等）

施行済

全体計画 計 画 期 間 平成 30 年度

　廃棄物処理施設建設工事（設計、建設工事等）
　第2期君津地域広域廃棄物処理事業に係るアドバイザリー業務委託
　事務諸経費

[ 単位：千円 ]

  令和3年度　 第2期君津地域広域廃棄物処理事業に係るアドバイザリー業務等           39,032,367円（委託料及び負担金等）
  令和4年度　 第2期君津地域広域廃棄物処理事業に係るアドバイザリー業務等           21,588,184円（委託料及び負担金等）
  令和5年度　 第2期君津地域広域廃棄物処理事業に係るアドバイザリー業務等           19,829,526円（委託料及び負担金等）
  令和6年度　 第2期君津地域広域廃棄物処理事業に係るアドバイザリー業務等 　　　　 405,625,469円（委託料及び負担金等）

当該年度 令和7年度

　第2期君津地域広域廃棄物処理事業に係るアドバイザリー業務　     　　　　  19,030,000円
　事務諸経費（普通旅費、消耗品費、通信運搬費、事務機器借上料等）　　　 　    170,334円
　廃棄物処理施設建設工事に伴うPFI事業者への国庫補助分の間接交付額　 　 1,497,037,000円
　＜合計＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,516,237,334円

翌年度以降 令和8年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,516,237 405,625 19,830

 負担金補助及び交付金 1,497,037  負担金補助及び交付金 387,307 委託料 17,270

委託料

令和６年度 令和５年度

構成6市1町担当部課長会議 回 4 4 4
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

広域廃棄物処理事業協議会 回 3 1 2

令和５年度令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　平成28年度から検討を進め、令和元年度に優先交渉権者及び建設候補地を決定し、令和2年9月に事業契約を締
結。令和3年度に融資の直接協定を締結し、令和3・4年度に環境影響評価手続きのモニタリング業務を実施し、令
和5年度は建設の実施設計と準備工事を行った。令和6年度は本格的な土建工事、プラント機器搬入の一方で物価上
昇に伴うスライド協議を完了し、令和7年度は、メイン建物の内・外装工事・屋根工事が着工、プラントは概ね据
付け工事が完了し、スライド協議と追加融資等に係る増額の変更契約を締結するなど、事業は順調に進捗してい
る。令和9年度施設稼働に向け、事業者と構成7自治体が連携して事業に取り組み、最終調整を図っていく。

事
業
成
果

成果目標
令和9年度に第2期広域廃棄物処理施設を稼働させ、安定したごみ処理を行う。
なお、現時点においては事業の目標を数値化することは困難である。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

 使用料及び賃借料 193内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 21 需用費 27 役務費 11

役務費 6 役務費 1 需用費 5

19,030 委託料 18,150 負担金補助及び交付金 2,351

 使用料及び賃借料 143  使用料及び賃借料 140
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事業の自己評価

最終処分場内の浸出水の処理（120㎥／日）を下水道放流に変更（供用開始令和5年10月1日）
し、令和7年度も順調な処理が出来ている。また、最終処分場の観測井戸、原水、下水道排水
の水質分析を実施したが異常は見られず、適切な管理が出来ており、引き続き、適切な維持
管理を継続する。

水質基準値超過回数 回 0/0 0／0 0／0

事
業
成
果

成果目標
「廃棄物処理法」及び「千葉県廃棄物施設の設置及び維持管理に関する指導要綱」等に基づ
き、富津市一般廃棄物最終処分場を適切に管理するとともに、観測井戸、原水、下水道排水
の水質分析を実施し、異常がないか確認を行う。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

31,203 40,590

令和５年度

水質等測定分析調査 回 12/12 12／12 12／12

令和７年度 令和６年度

処理水放流量（令和5年7月まで） ㎥ － － 5,535
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

溶融飛灰処分量 トン 636 660 438

下水道排水量（令和5年9月から） ㎥ 21,985

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

1　概　要　一般廃棄物最終処分場からの浸出水の処理を令和5年度に整備した下水道放流施設にて㏗調整を行い、令和5年10月
　　　　　から供用を開始し下水道法を遵守して下水道に排水する。
　　　　　 また、ごみの溶融処理後の溶融飛灰を県外の民間の最終処分場において適正に最終処分する。
2　業　務　●一般廃棄物最終処分場処理施設維持管理業務・・最終処分場の管理、処理施設の運転及び水質管理
　　　　　 ●一般廃棄物最終処分場水質等分析業務・・・・観測井戸、原水、下水道排水の水質分析
　　　　　 ●溶融飛灰最終処分業務・・・・・・民間の最終処分場（県外）にて埋立処分

3　事業費

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
溶融施設から発生する焼却灰（溶融飛灰）等の適正な最終処分を実施することにより、生活
環境の保全及び公衆衛生の向上を図る目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

塵芥処理費

事 業 名 最終処分管理運営事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 2 清掃費 目 2

委託料 25,392

需用費 10,260 需用費 12,291 需用費 6,149

負担金補助及び交付金 273 役務費 759 役務費 137

委託料 38,278 委託料

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 49

48,860 44,947 31,678

31,897

円

円

円

円

円

円

1,352,010

10,296,000

348,480

委託料　別表

840,840

682,000

24,758,104

富津市一般廃棄物最終処分場水質等分析業務委託

富津市一般廃棄物最終処分場放射性物質測定分析業務委託

富津市一般廃棄物最終処分場下水道排水水質分析業務委託

溶融飛灰処分最終処分業務委託

富津市一般廃棄物最終処分場水質計器定期点検業務委託

「観測井戸　３箇所の測定分析（毎月１回）「放射性セシウム131」「放射性セシウム134・137」」

④

⑤

⑥
「ごみ溶融処理に伴い発生する溶融飛灰の最終処分　処理量635.81ｔ（内訳：秋田県鹿角郡小坂町　424.21ｔ、山形県米沢市　211.60ｔ）」

「君津富津下水道組合と締結した協定書に基づく下水道放流項目42検体、鉛（月２回）分析」

富津市一般廃棄物最終処分場汚水処理施設の水質計器の定期点検業務

富津市一般廃棄物最終処分処理施設維持管理業務委託

「昭和59年から焼却灰及び不燃残渣埋立処分開始、平成24年２月から搬入は、一時停止しているが埋立処分場内の浸出水の処理は継続処理。下水道放流は、令和５
年10月から供用開始　下水道排水能力・・・120ｍ3/日」

「観測井戸　３箇所、原水　１箇所の水質分析（毎月１回）、ダイオキシン類測定（下水道排水を含む。）（年１回）」

①

②

③

消耗品費 円、 光熱水費 円

修繕料 円、 円

49,439 円 通信運搬費 保険料 11,064 円

38,277,434 円 ※詳細は、下表「委託料　別表」のとおり

273,000 円
負担金補助
及び交付金

円

内訳

燃料費

印刷製本費

30,007

69,410

9,917,354

負担金補助
及び交付金

273,000

役務費 38,375 円、

委託料

需用費 10,260,290 円
33,628 円、

209,891

支出済額計

－ 150 －



事業の自己評価

場内の浸出水処理のため、下水道放流施設を設置し、令和5年10月から処理方法を下水道処理
に切り替え処理を進めてきたが、降雨の影響により当初の見込みよりも貯留水が減少せず、廃
棄物の敷き均し及び覆土の施工時期に遅れが生じていた。令和7年10月に最終処分場最終覆土
等工事のための契約を締結し、工事は順調に進捗している。

事
業
成
果

成果目標
最終処分場埋立地内の廃棄物敷き均し・覆土工事を令和7年度着工し、令和8年度内の完了を目
標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

19,750 495 107,757

工事請負費 16,470 委託料

●一般廃棄物最終処分場最終覆土等工事（繰越事業）　繰越額　93,530,000円　前払金　16,470,000円
●一般廃棄物最終処分場最終覆土等工事監理業務委託（繰越事業）　繰越額　7,720,000円　前払金　3,280,000円

[ 単位：千円 ]

　令和3年度　　　　 下水道放流施設工事監理等業務委託　7,964,000円、 公共下水道認可区域外流入受益者負担金　38,513,953円
　令和4年度～5年度  富津市一般廃棄物最終処分場下水道放流施設工事 157,117,400円
　　　　　        　富津市一般廃棄物最終処分場下水道放流施設工事監理業務委託　7,260,000円
　令和5年度　　　　 最終処分場埋立現況調査測量業務委託　6,325,000円
　令和6年度　　　　 最終処分場アドバイザリー業務　495,000円

当該年度

●一般廃棄物最終処分場最終覆土等工事（工事請負費）※令和8年度継続事業
　　令和7年10月15日から令和8年7月17日まで　契約額　82,390,000円（うち支出済額　16,470,000円（前払金））
●一般廃棄物最終処分場最終覆土等工事監理業務委託（委託料）※令和８年度継続事業
　　令和7年7月15日から令和8年7月31日まで　契約額　10,690,400円（うち支出済額　 3,280,000円（前払金））

翌年度以降

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

～ 令和 15 年度

1　概　要　富津市一般廃棄物最終処分場は本市から発生した一般廃棄物の埋め立て処理を行う施設で、昭和59年8月
　　　　　から埋め立てを開始している。
　　　　　 本処分場の閉鎖にあたり、浸出水の処理を行う必要があることから、当初、不足している汚水処理施設の
　　　　　増設を予定していたが、施設整備費などの事業費が高額なことから、事業費低減を目的とし、他手法につ
　　　　　いて、検討を重ねたところ隣接する「下水道終末処理場」に、本処分場の浸出水を放流処理する方法が有
　　　　　効であるとの結論に至った。

　令和3年度　　 　　下水道放流施設工事監理等業務委託、公共下水道認可区域外流入受益者負担金
　令和4年度～5年度　富津市一般廃棄物最終処分場下水道放流施設工事
　　　　　　　　　　富津市一般廃棄物最終処分場下水道放流施設工事監理業務委託
                  　最終処分場埋立現況調査測量業務委託
　令和6年度　　　 　最終処分場アドバイザリー業務

施行済

全体計画 計 画 期 間 令和 3 年度

目　　的
焼却灰（溶融飛灰）及び不燃残渣を埋立て処分し、廃棄物層から浸出する汚水を法令に基づき
適正に処理し、施設の機能を十分に発揮できるよう維持管理に努めることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

塵芥処理費

事 業 名 最終処分整備事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 2 清掃費 目 2

委託料 3,280 委託料 10,920

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

495 工事請負費 96,837
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価 　計画どおり撤去工事を完了した。

事
業
成
果

成果目標 　工期内に撤去工事を完了する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

工期内の撤去工事完了 - - - -

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

19,320 14,080 0

工事請負費 19,320 工事請負費 14,080

[ 単位：千円 ]

　損壊家屋撤去工事　14,080,000円（前払金）

当該年度 令和7年度

　損壊家屋撤去工事　19,320,400円

翌年度以降

～ 令和 7 年度

損壊家屋撤去工事（令和6年6月29日大雨災害）
　契約金額　　　35,200,000円
　変更契約金額　33,400,400円
　工　　期　　　令和7年2月13日～7月31日
　工事箇所　　　富津市梨沢地先

施行済 令和6年度

全体計画 計 画 期 間 令和 6 年度

目　　的
　令和6年6月29日の大雨により損壊した家屋について、生活環境の保全上の支障を除去すると
ともに、二次災害の防止、被災者の生活再建支援及び被災地の迅速な復旧を図るため、当該家
屋の解体、撤去及び処分を実施する。

事
　
業
　
概
　
要

塵芥処理費

事 業 名 災害等廃棄物処理事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 2 清掃費 目 2
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

塵芥処理費

事 業 名 環境センター整備基金費 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 2 清掃費 目 2

目　　的
富津市環境センター整備基金条例を制定し、新環境センターの整備にあたり、財源を計画的
に確保する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　
　富津市環境センターは、市民生活に密着した必要不可欠な施設であるが、現有施設は稼働から長年が経過
し、老朽化が進んでおり新たな施設整備を行う必要がある。
　整備に向けた財源を計画的に確保するため「富津市環境センター整備基金条例」を制定、令和7年度は、1
億5千万円の積立金を計上した。
　なお、新施設は令和14年度の稼働を目指し、基金残高の目標額を10億円程度としたなかで、次年度以降も
計画的に積み立てを行っていく。

令和6年度　積立金　300,000,000円
令和7年度　積立金　150,000,000円　合計　450,000,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

150,000 300,000 0

積立金 150,000 積立金 300,000

令和６年度 令和５年度

積立金 千円 150,000 300,000
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

積立金 千円 150,000 300,000

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
令和7年度は、整備基金に1億5千万円の積立てを行った。
引き続き、財政担当と協議を行い、計画的な積み立てを目指したい。

事
業
成
果

成果目標 新環境センターの施設整備を目標（令和14年度操業開始）とし、継続して積み立てを行う。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

原材料費 672 原材料費 1,057 原材料費 404

役務費 137 役務費 136 その他 340

需用費 39,314 委託料 46,160

工事請負費 19,910 工事請負費 18,700 需用費 33,923

事業の自己評価

　下水道の普及率が低いなか、し尿や浄化槽汚泥を適正に処理し、水質汚濁を防止するため
に必要不可欠な施設である。
　当施設は稼働から長年が経過しており、施設設備の老朽化が散見されるようになってき
た。今後も安定稼働をしていくためには、引き続き計画的な修繕を行っていく必要がある。

事
業
成
果

成果目標 　市内で発生した、し尿及び浄化槽汚泥の全量を適正かつ安定的に処理する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値）

事
業
実
績

令和５年度

し尿及び浄化槽汚泥の処理率 ％ 100 100 100

令和７年度 令和６年度単位

令和６年度 令和５年度

し尿・浄化槽汚泥搬入量 トン 15,997 17,165 17,326
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

108,280 105,206 166,913

委託料 49,570 委託料 45,999 工事請負費 86,086

需用費 37,991

[ 単位：千円 ]

1.　概要　一般家庭から収集した、し尿及び浄化槽汚泥を薬品処理により汚濁物質の分離を行い、
　　　　　処理水を下水道に放流する。また、凝集処理において発生する汚泥の処理及び施設の適正な
　　　　　維持管理を行う。

2.　業務　●富津市クリーンセンター運営に係る各種業務委託契約・・49,569,702円(委託料)
　　　　　　・し尿処理場維持管理業務委託  　　　　　　　　　　　38,174,400円
　　　　　　・し尿汚泥運搬業務委託     　　　　　　　　　　　　　5,148,000円
　　　　　　・警備業務委託    　　　　　　　 　　　　　　　　　　　315,480円
　　　　　　・各種設備保守点検業務委託    　　　　　　　　　　　 5,931,822円

　　　　　●施設の維持管理等の実施・・・・・・・・・・・・・・　37,990,754円(需用費）
　　　　　　・光熱水費    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22,595,763円
　　　　　　・医薬材料費  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14,510,925円
　　　　　　・消耗品費　　　　　　　     　 　　　　　　 　　　　  440,216円
            ・修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 443,850円

　　　　　●施設の維持管理等の実施
　　　　　　・通信運搬費、保険料・・・・・・・・・・・・・・・ 　　137,279円(役務費）
　　　　　　・原材料費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 　671,957円(原材料費)

　　　　　●施設の改修工事の実施・・・・・・・・・・・・・・・　19,910,000円(工事請負費)
            ・破砕機整備、硝化脱窒素槽攪拌装置・曝気装置整備、中濃度臭気ファン整備、次亜
　　　　　　　塩素酸ナトリウム注入ポンプ整備

目　　的 　し尿及び浄化槽汚泥の適正な処理を行うことで、公共水域の水質汚濁を防止する。

事
　
業
　
概
　
要

し尿処理費

事 業 名 クリーンセンター管理運営事業 担当課 環境保全課

科　　目 款 4 衛生費 項 2 清掃費 目 3
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上水道費

事 業 名 かずさ水道広域連合企業団関係費 担当課 企画課

科　　目 款 4 衛生費 項 3 上水道費 目 1

目　　的
　かずさ水道広域連合企業団に対し、負担金及び出資金を支出することで、君津4市の市営水
道に対して水道用水を安定供給するとともに、経営の健全化及び経営基盤の強化を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

①かずさ水道広域連合企業団負担金・・・・・・・・・・1,076,000円
（内訳）
　・児童手当に係る経費の繰出（末端給水事業分）　　　　686,000円
　・児童手当に係る経費の繰出（水道用水供給事業分）　　390,000円
　
②かずさ水道広域連合企業団出資金・・・・・・・・・119,800,000円
（内訳）
　・統廃合事業等　  　　　　　　                   15,100,000円
　・管路更新及び施設更新事業　                    104,400,000円
　・災害対策（耐震化事業）　　　　 　　　　　    　 　300,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

120,876 323,075 355,022

 投資及び出資金 119,800  投資及び出資金 322,500  投資及び出資金 354,506

負担金補助及び交付金

令和６年度 令和５年度

年間総給水量（全体） ㎥ 51,479,915 51,186,568 51,602,028
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

年間総給水量（富津市） ㎥ 4,981,262 5,135,661 5,038,090

令和５年度

供給率（全体） ％ 99.82 101.13 98.63

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　平成29年10月に構成団体により合意した「君津地域水道事業統合広域化基本計画」（以下「基本計
画」という。）に基づき、平成31年4月から「かずさ水道広域連合企業団」として水道事業と水道用水
供給事業を実施している。令和7年度においては、富津地先配水管更新工事、青木地先配水管更新工事
などを実施した。その他については、今後も当該基本計画及び令和5年度に策定した「広域連合ビジョ
ン」に基づく事業を実施していく。

供給率（富津市） ％ 96.38 97.70 94.89

事
業
成
果

成果目標 　水道用水供給事業に係る供給率を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

1,076 負担金補助及び交付金 575 負担金補助及び交付金 516

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

－ 155 －
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農業振興費

事 業 名 農作物被害対策事業（有害鳥獣捕獲事業） 担当課 農林水産課（鳥獣対策室）

科　　目 款 6 農林水産業費 項 1 農業費 目 3

目　　的
　有害鳥獣による地域の生活環境又は農林産物等の被害を防止し、適正な管理対策を行うこと
により、地域農林業の発展と自然環境との調和を確保する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

● 有害被害対策実施隊員報酬（報酬）：4,000円/回 × 147回 ＝ 588,000円（民間隊員4名分）
                                     8,000円/回 ×  20回 ＝ 160,000円
● 普通旅費：2,680円（研修会）
● 農作物被害対策事業関連消耗品購入（消耗品費）　131,074円（賞状額縁、ﾗﾐﾈｰﾄﾌｨﾙﾑ、ﾀｯｸｲﾝﾃﾞｯｸｽ、サル捕獲用餌）
● 有害鳥獣捕獲事業委託料（委託料）
　【委託内容】　　有害鳥獣を捕獲駆除するために、富津市有害鳥獣対策協議会に業務を委託する。
　【履行機関】　　自　令和7年4月1日　至　令和8年3月31日
　【業務委託料】　42,349,811円（うち県補助金 　19,772,400円）
　【業務内訳】　  ◎ 県補助対象分
　                   　・捕獲駆除数
　　                    　イノシシ　　　　　　 6,000円× 2,725頭＝16,350,000円
　                      　シカ　　　　　　　   6,000円× 2,432頭＝14,592,000円
　                        サル　　　　　　     8,000円×　 166頭＝ 1,328,000円
　　                   ・一斉駆除　            3,000円×   171人＝   513,000円
                       ・一斉駆除犬出動       10,000円×　   4回＝  　40,000円
                       ・緊急出動　　        　3,000円×　 226回＝   678,000円
　　                   ・捕獲隊保険料　                     　     1,828,240円
                   　　・捕獲隊事務費　                    　     　 500,000円
　　　　　　　　　　　 ・需用費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  9,570円
　                   　・消耗品費　　　　                        　1,276,001円
    　　　　　　　　　　　　　　                     　①計　　　 37,114,811円 【県　補助率　1/2以下】
　                   　・捕獲強化対象獣支援事業
                         キョン　  　　　      6,000円×　 243頭＝ 1,458,000円 【県　補助率　定額　5,000円/頭】
　　                〇 市単独費 分
　                  　・小動物捕獲費　　 　    2,000円×1,533頭＝  3,066,000円
                      ・小動物檻管理費　　     3,000円×  103回＝    309,000円
　                    ・害鳥駆除費　　　　　   3,000円×　134人＝    402,000円
                     　　　　                          ②計　　　  3,777,000円
　　　　　　　　　　　　委託料合計（①＋キョン＋②）　　　　　　  42,349,811円
　
　　　　　　　　　　〇県補助金（野生獣管理事業）
　　　　　　　　　　　　対象事業費(37,114,811円)×1/2以内 ≒ 18,557,400円　③
　　　　　　　　　　　 （キョン）5,000円（定額）×243頭   ＝　1,215,000円　④
　　　　　　　　　　　  県補助金合計（③＋➃）　　　　　　　 19,772,400円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

43,232 38,016 43,369

委託料 42,350 委託料 37,981 委託料 43,155

報酬

4

令和６年度 令和５年度

駆除頭数：イノシシ 頭 2,725 2,224 3,293
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

駆除頭数：シカ 頭 2,432 2,283 2,074

駆除頭数：サル 頭 249

令和５年度

被害金額（農作物） 千円 16,899 13,473 17,384

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

166 207

事業の自己評価

　令和7年度における有害獣の駆除頭数はイノシシ、シカともに増加傾向である。サルにおい
ては、捕獲頭数は減少しているが、農作物被害、人の生活圏への被害は継続して発生している
ことから、被害を防止するため、捕獲機材の整備や捕獲を継続的に実施し、効果的な捕獲を実
施するとともに、地域と一体となった対策を推進していくことが必要である。

被害面積（農地） ha 10.5 10.6 11.0

事
業
成
果

成果目標 　鳥獣被害の軽減

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

748 需用費 18 需用費 156

需用費 131 報酬 16 報酬 54内　訳

合　計

事
　
業
　
費

旅費 3 旅費 1 旅費



－157－

農業振興費

事 業 名 農作物被害対策事業（鳥獣被害防止事業） 担当課 農林水産課（鳥獣対策室）

科　　目 款 6 農林水産業費 項 1 農業費 目 3

目　　的

　鳥獣による農林水産業等に係る被害を防止するためには、地域全体で被害防止対策に取り
組むための体制を整備することが必要とされているところである。当該事業は被害防除、生
息環境管理等の被害防止対策を総合的かつ計画的に実施し、鳥獣被害の軽減を図ることを目
的とするものである。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　●鳥獣被害防止総合対策交付金（負担金補助及び交付金）
　 事業主体：富津市有害鳥獣対策協議会
　 全体事業費：74,138,807円（うち 交付金　69,161,399円）
　①推進事業
　 ◎ 捕獲機材整備　3,613,500円（うち交付金　2,302,000円）
　　・ 箱わな（大型獣用）　31基　2,352,900円【交付率：1/2以内】
　　・ 箱わな(中型獣用)　　 1基　   70,400円【交付率：1/2以内】、箱わな(中型獣用)　1基　 70,400円【定額】
　　・ くくりわな　　　 　 24基 　 198,000円【交付率：1/2以内】、くくりわな　　　  8基　 66,000円【定額】
　　・ 移動式囲いわな　 　  1基  　855,800円【定額】
　 ◎　体制づくり支援　6,976,255円（うち交付金　4,351,000円）
　　・アドバイザー業務　　 一式　4,703,655円【交付率：1/2以内】
　  ・ICT新技術活用　　  　一式　2,021,800円【交付率：200万円以内】
　　　　　　　　　　　　　　　　　 250,800円【市単事業】
　 ◎　捕獲機材整備（市単独事業）1,040,600円
　　・ 箱わな（大型獣用） 10基　 　759,000円
　　・ 箱わな (中型獣用）　4基　 　281,600円
　 ◎ 捕獲活動支援　35,667,000円（うち交付金　35,667,000円）
　　・イノシシ 2,732頭（成獣：2,082頭、幼獣：650頭） 17,435,000円【交付率：定額】
　　・シカ 　  2,452頭（成獣：2,331頭、幼獣：121頭） 17,154,000円【交付率：定額】
　　・サル　　 　161頭（成獣：  131頭、幼獣： 30頭）　1,078,000円【交付率：定額】
 ② 整備事業
　◎ 鳥獣被害防止施設整備　26,841,452円（うち交付金 26,841,399円）
　　・ 電気柵　（3段）　            　    　553ｍ　     247,312円【交付率：定額】
　　・ 電気柵　（5段）　            　    1,186ｍ　     962,688円【交付率：定額】
　　・ ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ（ｲﾉｼｼ防止：Ｈ＝1,200）    9,291ｍ　  13,179,419円【交付率：定額】
　　・ ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ（ｼｶ防止：Ｈ＝2,000）      5,814ｍ 　 12,452,033円【交付率：定額】

● 有害獣防護柵設置事業補助金
　　 有害獣による農作物への被害を防止するための防護柵（電気及び物理柵）の設置に要する経費の補助
　 【補助対象者】　市内に住所を有する個人、団体及び法人
 　【補助率】　　　資材購入費の1/2以内（上限　50,000円）
 　【補助合計】　  5件　128,000円
　　　　　　　　　 【21,000円 1件・23,000円 2件・24,000円 1件・37,000円 1件】

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

74,267 81,621 75,178

負担金補助及び交付金 74,267 負担金補助及び交付金 81,621 負担金補助及び交付金 75,178

令和６年度 令和５年度

駆除頭数：イノシシ 頭 2,725 2,224 3,293
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

駆除頭数：シカ 頭 2,432 2,283 2,074

駆除頭数：サル 頭 249

令和５年度

被害金額（農作物） 千円 16,899 13,473 17,384

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

166 207

事業の自己評価

　令和7年度におけるイノシシ、シカの駆除頭数は増加している。また、サルにおいては駆除頭数は減
少しているが、農作物被害や人の生活圏への被害は継続して発生しているため、捕獲機材の整備や捕獲
を継続的に実施し、また、専門知識を有したアドバイザーによる講演会や捕獲技術講習会を開催し、地
域と一体となった対策を推進していくことが必要である。

被害面積（農地） ha 10.5 10.6 11.0

事
業
成
果

成果目標  鳥獣被害の軽減

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

内　訳

合　計

事
　
業
　
費
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農業振興費

事 業 名 農作物被害対策事業（狩猟免許促進事業） 担当課 農林水産課（鳥獣対策室）

科　　目 款 6 農林水産業費 項 1 農業費 目 3

目　　的
　生息する野生鳥獣を適正に管理し、生活環境、農林水産業、生態系に係る被害を防止する
ため、狩猟免許の取得促進を行い、有害鳥獣の捕獲に従事する担い手の確保を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

● 狩猟免許取得推進事業（負担金補助及び補助金）
　　【補助対象者】　事業年度内狩猟免許（わな猟）取得者 10名

　　【補助対象経費】
　　　・ 狩猟講習会受講料　 （上限 10,000円）
      ・ 狩猟免許受験手数料 （上限  新規取得：5,200円、わな猟免許以外所持者：3,900円）

　　【補助率】2/3以内（県：1/2以内　市：補助残）

　　【補助額】
　　　・ 新規免許取得者（8名）
　　　　　15,200円×2/3＝10,133円/名（うち県補助額1/2　5,066円、市補助額　1/2　5,067円）
　　　　　10,133円×8名＝81,064円
　　　・ 初心者講習会受講者のみ（2名）
　　　    10,000円× 2/3以内 ≒ 6,666円/名
          6,666円 × 2名 ＝ 13,332円
　　　・ わな猟免許以外所持者（0名）
　　　・補助合計　新規取得 81,064円+講習のみ 13,332円+わな猟免許以外所持者 0円 ＝ 94,396円①
　　【経費内訳】　  （県）（ 94,396円×1/2以内） ≒ 47,194円
　　　　　　　　　　（市）   94,396円－47,194円  ＝ 47,202円【補助残】
● 狩猟免許更新事業【市単独事業】
　　【補助対象者】　事業年度内狩猟免許更新者　18名
　　【補助対象経費】　事業年度内狩猟免許更新手数料
　　【補助率】　更新手数料　１種類につき2,900円（10/10）
　　【補助額】　1種類更新　2,900円×1種類×11名＝31,900円
　　　　　　　  2種類更新  2,900円×2種類× 7名＝40,600円
    ・補助合計　1種類更新 31,900円＋2種類更新 40,600円 ＝ 72,500円②

　　　　①＋②＝166,896円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

167 111 71

負担金補助及び交付金 167 負担金補助及び交付金 111 負担金補助及び交付金 71

令和６年度 令和５年度

新規免許取得者 人 10 13 9
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

免許更新者 人 18 - -

令和５年度

被害金額（農作物） 千円 16,899 13,473 17,384

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　当該事業は鳥獣被害対策のうち、捕獲体制の推進を図るものであり、捕獲従事者のみの負
担が過大とならないよう、個人（自助）、地域（共助）、公的機関（共助）が連携した「獣
害につよい集落づくり」を推進していくことが必要である。

被害面積（農地） ha 10.5 10.6 11.0

事
業
成
果

成果目標 鳥獣被害の軽減

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

内　訳

合　計

事
　
業
　
費



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 855

農業振興費

事 業 名 中山間地域等直接支払推進事業 担当課 農林水産課

科　　目 款 6 農林水産業費 項 1 農業費 目 3

目　　的
　農業生産条件が不利な中山間地域等における農業生産の維持を図りながら、農地・農業施
設のもつ洪水や土砂崩れの防止、水源の涵養、自然環境の保全等といった多面的機能を確保
する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●中山間地域等において、農業生産条件の不利を補正するために農業生産活動に補助金を交付する。
　　①＋②＝992,963円

　・補助率：定額（田（急傾斜）：21,000円/10a、畑（急傾斜）：11,500円/10a）
　・活動内容による補正（農業生産活動等を継続するための活動：基礎単価の8割）
　・活動集落　2集落
　　①相川寺原　21,000円/10a×0.8×372.01a≒624,976円
　　②豊岡神徳　21,000円/10a×0.8×219.04a≒367,987円
　・負担区分（補助）　国：1/2以内、県：1/4以内、市：1/4

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

993 855 855

負担金補助及び交付金 993 負担金補助及び交付金 855

令和６年度 令和５年度

農作物の作付面積 a 591 509 509
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

活動集落数 地区 2 2 2

令和５年度

活動集落数 地区 2 2 2

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　令和7年度からの5か年が第6期対策期間となることに伴い、農業生産活動を行う農地の見直
しを行った。
　現在活動している2集落においても人口の減少や高齢化の問題があり、いかに事業を継続し
ていくかが今後の課題である。

事
業
成
果

成果目標
　農業生産条件の不利な中山間地域における活動集落数を増やすことが農業生産の維持につ
ながるため成果目標に設定した。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

－ 159 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 3,335

農業振興費

事 業 名 経営所得安定対策等推進事業 担当課 農林水産課

科　　目 款 6 農林水産業費 項 1 農業費 目 3

目　　的
　需要に見合った生産によって米価を維持するため、主食用米以外の作物を作付けするよう
推進する。経営所得安定対策の実施に必要となる推進活動のうち、富津市農業再生協議会が
行う推進活動や要件確認等に必要な経費を助成し、制度を円滑に推進する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●経営所得安定対策等推進事業交付金
　
　補助額　　3,145,748円×10/10＝3,145,748円

　事業主体　富津市農業再生協議会
　
　補助率　　国：10/10以内

　補助対象　謝金　　　　　812,430円　　営農計画書の配布・回収に係る支部長報償費
　（内訳）　印刷製本費　　426,706円　　営農計画書・封筒等の印刷
　　　　　　通信運搬費　　632,926円　　加入申請者への各種確認書類、交付申請書等郵送
　　　　　　雑役務費　　　961,290円　　水田耕作台帳システムの使用料・保守料、振込手数料
　　　　　　消耗品費　　　312,396円　　紙、チューブファイル、インクジェット等事務用品購入
　　　　　　　合計　　　3,145,748円
　
　事業内容：経営所得安定対策等の普及推進活動

　富津市農業再生協議会が策定した「生産の目安」に即した生産を推進し、主食用米以外の作物の生産面積
に応じて交付金を交付するため、現地確認等を行う。

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

3,146 3,279 3,335

負担金補助及び交付金 3,146 負担金補助及び交付金 3,279

令和６年度 令和５年度

経営所得安定対策等普及推進活動 件 1 1 1
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

加入者数（経営所得安定対策） 人 43 49 64

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　当市は、平成26年度以降は主食用米の作付けが計画的に行われ、生産調整（平成30年度以降は生産目
安）を達成しているが、引き続き需要に見合った米の生産のため、事業継続が必要である。
　制度の内容が複雑で交付対象要件も改正されており、飼料用米の生産に取り組む農業者が減少したこ
とによってここ3年は加入者数の減少が続いているものの、安定した農業経営を推進するために、引き
続き制度の周知に努めていく。

事
業
成
果

成果目標
　米価の安定に寄与するため、経営所得安定対策制度を周知し、水田耕作農家の加入を推進
しているので、加入者数の増加を成果目標とした。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

－ 160 －



農業振興費

事 業 名 農業次世代人材投資事業 担当課 農林水産課

科　　目 款 6 農林水産業費 項 1 農業費 目 3

目　　的

　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図ることを目的とし、経営が不安定な就農直後（5
年以内）の所得を確保するため、年間150万円（令和3年度採択者は経営開始4年目以降年間
120万円）を限度と給付金を交付する。
　令和4年度以降の採択者については、経営開始資金を交付している。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●農業次世代人材投資事業
　事業内容　経営の不安定な就農初期段階の認定新規就農者に対して給付金を交付し、担い手の育成・
　　　　　　確保を図り、効率的・安定的な農業経営の確立を支援する。
　対象者　　2人（うち夫婦型1組）
　補助額　　1,500,000円/人・年間、夫婦型　2,250,000円/組・年間（国：10/10以内）
　補助金額　　900,000円（4年度目半年分）＋900,000円（5年度目半年分）×1組＝1,800,000円

●経営開始資金
　事業内容　次世代を担う農業者となることを志向する経営開始直後の新規就農者に対して経営開始資金
　　　　　　を交付することで、青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図る。
　対象者　　3人
　補助額　　1,500,000円/円・年間（国：10/10以内）
　補助金額　1,500,000円×3人＝4,500,000円
　
●経営発展支援事業
　事業内容　新規就農者に対する就農後の経営発展のための機械・施設等の導入を支援する。
　対象者　　1人
　補助額　　経営開始資金の交付対象者は国費上限2,500,000円（国：1/2以内、県：1/4以内）
　補助金額　4,700,000円×3/4以内＝3,525,000円
　　　　　　田植え機の導入

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

9,825 5,400 6,000

負担金補助及び交付金 9,825 負担金補助及び交付金 5,400 負担金補助及び交付金 6,000

令和６年度 令和５年度

補助金交付件数 件 5 4 3
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

資金受給者の営農指導 回 5 7 16

令和５年度

認定新規就農者の認定数 人 3 1 1

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　新規就農者への支援により、農業の担い手の育成に貢献した。
　本市の農業の現状は、農業従事者の高齢化、農家数の減少、担い手の不足などの諸問題を抱えてい
る。引き続き意欲のある農業者を育成し、効率的・安定的な農業経営の実現に向けた経営を支援すると
ともに、新たな担い手の確保を図る。

上記のうち給付金（資金）受給者 人 2 1 0

事
業
成
果

成果目標 　新規就農者の定着と営農の継続を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

内　訳

合　計

事
　
業
　
費
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農地費

事 業 名 多面的機能支払交付金事業（推進事業） 担当課 農林水産課

科　　目 款 6 農林水産費 項 1 農業費 目 6

目　　的 　多面的機能支払交付金事業を円滑に推進する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　多面的機能支払交付金事業を行うために必要な資料作成及び確認事務を委託する。
　
●旅費　　　　　　　　　　　　　支出なし

●消耗品費　　　　　　　　　　 137,817円

●協定農用地確認調査業務委託　 253,000円

　・件名　　：令和7年度多面的機能支払現地確認及び認定農用地・保全区域内施設等の図面作成業務委託
　・受注者　：千葉県土地改良事業団体連合会
　・委託場所：多面的機能支払交付金事業実施組織2地区
　・委託内容：現地確認（西川、湊地区西部）
　　　　　　　図面作成（西川、湊地区西部）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

391 306 413

委託料 253 委託料 275 委託料 368

需用費

令和６年度 令和５年度

活動団体数（共同活動） 団体 12 12 12
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

活動団体数（施設の長寿命化のための活動） 団体 6 5 5

令和５年度令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　多面的機能支払交付金事業を円滑に推進するために必要な業務であり、適切に図面作成や
現地確認作業を行うことができた。

事
業
成
果

成果目標
　本事業は多面的機能支払交付金を交付するに当たり必要な図面作成や現地確認作業を行う
ものであり、目的と事業の性質から具体的な指標の設定は困難。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

138 需用費 31 需用費 41

旅費 4内　訳

合　計

事
　
業
　
費
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農地費

事 業 名 多面的機能支払交付金事業（農地維持支払交付金） 担当課 農林水産課

科　　目 款 6 農林水産費 項 1 農業費 目 6

目　　的
　農業者等による組織が取り組む、水路の泥上げや農道の路面維持等の地域資源の基礎的保
全活動や農村の構造変化に対応した体制の拡充・強化等、多面的機能を支える共同活動を支
援する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　多面的機能支払交付金（農地維持等）・・・多面的機能を支える共同活動の支援。

　交付率・・・国（1/2）、県（1/4）、市（1/4）

●農地維持支払交付金　　9,482,700円
　
　　　　　　　　　　　　国（1/2）4,741,350円
　　　　　　　　　　　　県（1/4）2,370,675円
　　　　　　　　　　　　市（1/4）2,370,675円

　交付地区　　13地区（湊東部、竹岡西部、大田和、西川、下花香谷、関山、谷田皿引、関、長崎、
　　　　　　　　　　　大川崎、海良、湊西部、岩本）

　対象農用地　32,914a（田　28,999a、畑　3,915a）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

9,483 9,478 9,442

負担金補助及び交付金 9,483 負担金補助及び交付金 9,478 負担金補助及び交付金 9,442

令和６年度 令和５年度

活動団体数（農地維持等） 団体 13 13 13
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

活動面積（農地維持等） a 32,914 32,908 32,932

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　農業・農村の多面的機能の発揮のための地域活動や営農の継続等に対する支援を行い、多
面的機能が今後とも適切に発揮されるよう後押しを行うことができた。引き続き、現在活動
している団体の支援を行うとともに、活動面積の拡大や新規活動団体の結成に向けた取組み
についても支援を行っていきたい。

事
業
成
果

成果目標 　農村環境の良好な保全を図るため、活動面積（農地）を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

内　訳

合　計

事
　
業
　
費
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 9,994

農地費

事 業 名 多面的機能支払交付金事業（資源向上支払交付金） 担当課 農林水産課

科　　目 款 6 農林水産費 項 1 農業費 目 6

目　　的
　農業者等による組織が取り組む、水路の泥上げや農道の路面維持等の地域資源の基礎的保
全活動や農村の構造変化に対応した体制の拡充・強化等、多面的機能を支える共同活動を支
援する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　多面的機能支払交付金（資源向上支払）・・・地域資源（農地、水路、農道等）の質的向上を図る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同活動の支援

　交付率・・・国（1/2）、県（1/4）、市（1/4）

●（共同活動）交付金額　　4,524,390円
　
　交付地区　　12地区（湊東部、竹岡西部、大田和、西川、下花香谷、関山、谷田皿引、関、長崎、
          　　　　　　大川崎、海良、湊西部）

　対象農用地　31,687a（田　27,876a、畑　3,811a）

●（施設の長寿命化のための活動）交付金額　　6,647,721円
　
　交付地区　　6地区（下花香谷、湊西部、西川、湊東部、長崎、谷田皿引）

　対象農用地　20,477a（田　18,551a、畑　1,926a）

　
　国（1/2）　5,586,048円
　県（1/4）　2,793,020円
　市（1/4）　2,793,043円
　　　　 計 11,172,111円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

11,172 9,392 9,994

負担金補助及び交付金 11,172 負担金補助及び交付金 9,392

令和６年度 令和５年度

活動団体数（共同活動） 団体 12 12 12
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

活動団体数（施設の長寿命化のための活動） 団体 6 5 5

令和５年度

活動面積（共同活動） a 31,687 31,681 31,689

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　農業・農村の多面的機能の発揮のための地域活動や営農の継続等に対する支援を行い、多
面的機能が今後とも適切に発揮されるよう後押しを行うことができた。引き続き、現在活動
している団体の支援を行うとともに、活動面積の拡大や新規活動団体の結成に向けた取組み
についても支援を行っていきたい。

活動面積（施設の長寿命化のための活動） a 20,477 19,167 19,167

事
業
成
果

成果目標 　農村環境の良好な保全を図るため、活動面積（農地）を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価

　商工振興を図るうえで、経営指導員等の専門人材を配置し、地域に密着した支援を行う商
工会の取り組みは必要である。
　創業準備段階での支援が課題となっていることから、次年度から「富津市あなたのチャレ
ンジサポート！創業支援事業」を創設し、富津市商工会と協働し取り組んでいくこととして
いる。

確定申告及び消費税申告指導 件 351 351 313

事
業
成
果

成果目標
　富津市商工会で経営改善普及事業及び創業・事業承継支援事業を実施し、地域における創
業等の支援体制の整備を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

1,128 1,380 1,418

令和５年度

各種講習会参加者 人 155 91 139

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

各種講習会の実施 回 11 5 10
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

所得税・消費税確定申告相談会 回 15 16 16

経営指導員による相談指導 回

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

10,763 11,903 12,225

 負担金補助及び交付金 10,763  負担金補助及び交付金 11,903  負担金補助及び交付金 12,225

[ 単位：千円 ]

 ● 富津市商工業振興事業（負担金補助及び交付金）　　10,763,084円

　［事業概要］

　　小規模商工事業者のために行う指導事業及び地域商工振興事業に要する経費に対し、補助金を交付

　［事業主体］
　
　　富津市商工会

　［事 業 費］

　　・ 経営改善普及事業
　
　　　60,744,900円×16％以内＝9,719,184円

　　　【事業内容】
　　　　補助対象職員設置費　　　　58,836,909円×16％以内≒9,413,905円
　　　　経営支援事業指導事業費　　 1,695,553円×16％以内≒  271,289円
　　　　資質向上対策費　　　　　　 　212,438円×16％以内≒   33,990円
　
　　・ 創業・事業承継支援事業

　　　1,043,900円（市長が認める額）

　　　【事業内容】
　　　　富津市創業支援事業計画に基づく、創業支援セミナー等の開催

目　　的
　富津市商工会の取り組みを支援することで、地域の中小企業や個人事業者への創業支援体
制を促進し、商工業の健全な育成及び振興を図る。

事
　
業
　
概
　
要

商工振興費

事 業 名 商工振興関係費（商工業振興事業補助金） 担当課 商工観光課

科　　目 款 7 商工費 項 1 商工費 目 2
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

7,322 負担金補助及び交付金 7,386 負担金補助及び交付金 8,156

補償補填及び賠償金 543 補償補填及び賠償金 83

事業の自己評価

　社会情勢の変化などに伴い、中小企業資金融資利子補給事業における令和7年4月1日以降に融資され
た資金に対する利子補給率について1.5％から2.0％に引き上げを行った。原材料費の上昇や光熱費の高
騰、燃料価格の変動など物価高騰の影響が全国的に広がる中、さらに円安や不安定な国際情勢による輸
入コストの増加などが重なることとなり、地域の事業者にとっても厳しい環境が続いている。制度の利
用件数が急激に増加する可能性も検討しておく必要がある。

小規模事業者経営改善資金利子補給金額 円 907,096 679,769 319,808

事
業
成
果

成果目標
　利子補給を行うことによって、中小事業者の負担を軽減するとともに、金融機関等からの
資金の融通を円滑にすることで、事業の継続や創業、設備投資などを促進し、市内の中小企
業の経営安定を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

69 55 42

令和５年度

中小企業資金融資利子補給金額 円 6,397,935 6,227,255 5,415,159

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

中小企業資金融資貸付件数 件 34 39 40
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

中小企業資金融資利子補給件数 件 165 159 162

小規模事業者経営改善資金利子補給件数 件

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

77,322 77,929 78,239

貸付金 70,000 貸付金 70,000 貸付金 70,000

負担金補助及び交付金

[ 単位：千円 ]

● 中小企業資金融資利子補給事業（負担金補助及び交付金）　　6,397,935円（165件）
　富津市中小企業資金融資条例に基づき資金の融資を受けた中小企業者等に対し当該融資の利子の一部を
補給

● 小規模事業者経営改善資金利子補給事業（負担金補助及び交付金）　　907,096円（69件）
　本市における小規模事業者の経営の安定化及び資金調達の円滑化を図るため、株式会社日本政策金融公
庫から小規模事業者経営改善資金融資を受けた者に対し、その利子の一部を補助

● 中小企業資金緊急融資信用保証料及び利子補給金（負担金補助及び交付金）　16,752円（2件）
　新型コロナウイルス感染症による影響を受けて業況が悪化している市内の中小企業者及び小規模企業者
が、千葉県中小企業振興資金融資要綱に基づく融資を受けた場合において、当該融資の信用保証料及び利
子に対する補給金を交付。

● 中小企業融資貸付金（貸付金）
　富津市中小企業資金融資条例に基づき融資を行う取扱金融機関に対する預託金。
　・千葉銀行　　　 7,568,000円
　・京葉銀行　　　 7,208,000円
　・千葉信用金庫　13,512,000円
　・君津信用組合　41,712,000円
　※ 融資枠：各金融機関と覚書により預託金額の10倍　700,000,000円
　（雑入）　52,376円
　　〇 中小企業資金融資代位弁済回収金　26,940円［1件（個人事業者）］
　　〇 富津市中小企業資金緊急融資信用保証料及び利子補給金交付に係る信用保証料返還金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25,436円［2件（法人）］

目　　的
　利子補給を行うことによって、中小事業者の負担を軽減するとともに、金融機関等からの
資金の融通を円滑にすることで、事業の継続や創業、設備投資などを促進し、市内の中小企
業の経営安定を図る。

事
　
業
　
概
　
要

商工振興費

事 業 名 中小企業資金融資対策事業 担当課 商工観光課

科　　目 款 7 商工費 項 1 商工費 目 2
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事業の自己評価

　社会情勢の変化に伴い、旅行スタイルも多様化していることから、状況の変化に合わせた
情報発信、誘致活動を実施していく必要がある。また、国内において、外国人観光客も増加
していることからインバウンドへの対応、この他ペット連れの観光客の受入態勢強化につい
て進めていく必要がある。

事
業
成
果

成果目標
　観光協会による各種事業の実施や情報発信により、富津市のイメージアップを図り観光客
の増加に繋げる。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

4 5

令和５年度

　年間観光客入込数（年度報） 千人 1,984/2,500 1,963/2,500 1,865/2,500

令和７年度 令和６年度

情報発信（ホームページ、SNS等） 回 随時 随時 随時
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

各種観光誘致イベント 回 11 15 13

観光関連事業者商談会への参加 回 4

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

 ● 富津市観光協会補助金（負担金補助及び交付金）　　3,600,000円

　富津市観光協会が富津市における観光に関する計画を推進し、観光資源の開発、観光施設の整備保存を図
ることで、活力ある観光地づくりを促進し、市民生活及び公共の福祉の向上を図るとともに地域経済や文化
の発展に寄与する等目的達成のための事業を展開するため、事業費に対し、補助金を交付する。
　
　［主な事業・誘致活動］
　　・海水浴場開設、海水浴場での宝探しイベント開催
　　・東京湾大感謝祭イベント（横浜市）　参加
　　・投げ釣りイベント「ちょい投げ房総族」in下洲海岸開催
　　・甲州市およっちょい祭りでの観光PR・出展
　　・首都圏商談会参加
　　・群馬商談会参加
　　・JR船橋駅における観光PR実施
　　・JR駅からハイキング（2コース）
　　・東北圏商談会参加
　　・海城サミット2025 in Chiba　各種イベント協力
　　・房総麵祭り出店

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　富津市における観光に関する計画を推進し、観光資源の開発、観光施設の整備保存を図る
ことにより、活力ある観光地づくりを促進し、市民生活及び公共の福祉の向上を図るととも
に、地域経済や文化の発展に寄与することを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

観光費

事 業 名 観光総務関係費（市観光協会補助金） 担当課 商工観光課

科　　目 款 7 商工費 項 1 商工費 目 4

負担金補助及び交付金 3,600負担金補助及び交付金 3,600 負担金補助及び交付金

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

3,600 3,600 3,600

3,600
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

負担金補助及び交付金 1,040

観光費

事 業 名 宿泊・滞在型観光促進事業 担当課 商工観光課

科　　目 款 7 商工費 項 1 商工費 目 4

目　　的
　富津市・館山市・南房総市・鴨川市・鋸南町の4市1町の有する観光の魅力を引き出し、そ
の質の向上を図り、観光を地域経済の活性化に確実に結びつけるため、経済波及効果の高い
観光客の宿泊・滞在の促進及び滞在時間の長時間化を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

● 宿泊・滞在型観光促進事業負担金（負担金補助及び交付金）　1,040,000円

　・観光客誘致キャンペーン等　　8回
　（ウイング久里浜キャンペーン、京急上大岡キャンペーン、横浜SOGO新都市プラザキャンペーン　他）

　・各種情報誌への広告掲載、メディアでの情報発信
　（TV神奈川出演、よこすかFM出演、YouTube制作・配信 ほか）

　・ノベルティ制作
　（クリアファイルバック制作 ほか）

　
　［宿泊・滞在型観光推進協議会 構成各市町負担金額］
　
　　　富 津 市　  　1,040,000円
　　　館 山 市　　  1,130,000円
　　　南房総市　    　870,000円
　　　鴨 川 市　　  　800,000円
  　　鋸 南 町　　  　160,000円
　
　　　合　計　　　  4,000,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,040 1,040 1,040

負担金補助及び交付金 1,040 負担金補助及び交付金 1,040

令和６年度 令和５年度

観光客誘致キャンペーン等 回 8 6 6
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

YouTube動画作成 本 14 8 6

令和５年度

　年間観光客入込数（年度報） 千人 1,984/2,500 1,963/2,500 1,865/2,500

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　本市を含む房総南部地域4市1町で組織する協議会の各種活動により、当地域の情報がメディアや情報
誌に取り上げられるなど、本市の魅力発信に加え隠れた魅力の掘り起こしにも繋がっている。
　令和7年4月からアクアラインの混雑緩和のため、新たにETC時間帯別料金が変更となった。これに
よって県外からの観光客の滞在時間等の変化も予想されるところであり、引き続き観光客のニーズ、行
動範囲を見据えた上で、広域連携による周遊型観光の推進をしていく。

事
業
成
果

成果目標
　房総南部地域との広域連携による事業の実施により、当地域の多くの魅力を発信すること
で、本市への観光客の増加を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

備品購入費 253 役務費 229 需用費 293

役務費 224 備品購入費 43 備品購入費 221

委託料 13,112

使用料及び賃借料 1,384 使用料及び賃借料 1,360 使用料及び賃借料 1,375

需用費 591 需用費 733 役務費 349

観光費

事 業 名 海水浴場管理運営事業 担当課 商工観光課

科　　目 款 7 商工費 項 1 商工費 目 4

目　　的
　都心からアクセスがよい自然海岸を有する利点を生かし、本市の風光明媚な海岸線に安
全・安心な海水浴場を開設し、観光資源として活用することで誘客を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

● 消耗品費（需用費）
　　海水浴場開設に伴う各種消耗品の購入費　　　　　　　　　　  　 248,696円
● 燃料費（需用費）
　　海岸清掃実施に伴う重機燃料代　　　　　　　             　　  115,289円
● 光熱水費（需用費）
　　海水浴場開設中の電気料金                               　　   11,157円
● 修繕料（需用費）
　　海水浴場設備に係る修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　　　 216,150円

● 通信運搬費（役務費）
　　海水浴場開設期間中の報告、連携に伴う電話設置費及び通話料　　 111,039円

● 手数料（役務費）
　　新舞子・大貫中央海水浴場公衆トイレ汲取り料         　　　　　113,080円

● 海水浴場管理運営に係る各種業務委託料（委託料）
　・上総湊海浜公園トイレ清掃業務（海水浴場開設期間）　  　　　　  16,500円
　・大貫海浜児童遊園地トイレ清掃業務（海水浴場開設期間）　　　　　16,500円
　・海水浴場監視業務（富津・大貫中央・新舞子・上総湊）　      12,738,000円
　・駐車場警備業務（大貫中央・新舞子・上総湊）　　　　　　　　　 605,000円
　・海水浴場仮設電気設置業務 （富津・大貫中央・新舞子・上総湊）  792,000円
　・新舞子海水浴場清掃業務（漂着流木等撤去）　　　　　　　   　　 91,080円

● 海水浴場管理運営に係る各種使用料及び賃借料（使用料及び賃借料）
　重機借上料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 746,460円
　監視小屋（コンテナハウス）借上料                               638,000円

●備品購入費（備品購入費）
　・海水浴場開設に伴う備品購入費　　　　　　　　　　　　　　　　 253,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

16,711 16,275 15,350

委託料 14,259 委託料 13,910

令和６年度 令和５年度

市内海水浴場の開設延日数 日 120 120 120
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

（R5,R6,R7：4か所）

令和５年度

海水浴場入込客数 人 28,202 36,212 14,633

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　近年では全国的に海洋レジャーの多様化や猛暑の影響などによって海水浴場は減少傾向にある。本市
全体の観光客入込客数がコロナ禍前までにほぼ回復している一方で、開設期間が限られた中では、海水
浴場入込客数はコロナ禍前の5割程度にとどまっている。
　本市の南北40㎞に及ぶ海岸線は魅力的な観光資源であり、新たな観光資源としての活用方法について
も研究していく。

事
業
成
果

成果目標
　海水浴場を開設することにより多くの海水浴客を集め、海水浴場周辺への経済効果に繋げ
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価

　実施期間が令和8年10月31日までとなっていることから、令和8年度決算において評価を行
う。
　なお、自己評価にあたっては、委託事業者も交えて実施方法などについて意見交換を行う
こととしたい。

事
業
成
果

成果目標
　プレミアム付商品券の発行・販売等を実施し、物価高騰の影響を受けている市民等の消費
の下支え及び市内での消費喚起を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

- - 5,854/6,000

令和５年度

　換金額 千円 （-/252,000） - 132,778/133,991

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

販売数 口 （-/18,000） - 10,307/12,000
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

　　内スマートフォン型販売数 口 - - 4,453/6,000

　　内カード型販売数 口

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

85,331 18,945 58,406

委託料 85,331 委託料 18,945 委託料 58,406

[ 単位：千円 ]

◎ 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業

［委託名称］富津市プレミアム付商品券等事業業務委託
［委 託 先］富津市商工会
［委託期間］令和8年1月28日～令和8年10月31日
［事 業 費］

　≪決算額≫
　● プレミアム付商品券事務委託料（委託料）
　《商工観光課》
　　事務費委託料26,661,580円×50%＝13,330,790円（前払い特約）
　　※ 未払額 （26,661,580円－13,330,790円＝13,330,790円）については令和8年度へ繰越

　● プレミアム付商品券事業委託料（委託料）
　《商工観光課》
　・事業費委託料（プレミアム分）
　　72,000,000円×100%＝72,000,000円（前払い特約）

　　〇委託金額総額 245,526,000円

　　《商工観光課》
　　・事務費委託料26,661,580円
　　・事業費委託料（プレミアム分）72,000,000円

　　《介護福祉課》
　　・事務費委託料（高齢者給付分）2,778,160円
　　・事業費委託料（高齢者給付分）82,000,000円

　　《社会福祉課》
　　・事務費委託料（低所得者給付分）2,086,260円
　　・事業費委託料（低所得者給付分）60,000,000円

目　　的
　プレミアム付商品券の発行・販売等を実施し、物価高騰の影響を受けている市民等の消費
の下支え及び市内での消費喚起を図る。

事
　
業
　
概
　
要

プレミアム付商品券事業費

事 業 名 プレミアム付商品券事業 担当課 商工観光課

科　　目 款 7 商工費 項 1 商工費 目 5
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 134 役務費 172 役務費 185

その他 46 その他 43 その他 50

報償費 317 報償費 553

需用費 207 需用費 241 需用費 191

土木管理費 目 1科　　目 款 8 土木費 項 1 土木総務費

事 業 名 地籍調査事業 担当課 建設課

目　　的
　毎筆の土地について、その所有者、地番、地目、地積及び境界に関する調査を行い、結果
をまとめ地図及び簿冊を作成し、地籍の明確化を図ることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

●委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計 42,350,000円
　地籍調査業務委託料
　委託場所：西大和田地先、千種新田地先（西大和田及び千種新田の各一部）
　　千種新田Ⅱ地区　計画面積：0.24k㎡
　　　委託内容：地籍図根三角測量（C工程）、一筆地調査（E工程）、地籍細部測量（FI工程）、一筆地測
量（FⅡ-1工程）
    西大和田Ⅵ地区、千種新田Ⅰ地区　計画面積：0.22k㎡
　　　委託内容：地籍図原図作成（FⅡ-2工程）、地積測定（G工程）、地籍図及び地籍簿の作成（H工程）

●報償費　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　計　  468,996円
　地籍調査推進委員報償費

●需用費　　 　　　　　                        計    207,046円
　地籍調査説明用資料　　　　　　　　　　　　　　　　 184,800円
　消耗品費　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 22,246円

●役務費　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　計　　133,880円
　地籍調査推進委員の傷害補償保険料                    26,280円
　通信運搬費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 107,600円

●負担金補助及び交付金　　　　　　　　　　　　 計　　 44,000円
　千葉県国土調査推進協議会負担金

●旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計　 　 1,720円
　千葉県国土調査推進協議会総会

[ 単位：千円 ] 令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

43,206 40,813 47,729

委託料 42,350 委託料 40,040 委託料 46,750

報償費 469

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

境界確認調査区域

令和６年度 令和５年度

新規着手工区 件 1 1 1

㎢ 0.24 0.22 0.41

地積測定、地籍簿作成区域 ㎢

事
業
実
績

0.22 0.41 0.32

令和５年度

地図及び簿冊の認証区域 ㎢ 13.18 12.77 12.45

事
業
成
果

成果目標 　毎筆の土地に係る調査した地籍について、地図及び簿冊を作成し、県へ認証請求を行う。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度

事業の自己評価 　順次、新規地区に取り組み適切に事業を進めている。
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道路新設改良費

事 業 名 市道湊富士見台線整備事業 担当課 建設課

科　　目 款 8 土木費 項 2 道路橋梁費 目 3

目　　的 　拡幅可能な箇所について拡幅工事を実施し、道路環境の整備を図ることを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

～ 令和 8 年度

　市道湊富士見線整備事業　L=852m　W=4.5～7.0m
●市道湊富士見台線及び排水路
　測量、用地測量、設計業務、不動産鑑定、用地取得、登記業務、埋蔵文化財調査
　道路・排水整備工事

施行済

全体計画 計 画 期 間 平成 30 年度

道路・排水整備工事、物件補償、登記業務

[ 単位：千円 ]

道路改良工事、測量、設計業務、不動産鑑定、用地取得、登記業務

当該年度

●旅費　　　　　　　 2,700円　　　●消耗品　　　　　　6,500円
●登記業務　　　 3,925,135円　　　●道路用地取得　5,599,004円
●道路改良工事　12,760,000円

翌年度以降

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

22,294 2,270 43,878

工事請負費 12,760 委託料 2,165 工事請負費 41,896

 公有財産購入費

令和６年度 令和５年度

用地取得 千円 5,599 98 1,214
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

道路の完成 路線 0 0 0

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

事
業
成
果

成果目標 天羽中学校生徒の通学環境並びに生徒及び市民の安全を確保しながら道路の整備を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

委託料 760内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 7 旅費 7

旅費 3 需用費 1

5,599  公有財産購入費 98  公有財産購入費 1,214

委託料 3,925 需用費 7
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旅費 3

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 公有財産購入費 120 需用費 7

需用費 7

14,454 工事請負費 58,240

委託料 748  公有財産購入費 120  公有財産購入費 200

道路新設改良費

事 業 名 市道浅間山線整備事業 担当課 建設課

科　　目 款 8 土木費 項 2 道路橋梁費 目 3

目　　的
　東関東自動車道館山線竹岡ICまでの4車線化に伴い、今後、更なる交通量の増加が見込まれ
ることから円滑な交通を確保し、観光振興へ寄与する。

事
　
業
　
概
　
要

～ 令和 11 年度

　市道浅間山線道路改良事業　L=1,780m　W=9.0m
●社会資本整備総合交付金（道路事業）
　H26年度　　　　路線測量・道路概略設計　　　　　R2年度　　　　 道路改良工事・用地取得
　H27年度　　　　道路詳細設計・地質調査　　　　　R3年度　 　　  用地取得
　H28年度　　　　道路改良工事　　　　　　　　　　R4年度         用地取得
　H29年度　　　　道路改良工事　　　　　　　　　　R5年度　　　　 道路改良工事 用地取得
　H30年度　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　R6年度　　　　 道路改良工事 用地取得
　H31（R1）年度　道路改良工事・用地測量　　　　　R7年度　　　　 道路改良工事 用地取得

施行済

全体計画 計 画 期 間 平成 25 年度

道路改良工事・用地取得

[ 単位：千円 ]

道路詳細設計・地質調査・用地測量・土地評価・不動産鑑定・物件調査・用地取得・物件補償・道路改良工
事

当該年度

●道路改良工事　65,406,000円、●委託料　　748,000円
●用地取得　　　　 119,697円、●消耗品費　  7,242円
●旅費　　　　　　　 3,350円

翌年度以降

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

66,284 14,581 58,440

工事請負費 65,406 工事請負費

令和６年度 令和５年度

道路改良工事 千円 65,406 14,454 58,240
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

用地取得 千円 120 120 200

令和５年度

道路の完成 路線 0 0 0

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　国の交付金の配分が計画通りになるように、関係機関や千葉県と連絡を密にして事業を推進
する。

事
業
成
果

成果目標
　富津市の道路網を整備し、定住・観光・産業の振興を図るため、計画期間内での完成を成果
目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

21,746 委託料 35,240

委託料 11,510 工事請負費 16,940 工事請負費 25,255

橋梁維持費

事 業 名 橋梁長寿命化修繕事業 担当課 建設課

科　　目 款 8 土木費 項 2 道路橋梁費 目 4

目　　的
　本計画は、定期点検による橋梁の状態の把握、予防的な修繕および計画的な架け替えを着実
に進め、橋梁の長寿命化と橋梁の修繕・架け替えに係る費用の縮減を図りつつ、重要な道路
ネットワークの安全性・信頼性を確保することを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

～ 令和 11 年度

　
　富津市橋梁長寿命化修繕計画に基づき、社会資本整備総合交付金（防災・安全交付金）を活用し、計画的
な維持修繕等の実施により橋梁の長寿命化を図る。

※橋梁長寿命化修繕計画：補修の優先順位を決め、修繕費を試算し、修繕費の平準化を図る計画

施行済

全体計画 計 画 期 間 平成 25 年度

橋梁補修工事（宝竜寺無名橋、東印橋）

[ 単位：千円 ]

　富津市道の橋梁点検（5年毎）1回
　橋梁長寿命化修繕計画（5年毎）1回
　橋梁修繕業務委託　14件　　橋梁修繕工事　7橋

当該年度

●橋梁(道滝橋、目鏡橋）補修工事　　計　11,580,000円
●宝竜寺地先橋梁詳細設計業務委託　　　 11,510,000円

翌年度以降

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

23,090 38,686 60,495

工事請負費 11,580 委託料

令和６年度 令和５年度

定期点検業務（橋梁） 業務 － － 2
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

計画策定業務（橋梁） 業務 － 1 －

橋梁補修工事 橋 2

令和５年度

工事進捗率（対策完了橋／対策実施する193橋） ％ 4 4 4

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

2 2

事業の自己評価
　平成26年3月31日国土交通省令第39号により、5年ごとの近接目視による点検が義務づけられ
たことから、点検結果をふまえ緊急度等を考慮して、橋梁長寿命化修繕事業を進めていくこと
となる。

事
業
成
果

成果目標
　富津市の橋梁の長寿命化と修繕、架け替えに係る費用の縮減を図りつつ、重要な道路ネット
ワークの安全性、信頼性を確保するため、計画期間内での整備を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 投資及び出資金 82,200

 投資及び出資金 64,530  投資及び出資金 67,064  負担金補助及び交付金 57,800

下水道費

事 業 名 君津富津広域下水道組合関係費 担当課 都市政策課

科　　目 款 8 土木費 項 5 都市計画費 目 2

目　　的
　下水道の整備を図り、都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、併せて公共用水域
の水質の保全に資することを目的とした下水道事業を君津市と共同で推進するため負担金及
び出資金を支出する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●負担金補助及び交付金【70,470千円】
 ・君津富津広域下水道組合負担金　 70,470,000円

●投資及び出資金【64,530千円】
 ・君津富津広域下水道組合出資金　 64,530,000円

※君津富津広域下水道組合の事業内容
  ・汚水桝設置工事
　・君津富津終末処理場ストックマネジメント更新事業

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

135,000 140,000 140,000

 負担金補助及び交付金 70,470  負担金補助及び交付金 72,936

令和６年度 令和５年度

水洗化率（水洗化人口／処理区域人口） ％ 81.1 81.7 81.9
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

下水道人口（処理区域人口/事業計画人口） 人 8,178/12,200 8,192/15,300 8,200/15,300

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　平成元年の処理開始から30年以上が経過し、老朽化した処理場や管渠等の改築更新に向
け、効率的な施設の維持管理や費用対効果を考慮した計画的な建設工事を行う。

下水道人口（水洗化人口/事業計画人口） 人 6,635/12,200 6,694/15,300 6,712/15,300

事
業
成
果

成果目標 　より多くの人に下水道に接続していただくことで、公共用水域の水質の保全に努める。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

原材料費 6 原材料費 8 原材料費 13

公課費 8

委託料 150,777

需用費 549 需用費 695 需用費 1,298

役務費 142 役務費 157 役務費 137

公園費

事 業 名 公園管理事業 担当課 都市政策課

科　　目 款 8 土木費 項 5 都市計画費 目 3

目　　的
　指定管理により、利用者の声を活かしながら市民の憩いの場としての公園づくりを図るた
め、公園施設を適正に維持管理する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●委託料【169,572千円】
 ・都市公園（11箇所）及び市立公園（4箇所）の指定管理
　（委託先　富津市施設利用振興公社・ミズノ共同体）・・・・・・・・・・・・・・168,502,528円
　　指定管理期間：令和6年4月～令和9年3月
　　【都市公園】市民ふれあい公園・青堀駅裏公園・大堀第1号公園・大堀第2号公園
　　　　　　　　大堀第3号公園・大堀第4号公園・大堀第5号公園・富津臨港公園
　　　　　　　　青木公園・若葉公園・青木第4号公園
　　【市立公園】湊親水公園・神田橋川面親水公園・青堀駅西口公園・上総湊駅前公園
 ・更和公園、上総湊港海浜公園（遊具）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 293,704円
　 （委託先：一般社団法人富津市シルバー人材センター、日都産業㈱）
 ・予約システムの管理（委託先　㈱プラスシー）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 775,500円
　 契約期間：令和6年4月～令和9年3月（長期継続契約：3年）
 
●需用費【549千円】
 ・公園管理に係る消耗品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11,484円
 ・青木中筋公園フェンス及び売津パーク遊歩道防犯灯修繕・・・・・・・・・・・・・・ 435,600円
 ・売津パークに係る光熱水費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 102,023円

●役務費【142千円】
 ・保険料（建物11施設、車両等4台）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・141,815円

●原材料費【6千円】
 ・補修用部材・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,940円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

170,269 168,686 152,225

委託料 169,572 委託料 167,818

令和６年度 令和５年度

ふれあい公園利用者数 人 301,003 308,447 301,567
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

有料公園施設利用率(利用時間/貸出可能時間) ％ 20.6 21.1 21.4

令和５年度

利用施設の満足度 ％ 90 95 93

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　指定管理者である富津市施設利用振興公社・ミズノ共同体が、長年の経験を活かし施設の
適正な維持管理を行うことにより、利用促進、サービス向上などにつながっている。引き続
き、指定管理者と情報共有を密にし、利用者の増加等につなげていきたい。

施設予約の満足度 ％ 65 80 83

事
業
成
果

成果目標
　目的は利用者の声を活かしながら市民の憩いの場としての公園づくりであることから、利
用施設の満足度及び施設予約の満足度を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 4 報償費 28

役務費 28

工事請負費 18,788

委託料 28,236 委託料 7,590 委託料 12,859

需用費 4,268 需用費 1,106

公園費

事 業 名 ふれあい公園整備事業 担当課 都市政策課

科　　目 款 8 土木費 項 5 都市計画費 目 3

目　　的 　施設の改修等により、利用者への安全性及び利便性の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●需用費【4,268千円】
 ・市民ふれあい公園変圧器交換工事（修繕料）・・・・・・・・・・・4,268,000円

●役務費【4千円】
 ・給水工事申請手数料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,000円

●工事請負費【32,230千円】
 ・市民ふれあい公園公衆トイレ改修工事（1箇所）・・・・・・・・・32,230,000円
 
●委託料【28,236千円】
 ・市民ふれあい公園公衆トイレ改修工事設計業務委託・・・・・・・・5,280,000円
 ・市民ふれあい公園公衆トイレ改修工事監理業務委託・・・・・・・・3,494,700円
 ・公園施設長寿命化計画見直し業務委託・・・・・・・・・・・・・ 18,997,000円
 ・微量PCB廃電気機器廃棄処理業務委託・・・・・・・・・・・・・・・ 271,700円
 ・市民ふれあい公園遊具撤去業務委託・・・・・・・・・・・・・・・・192,500円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

64,738 43,230 32,809

工事請負費 32,230 工事請負費 35,640

令和６年度 令和５年度

施設整備数（ふれあい公園内設備等） 箇所 2 2 2
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

利用施設の満足度 ％ 90 95 93

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　令和3年度から「富津市公園施設長寿命化計画」に基づき、ふれあい公園内の遊具やトイレ
等を更新している。次年度以降も当計画に基づき、引き続き施設の更新等を進めるととも
に、都市公園等の適正な維持管理に努め、利用者に喜んでもらえる公園づくりを進めたい。

事
業
成
果

成果目標 　目的は安全性及び利便性の向上であることから、利用施設の満足度を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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事業の自己評価

　地震発生時に倒壊する住宅等を1棟でも多く減少させるため、無料診断や耐震改修補助制度を今後も
継続していく必要があるが、近年の住宅金利の低下により、旧基準家屋の建て替えが進み、既存建築物
の耐震改修件数よりも建て替えにより耐震化率が向上している現状である。
　近年の工事費高騰に伴い改修工事実施に至らないことが推測される。本制度を利用した耐震化の更な
る推進のため、補助率及び補助限度額の見直しについて検討を行う。

事
業
成
果

成果目標
　戸建木造住宅の耐震化率の向上。（目標95%）富津市耐震改修促進計画に基づき、旧耐震基
準の木造住宅の耐震化を促進し、地震発生時に倒壊する住宅を減少させる。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

1 0

令和５年度

本制度を利用し耐震化した戸建住宅数 件 1 0 1

令和７年度 令和６年度

耐震相談実施件数 件 8 16 3
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

木造住宅耐震診断委託 件 4 7 1

木造住宅耐震改修事業 件 1

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●わが家の耐震相談会（間接補助　国県費補助あり）
　市民に対し無料相談会を実施、戸建て木造住宅の耐震性能を簡易的に調査する。
　君津地域耐震改修促進協議会に委託し、診断士の派遣
　　・無料相談会　年2回開催　3班×61,490円　・・・・・・・・・・・・・184,470円【184千円】

●木造住宅耐震診断事業（間接補助　国県費補助あり）
　無料相談会において耐震性能の無い物件に対し詳細診断を行い、その補強方法を提示する。
　君津地域耐震改修促進協議会に委託し、現地調査に診断士を派遣
　申請者個人負担 5,000円
　　耐震診断委託料　　4件×115,000円　・・・・・・・・・・・・・・・・460,000円【460千円】

●木造住宅耐震改修事業補助金（直接補助　国県費補助あり）
　
　耐震改修工事　　　　1件×300,000円　・・・・・・・・・・・・・・・・300,000円【300千円】
　リフォーム工事　　　1件×212,000円　・・・・・・・・・・・・・・・・212,000円【212千円】

●旅費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　3,700円【  4千円】

■国補助　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　574千円
　県補助　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　201千円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　地震に強いまちづくりを進めることを目的に、木造住宅等の耐震性確保への意思向上を促
し、耐震診断、耐震改修へと誘導し、平成12年以前に建築された木造住宅の耐震化を促進す
る。

事
　
業
　
概
　
要

住宅管理費

事 業 名 住宅・建築物耐震改修等事業 担当課 都市政策課

科　　目 款 8 土木費 項 6 住宅費 目 1

 負担金補助及び交付金 300

負担金補助及び交付金 512 需用費 10 委託料 213

旅費 4

委託料 644 委託料

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

1,160 1,068 513

1,058
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事業の自己評価
　対象路線沿でブロック塀等が設置されている方に対して補助金制度の案内パンフレットの
直接ポスティングを実施した結果、2件の制度活用があった。今後も積極的な情報発信を行
い、危険ブロック塀等の除却について推進を図っていく。

事
業
成
果

成果目標
　避難路沿線における危険ブロック塀等の除却により、地震発生時に倒壊する被害を減少さ
せ、避難路の安全確保を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

除却した危険ブロック塀等の件数 件 2 2

令和７年度 令和６年度

危険ブロック塀等除却件数 件 2 2
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●危険ブロック塀等除却事業（直接補助　国県費補助あり）
　危険ブロック塀等の除却工事費用の補助
　　1件当たり工事費の1/2、又は除却する危険ブロック塀等の延長×1万円の
　　いずれか少ない額とし、10万円を限度額とする。
　　・危険ブロック塀等除却工事　  95,000円×1件
　　　　　　　　　　　　　　　　　73,000円×1件　・・・・・・・・・・・168,000円【168千円】

●需用費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,863円【  2千円】

■国補助　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 83千円
　県補助　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 41千円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的

　地震時においてコンクリートブロック塀等は倒壊しやすく、通行人に危害を与えることや
道路の通行を妨げる恐れがある。地震発生時には避難上重要となる避難路における交通の阻
害を防止するため、当該道路沿道におけるコンクリートブロック塀等の倒壊防止の推進を重
点的に図る。

事
　
業
　
概
　
要

住宅管理費

事 業 名 住宅・建築物耐震改修等事業（危険ブロック塀等除却事業） 担当課 都市政策課

科　　目 款 8 土木費 項 6 住宅費 目 1

需用費 2 備品購入費 20

 負担金補助及び交付金 168  負担金補助及び交付金

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

170 220 0

200
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事業の自己評価

　耐用年数を経過した住宅（新小原団地以外の団地）の入居者に転居を促し、借地団地の返
還をすることで、コストの多くを占める借地料の削減を目指す必要がある。
　一方で、新小原団地については、募集を実施し、新規入居者を確保し、収入の増加を図れ
た。

住宅使用料徴収率 ％ 100 100 99.07

事
業
成
果

成果目標
　市営住宅への新規入居（入居可能な空き家の解消）及び、住宅使用料の徴収率を成果目標
とする。耐用年数を経過した空き家の廃止をすすめ、経費の削減を図る。また、住宅使用料
の徴収率を高め、公平な負担を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

803 845

令和５年度

新規入居戸数 戸 3 0 2

令和７年度 令和６年度

修繕件数 件 14 18 19
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

退去件数 件 3 6 7

年間延べ戸数 戸 917

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●工事請負費　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計　 35,213,200円
　市営住宅解体工事（富津、平野、岩坂、望井） 　　　　　　　　  35,213,200円

●使用料及び賃借料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　  8,089,483円
　土地借上（向根、平野、亀尾、岩坂、為木山、望井、萩生）　      6,850,003円
　市営住宅管理システム借上　                                    1,239,480円

●需用費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 　 3,799,357円
　修繕料　                                                    　2,999,150円
　光熱水費（新小原　共有部）　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　747,258円
　消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　 52,949円

●委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　  2,504,700円
  設備保守点検等委託料（新小原）　　　　　　　　　　　　　　 　 1,005,400円
　草刈業務委託料（東外林、本山、向根、平野、望井）　　　　　 　 1,499,300円

●役務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　  　208,052円
　火災保険料　                                                    152,138円
　簡易水道施設検査、合併浄化槽法定検査　　　　　　　　 　　　　　　38,000円
　住宅使用料口座振替関係手数料　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 9,914円
　防火管理者講習手数料　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 8,000円

●原材料費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　  　 31,884円

●旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　  　  2,680円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的 　市が管理する公営住宅の住宅使用料徴収及び維持保全や居住環境の向上

事
　
業
　
概
　
要

住宅管理費

事 業 名 住宅管理事業 担当課 都市政策課

科　　目 款 8 土木費 項 6 住宅費 目 1

1,017

その他 243 その他 250 その他 464

工事請負費 17,752

 使用料及び賃借料 8,089 需用費 3,852  使用料及び賃借料 7,734

需用費 3,799 工事請負費 3,146 需用費 3,768

工事請負費 35,213  使用料及び賃借料

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 2,505 委託料 1,675 委託料

49,849 17,012 30,735

8,089
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　本支援事業の周知及び実施を速やかに行い、被災者の生活の安定と住宅の安全確保を図る
ことができた。

事
業
成
果

成果目標
　被災者が住宅の購入や修理に対して、銀行から融資を受けた際に発生する利子に対して補
助するものであるため、目標値の設定は困難である。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

本制度を利用している人が住居として利用している戸
数

件 3 3 4
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

8 90 110

 負担金補助及び交付金 8  負担金補助及び交付金 90  負担金補助及び交付金 110

[ 単位：千円 ]

●災害復興住宅資金利子補給事業補助金（県費補助有）
　被災者の住宅復興を促進するため、金融機関から資金を借り入れた場合に、500万円までの借り入れに対
し利子を2％まで補助する。
　・3件　8,416円

目　　的
　令和元年台風第15号からの一連の災害による被災者の生活の安定と住宅の安全確保を図
る。

事
　
業
　
概
　
要

住宅管理費

事 業 名 被災住宅支援事業 担当課 都市政策課

科　　目 款 8 土木費 項 6 住宅費 目 1
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

備品購入費 50,930

公課費 90 公課費 33 公課費 66

役務費 45 役務費 33 役務費 29

施設費

事 業 名 消防自動車等整備事業 担当課 消防総務課

科　　目 款 9 消防費 項 1 消防費 目 3

目　　的
　消防体制の充実強化を図り、迅速的確な消防活動を行うため、老朽化が進んでいる車両を
計画的に更新、整備することを目的としている。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●備品購入費（66,978,714円）
　[備品]
　　・災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車　　　　　53,469,020円（本署配備）
　　　※消防防災施設強化事業補助金（基準額の1/6）  6,419,000円
  　・小型動力ポンプ付積載車　　　　　　　　　　　13,216,643円（消防団第2分団第1部配備）
　　　※消防防災施設強化事業補助金（基準額の1/6）　1,813,000円
　　・ドライブレコーダー　　　　　　　　 　　　　　　293,051円

●公課費（90,200円）
　[重量税]
  　・災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車　 　　　　　 57,400円
　　・小型動力ポンプ付積載車　  　　　　　　　　　　　32,800円

●役務費（44,937円）
　[リサイクル料]
　　・災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車 　　　　　　 10,330円
　　・小型動力ポンプ付積載車 　  　　　　　　　　　　　9,600円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19,930円）
　[自賠責保険]
　　・災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車 　　　　　　　7,560円
　　・小型動力ポンプ付積載車 　　　　　　　　　　　　　7,470円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15,030円）
　[任意保険]
　　・災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車 　  　　　　　7,195円
　　・小型動力ポンプ付積載車 　 　　　　　　　　　　　 2,782円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 (9,977円)

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

67,114 12,647 51,025

備品購入費 66,979 備品購入費 12,581

令和６年度 令和５年度

消防車両更新台数 台 2 2 1
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

ドライブレコーダー取付台数（常備・非常備） 台 9 2 1

令和５年度

更新した消防車両台数（常備） 台 1 1 1

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　消防車両を計画どおり購入し、更新整備を完了した。これにより、消防力の維持・向上が
図られ、災害対応能力の強化につながった。

更新した消防車両台数（非常備） 台 1 1 0

ドライブレコーダー搭載車両(常備) 台 16/17 8/17 8/17

事
業
成
果

成果目標 　消防署及び消防団の出動体制を整えるため、老朽した消防車両の更新を進める。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

－ 182 －



事業の自己評価
　計画どおり消防団詰所の建替えが完了し、消防団員の活動環境及び地域防災力の向上に資
する施設整備を行うことができた。
　また、女性消防団員の入団に備え女性用トイレ兼更衣室を設置した。

解体する消防団詰所・機庫のアスベスト調査 棟 2 0 0

事
業
成
果

成果目標
　老朽化した消防団詰所の建替えを実施し、消防団活動環境の改善及び地域防災力の強化を
図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

建替えした消防団詰所 棟 1 0 0

令和７年度 令和６年度

詰所整備数 棟 1 0 0
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

解体する詰所・機庫のアスベスト調査予定数 棟 2 0 0

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

●工事請負費　42,109,100円
（内訳）
　・消防団第11分団第1部詰所改築工事　　41,806,600円
　・令和8年度解体工事予定のアスベスト調査
　　第11分団第1部詰所・機庫       　　  　302,500円

●役務費  10,000円
　・消防団第11分団第1部詰所浄化槽法定検査  10,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　消防団活動を円滑に実施するため、消防車両及び資機材の収納と消防団員が待機すること
ができる施設を整備する。

事
　
業
　
概
　
要

施設費

事 業 名 消防団詰所等整備事業 担当課 消防総務課

科　　目 款 9 消防費 項 1 消防費 目 3

役務費 10

工事請負費 42,109

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

42,119 0 0
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 646 使用料及び賃借料 594 工事請負費 1,287

その他 1,166 その他 225 その他 1,286

負担金補助及び交付金 11,944

負担金補助及び交付金 5,951 需用費 3,753 委託料 7,392

需用費 5,369 役務費 671 需用費 3,562

防災費

事 業 名 防災関係費 担当課 防災安全課

科　　目 款 9 消防費 項 1 消防費 目 4

目　　的
　災害対策を総合的かつ計画的に行うことにより、災害時の被害の最小化・迅速な回復を図
る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料）  5,368,988円
　　防災用消耗品（備蓄用保存水・食料、安否確認タオル、新生児向け防災グッズ　等）　5,160,747円
　　避難広報・物資運送用車両燃料費　　　　　　　 　                          　　　 120,519円
　　防災備蓄倉庫電気料（富津地区防災備蓄倉庫、天羽地区防災備蓄倉庫）　　　　　　　　　8,412円
　　修繕料（避難広報・物資運送用車両修繕料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 79,310円

●役務費　645,742円
　　IP無線機及び衛星電話機回線使用料等通信運搬費　　　　　　　　　　　　　　　　　　629,244円
　　手数料（避難広報・物資運送用車両印紙代）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,200円
　　保険料（建物総合損害共済保険料、避難広報・物資運送用車両自賠責保険料）　 　　　　14,298円

●委託料　 9,621,040円
　　国土強靭化地域計画策定業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,806,000円
　　安全安心メール配信委託料　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　 　　　　　　3,369,960円
    気象情報提供業務委託料　　　　　　　　　　　　 　　　　            　　　　   　990,000円
　　住民情報利用システム導入等業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　850,300円
　　WEB版防災ハザードマップ保守委託料　　　　　　　　　 　　　　       　　　　     462,000円
　　災害用救助毛布リパック業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　142,780円

●使用料及び賃借料　627,000円
　　住宅地図LGWANシステム使用料　　　　　　　               　　　　　　　　　　 　 448,800円
　　避難行動要支援者名簿システム使用料　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　145,200円
　　住民情報利用システム使用料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 33,000円

●工事請負費　513,150円
　　避難所自動解錠ボックス移設工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　298,650円
　　避難場所標識設置工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　214,500円

●負担金補助及び交付金　5,950,900円
　　予防伐採負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,434,000円
　　県被災者支援システム運用協議会負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,516,900円

●その他（報酬、旅費、公課費）　26,150円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

22,753 11,429 25,471

委託料 9,621 委託料 6,186

令和６年度 令和５年度

備蓄用食料購入数 食 4,520 4,500 3,700
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

備蓄用保存水購入数 本 3,600 3,600 5,040

令和５年度

備蓄用食料備蓄目標達成率（現物備蓄） ％ 56 65 67

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　備蓄用の食料や生活物資等の購入、指定緊急避難場所の看板設置など避難環境の整備を実施した。
　また、広報、区長回覧、出前講座等により安全安心メールの登録を促進し、令和8年3月末の登録者数は、16,074
人（うち、メール登録者10,451人、LINE登録者5,623人）と増加に繋がった。
　引き続き、災害時における避難環境の整備及び情報伝達手段の充実に取り組むとともに、備蓄目標の達成に向
け、計画的なローリングストックを実施しつつ、備蓄品の品目や調達方法について研究し、必要な品質や機能を確
保しながら効率的な備蓄体制の構築に努める。

備蓄用保存水備蓄目標達成率（現物備蓄） ％ 65 68 73

安全安心メール（LINE含む）登録者数 人 16,074 15,748 15,578

事
業
成
果

成果目標
　富津市地域防災計画で設定した備蓄用非常食及び保存水の備蓄目標達成率と、災害情報等
を知らせる重要な情報ツールの1つである安全安心メール(LINE含む)の登録者数を成果目標と
する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 192 需用費 306

旅費 2

防災費

事 業 名 市防災訓練関係費 担当課 防災安全課

科　　目 款 9 消防費 項 1 消防費 目 4

目　　的
　富津市総合防災訓練等を通じ、市民の防災意識の高揚、地域の防災力の向上及び災害協定
締結団体等との連携強化を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●委託料　979,000円
　　防災フェスタ会場設営等業務委託料　　　　　　　　　　　 　　　880,000円
　　防災フェスタ会場放送等業務委託料　　　　　　　　　　　　  　　99,000円

●需用費（印刷製本費、消耗品費）　191,785円
　　防災フェスタ周知用ポスター及びチラシ作成費　　　　　　　　　 132,000円
　　（ポスター［A2］100枚、チラシ［A4］2,500枚）
　　炊飯袋（2,000袋）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　17,380円
　　防災フェスタ煙体験用スモークマシン補充液　　　　　　　　　　　39,600円
　　養生テープ等消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,805円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1,171 1,837 0

委託料 979 委託料 1,529

令和６年度 令和５年度

避難所開設訓練 回 1
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

避難生活支援リーダー・サポーター研修 回 1

令和５年度

防災訓練参加者数 人 43 206

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　各種防災訓練や富津市防災フェスタの実施により、市民等の災害対応力の向上及び防災意
識の高揚を図ることができた。引き続き、防災への関心を高める機会を提供するとともに、
より効果的な啓発となるよう、訓練やイベントの内容について工夫・改善を図っていく必要
がある。

防災フェスタ参加協力団体数 団体 37 33

事
業
成
果

成果目標
　防災訓練による災害対応力の向上及び防災フェスタによる参加協力団体との連携強化を図
るため、防災訓練参加者数及び防災フェスタ参加協力団体数を指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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事業の自己評価

　自主防災組織の結成促進や活動支援を目的として、出前講座や地区防災訓練を実施し、地
域における防災意識の向上及び防災活動の活性化を図ることができた。しかしながら、自主
防災組織結成数については、目標に掲げる結成数に至らなかったことから、引き続き地域の
実情に応じた支援や啓発を行い、自主防災組織の結成及び活動促進に取り組む。

事
業
成
果

成果目標
　災害に対して初動体制を確立するためには、自主防災組織の結成が重要であることから、
自主防災組織の結成数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

16 15

令和５年度

自主防災組織結成数（結成数/全体数） 団体 94/110 91/110 89/110

令和７年度 令和６年度

防災資機材交付件数 団体 15 10 10
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

出前講座実施数（自主防災組織の結成と活動） 回 2 3 2

地区（地域）防災訓練実施数 回 18

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

　富津市自主防災組織防災資機材交付要綱に基づき、申請のあった自主防災組織に対し、予算の範囲内にお
いて必要な防災資機材を交付し、地域防災力の強化を図った。
　また、市民の防災意識の高揚や自主防災組織の結成・育成を促すために、自治会等を対象に出前講座の実
施や防災訓練の支援を行ったほか、「災害対策コーディネーター養成講座」の実施や地域の防災リーダーと
なる各区長を対象に「防災研修会」を実施するなど、地域防災力の向上に努めた。

●報償費（講師謝礼）　　478,500円
　　防災研修会（R7.8.21及び22）に伴う講師謝礼
　　山口大学大学院准教授、総務省消防庁消防大学校客員教授　瀧本浩一氏

●旅費（普通旅費）　　 　 6,760円
　　自主防災組織育成短期コース（東京都消防大学校）

●委託料　　　　　　　　298,100円
　　災害対策コーディネーター養成講座委託料
　　千葉県災害対策コーディネーター養成講座「令和7年度災害対策コーディネーターフォローアップ
　　研修」を「NPO法人 ゆかいな仲間たち」に委託

●備品購入費（備品）　3,866,720円
　　自主防災組織防災資機材購入
　 （発電機、ヘルメット、チェーンソー、トランシーバー、メガホン、救急セット等）
　　新設4団体、既設11団体に交付

　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　自主防災組織の結成や育成を促進することで、平時から市民の防災意識の高揚を目指し、
地域防災力の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

防災費

事 業 名 自主防災組織促進事業 担当課 防災安全課

科　　目 款 9 消防費 項 1 消防費 目 4

16

旅費 18

備品購入費 3,655

報償費 478  負担金補助及び交付金 1,800 委託料 424

委託料 298 報償費 478 報償費 246

備品購入費 3,867 備品購入費

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

旅費 7 委託料 421 旅費

4,650 5,914 4,341

3,197
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 3,953 備品購入費 3,823

備品購入費 2,527

防災費

事 業 名 孤立集落災害対策事業 担当課 防災安全課

科　　目 款 9 消防費 項 1 消防費 目 4

目　　的
　市内の孤立可能性集落に対し、各種施策を実施することで、災害による孤立化への被害を
軽減させる。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　富津市孤立集落対策防災資機材等交付要綱及び富津市孤立集落対策支援事業補助金交付要綱に基づき、令
和7年度については、大佐和地区及び天羽地区の32集落を対象に孤立化対策を実施した。
　
●需用費（消耗品費）　　3,952,800円
　　孤立可能性集落への食料・飲料水の配布

●備品購入費　　　　　　2,527,140円
　　自主避難所となる集会所等への発電機の配備

●負担金補助及び交付金（孤立集落対策支援補助金）　4,636,000円
　　災害時の自主避難所となる集会所等のトイレ洋式化に係る費用の補助
　（和式トイレの洋式化に係る経費、１基あたり事業費の2/3（上限32万円）を上限として交付）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

11,116 15,418 0

 負担金補助及び交付金 4,636 需用費 11,595

令和６年度 令和５年度

7年保存レトルト食品セット（3日分）の配布 セット 750 2,200
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

発電機（ガス発電機含む）の配備 台 21 33

集会所等のトイレ洋式化の補助 施設

令和５年度

孤立可能性集落への支援 集落 32 36

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

14

事業の自己評価
　孤立の可能性がある集落に対して備蓄食料や発電機の配備、集会所等トイレの洋式化支援
の実施により、災害時における生活環境の確保及び地域の防災力向上を図ることができた。
今後も地域の実情を踏まえながら必要な支援について検討していく。

事
業
成
果

成果目標 　支援を行った集落数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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事業の自己評価

　当該事業は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律により設置が義務付けられている
教育委員会の運営を中心とし、各種所掌事務に関する審議・議決のほか、教育大綱・教育施
策の策定等、学校教育・生涯学習の充実などに関する施策の方向性を示す役割を担っている
ため、教育行政の運営に不可欠であり、今後も適正に運営していく必要がある。

事
業
成
果

成果目標

点検評価による自己評価及び外部評価者による評価を受け、教育施策の充実を図る。
　【外部評価者の評価】A：事業の効果が現れている。
　　　　　　　　　　　B：事業の効果が概ね現れている。
　　　　　　　　　　　C：事業の効果があまり現れていない。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

20 27

令和５年度

教育委員会の点検・評価による外部評価者の評価（B以
上）  B B B

令和７年度 令和６年度

教育委員会定例会及び臨時会（年間） 回 12 12 12
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

教育委員会定例会及び臨時会議決件数 件 34 41 37

教育委員会表彰式授章者 人 33

令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

≪教育委員会議：教育長と教育委員4人の合議≫

【付議案件のうち主なもの】
　・義務教育諸学校(市立小学校及び中学校)の教科用図書の取扱い方針を定めることについて
  ・富津市立小学校設置条例の一部を改正する条例案について
　・富津市学校給食運営委員会委員の委嘱又は任命について
　・令和6年度教育委員会の点検・評価に係る報告書の作成並びに議会への提出及び公表について
　・令和7年度富津市一般会計補正予算（第3号）案のうち教育に関する事務に係る部分について
　・損害賠償の額を定めること及び和解について
　・富津市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の制定について
　・富津市学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について
　・令和8年度富津市一般会計予算案のうち教育に関する事務に係る部分について
　・令和8年度富津市学校教育の指針を定めることについて

≪教育委員会関係費≫　　2,048,040円
●報酬　　　　　　　　　1,680,000円　　教育委員報酬
●報償費　　　　　　　　　190,650円　　教育委員会表彰記念品代、点検評価者謝礼等
●負担金補助及び交付金　　117,500円　　県都市教育長協議会負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 君津地方教育委員会連絡協議会負担金
●交際費　　　　　　　　　 33,500円　　懇親会会費等
●旅費　　　　　　　  　　 26,390円　　教育委員の費用弁償、教育長の出張旅費

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的

　富津市教育大綱の基本理念である「人と人とが温かくつながり、生涯にわたり学び、健康
で活躍できるまち」の趣旨に沿い、学校教育の充実、生涯学習の充実、青少年健全育成の推
進、スポーツ・レクリエーションの振興、文化・芸術活動の推進、文化財の保護と活用に努
める。

事
　
業
　
概
　
要

教育委員会費

事 業 名 教育委員会関係費 担当課 教育総務課

科　　目 款 10 教育費 項 1 教育総務費 目 1

55

旅費 26 その他 37 その他 34

報酬 1,680

報償費 191 報償費 218 報償費 257

 負担金補助及び交付金 118  負担金補助及び交付金 144  負担金補助及び交付金 148

報酬 1,680 報酬

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

交際費 33 交際費 58 交際費

2,048 2,137 2,174

1,680

●教育委員会関係費(54-15-5-1)

会議種別 回　数 議決件数 協議（報告）件数 請願件数

定例会等 12 34 42 0
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

扶助費 40,859

 負担金補助及び交付金 915  負担金補助及び交付金 1,468  償還金利子及び割引料 13,057

 償還金利子及び割引料 553  償還金利子及び割引料 679  負担金補助及び交付金 1,301

事務局費

事 業 名 幼児教育無償化事業 担当課 保育課

科　　目 款 10 教育費 項 1 教育総務費 目 2

目　　的
　子育てを行う家庭の経済的負担の軽減を目的とする。第3子以降給食費については、
多子計算のカウントを「小学3年生の子まで」とする国基準に加え、年齢制限を撤廃
し、市単独補助を実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

1　給食費補助金（国基準）　　　　   520,940円（対象人数　 66人　延べ人数　198人）
2　第3子給食費補助金（市基準） 　　 393,960円（対象人数　 50人  延べ人数　150人）
3　幼稚園施設利用給付費　　　　　36,134,934円

4　幼稚園預かり保育事業利用給付費　　69,500円（対象人数　3人　延べ人数　19人）

5　国庫補助金返還金　               553,000円
　（令和6年度子ども・子育て支援交付金確定に伴う返還）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

37,672 41,908 55,217

扶助費 36,204 扶助費 39,761

令和６年度 令和５年度

私立幼稚園施設利用給付 千円 36,135 39,740 40,859
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

私立幼稚園施設利用給付園児数 人 128 143 146

令和５年度

補助園児数 人 128 143 146

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　施設利用給付は国の制度に基づき実施し、給食費補助については、国の対象外と
なっている第3子以降に対して市単独補助を実施し、保護者の経済的負担を軽減するこ
とができた。

補助園数 園 3 2 2

事
業
成
果

成果目標 　子育てを行う家庭の経済的な負担の軽減を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

交付団体名 対象人数 延べ人数 交付金額（円）

大佐和幼稚園 122 1,370 34,955,134

暁星君津幼稚園 4 34 873,800

木更津つくし幼稚園 2 12 306,000

計 128 1,416 36,134,934
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

報償費 186

需用費 170

備品購入費 2,305

負担金補助及び交付金 800

事務局費

事 業 名 小中学校再配置推進事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 1 教育総務費 目 2

目　　的
「富津市小・中学校再配置計画」に基づき、一定規模を有する教育環境への改善を図るため、
小学校は「複式学級の解消」、中学校は「学年一学級の解消」を適正規模の目安として、学校
再配置を進めていく。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

①校歌・校章制作謝礼・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・186,350円
　校名及び校歌表示板揮毫謝礼、校歌作成記念品等
②統合関係事務用品購入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・170,115円
　ゴム印、受付印、封筒他
③各種業務委託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,575,250円
　校歌制作業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （300,000円）
　校名表示板制作設置業務　　　　　　　　　　　　　　　 　（330,000円）
　校章データ化業務　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 （44,000円）
　学校備品移転業務                                       （704,550円）
　校務用端末等移設設定業務                             （2,081,200円）
　掲示物撤去業務                                         （115,500円）
④備品購入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,305,015円
　学校旗、学校印、水引幕・源氏幕等
⑤閉校記念事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・800,000円
　閉校記念事業に対する補助 1校400,000円
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,036,730円

●令和8年4月統合校
　大貫小学校・佐貫小学校　→大佐和小学校
　天羽小学校・環小学校　　→天羽小学校

●学校再配置個別計画検討部会
　統合する学校ごとに学校職員、保護者、地域代表者等による学校再配置個別計画検討部会を設置し、統合後の学校の姿
や学校再配置に関する課題と対応策等の協議を行った。

●スクールバス運行に係る説明会・試乗会
　学校再配置に伴い新たにスクールバスを利用する児童及び保護者を対象として、運行内容や乗車方法等に関する説明会
及び試乗会を開催した。(2地区で各3回開催。延べ出席者数196人）
　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

7,037 0 0

委託料 3,576

令和６年度 令和５年度

保護者説明会 回 － 6 4
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

住民説明会 回 － 5 －

学校再配置個別計画検討部会
（代表部会・PTA等部会・学校教職員部会）

回 －

令和５年度

再配置小学校（令和8年4月1日　2校） 校 2 － －

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

5 17

事業の自己評価
 各再配置学校に学校個別計画検討協議会を設置し、各再配置校の校名・校歌・PTA組織・教育
課程などを決定していった。学校の環境を整えることができ、新たな学校経営方針への移行が
極めて円滑に進み、初年度から落ち着いた教育環境を確保できた。

事
業
成
果

成果目標
一定規模を有する教育環境への改善を図るため、小学校は「複式学級の解消」、中学校は「学
年一学級の解消」を適正規模の目安として学校の再配置を進める。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

－ 190 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

報償費 13

1,349

委託料 1,748 報償費 11

事務局費

事 業 名 社会科副読本編成事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 1 教育総務費 目 2

目　　的 　富津市立学校に在籍する児童の学力向上に寄与すると共に健全な育成を図る。

事
　
業
　
概
　
要

～ 令和 7 年度

　
　市内小学校3・4年生の児童を対象とした社会科副読本「わたしたちの富津市（昭和54年初版）」を定期（5年毎）改
訂し、配付するものである。今回の改訂では、社会科副読本編集委員による会議を開催し、市の魅力、特徴等につい
て検討し、児童用タブレットを使用した動画視聴（二次元コード）による学習への対応を実施する。また、視聴覚教
材動画制作業務を委託、印刷製本し、小学校3年生に配付する。
●小学校社会科副読本「わたしたちの富津市」視聴覚教材動画制作委託料（契約金額　3,096,500円）
　令和6年度及び令和7年度
●社会科副読本編成委員報償費
　令和6年度及び令和7年度
●小学校社会科副読本「わたしたちの富津市」印刷製本費
　令和7年度

施行済

全体計画 計 画 期 間 令和 6 年度

[ 単位：千円 ]

●小学校社会科副読本「わたしたちの富津市」視聴覚教材動画制作委託料（出来高額の90％）1,348,835円
●社会科副読本編成委員会議3回開催（報償費）11,400円

当該年度

●小学校社会科副読本「わたしたちの富津市」視聴覚教材動画制作委託料
　（繰越明許額）149,871円＋（出来高額）1,597,794円
●社会科副読本編成委員会議4回開催（報償費）13,290円
●「わたしたちの富津市」印刷製本　2,000円×1,010冊×1.1＝2,222,000円

翌年度以降

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

3,983 1,360 0

需用費 2,222 委託料

令和６年度 令和５年度

社会科副読本編集会議回数 回 4 3
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　令和6年度の編集委員会議は、計画した通り3回実施することができ、部分改訂に向けて編集
作業を進めることができた。令和7年度は編集委員会議を4回実施し、市の魅力等について検討
し、地図や写真等の改訂と、児童用タブレットを使用しての動画視聴（二次元コード）ができ
る社会科副読本の作成ができた。

事
業
成
果

成果目標
令和6年度、7年度で会議を開き、社会科副読本部分改訂の編集作業を行う。
令和8年4月から、5年間かけて毎年小学校新3年生に配付する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

旅費 9

事務局費

事 業 名 読書活動推進事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 1 教育総務費 目 2

目　　的

　市立小中学校図書室に読書支援員を配置し、図書室の環境整備を行い、読書活動を推進す
る。
　授業等で本の有効活用、本に親しむ場の設定、読み聞かせ等、様々な本に触れる機会を提
供して読書好きな児童・生徒を増やし、学力向上につなげる。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　読書支援員4名を市立小中学校に週1日配置し、読書環境の整備・読書活動の推進を行う。
　
　●費用弁償（旅費）　　  3,780円
　　年間2回、読書支援員会議を市役所にて実施した際の交通費

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

4 4 9

旅費 4 旅費 4

令和６年度 令和５年度

読書支援員配置校数 校 11/11 11/11 11/11
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

読書好きな児童・生徒 ％ 76.0 78.7 77.7

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　読書支援員を市立小中学校に週1回配置したことにより、学校図書館が児童、生徒、教職員
に有効に活用されるようになった。また、学校図書館の環境の整備や読書支援員による本の
読み聞かせにより、本に親しむ環境は整ってきている。全国的な子どもの読書離れの傾向と
比べ、本市の傾向は緩やかであるが、成果目標の達成に至ってはいないため、より一層、読
書環境の充実を図っていく。

1日16分以上読書をする児童・生徒 ％ 25.0 27.0 32.6

事
業
成
果

成果目標
　読書好きな児童・生徒の割合を増やす R7目標79.7%
　児童・生徒の一日の読書量を増やす　 R7目標53.0%

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　目的に合った現地での活動となるよう、小中高生の交流や日本文化のプレゼンテーション
等を充実させた。また、海外派遣後の報告会を市役所及び中学校で実施し、成果と課題の周
知を行うことにより、参加者以外に学びを広げる機会を確保した。

事
業
成
果

成果目標
　隔年で一定数の中学生の海外派遣交流を行い、ホームステイ等の体験をとおして語学力の
向上及び国際感覚を身につける。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

派遣生徒数 人 4 － 4

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

報告会の回数 回 3/3 － 1/1
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,304 0 2,000

 負担金補助及び交付金 2,304  負担金補助及び交付金 2,000

[ 単位：千円 ]

海外派遣交流事業補助金
　令和5年度から隔年で姉妹都市カールスバッド市に中学生と引率者を派遣するための旅費等を補助する。

●負担金補助及び交付金　2,303,520円
　富津市国際交流協会へ交付
　8/22～8/28に中学生4名及び引率者2名を派遣。
　帰国後、報告会を3回実施し、報告書を作成した。

目　　的
　ホームステイ等の海外生活体験を通して、語学力の向上と国際感覚を身につけ、世界で活
躍できるグローバルな感性と豊かな人間性を持った青少年を育成するとともに姉妹都市カー
ルスバッド市との友好親善と相互理解を深める。

事
　
業
　
概
　
要

事務局費

事 業 名 海外派遣交流事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 1 教育総務費 目 2
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

17,790 委託料 5,750

公有財産購入費 3,579

事業の自己評価
　安心・安全な教育環境づくりのためには計画的な施設整備が不可欠であることから、効果
的な予算執行を念頭に、事業の優先順位付けや各種財源の有効活用を図り、継続して大規模
改修、修繕等を進めていく必要がある。

防犯カメラ設置率 ％ 100 100 12.5

事
業
成
果

成果目標
　安心・安全な教育環境づくりのため、小・中学校再配置計画との整合を図りながら、非構
造部材の耐震化、施設の老朽化対策及び長寿命化に向けて、施設整備基本計画を基に計画的
に大規模改修等を進めていく。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

38,650,000 37,252,754 －

令和５年度

工事件数 件 3 9 －

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

改修学校数 校 2 7 －
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

工事件数 件 3 9 －

工事請負費 円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

60,019 43,003 0

工事請負費 38,650 工事請負費 37,253

委託料

[ 単位：千円 ]

≪小学校施設整備事業≫

●委託料
　飯野小学校防火戸・防火シャッター改修工事設計業務委託　　　　　3,080,000円
　天羽小学校用地取得に伴う用地測量業務委託　　　　　　　　　　　1,210,000円
　天羽小学校消防設備改修工事監理業務委託　　　　　　　　　　　　3,410,000円
　大貫小学校等流末排水整備に伴う測量業務委託（繰越明許費）　　　7,120,000円
　大貫小学校等流末排水整備に伴う調査設計業務委託（繰越明許費）　2,970,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小計　17,790,000円
●工事請負費
　天羽小学校消防設備改修工事　　　　　　　　　　 　　　　　　　33,000,000円
　大貫小学校フェンス改修工事(前払金)　工期R8.2.18～R8.6.30　　　2,750,000円
　大貫小学校等流末排水整備工事（前払金）工期R8.1.16～R8.7.31　　2,900,000円
　大貫小学校普通教室空調設備整備工事
　（令和8年度へ全額繰越。契約金額 3,064,600円 工期R8.3.24～R8.5.29）
　                                                  　　　　　　       小計　38,650,000円

●公有財産購入費
　天羽小学校用地取得費　　　　　　　　　　　　　　　　　　      3,579,241円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   小計　 3,579,241円

                                                     　　　　　　      合計　60,019,241円

目　　的
　学校施設は児童の学習・生活の場であるとともに、災害時には避難所として地域住民の避
難生活の拠点としての役割を担うため、老朽化した施設の改修を進め、安全性の向上及び教
育環境の整備を図る。

事
　
業
　
概
　
要

学校管理費

事 業 名 小学校施設整備事業 担当課 教育総務課

科　　目 款 10 教育費 項 2 小学校費 目 1
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

報償費 20 需用費 680 需用費 695

 使用料及び賃借料 16,399

委託料 11,995 委託料 12,276 委託料 8,514

役務費 2,074 役務費 1,968 役務費 2,625

学校管理費

事 業 名 ＩＣＴ教育推進事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 2 小学校費 目 1

目　　的 　1人1台端末環境での教育を推進する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●使用料及び賃借料
　富津市立小学校学習用端末等賃貸借　　　 15,032,050円（長期継続契約　R8.2.28まで11箇月）
　富津市立小学校学習用端末等賃貸借　　　  1,963,008円（再リース　R8.3.31まで1箇月）

●委託料
　富津市小中学校ＩＣＴ支援業務委託 　 　 11,939,400円
　小中学校ネットワーク機器保守更新委託　　　 55,440円

●役務費
（通信運搬費）
　　回線利用料・プロバイダ利用料等　　　　1,900,737円
（保険料）
　　授業目的公衆送信補償金　　　　　　　　　173,316円

●報償費
　プログラミング教育講師謝礼　               20,000円

　合　計　　　31,083,951円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

31,084 31,323 28,233

 使用料及び賃借料 16,995  使用料及び賃借料 16,399

令和６年度 令和５年度

ＩＣＴ支援員派遣人数 人 1/1 1/1 1/1
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

1人1台端末を週3回以上活用する学校数（公立学校情報
機器整備事業計画） 校 8/8 8/8 8/8

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　教職員のＩＣＴ活用推進のための研修会を定期的に設定した。また、保守業者と連携し、
故障や不具合に対して迅速に対応するなど、円滑なＩＣＴ活用のための環境整備を行った。

校内通信ネットワーク整備完了校数 校 8/8 8/8 8/8

事
業
成
果

成果目標
　教育方法の改善が図られ、「個別最適化された学び」を実現させることにより、児童の学
力や情報活用能力を育成する授業を展開する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

扶助費 14,284

教育振興費

事 業 名 要保護及び準要保護児童就学援助事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 2 小学校費 目 2

目　　的
　経済的な理由により就学が困難と認められる児童の保護者に対し、学用品、給食費、医療
費等の援助を行い、就学困難者をなくし、義務教育を円滑に実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●要保護及び準要保護児童就学援助費　　　　　　　　　　　　　　12,600,932円
　保護者に学用品、給食費等を援助する。
　※準要保護：要保護（生活保護法による扶助受給者）に準ずる程度に困窮している。

　　〇小学校児童　143人　12,326,172 円

　

　　〇小学校入学前児童　4人　274,760円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

12,601 12,316 14,284

扶助費 12,601 扶助費 12,316

令和６年度 令和５年度

要保護及び準要保護児童就学援助費 千円 12,601 12,316 14,284
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

認定小学校児童数 人 143 152 172

令和５年度

学用品補助額 円 1,520,200 1,621,840 1,833,060

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　学校教育法で定められた各種援助を実施することにより、児童が等しく教育を受けること
ができた。最低限の援助を行うことで、教育の機会均等や就学状況等の改善が図られた。

修学旅行費補助額 円 658,010 635,999 792,858

給食費補助額 円 6,555,130 6,908,902 7,840,556

事
業
成
果

成果目標
　経済的な理由による就学困難児童の保護者に対し、学用品・校外活動費・修学旅行費・医
療費・給食費等を適切に支給する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

補助費目 金 額 (円)

新入学用品費(入学前） 274,760

対象者数

4

補助費目 金 額 (円)

学用品費 1,520,200

通学用品費 253,110

校外活動費（宿泊無） 110,622

校外活動費（宿泊有） 57,930

新入学用品費 3,171,170

修学旅行費 658,010

給食費 6,555,130

対象者数

141

120

96

26

40

29

142

合　　計 12,326,172実人数 143
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 37

旅費 4 備品購入費 28 旅費 5

旅費 6

教育振興費

事 業 名 英語教育推進事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 2 小学校費 目 2

目　　的
　令和2年度完全実施となる新学習指導要領により始まる小学校5・6年生の外国語、3・4年生
の外国語活動において、担任の補助並びに支援を行い、児童の英語力を向上させる。
　さらに、英語指導員と一緒に授業をすることにより、教員の英語指導力向上も目指す。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

英語指導員　3名　市内6小学校へ配置する。（2校は県の英語専科加配教員で対応）
・市で雇用した英語指導員3名を分担して配置し、主に5・6年生の外国語や、3・4年生の
　外国語活動の授業を中心に、指導や教材作成の補助を行った。

●消耗品費（需用費）　　36,263円
　インクタンク等、授業の中で使用する消耗品
　
●費用弁償（旅費）　　　 3,780円
　年間4回、英語指導員研修会を市役所にて実施した際の交通費

　合　計　　40,043円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

40 73 42

需用費 36 需用費 39

令和６年度 令和５年度

英語指導員派遣日数 日 158 161 157
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

英語指導員 人 3 3 3

令和５年度令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　現在3名の英語指導員を6小学校に配置している。英語指導員が小学校の外国語科において
担任と連携した指導により、教育効果を発揮している。英語指導員を活用した授業展開に
よって、児童の学習意欲向上、国際理解、コミュニケーション能力の育成を図った。

事
業
成
果

成果目標

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

教育振興費

事 業 名 外国人英語指導助手活用事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 2 小学校費 目 2

目　　的
　小学校の外国語・外国語活動の充実を図り、英語によるコミュニケーション能力の育成を
図るとともに、学力向上も目指す。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●業務派遣契約を結び、外国人英語指導助手（ALT）を市立小学校に派遣する。
　・ALT3名を分担して市立小学校に派遣し、5・6年生の外国語や3・4年生の
    外国語活動の授業で、ティームティーチングを行った。

●委託料の説明
　・プロポーザル方式による業者選定を継続し、質の確保と価格面でのバランスをとって、
　　委託業者を決定した。

　外国人英語指導助手派遣業務委託料（英会話オンライン授業を含む。）
　　13,384,800円×8/11校（小学校分）＝9,734,400円
　

　合　計　　9,734,400円

※令和7年度より、10款3項（中学校費）より予算を分割

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

9,734 0 0

委託料 9,734

令和６年度 令和５年度

外国人英語指導助手派遣日数（延べ日数） 日 333
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

外国人英語指導助手派遣人数 人 3

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　市立小学校に計3名の外国人英語指導助手を配置し、担任及び英語指導員とともに、学習支
援、学習指導にあたった。隔週で配置できたことにより、コミュニケーション能力の素地や
基礎を養うことができた。

事
業
成
果

成果目標
　市立小学校において，外国人英語指導助手を派遣することにより、児童の英語活動や英語
教育の充実と国際理解教育の進展を図るとともに，実践的コミュニケーション能力を育成す
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

－ 198 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 13

報償費 131

旅費 7 需用費 24 備品購入費 28

需用費 3 旅費 5 旅費 14

教育振興費

事 業 名 学力向上推進事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 2 小学校費 目 2

目　　的
　富津市立小学校に在籍する児童の学力の向上に寄与すると共に健全な育成を図る。
　放課後学習教室を設置し、授業の復習や宿題の支援をし、つまずきの解消や学習に対する
意欲の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●指導補助教員9名分（下記のとおり13名）雇用
　・市で雇用した指導補助教員を市立小学校に配置し、授業で授業者の補助として
　　児童一人ひとりの能力・個性にあったきめ細かな指導を行い、基礎学力の向上を目指した。
　・低学年を中心に児童から参加希望をとり、放課後学習教室を行い、学習の達成感や成就感を
　　味わわせる場となるように努め、学習でのつまずき等の解消を目指した。

　配置校及び配置人数
　　青堀小学校(週2日7.5時間） 1名 (週2日7.5時間＋週1日4.5時間） 1名　(週2日7時間）2名
　　　　　　 （週1日6時間）　 1名
　　富津小学校(週3日5.5時間)　1名
　　飯野小学校(週3日7.5時間)　1名（週2日7.5時間）1名
　　天羽小学校(週5日6.5時間)　1名
　　大貫小学校・吉野小学校・佐貫小学校・環小学校(週3日3時間)　4名

　費用弁償（旅費）　　　6,900円
　　年間2回、指導補助教員研修会を市役所にて実施した際の交通費

●東大生による児童・生徒への夏休み課題学習への支援を行い、学習のつまずき等の解消を目指した。
　報償費
　　夏季自習室学習会（東大むら塾）　2回（27名）　107,180円
　消耗品費
　　千羽鶴用おりがみ等　　3,306円
　
　合　計　　117,386円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

117 136 186

報償費 107 報償費 107

令和６年度 令和５年度

指導補助教員派遣 人 9 9 9
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

放課後学習教室実施校 校 8 8 8

令和５年度

肯定的評価 ％ 92.1/90.0 91.0/90.0 93.2/90.0

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　指導補助教員配置校からは、きめ細かな指導により学力の向上に寄与しているという評価
を得ている一方で、放課後学習教室のみの配置となっている学校からは、授業への補助に対
する要望が高い。今後は、配置時間等を調整し、全校で授業への支援に入れるようにするな
ど、より効果的な学習支援が行えるように努めていく。

事
業
成
果

成果目標
　保護者アンケートによる「子どもが確かな学力を身につけるための取組」に対する保護者
の肯定的な評価の割合

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 使用料及び賃借料 79

報償費 25

25  公有財産購入費 15,204 役務費 344

 補償補填及び賠償金 1,325 報償費 104

事業の自己評価
　実施設計に係る打合せを計20回（設計業者19回、行政経営アドバイザー1回）行い、基本設
計（令和6年度完成）を具体化するため、開発許可関係書類の作成、建物の構造や内装・設備
等の設計を実施した。

事
業
成
果

成果目標
　学校施設は、児童の学習・生活の場であるとともに、地域住民との交流や災害時には避難所
の役割を果たす重要な施設であることから、関係者の意見や専門的な知見を踏まえ、長期間に
わたり安全・安心かつ快適に使用できる施設整備を目指す。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

基本設計完了 式 － 1 －

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

設計打合せ 回 20 11 －
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

29,892 80,403 8,808

委託料 29,867 委託料 63,770 委託料 8,360

報償費

校舎等改築工事、校舎等改築工事監理、校舎等解体設計、校舎等解体工事、校舎等解体工事監理、外構工
事、グラウンド整備工事等

[ 単位：千円 ]

R2～R5年度　42,348,990円（校舎等耐力度調査、基本構想・基本計画策定、現況測量ほか）
R6年度　　　80,402,678円（基本・実施設計、地質調査、用地取得ほか）

当該年度

地質調査業務委託料（繰越明許費） 8,612,800円、行政経営アドバイザー報償費 25,000円、基本・実施設計
業務委託料 19,787,900円(R6-R8継続費 契約金額 228,184,000円)、分筆登記業務委託料 289,146円、学校排
水調査業務委託料 693,000円、図面作成業務委託料 484,000円

翌年度以降

～ 令和 13 年度

●事業スケジュール
　R2年度　　　 校舎耐力度調査（小学校施設整備事業にて実施）
　R3年度　　　 屋内運動場耐力度調査
　R4年度　　　 基本構想・基本計画策定、現況測量
　R5年度  　　 基本構想・基本計画策定、用地測量
  R6年度　　　 用地測量、地質調査、文化財調査
　R6～R8年度　 基本設計・実施設計
　R8年度　 　　造成工事
　R9～R11年度　校舎等改築工事、校舎等改築工事監理　※ R11年度中の供用開始を想定
　R11年度　　　校舎等解体設計
　R11～R12年度 校舎等解体工事、校舎等解体工事監理等
　R12～R13年度 外構工事、グラウンド整備工事等

施行済

全体計画 計 画 期 間 令和 2 年度

目　　的

　昭和50年（1975年）に旧木造校舎を改築した現青堀小学校校舎は、平成21年度及び平成22年
度に耐震補強工事を実施したものの、令和2年度に実施の耐力度調査では所要の耐力度を下回
るなど老朽化が著しいこと等を踏まえ、附属施設を含めた施設整備により安全安心な施設環境
の確保・教育環境の質的向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

青堀小学校校舎改築費

事 業 名 青堀小学校校舎改築事業 担当課 教育総務課

科　　目 款 10 教育費 項 2 小学校費 目 3
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　安心・安全な教育環境づくりのためには計画的な施設整備が不可欠であることから、効果
的な予算執行を念頭に、事業の優先順位付けや各種財源の有効活用を図り、継続して大規模
改修、修繕等を進めていく必要がある。

防犯カメラ設置率 ％ 100 100 66.7

事
業
成
果

成果目標
　安心・安全な教育環境づくりのため、小・中学校再配置計画との整合を図りながら、非構
造部材の耐震化、施設の老朽化対策及び長寿命化に向けて、施設整備基本計画を基に計画的
に大規模改修、修繕等を進めていく。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

－ 8,836,355 2,530,000

令和５年度

工事件数 件 － 2 1

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

改修学校数 校 － 2 1
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

工事件数 件 － 2 1

工事請負費 円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

4,180 8,836 2,530

委託料 4,180 工事請負費 8,836 工事請負費 2,530

[ 単位：千円 ]

≪中学校施設整備事業≫

●委託料
　富津中学校グラウンド排水調査・設計業務委託　　　4,180,000円

目　　的
　学校施設は生徒の学習・生活の場であるとともに、災害時には避難所として地域住民の避
難生活の拠点としての役割を担うため、老朽化した施設の改修を進め、安全性の向上及び教
育環境の整備を図る。

事
　
業
　
概
　
要

学校管理費

事 業 名 中学校施設整備事業 担当課 教育総務課

科　　目 款 10 教育費 項 3 中学校費 目 1

－ 201 －



学校管理費

事 業 名 ＩＣＴ教育推進事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 3 中学校費 目 1

目　　的 　1人1台端末環境での教育を推進する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●使用料及び賃借料
　富津市立中学校学習用端末等賃貸借　　　  7,516,300円（長期継続契約　R8.2.28まで11箇月）
　富津市立中学校学習用端末等賃貸借　　　  　736,128円（再リース　R8.3.31まで1箇月）
　ｅライブラリアドバンス中学校プリントパック使用許諾契約 　 493,900円
　プログラミングソフトウェア使用料        　704,000円

●委託料
　富津市小中学校ＩＣＴ支援業務委託       11,939,400円
　小中学校ネットワーク機器保守更新委託　　　 20,790円

●役務費
（通信運搬費）
　　回線利用料・プロバイダ利用料　　　　　　835,750円
（保険料）
　　授業目的公衆送信補償金　　　　　　　　　149,886円

　合　計　　　22,396,154円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

22,396 22,696 19,368

委託料 11,960 委託料 12,266  使用料及び賃借料 9,391

 使用料及び賃借料

令和６年度 令和５年度

ＩＣＴ支援員派遣人数 人 1/1 1/1 1/1
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

1人1台端末を週3回以上活用する学校数（公立学校情報
機器整備事業計画） 校 3/3 2/3 2/3

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　教職員のＩＣＴ活用推進のための研修会を定期的に設定した。また、保守業者と連携し、
故障や不具合に対して迅速に対応するなど、円滑なＩＣＴ活用のための環境整備を行った。

校内通信ネットワーク整備完了校数 校 3/3 3/3 3/3

事
業
成
果

成果目標
　教育方法の改善が図られ、「個別最適化された学び」を実現させることにより、生徒の学
力や情報活用能力を育成する授業を展開する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

191

9,450  使用料及び賃借料 9,389 委託料 8,514

役務費 986 役務費 916 役務費 1,272内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 125 需用費
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

扶助費 9,437

教育振興費

事 業 名 要保護及び準要保護生徒就学援助事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 3 中学校費 目 2

目　　的
　経済的な理由により就学が困難と認められる生徒の保護者に対し、学用品、給食費、医療
費等の援助を行い、就学困難者をなくし、義務教育を円滑に実施する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●要保護及び準要保護生徒就学援助費（中学校分）　 4,510,383 円
　保護者に学用品、給食費等を援助する。
　※準要保護：要保護（生活保護法による扶助受給者）に準ずる程度に困窮している。

　 中学生生徒99人（要保護生徒含む）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

4,511 9,472 9,437

扶助費 4,511 扶助費 9,472

令和６年度 令和５年度

要保護及び準要保護生徒就学援助費 千円 4,511 9,472 9,437
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

認定中学校生徒数 人 99 112 116

令和５年度

学用品補助額 円 2,150,990 2,403,090 2,479,480

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　学校教育法で定められた各種援助を実施することにより、生徒が等しく教育を受けること
ができた。最低限の援助を行うことで、教育の機会均等や就学状況等の改善が図られた。

修学旅行費補助額 円 1,705,480 2,010,030 2,619,130

給食費補助額 円 102,600 4,481,322 3,760,805

事
業
成
果

成果目標
　経済的な理由による就学困難生徒の保護者に対し、学用品・校外活動費・修学旅行費・医
療費等を適切に支給する。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

補助費目 金 額 (円)

学用品費 2,150,990

通学用品費 156,550

校外活動費（宿泊無） 46,161

校外活動費（宿泊有） 157,802

新入学用品費 189,000

修学旅行費 1,705,480

医療費 1,800

給食費 102,600

22

37

対象者数

97

71

合　　計 4,510,383

3

28

2

4

98実人数

－ 203 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 13,464

教育振興費

事 業 名 外国人英語指導助手活用事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 3 中学校費 目 2

目　　的
　中学校の外国語・外国語活動の充実を図り、英語によるコミュニケーション能力の育成を
図るとともに、学力向上も目指す。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●業務派遣契約を結び、外国人英語指導助手（ALT）を市立中学校に派遣する。
　・ALT3名を分担して市立中学校に派遣し、全学年に英語の授業でティームティーチングを行った。

●委託料の説明
　・プロポーザル方式による業者選定を継続し、質の確保と価格面でのバランスをとって、
　　委託業者を決定した。

　外国人英語指導助手派遣業務委託料
　　13,384,800円×3/11校（中学校分）＝3,650,400円

　合　計　　3,650,400円

※令和7年度より、10款2項（小学校費）へ予算の一部を分割

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

3,650 13,446 13,464

委託料 3,650 委託料 13,446

令和６年度 令和５年度

外国人英語指導助手派遣日数（延べ日数） 日 260 559 597
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

外国人英語指導助手派遣人数 人 3 3 3

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　市立中学校に計3名の外国人英語指導助手を配置し、英語科教員とともに、学習支援、学習
指導にあたった。隔週で配置できたことにより、コミュニケーション能力の素地や基礎を養
うことができた。

事
業
成
果

成果目標
　市立中学校において，外国人英語指導助手を派遣することにより、生徒の英語活動や英語
教育の充実と国際理解教育の進展を図るとともに，実践的コミュニケーション能力を育成す
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 138

旅費 2

教育振興費

事 業 名 学力向上推進事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 3 中学校費 目 2

目　　的
　富津市立中学校に在籍する生徒の学力の向上に寄与すると共に健全な育成を図る。
　放課後学習教室を設置し、授業の復習や宿題の支援をし、つまずきの解消や学習に対する
意欲の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

 
 ●指導補助教員　3名雇用
　・市で雇用した指導補助教員を市立中学校に配置し、授業で指導者の補助として
　　生徒一人ひとりの能力・個性に応じたきめ細かな指導を行い、基礎学力の向上を図った。
　
　配置校及び配置人数
　　富津中学校（週5日 7.5時間）　1名
　　大佐和中学校（週5日 7.5時間）1名
　　天羽中学校（週5日 7.5時間）　1名

　費用弁償（旅費）　　1,440円
　　年間2回、指導補助教員研修会を市役所にて実施した際の交通費
　

　合　計　　1,440円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

1 1 140

旅費 1 旅費 1

令和６年度 令和５年度

指導補助教員配置 人 3 3 3
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和５年度

肯定的評価 ％ 76.0/90.0 73.6/90.0 72.2/90.0

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価
　指導補助教員配置校からは、きめ細かな指導により学力の向上に寄与しているという評価
を得ている。今後も、配置校との連携・連絡を密にし、より効果的な学習支援が行えるよう
に努めていく。

事
業
成
果

成果目標
　保護者アンケートによる「子どもが確かな学力を身につけるための取組」に対する保護者
の肯定的な評価の割合

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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大佐和中学校屋内運動場改築費

事 業 名 大佐和中学校屋内運動場改築事業 担当課 教育総務課

科　　目 款 10 教育費 項 3 中学校費 目 3

目　　的
　大佐和中学校屋内運動場の使用中止によって学校運営等に不便な事態が継続している状況に
おいて、当該事業の各工程を確実かつ速やかに実施し、当該屋内運動場を早期に供用開始させ
ることによって、学校運営の円滑な実施及び指定避難所としての機能復帰を図る。

事
　
業
　
概
　
要

●事業スケジュール
R5　　耐力度調査、基本設計、用地測量、地質調査
R6　　実施設計、用地測量（継続）、改築工事
R7　　改築工事（継続）、供用開始、旧屋内運動場解体設計
R8　  旧屋内運動場解体工事

施行済

令和 5 年度全体計画 計 画 期 間 ～ 令和 8 年度

旧屋内運動場解体工事、旧屋内運動場解体工事監理業務委託

[ 単位：千円 ]

R5　　31,047,500円（耐力度及び基本・実施設計、測量業務ほか）
R6　　96,388,696円（耐力度及び基本・実施設計、改築工事、監理業務ほか）

当該年度

各種手数料 720,700円、改築工事監理業務委託料 12,212,200円(R6-R7継続費 契約金額15,400,000円)、旧屋
内運動場解体工事設計業務委託料 5,280,000円、通信ネットワーク整備業務委託料 3,685,000円、改築工事
657,589,504円(R6-R7継続費 契約金額 687,280,000円)、電気工事 125,400,000円(R6-R7継続費 契約金額
125,400,000円)、機械工事 34,776,500円(R6-R7継続費 契約金額 34,776,500円)、構造物解体撤去工事
495,000円、備品購入費 1,572,670円、旧屋内運動場解体工事(全額繰越。契約金額 137,500,000円)、旧屋内
運動場解体工事監理業務委託料（全額繰越。契約金額 3,960,000円）

翌年度以降

721

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

841,732 96,389 31,048

工事請負費 818,261 委託料 64,612 委託料

事
業
実
績

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度

改築工事の進捗（出来形） ％ 100 5 －

事
業
成
果

成果目標
　各工程を速やかに遂行するとともに、工期の短縮に努め、令和7年度中の供用開始を目指
す。

成　果

成果指標名（実績値/目標値）

事業の自己評価
　定例会での進捗管理に努めた結果、工期内に完成、令和8年2月から供用を開始した。
　解体工事についても計画通りの完了を目指し、進捗管理に努めていく。

令和５年度

令和５年度

進捗報告定例会 回 16 6 －

耐力度調査、基本・実施設計の進捗（出来形） ％ － 100 32

単位 令和７年度 令和６年度

事
　
業
　
費

内　訳

合　計

31,048

委託料 21,177 工事請負費 30,981

備品購入費 1,573 役務費 796

役務費
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 26 役務費 27 役務費 27

委託料 6,641

需用費 1,288 需用費 1,058 需用費 1,097

公課費 82 公課費 82 公課費 82

社会教育総務費

事 業 名 生涯学習バス運営事業 担当課 生涯学習課

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 1

目　　的
　公民館主催講座での移動学習のほか、子ども会や青少年相談員、PTAなどの活動支援を目的
とし、学習機会への参加を促し、学習活動の拡充を図る。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　生涯学習バス運営事業　　8,807,409円

●需用費
　・消耗品費　　　　　　　　　　　　　 23,892円　［尿素水の購入］
　・燃料費　　　　　　　　　　　　　1,173,257円　［運行に必要な軽油代］
　・修繕料　　　　　　　　　　　 　　  90,640円　［車両修繕（タイヤ2本交換）］

●役務費
　・手数料　　　　　　　　　　　 　　　 3,200円　［車両検査時の印紙代（1,600円×2台）］
　・保険料　　　　　　　　　　　 　　　23,060円　［自動車損害賠償責任保険料（11,530円×2台）］

●委託料
　・生涯学習バス管理運行業務委託料　4,749,360円　［生涯学習バスの運行及び管理の委託経費］
　・追加運行業務委託料　　　　　　　2,662,000円　［運行業務委託の上限を超えた分（121回分）］

●公課費
　・自動車重量税　　　　　　　　　 　　82,000円　［自動車重量税（41,000円×2台）］

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

8,807 8,116 7,847

委託料 7,411 委託料 6,949

令和６年度 令和５年度

生涯学習バス運行回数 回 321/200 300/200 281/200
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

生涯学習バス運行距離 ㎞ 33,718 29,661 28,986

令和５年度

生涯学習バス利用延べ人数 人 8,224/5,000 7,132/5,000 6,654/5,000

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　令和3年度からバスを増車し2台体制としたこともあり、社会教育団体や学校・保育所など
で活発に利用され、運行回数や利用人数は増加が続いている。
　引き続いて制度の周知に努め、幅広い学習の機会や研修参加等の補助を行い、社会教育の
振興、学校教育の充実を図る。

事
業
成
果

成果目標 　生涯学習バスを運行することで、より多くの人の学習活動に寄与することを目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 使用料及び賃借料 1,146 工事請負費 850 工事請負費 808

その他 991 その他 882 その他 931

3,741 需用費 3,249 需用費 4,768

工事請負費 2,408 使用料及び賃借料 1,085 使用料及び賃借料 1,010

事業の自己評価
　市民の自由な憩いの場や学習の場としての公民館の管理・運営を行った。
　また、各種事業の実施については、公民館運営審議会による調査審議を経て、文化活動や
スポーツ・レクリエーション活動等を行った。

公民館利用者数 人 18,682 17,352 17,470

事
業
成
果

成果目標
　生涯学習の基盤であり、社会教育施設の中核でもある公民館の適正な管理・運営と施設の
充実を図り、市民の利用促進を図ることが目的であるため、公民館の利用件数と利用人数を
成果とした。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

公民館利用件数 件 1,273 1,357 1,436

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

講習会・研修会・実習等開催件数 件 1,020 1,035 927
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

文化事業・発表会開催件数 件 33 34 48

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

16,101 13,373 14,529

委託料 7,815 委託料 7,307 委託料 7,012

需用費

[ 単位：千円 ]

1．概　要　講演、発表会、講座、会議、サークルなど、幅広く活用されている施設の維持管理
2．業　務　施設の消防設備、浄化槽設備の点検業務をはじめ警備、清掃、管理業務、建物管理（修繕）
3．区分別　利用件数・利用者数　　サークル数：40団体

4．利用件数・利用者数の推移

【中央公民館管理運営費】16,100,739円
●報酬　　　　　　　     　401,200円　公民館運営審議会委員報酬
●報償費                    45,900円  公民館運営審議会委員報償費
●旅費  　   　　　　       51,480円　公民館運営審議会委員費用弁償　他
●需用費　　　　　     　3,740,647円　消耗品、白灯油、電気料、水道料、ガス料金、図書室照明器具交換修繕　他
●役務費    　　  　　     403,418円  電話料、切手代、浄化槽検査手数料、建物総合損害共済　他
●委託料  　　　　　     7,815,392円  管理・警備・清掃・各種設備保守点検等業務委託
●使用料及び賃借料　　   1,146,422円　土地借上料、放送受信料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モップ・マット・AED・複合機・印刷機・構内電話設備機器借上料
●工事請負費           　2,407,900円　空調設備設置工事（第1会議室、管理人室、調理室）、多目的室ドア改修工事
●備品購入費　　　　      　61,380円　グランドピアノ椅子
●負担金補助及び交付金      27,000円　君津地方公民館連絡協議会負担金　他

目　　的 　施設の安全性を確保し、適切な管理と効率的な運営により、市民の利用促進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

公民館費

事 業 名 中央公民館管理運営費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

学級 サークル 講習

件数 96 681 243 21 125 5 2 12 88 1,273

人数 1,438 5,775 3,064 1,542 1,620 19 67 1,910 3,247 18,682

検診・
予防注射

発表会 その他 合 計区 分
講習会・研修会・実習等

文化事業 一般会議 相談等

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

1,273 18,682 1,357 17,352 1,436 17,470 1,418 17,855 1,426 13,567

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

報償費 405

需用費 60 需用費 52 需用費 66

役務費 13 役務費 5

公民館費

事 業 名 中央公民館学級・講座関係費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

目　　的
　市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に
寄与する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

1．概要　中央公民館が主催する講座等の企画・立案を行い、受講者を募集して開催した。

2．業務　年間を通して講座を実施し、地域性を活かした多様な学習機会の場を提供する。

3．学級・講座開催状況

　

【中央公民館学級・講座関係費】
          543,381円
●報償費  470,000円　各種学級・講座講師謝礼
●需用費   60,181円　消耗品
●役務費   13,200円　切手代

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

543 542 476

報償費 470 報償費 490

令和６年度 令和５年度

公民館学級・講座開催回数 回 96 91 96
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

学級・講座受講者募集等広報配布部数 部 9,500 9,500 3,800

令和５年度

事業満足度の向上（全体事業） ％ 97/90 98/90 96/90

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　前年度と比べると、開催回数、参加延人数ともに増加となった。
　市民の生活課題や地域社会の共通課題を把握するとともに、多様化している市民のニーズ
に対応した学級・講座を開設しつつ、学校や各種団体等とも連携し、誰もが参加しやすい環
境づくりが課題となる。

事業満足度の向上（シルバー生きがい学級） ％ 95/90 88/90 88/90

公民館学級・講座参加者数 人 1,438 1,179 1,260

事
業
成
果

成果目標
　公民館が主催する学級・講座の参加者にアンケートを実施し、内容の満足度を調査する。
（全体集計値及び高齢者を対象とした学級講座の値を対象とする）

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

番号 学級・講座名
開催
回数

参加
人数

番号 学級・講座名
開催
回数

参加
人数

1 外国人のための日本語教室 23 123 8 わくわくペーパーアート子ども折り紙教室 4 135

2 レッツ・プログラミング！ 6 106 9 親子でソーラーハウス工作教室 1 31

3 大人のわらべ歌講座 4 62 10 浴衣や絣 de eco パッチワーク教室 10 77

4 紙バンド手芸クラブ 9 120 11 ふっつ学講座 7 153

5 いきいき健康体操教室 9 170 12 3B体操を楽しもう！ 4 22

6 シルバー生きがい学級 8 185 13 地域学校協働活動支援 2 117

7 はじめてみようフラダンス 9 137 96 1,438合　　計
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事業の自己評価
　アンケート調査の分析結果等により、回を重ねても一定の受検者を確保できるように問題
案の更新、新たな検定区分の検討を行い継続した事業展開を行う。

事
業
成
果

成果目標
　受検者にアンケートを実施し、本検定を通じて市のことが好きになったと答えた人の割合
を成果とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

本検定を通じ市のことが好きになった人の割合（ふっ
つ検定受検者） ％ 98/80 99/80

令和７年度 令和６年度

受検者数 人 344/300 128/300
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

1．概要
　富津市の歴史・文化・観光・自然などの魅力や施策などを学び、誇りと愛着の醸成を図ることを目的とした検定を
実施
　  ・初級（小学校高学年レベル・20問中6割以上正答で合格）
　　　「ふっつふるさとカルタ」を中心に富津市に関する初歩的な事項
　　・中級（成人レベル・30問中7割以上正答で合格）
　　　一般的に知っておいてほしい富津市に関する事項
　　・上級（マニアレベル・30問中7割以上正答で合格）
　　　マニアを名乗ることができるような富津市に関する事項
　

　

【ふっつ検定事業】　　　163,726円
●報償費　合格者記念品　113,178円
●需用費　消耗品費　　　 33,448円
●役務費　通信運搬費     17,100円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的
　本検定受検に向け、市民等が富津市の魅力や施策などについて、自主的に学習することで
富津市への誇りや愛着の醸成を図る。

事
　
業
　
概
　
要

公民館費

事 業 名 ふっつ検定事業 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

需用費 34 需用費 31

役務費 17 役務費 16

報償費 113 報償費

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

164 191 0

144

初級 中級 上級 合計 初級 中級 上級 合計

R8.2.25 富津小学校 47人 - - 47人 45人 - - 45人

R8.2.20 飯野小学校 49人 - - 49人 49人 - - 49人

R8.1.22

R8.1.28

R8.2.18 佐貫小学校 37人 - - 37人 35人 - - 35人

R8.3.5

R8.3.17

264人 - - 264人 246人 - - 246人

293人 26人 25人 344人 274人 23人 25人 322人

大貫小学校、天羽小学校は、学年ごとに2日間に分けて実施

- - 81人

計

合計

36人 - - 36人

天羽小学校 86人 - - 86人 81人

ふっつ検定
出張版

大貫小学校 45人 - - 45人

25人 80人 28人 23人 25人 76人

区分 実施日 場所
受検者数 合格者数

第2回
ふっつ検定

R8.2.23 中央公民館 29人 26人
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

事業の自己評価
　各会場ごとに魅力ある行事を開催し、その内容を分かりやすく周知した。
　インターネットによる申し込み等多くの人が出展・出演しやすい環境を引き続き整備す
る。

参観者数（延べ人数） 人 8,268/10,000 10,335/14,000 9,140/9,126

事
業
成
果

成果目標
　地域における生涯学習の振興及び芸術文化の向上を目的として文化祭を実施し、その事業
内容を充実させるため、出展・出演者数、参観者数を成果指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

出展・出演者数 人 1,702/1,900 1,892/2,100 2,078/2,000

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

市民文化祭実行（準備）委員会議開催回数 回 5 5 5
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

市民文化祭開催日数 日 3 4 3

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

699 800 693

 負担金補助及び交付金 699  負担金補助及び交付金 800  負担金補助及び交付金 693

[ 単位：千円 ]

1．概要　富津市民文化祭2025　令和7年10月24日（金）～10月26日（日）
　      　テーマ『未来につなごう　富津のチカラ 』
　

2．業務　各会場の出演者・出展者が富津市民文化祭実行委員会を組織し、主体となって実施する。
【市民文化祭事業】
●市民文化祭事業交付金 　699,046円　富津市教育振興事業補助金

目　　的
　市民自ら芸術活動に親しみ、その活動を促進するため、市民及び各種団体が一堂に集い、
日頃の活動成果を発表し、市民相互の親睦と融和を図りながら地域文化の向上に資する。

事
　
業
　
概
　
要

公民館費

事 業 名 市民文化祭事業 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

10/24 10/25 10/26 計

展示 42 90 145 277 285

小計 42 90 145 277 285

展示・体験 585 235 1,305 2,125 520

子どもまつり 0 0 3,134 3,134 229

小計 585 235 4,439 5,259 749

展示・体験 596 131 437 1,164 414

芸能 0 0 186 186 92

小計 596 131 623 1,350 506

展示・体験 544 425 172 1,141 38

芸能 0 241 0 241 124

小計 544 666 172 1,382 162

1,767 1,122 5,379 8,268 1,702

会場 部門
参観者数 出展・

出演者数

総合社会体育館

富津公民館

中央公民館

市民会館

合計
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

使用料及び賃借料 819 使用料及び賃借料 743 役務費 492

その他 513 その他 548 その他 52

12,239 委託料 11,017 需用費 10,494

工事請負費 1,191 需用費 10,184 使用料及び賃借料 743

事業の自己評価
　市民の自由な憩いの場や学習の場としての公民館の管理・運営を行った。
　また、各種事業の実施については、公民館運営審議会による調査審議を経て、文化活動やス
ポーツ・レクリエーション活動等を行った。

公民館利用者数 人 23,185 28,441 18,770

事
業
成
果

成果目標
　生涯学習の基盤であり、社会教育施設の中核でもある公民館の適正な管理・運営と施設の充
実を図り、市民の利用促進を図ることが目的であるため、公民館の利用件数と利用者数を成果
とした。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

公民館利用件数 件 987 1,117 1,053

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

講習会・研修会・実習等開催件数 件 831 841 835
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

文化事業・発表会開催件数 件 57 144 90

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

27,703 42,289 22,569

需用費 12,941 工事請負費 19,797 委託料 10,788

委託料

[ 単位：千円 ]

1．概要　講演、発表会、講座、会議、サークルなど、幅広く活用されている施設の維持管理
2．業務　施設の消防設備、浄化槽設備の点検業務をはじめ警備、清掃、管理業務、建物管理（修繕）
3．区分別　利用件数・利用者数　　サークル数：27団体

4．利用件数・利用者数の推移

【富津公民館管理運営費】　27,703,368円
●旅費　　　　　　　　　　　　 2,910円　君津地方公民館連絡協議会主事部会旅費
●需用費　　　　　　　　　12,941,144円　公民館管理運営用消耗品費、A重油・軽油・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　混合ガソリン、電気料・水道料・ガス料金、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地下タンク付帯配管修繕工事　他
●役務費　　　　　　　　　　 501,851円　電話料、燃料油地下タンク漏洩検査手数料、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建物総合損害共済保険料　他
●委託料　　　　　　　　　12,239,399円　管理業務委託、警備業務委託、清掃業務委託、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草刈業務委託、各種設備保守点検等業務委託
●使用料及び賃借料　　　　　 818,654円　事務機器借上料、放送受信料、備品借上料、AED借上料
●工事請負費　　　　　　　 1,191,410円　空調設備設置工事（事務室）
●負担金補助及び交付金　　　　 8,000円　甲種防火管理者講習会負担金

目　　的 　施設の安全性を確保し、適切な管理運営と効果的な運営により市民の利用促進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

公民館費

事 業 名 富津公民館管理運営費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

学級 サークル 講習

件数 73 594 164 24 46 0 10 33 43 987

人数 1,124 4,915 5,083 6,076 1,072 0 427 3,091 1,397 23,185

検診・
予防注射

発表会 その他 合 計区 分
講習会・研修会・実習等

文化事業 一般会議 相談等

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

987 23,185 1,117 28,441 1,053 18,770 975 19,734 992 14,862

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

14 需用費 14 需用費 15

需用費 13 役務費 12 役務費 13

事業の自己評価

　前年度と比べると、開催回数は増加し参加延人数は減少となった。
　市民の生活課題や地域社会の共通課題を把握するとともに、多様化している市民のニーズ
に対応した学級・講座を開設しつつ、学校や各種団体等とも連携し、誰もが参加しやすい環
境づくりが課題となる。

事業満足度の向上（長寿楽しみクラブ） ％ 90/90 90/90 95/90

公民館教室・講座参加者数 人 1,124 1,260 1,317

事
業
成
果

成果目標
　公民館が主催する学級・講座の参加者にアンケートを実施し、内容の満足度を調査する。
（全体集計値及び高齢者を対象とした学級講座の値を対象とする。）

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

事業満足度の向上（全体集計） ％ 93/90 95/90 96/90

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

公民館学級・講座開催回数 回 73 71 76
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

学級・講座受講者募集等広報配布部数 部 9,500 9,500 3,800

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

337 326 338

報償費 310 報償費 300 報償費 310

役務費

[ 単位：千円 ]

1． 概要　　富津公民館が主催する講座等の企画・立案を行い、受講者を募集して開催した。

2． 業務　　年間を通して講座を実施し、地域性を活かした多様な学習機会の場を提供する。

3． 学級・講座開催状況

【富津公民館学級・講座関係費】　337,185円
●報償費　　　　　　　　　　　　310,000円　各種学級・講座講師謝礼
●需用費　　　　　　　　　　　　 13,485円　消耗品
●役務費　　　　　　　　　　　　 13,700円　切手代

目　　的
　市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に
寄与する。

事
　
業
　
概
　
要

公民館費

事 業 名 富津公民館学級・講座関係費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

番号 学級・講座名
開催
回数

参加
人数

番号 学級・講座名
開催
回数

参加
人数

1 東京湾学講座 11 263 8 キッズSDGsスクール 1 13

2 長寿楽しみクラブ 6 185 9 チャレンジクッキング 4 64

3 健康スクール 8 131 10 癒しの香りハーブ教室 4 52

4 わらべうた遊びと共育ち合い教室 6 38 11 心もすっきりエクササイズ教室 6 99

5 エコパッチワーク教室 8 69 12 睡眠と健康の知恵袋講座 1 11

6 古文書を読む会 5 68 13 ライフ＆マネープラン基礎講座 2 22

7 ペーパーアート折り紙教室 8 68 14 シニアスマホ教室 3 41

73 1,124合　　計

－ 213 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 25 需用費 20 需用費 19

175 委託料 196 委託料 195

役務費 94 役務費 100 役務費 52

事業の自己評価
　二十歳代表による実行委員会を組織して式典の企画運営を行った。
　記念事業として「ふっつ×世代ビンゴ！」を実施し、中学3年生時に自身が書いた「二十歳
への手紙」を後日郵送した。

二十歳の集い出席率 ％ 71.7 69.5 72.5

事
業
成
果

成果目標
　二十歳代表による実行委員会を設立し、式典の企画運営を行う。
　また、記念品を贈呈することで出席率を増加させる。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

二十歳の集い出席者数 人 253/353 255/367 271/374

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

実行委員会会議の回数 回 8 7 8
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

実行委員会延べ出席者数 人 59 65 67

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

779 692 619

報償費 485 報償費 376 報償費 353

委託料

[ 単位：千円 ]

1．概要　　富津公民館において、富津市在住者及び市内中学校卒業生など二十歳の方を対象に、
　　　　　　その多くの方が就職や進学など、それぞれの道を歩みだした18歳から2年が経過した時
            期に式典を開催することで、それまでの様々な経験を友人と共有する場とするとともに、
　　　　　　式典を経ることで大人としての自覚をもつきっかけとする。

2．業務　　二十歳代表による実行委員会を組織して企画運営を行った。
　　　　　　自身が中学3年生時に書いた「二十歳への手紙」を後日送付した。

3．実行委員会の開催　二十歳代表の実行委員11人が実行委員会を立ち上げ、二十歳の集いの
　　　　　　　　　　　企画を検討した。

4．出席者の状況

【二十歳の集い事業】　778,715円
●報償費　　　　　　　484,810円　式典記念品、実行委員等記念品、交通費
●需用費　　　　　　　 25,276円　生花、式典及び記念行事用消耗品
●役務費　　　　　　　 93,758円　郵送料（案内状・二十歳への手紙）
●委託料　　　　　　　174,871円　電算業務委託（名簿及び通知用ラベルシール作成）

目　　的
　成人の日の趣旨から、青年を祝福するとともに、社会を形成する一員としての責任を促し
激励する。

事
　
業
　
概
　
要

公民館費

事 業 名 二十歳の集い事業 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 3

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度

出席者数 253 255 271 285 271 中止

対象者数 353 367 374 410 401 437

出席率 71.7% 69.5% 72.5% 69.5% 67.6% 中止

－ 214 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 584 役務費 573  使用料及び賃借料 7,285

その他 96 その他 1,928

12,314 委託料 11,125 工事請負費 10,989

 使用料及び賃借料 7,404  使用料及び賃借料 7,395 需用費 10,772

事業の自己評価
  市民の自由な憩いの場や学習の場としての市民会館の管理・運営を行った。
　また、各種事業の実施については、公民館運営審議会による調査審議を経て、文化活動や
スポーツ・レクリエーション活動等を行った。

市民会館利用者数 人 14,666 18,647 15,331

事
業
成
果

成果目標
 生涯学習の基盤であり、社会教育施設の中核でもある公民館の適正な管理・運営と施設の充
実を図り、市民の利用促進を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

市民会館利用件数 件 846 929 888

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

講習会・研修会・実習等開催件数 件 494 555 601
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

文化事業・発表会開催件数 件 122 41 113

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

37,151 31,711 41,966

委託料 16,849 需用費 12,522 委託料 10,992

需用費

[ 単位：千円 ]

1．概要　　　講演、発表会、講座、会議、サークル等、幅広く活用されている施設の維持管理
2．業務　　　公民館施設内の消防設備、音響設備、浄化槽設備の点検業務をはじめ、警備、清掃、
　　　　　　 管理業務、建物管理（修繕）
3．区分別　　利用件数・利用者数　　サークル数：23団体

4．利用件数・利用者数の推移

【市民会館管理運営費】　37,151,415円
　
●需用費　　　　　　　　12,314,100円　管理消耗品、燃料費、光熱水費、空調機修繕等　他
●役務費　　　　　　　　 　584,398円　電話料、建物総合損害保険　他
●委託料                16,849,095円　管理業務委託、警備業務委託、清掃業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各種設備保守点検等業務委託、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動給水装置交換業務委託、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホール観覧席段差解消ステップ製作業務委託
●使用料及び賃借料       7,403,822円　土地借上料、事務機器借上料、放送受信料、備品借上料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AED借上料
　

目　　的  施設の安全性を確保し、適正な管理と効率的な運営により、市民の利用促進を図る。

事
　
業
　
概
　
要

市民会館費

事 業 名 市民会館管理運営費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 4

学級 サークル 講習

件数 69 409 16 75 63 1 26 47 140 846

人数 1,081 3,915 556 461 1,097 4 1,382 1,743 4,427 14,666

検診・
予防注射 発表会 その他 合 計区 分

講習会・研修会・実習等
文化事業 一般会議 相談等

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

846 14,666 929 18,647 888 15,331 746 14,698 341 16,942

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度

－ 215 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 11 役務費 13 役務費 2

66 委託料 66 需用費 29

需用費 22 需用費 18 委託料 22

事業の自己評価

　前年度と比べると、開催回数、参加延人数ともに減少となった。
　市民の生活課題や地域社会の共通課題を把握するとともに、多様化している市民のニーズ
に対応した学級・講座を開設しつつ、学校や各種団体等とも連携し、誰もが参加しやすい環
境づくりが課題となる。

事業満足度の向上（シルバー生きがい学級） ％ 87/90 90/90 -/90

学級・講座参加者数 人 1,081 1,209 864

事
業
成
果

成果目標
　公民館が主催する学級・講座の参加者にアンケートを実施し、内容の満足度を調査する。
（全体集計値及び高齢者を対象とした学級講座の値を対象とする。）

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

事業満足度の向上（全体集計） ％ 93/90 94/90 94/90

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

市民会館学級・講座開催回数 回 69 74 61
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

学級・講座受講生募集等広報配布部数 部 9,500 9,500 3,800

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

414 392 278

報償費 315 報償費 295 報償費 225

委託料

[ 単位：千円 ]

1．概要　　市民会館において主催される講座等の企画・立案を行い受講生を募集し開催した。

2．業務　　年間を通して地域性を活かした多様な学習機会の場を提供する。

3．学級・講座開催状況

【市民会館学級・講座関係費】
　　　　　　413,946円
●報償費  　315,000円　各種学級・講座講師謝礼
●需用費　 　21,946円　消耗品
●役務費　　 11,000円　切手代
●委託料　 　66,000円  講座講師委託

目　　的
　市民の教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に
寄与する。

事
　
業
　
概
　
要

市民会館費

事 業 名 市民会館学級・講座関係費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 4

番号 学級・講座名
開催
回数

参加
人数

番号 学級・講座名
開催
回数

参加
人数

1 歴史探訪講座 11 215 7 シルバー生きがい学級 5 93

2 シニアのためのスマートフォン講座 3 41 8 大人の防災社会科学習会 4 84

3 コーヒー講座 4 44 9 親子で行く社会科探検！ 5 120

4 健康増進教室 5 78 10 わくわくクッキング教室 3 35

5 和菓子教室 7 116 11 こどもダンス教室 19 222

6 ディスカバーふっつ 3 33 69 1,081合　　計

－ 216 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

需用費 225 需用費 179 需用費 250

負担金補助及び交付金 31 その他 121 その他 33

2,083 委託料 2,039 委託料 2,127

備品購入費 2,030 備品購入費 2,033 備品購入費 1,990

事業の自己評価

　市立図書館及び電子図書館が開館したことで、本市の図書環境は大きく充実した。
　市民の生涯を通じた学びを支える基盤施設として、適切な維持管理を実施するとともに、
図書ネットワークの基幹館である市立図書館を中心に様々な企画等を実施し、図書施設の利
用促進と読書推進を図る。

貸出冊数
（図書館、公民館、市民会館、移動図書館の合計） 冊 223,116/200,000 217,270/200,000 200,103/180,000

リクエスト（予約）数 冊 4,885/2,000 4,856/2,000 3,459/2,000

事
業
成
果

成果目標

　図書（館）活動の成果を示す標準的な指標は、貸出の利用者数と冊数である。また、図書施設機能を
充実させるために重要なのは、借りたい本がその施設に無い場合、リクエストをすることができ、購入
または県内公立図書館の協力で入手し、貸出すことができるといった施設間のネットワークであり、そ
の件数が図書館機能の一端を表していると言えるため、リクエスト（予約）数も指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

貸出利用者数
（図書館、公民館、市民会館、移動図書館の合計） 人 62,119/65,000 65,123/65,000 63,493/61,000

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

購入冊数
（公民館、市民会館、移動図書館の合計）

冊 1,127 1,136 1,134
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

10,211 9,096 8,900

 使用料及び賃借料 5,842  使用料及び賃借料 4,724  使用料及び賃借料 4,500

委託料

[ 単位：千円 ]

　図書館関係費　　10,211,222円
●需用費
　・消耗品費　　　　　　　　　　　　　106,851円　［図書補修用等の消耗品］
　・燃料費　　　　　　　　　　　　　　118,368円　［移動図書館車軽油代］
●委託料
　・移動図書館管理運行業務委託料　　2,083,400円　［移動図書館車の運行及び管理の委託料］
●使用料及び賃借料
　・図書管理システム借上料　　　 　 5,842,188円　［移動図書館、公民館等図書室のシステム等］
●備品購入費
　・図書備品　　　　　　　　　　　  2,029,615円　［移動図書館、公民館等図書室用図書1,127冊　他］
●負担金補助及び交付金
　・千葉県公共図書館協会負担金　　　　　7,800円　［県公共図書館協会への負担金支払］
　・日本図書館協会負担金　　　　　　　 23,000円　［日本図書館協会への負担金支払］

目　　的

　令和5年4月1日に開館した市立図書館を基幹館とする図書ネットワークを充実させること
で、市民により良い読書環境と情報を提供し、読書活動を推進する。また、移動図書館を巡
回させることにより、図書館（室）まで足を運ぶことが困難な市民への読書機会の提供と利
便性の向上を図る。

事
　
業
　
概
　
要

図書館費

事 業 名 図書館関係費 担当課 生涯学習課

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 5

新規 総数 利用者数（人） 貸出数（冊） 購入数 寄贈 除籍 移管 総数

市 立 図 書館 981 8,790 49,954 194,528 4,934 452 7 25 92,454

移 動 図 書館 142 2,304 3,116 6,484 366 29 25,547

富 津 公 民館 6 363 530 1,252 229 16,725

中 央 公 民館 5 597 748 2,381 228 15,325

市 民 会 館 20 223 1,113 3,205 304 12,826

団 体 貸 出 5,996

延 長 利 用 6,658 9,270

合 計 1,154 12,277 62,119 223,116 6,061 481 7 25 162,877

区分
登録者数（人） 貸出状況 蔵書数（冊）

人口1人あたり　貸出冊数　5.59冊　蔵書冊数　4.25冊
（R8.4.1常住人口：38,280人）

－ 217 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

報酬 170 報酬 156 報酬 231

その他 26 その他 25 その他 36

17,683 使用料及び賃借料 17,684 備品購入費 23,000

備品購入費 1,250 備品購入費 1,000 使用料及び賃借料 17,683

事業の自己評価

　指定管理者と連携した様々な企画等の実施により、施設の認知度向上及び利用促進を図る
とともに、団体向けの配送サービスの実施や蔵書の拡充など図書環境の整備・充実を図るこ
とができた。
　電子図書館について、サービスの周知・広報を行い、利用促進を図る必要がある。

電子図書館利用件数（閲覧数） 件 1,831/3,000 1,714/3,000 1,747/3,000

事
業
成
果

成果目標
　図書館は、資料の収集・保存・提供を通して、市民の生涯を通じた学びを支える基盤施設
であることから、来館者数及び電子図書館利用件数（閲覧数）を指標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

来館者数（図書館） 人 175,032/190,000 177,575/190,000 190,244/100,000

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

蔵書冊数（図書館） 冊 92,454/80,000 87,050/75,000 81,986/70,000
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

図書貸出券登録者数 人 12,277/8,000 11,289/8,000 9,514/7,000

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

101,029 100,765 122,581

委託料 81,900 委託料 81,900 委託料 81,631

使用料及び賃借料

[ 単位：千円 ]

　図書館関係費（市立図書館・電子図書館）　101,028,608円

●報酬
　・図書館協議会委員報酬　　　　　　　170,000円　［委員9名・日額6,800円・3回開催］

●旅費
　・費用弁償　　　　　　　　　　　　　 13,380円　［図書館協議会の開催に係る委員の費用弁償］

●役務費
　・保険料　　　　　　　　　　　 　　　12,847円　［市立図書館建物共済保険（施設・図書・備品）］

●委託料
　・市立図書館指定管理料　　　　 　81,900,000円　［市立図書館の管理運営に係る指定管理料］

●使用料及び賃借料
　・図書館システム借上料　　　　 　13,635,600円　［各種システム（図書、自動貸出等）の借上料］
　・電子図書館システム利用料　　　　1,320,000円　［富津市電子図書館システムの運用に係る経費］
　・電子書籍コンテンツ使用料　　　　1,406,781円　［電子書籍の購入及び電子雑誌サービスの提供］
　・市立図書館テナント区画借上料　　1,320,000円　［イオンモール富津テナント区画の借上料］

●備品購入費
　・図書備品　　　　　　　　　　　  1,050,000円　［市立図書館用図書　418冊］
　・備品　　　　　　　　　　　  　　　200,000円　［ブックポスト］

目　　的
　図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆の利用に供し、その
教養、調査研究、レクリエーション等に資する（資料と情報の提供を通じて、住民の読書・
学習・調査を支援し、個人と団体の生活と仕事を支える）ことを目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

図書館費

事 業 名 図書館関係費（市立図書館・電子図書館） 担当課 生涯学習課

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 5
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

 使用料及び賃借料 248 役務費 348  使用料及び賃借料 174

その他 145 その他 591 その他 135

 負担金補助及び交付金 20,425

 負担金補助及び交付金 2,083  負担金補助及び交付金 3,154 委託料 1,395

需用費 827 委託料 2,409 需用費 206

文化財保護費

事 業 名 文化財保護関係費 担当課 生涯学習課

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 6

目　　的
　市内に所在する貴重な文化財を適切に保護・管理し、後世へと確実に守り伝えていく。また、市
民等に文化財を公開・活用することにより、地域の歴史・文化等に対する認識と理解を深めてもら
う。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●鋸山日本遺産候補地域活用推進協議会関係費
　協議会負担金（負担金補助及び交付金）　　  1,079,133円（活用推進協議会の事業運営に伴う富津市の負担金）
　※総事業費は2,158,265円であり、富津市・鋸南町で折半

●文化財保護関係費　　　　　　　　　　　　  1,470,584円
　文化財現地調査謝礼（報償費）　　　　　　　 　10,000円（市指定文化財候補物件調査報償費）
　保存整備事業（負担金補助及び交付金） 　　 1,000,000円（三柱神社本殿修復に伴う補助金）
　県史協負担金（負担金補助及び交付金）　　 　　 4,000円（千葉県史跡整備市町村協議会への負担金）
　ソフトウェア使用料（使用料及び賃借料） 　　 247,500円（文化財に関する資料作成のために必要な経費）
　消耗品費（需用費）　　　　　　　　　 　　　　 5,134円（文化財保護のために必要な経費）
　印刷製本費（需用費）　　　　　　　 　　　 　189,750円（文化財ガイドブック印刷費）
　普通旅費（旅費）　　　　　　　　 　　　　  　14,200円（文化財に関する研修参加のための経費）

●古墳の里ふれあい館関係費　　　 　　　　　 1,210,421円
　清掃業務委託料（委託料）　　 　　　　　　 　574,160円（一日おきに実施する館内の清掃業務委託費）
　電気料（需用費）　　　　　 　　　　　　　　  45,465円（館の維持に係る光熱水費）
　水道使用料（需用費）　　 　　　　　　　　　 113,577円（館の維持に係る光熱水費）
　修繕料（需用費）　　　 　　　　　　　　　　 473,000円（多目的トイレのおむつ交換台修理費）
　保険料（役務費）　　 　　　　　　　　　　　　 4,219円（建物共済保険料）

●文化財・文化財施設等環境整備事業　　　  　3,300,000円
　草刈り・伐採業務委託料（委託料）　　 　 　3,300,000円（市が所有する古墳等の草刈り・樹木の伐採、飯野陣屋の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土塁樹木伐採）

●指定文化財管理報償費　　　　　　　 　　　　 117,000円
　除草業務（報償費）　　　　　　　　　　 　　　78,500円（個人が管理・所有する史跡・天然記念物等の環境整備費）
　用具の手入れ・維持管理（報償費）　　 　　　　38,500円（無形民俗文化財の維持管理費）

●文化財周知板設置事業　　　　　　　 　　　　　88,000円
　文化財周知板設置委託料（委託料） 　　　　　　88,000円（周知板の老朽化に伴う付替え）

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

7,265 10,347 22,335

委託料 3,962  公有財産購入費 3,845

令和６年度 令和５年度

文化財周知板の設置 件 2/2 2/2 2/2
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

清掃・除草を実施した史跡・天然記念物件数等 件 20/20 20/20 20/20

令和５年度

文化財来訪者数（市案内分） 人 763 743 514

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　文化財来訪者数は、担当課が案内等を行った数であるが、社会経済活動が緩和されたこともあり
コロナ禍以降順調に増加している。また、ガイドブックやホームページ等を参考に独自に訪れる人
も増加している。今後は、内裏塚古墳群の保存活用計画を作成していくため、史跡の価値、文化財
の魅力を後世へ伝えていくための保存・活用方法を有識者、地権者等の協力を得ながら進めていく
必要がある。

事
業
成
果

成果目標
　指定文化財の草刈や樹木の伐採・清掃等による日常的な維持管理、文化財周知板の設置、史跡の
公有化を行いながら保護・保存に努めるとともに、見学者等に対して文化財の魅力を表出させる。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 2,460

文化財保護費

事 業 名 高宕山のサル被害防止事業 担当課 生涯学習課

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 6

目　　的
　天然記念物「高宕山のサル生息地」のニホンザルを管理するとともに、サルによる農作物等への
被害を防止し、地域住民の生活と野生生物との調和のとれた共存の実現に資する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

　天然記念物「高宕山のサル生息地」でのサルによる食害被害を防止するため、「高宕山のサル生息地
のサルによる被害防止管理事業調査団」へ電気柵の設置、周辺農家を対象とした被害実態調査、生態調
査や個体数管理などの事業を委託し実施している。

●天然記念物「高宕山のサル生息地」のサルによる被害防止管理事業委託料（委託料）　2,460,000円

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

2,460 2,460 2,460

委託料 2,460 委託料 2,460

令和６年度 令和５年度

天然記念物「高宕山のサル生息地」のサルによる被
害防止管理委員会会議及び事務局会議

回 4/6 4/6 5/6
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

電気柵の改修 ｍ 190/190 150/300 300/300

電波発信機の装着 基 0/2

令和５年度

農作物の被害率 ％ 62 62 70

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

0/2 1/2

事業の自己評価

　指定地域周辺におけるサルの行動範囲等を調査するため、群れ毎にテレメーターを装着しながら
データの収集に努めてはいるが、群れの総数や個体数までは把握できていない。
　また、対象地域での電気柵の設置を進めてきたが、既存電気柵の修繕と並行して実施しているこ
ともあり、思うように進んでいない。今後の電気柵の設置のあり方について、地域等と協議して行
く必要がある。

事
業
成
果

成果目標
　対象地域での電気柵の新設・改修、ロケット花火等を使用したサルの群れの追い払いを通して農
作物被害の減少を図る。また、天然記念物指定地域とその周辺に生息するサルの詳細なデータを把
握し、地域住民が暮らしやすい生活環境を整える。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

－ 220 －



内　訳

合　計

事
　
業
　
費

使用料及び賃借料 16 使用料及び賃借料 16 使用料及び賃借料 16

1,851 需用費 1,780 需用費 1,636

役務費 80 役務費 80 役務費 80

事業の自己評価

　前年度は、「内房総アートフェス」開催の影響などにより一時的に利用者数が増加した
が、その反動もあり前年度に比べ利用者数が減少した。
　引き続き、富津市まち・ひと・しごと創生総合戦略実行計画書にある利用者数の目標値達
成に努めていく。

事
業
成
果

成果目標 　埋立記念館の有効活用の指標とするため、利用者数を成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

埋立記念館利用者数 人 1,384/2,100 5,007/2,000 2,951/1,900

令和７年度 令和６年度

令和６年度 令和５年度

埋立記念館開館日数 日 292 290 292
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

4,003 3,825 3,697

委託料 2,056 委託料 1,949 委託料 1,965

需用費

[ 単位：千円 ]

1． 概要　　富津埋立記念館の維持管理

2． 業務　　施設の修繕、施設警備、消防設備点検、浄化槽維持管理、清掃業務
             土曜日・日曜日の管理業務は、シルバー人材センターへ委託

3． 利用者数の推移

【富津埋立記念館管理運営費】　4,003,064円
●需用費　　　　　　　　　　　1,851,275円　管理運営用消耗品、電気料・水道料、修繕料
●役務費　　　　　　　　　　　　 80,257円　電話料、浄化槽法定検査手数料、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 建物総合損害共済保険料
●委託料　　　　　　　　　　　2,055,560円　管理業務委託、各種設備保守点検等委託
●使用料及び賃借料　　　　　　　 15,972円　清掃用モップ借上料

目　　的
　かつて江戸前の食の文化を支えた遠浅で豊かな海の姿を偲び、当時の人々の暮らしや感動
を後世に伝えるために建設された富津埋立記念館を管理運営し、この地域で盛んであった海
苔をはじめとする漁業関係資料等を展示公開し、地域の魅力を発信する。

事
　
業
　
概
　
要

埋立記念館費

事 業 名 富津埋立記念館管理運営費 担当課 公民館

科　　目 款 10 教育費 項 4 社会教育費 目 7

年　度 利用者数 決算額(円)
利用者1人あたり

金額(円)

令和7年度 1,384 4,003,064 2,892

令和6年度 5,007 3,824,627 764

令和5年度 2,951 3,696,371 1,253

令和4年度 2,937 2,810,182 957

令和3年度 1,732 2,676,243 1,545

令和2年度 761 2,142,790 2,816
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その他 192 その他 489 その他 714

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

役務費 1,547 役務費 1,910 役務費 2,098

 使用料及び賃借料 546  使用料及び賃借料 546 備品購入費 840

102,026 委託料 102,368

需用費 32,787 需用費 24,888 需用費 25,431

事業の自己評価

　令和7年4月から富津市学校給食共同調理場を供用開始し、安全安心なおいしい給食を提供するため、
調理業務・配送業務を民間への委託により継続して実施した。給食だよりの発行を行い食育の推進や家
庭と学校との連携を図った。
　また、令和7年度から中学生全学年の学校給食費無償化を実施し、中学生の保護者負担軽減を図っ
た。

食生活アンケートの実施 回 1 － －

給食だよりの発行 回 3/3 3/3 3/3

事
業
成
果

成果目標
・給食実施日数　194日
・給食だよりの発行　年3回

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

活動実績
－

令和５年度

実施日数 日 194 194 192

－

令和５年度

富津市学校給食共同調理場で給食を調理するために必
要な経費

千円 198,827 － －

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度

学校給食無償化助成金 千円 120

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

200,734 129,859 131,451

委託料 165,662 委託料

[ 単位：千円 ]

≪学校給食管理運営費≫

対象者一人あたりの金額　83,188円/年

●総務管理運営関係費　　　　　      　586,505円
　　学校給食運営委員会報酬、給食配膳用消耗品、給食費無償化助成金　他
　
●学校給食費収納関係費　　 　　　 　1,320,299円
　　口座振替依頼書作成業務委託、納付書等郵送料、口座振替手数料、給食費管理システム使用料　他

●学校給食共同調理場管理運営費  　198,827,025円
　　電気・ガス等光熱水費、調理場の修繕、調理場設備の保守点検等業務委託、調理・配送業務の委託　他

目　　的
　小・中学校に就学する児童・生徒に安全で安心な美味しい給食を安定的に提供し、心身の
健全な発達に資する。また、食に関する正しい理解と適切な判断力を養う。

事
　
業
　
概
　
要

給食管理費

事 業 名 学校給食管理運営費 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 5 保健体育費 目 2

区　　分 対象人数 金額(円)
対象者1人あたり

の金額(円)

総務管理運営関係費 2,413 586,505 243

学校給食費収納関係費 2,142 1,320,299 616

学校給食共同調理場管理運営費 2,413 198,827,025 82,398

合　　計 － 200,733,829 83,188
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事業の自己評価
　富津市産物の使用を考慮のうえ品質やコストバランスを検討し、適切な給食材料を購入
し、年間を通して事業を継続実施した。

富津市産物使用割合 ％ 23.77 19.47 18.96

事
業
成
果

成果目標

　学校給食に使用する給食材料費は、保護者から徴収する給食費によって賄われる特定財源
であることから、持続可能かつ安定的な給食の提供のため、給食費の徴収率の向上を目標と
する。また、地元の食材への理解と地域への愛着を高めるため、学校給食で使用する食材の
うち富津市産品の使用割合の向上も併せて成果目標とする。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

事
業
実
績

令和５年度

給食費徴収率 ％ 99.44 99.20 98.84

令和７年度 令和６年度

給食材料費 円 165,603,402 160,739,439 162,148,833
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度 令和５年度

[ 単位：千円 ]

【給食材料費】
・ごはん、パン、牛乳、麺類、肉類、魚類、野菜類、豆類、果物類、デザート類、調味料類、食材油類
　給食に使用する全ての食材の購入
・令和7年度は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、物価高騰対策として保護者の負担を
増加することなく、質・量を維持するため、給食材料費の支援を実施した。

　

　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

目　　的

　富津市立小学校及び中学校に就学する児童・生徒に、安全で安心な美味しい給食を安定的
に提供するとともに、富津市産の食材を積極的に使用することで富津市の産品への理解を深
めることができるよう、給食に使用する食材の産地、品質、価格、納入業者を精査し、保護
者が負担する給食費に見合う食材の購入を目的とする。

事
　
業
　
概
　
要

給食費

事 業 名 給食材料費 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 5 保健体育費　 目 3

需用費 162,149需用費 165,603 需用費

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

165,603 160,739 162,149

160,739

対象延べ人数 金額 給食費の額

小学校 16,729人 4,600円/月（265円/食）

中学校 9,236人 5,700円/月（328円/食）

調理場 452人 5,700円/月（328円/食）

区分

対象延べ人数は、各月の最大人数（食数）の合計

学校給食共同調理場給食事業 165,603,402円
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事業の自己評価
　建設スケジュールに沿って業務を遂行し、令和7年4月から富津市学校給食共同調理場を供用
開始した。令和8年3月末までに旧大貫・天羽共同調理場及び青堀小学校旧調理場を解体を完了
した。

受配校配膳室の改修 建物 － 3/3 1/3

旧調理場部分の解体 建物 3/5 0/5 0/5

令和５年度

新学校給食共同調理場の完成 建物 － 完成 未完成

事
業
成
果

成果目標
令和7年4月の新共同調理場の稼働を目指す。
令和8年度末までに旧大貫・天羽共同調理場及び青堀小・富津小・飯野小学校旧調理場を解体す
る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度

旧大貫・天羽共同調理場及び青堀小学校旧調理場解体
工事

円 276,651,100 － －

富津小・飯野小旧調理場解体工事設計業務委託 円 9,350,000 － －

旧大貫・天羽共同調理場及び青堀小学校旧調理場解体
工事監理業務委託

円 11,000,000 － －

事
業
実
績

活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度 令和６年度 令和５年度

297,337 2,083,394 482,823

工事請負費 276,651 工事請負費

○富津小旧調理場解体工事、富津小旧調理場解体工事監理業務委託
○飯野小旧調理場解体工事、飯野小旧調理場解体工事監理業務委託

[ 単位：千円 ]

【学校給食共同調理場】
　○基本・実施設計業務委託（令和3～4年度　継続費）
　○埋蔵文化財発掘調査業務委託（令和4～5年度　継続費）
　○敷地造成工事（令和4～5年度　継続費、逓次繰越）
　○建設工事（令和5～6年度　継続費）、建設工事監理業務委託（令和5～6年度　継続費）
　○通信ネットワーク整備業務委託、給食調理用備品購入、開場準備業務委託　他
【受配校配膳室】
　○大貫小、吉野小配膳室建設工事設計業務委託
　○大貫小、吉野小配膳室建設工事、青堀小配膳室改修工事
　○大貫小、吉野小配膳室建設工事監理業務委託
【旧調理場部分】
　○大貫・天羽旧共同調理場及び青堀小学校解体工事実施設計委託

当該年度

○旧大貫・天羽共同調理場及び青堀小学校旧調理場解体工事、解体工事監理業務委託、
○富津小及び飯野小旧調理場解体工事設計業務委託

翌年度以降

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

～ 令和 8 年度

令和3年度　基本・実施設計業務委託《継続費》、測量業務委託、地質調査業務委託、アスベスト含有調査手数料　他
令和4年度　基本・実施設計業務委託《継続費》、敷地造成工事設計業務委託、水道工事負担金、
　　　　　 埋蔵文化財発掘調査業務委託《継続費》、敷地造成工事（土砂搬出、排水整備・擁壁工事）《継続費》、
　　　　　 大貫小配膳室建設工事設計業務委託　他
令和5年度　埋蔵文化財発掘調査業務委託《継続費》、敷地造成工事（土砂搬出、排水整備・擁壁工事）《継続費》、
　　　　　 調理場建設工事《継続費》、建設工事監理業務委託《継続費》、吉野小配膳室建設工事設計業務委託、
　　　　　 大貫小配膳室建設工事監理業務委託、大貫小配膳室建設工事、敷地造成工事（R4年度逓次繰越分）　他
令和6年度　調理場建設工事《継続費》、建設工事監理業務委託《継続費》、調理場備品購入、開場準備業務委託、
　　　　 　通信ネットワーク整備業務委託、大貫・天羽共同調理場及び青堀小学校調理場解体工事実施設計委託、
　　　　　 吉野小配膳室建設工事・青堀小配膳室改修工事、吉野小配膳室建設工事監理業務委託他
令和7年度　旧共同調理場等解体工事、旧共同調理場等解体工事監理業務委託、富津小調理場解体工事設計業務委託、
　　　　　 飯野小旧調理場解体工事設計業務委託　他
令和8年度　富津小旧調理場解体工事、富津小旧調理場解体工事監理業務委託、
　　　　　 飯野小旧調理場解体工事、飯野小旧調理場解体工事監理業務委託　他

施行済

全体計画 計 画 期 間 令和 3 年度

目　　的
　施設を更新することで、衛生機能の向上（現行の学校給食衛生管理基準を満たす）や食物ア
レルギーへの対応などが可能となり、より安心安全な給食実施と効率的な運営を行う。

事
　
業
　
概
　
要

学校給食共同調理場
整備費

事 業 名 学校給食共同調理場整備事業 担当課 学校教育課

科　　目 款 10 教育費 項 5 保健体育費 目 4

委託料 20,686 備品購入費 70,383 委託料 33,271

役務費 880

内　訳

合　計

事
　
業
　
費

委託料 46,137 役務費 30

需用費 2,188 需用費 1

1,963,806 工事請負費 449,521
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内　訳

合　計

事
　
業
　
費

原材料費 347

その他 255

委託料 50,627

役務費 129 工事請負費 29,700 役務費 118

備品購入費 751

市体育施設費

事 業 名 市体育施設管理運営事業 担当課 生涯学習課

科　　目 款 10 教育費 項 5 保健体育費 目 5

目　　的
　体育施設の適切かつ効率的な管理運営を行い、市民の心身の健全な発達と健康増進及びス
ポーツ意欲の高揚を図り、豊かで潤いのある市民生活の形成に寄与する。
　また、体育施設の効用を最大限に発揮し、利用しやすい環境を整備する。

事
　
業
　
概
　
要

[ 単位：千円 ]

●保険料（総合社会体育館、浅間山運動公園）（役務費）・・・・・・129,687円

●市体育施設指定管理料（委託料）・・・・・・・・・・・・・・ 57,609,681円
　総合社会体育館、浅間山運動公園、新富運動広場、富津運動広場の管理運営業務
　指定管理期間：令和6年4月1日～令和9年3月31日
　指定管理料・・・57,611,000円
　上記指定管理料のうち、修繕費、備品購入費、原材料費に下記不用額が生じたため返納を受けた。
　不用額返納・・・・・ 1,319円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合計　57,739,368円
　

令和７年度（決算） 令和６年度（決算） 令和５年度（決算）

57,739 90,980 50,745

委託料 57,610 委託料 59,927

令和６年度 令和５年度

開館日数 日 308 308 308
活動実績

活動指標名（実績値/目標値） 単位 令和７年度

利用者数 人 67,731 60,689 63,524

令和５年度

施設利用者数 人 67,731/95,700 60,689/97,580 63,524/99,275

令和７年度 令和６年度

事
業
実
績

事業の自己評価

　指定管理者による施設の維持管理、安全管理、利用者対応等は適切に行われており、利用
者数も増加している。一方、建物や施設設備の老朽化に伴い、修繕対応を要する箇所が増加
していることから、今後の計画的な改修及び維持管理が課題となっている。
　今後も引き続き、利用者ニーズをしっかりと捉え、管理方法や施設改修、各種大会や教室
の開催など、事業の充実に向けて指定管理者と連携して取り組んでいく。

事
業
成
果

成果目標
　公益財団法人富津市施設利用振興公社と民間運営ノウハウを持つミズノスポーツサービス
株式会社との共同による指定管理により、体育施設の適切かつ効率的な管理運営を行い、幅
広い世代の利用促進と利用者数の増加を図る。

成　果

成果指標名（実績値/目標値） 単位

施設の利用状況

利用回数 利用者数 利用料（円）

メインアリーナ 914 28,197 1,975,430

サブアリーナ 1,822 12,604 2,298,460

会議室 31 358 15,290

トレーニングルーム 783 974 280,340

シャワー・ロッカー 78 209 36,190

テニスコート 919 4,229 1,652,770

フットサル 15 191 23,540

野球場 109 4,425 495,330

217 15,176 167,200

90 1,368 131,340

4,978 67,731 7,075,890合計

施設名

総合社会体育館

浅間山運動公園

新富運動広場（サッカー場）

富津運動広場（野球場）
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令令  和和  ７７  年年  度度

主主  要要  施施  策策  のの  成成  果果

（（国国民民健健康康保保険険事事業業特特別別会会計計））

（（後後期期高高齢齢者者医医療療特特別別会会計計））

（（介介護護保保険険事事業業特特別別会会計計））
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令令  和和  ７７  年年  度度

主主  要要  施施  策策  のの  成成  果果

（（国国民民健健康康保保険険事事業業特特別別会会計計））

（（後後期期高高齢齢者者医医療療特特別別会会計計））

（（介介護護保保険険事事業業特特別別会会計計））
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事事  業業  名名  国国民民健健康康保保険険事事業業特特別別会会計計  担担当当課課  

国国民民健健康康保保険険課課  

健健 康康 づづ くく りり 課課  

納納 税税 課課  

 

国民健康保険の加入状況は、令和７年度平均で5,788世帯、被保険者数8,340人で、令和６年度平均

と比較すると、世帯数は274世帯（4.52％）、被保険者数は483人（5.47％）減少している。国民健康

保険加入者が富津市全体に占める割合は、令和７年度末で、世帯の31.77％、人口の20.78％という状

況である。 

国保だよりの発行、ホームページなどにより国民健康保険制度を広く周知し、また、子育て世帯

の経済的負担の軽減を図るため、市独自施策として就学児以上18歳以下の被保険者に係る国民健康

保険税均等割額の減額を実施した。 

また、令和６年度から令和11年度までの第３期富津市国民健康保険保健事業実施計画（データヘ

ルス計画）（第四期特定健康診査等実施計画）に基づき、健康の保持増進と医療費適正化のために、

各種保健事業を実施した。 

 

1 加入の状況《国民健康保険課》 

区    分 
年度末 年間平均 

令和６年度 令和７年度 令和６年度 令和７年度 

世帯数（世帯） 5,874 5,569 6,062 5,788 

被保険者数（人） 8,490 7,956 8,823 8,340 

 ※ 年間平均は、各月末における世帯・被保険者数の前年度３月から当該年度２月までの合計を12で

除した数 

 

2 保険税の収納状況《国民健康保険課・納税課》 

                                 （単位：円） 

区 分 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 
徴収率

（％） 

基礎課税額分 

（医療分） 

現年度分 598,173,070 567,589,018 0 94.89 

滞納繰越分 122,721,414 34,171,123 11,164,668 27.84 

小 計 720,894,484 601,760,141 11,164,668 83.47 

後期高齢者支援金等

課税額分 

現年度分 206,364,830 195,498,722 0 94.73 

滞納繰越分 36,784,095 10,731,043 3,022,799 29.17 

小 計 243,148,925 206,229,765 3,022,799 84.82 

介護納付金課税額分 

現年度分 78,673,000 71,979,052 0 91.49 

滞納繰越分 22,512,051 6,570,199 1,925,811 29.19 

小 計 101,185,051 78,549,251 1,925,811 77.63 

国民健康保険税全体 

 

（合計） 

現年度分 883,210,900 835,066,792 0 94.55 

滞納繰越分 182,017,560 51,472,365 16,113,278 28.28 

総 計 1,065,228,460 886,539,157 16,113,278 83.23 
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事事  業業  名名  国国民民健健康康保保険険事事業業特特別別会会計計  担担当当課課  

国国民民健健康康保保険険課課  

健健 康康 づづ くく りり 課課  

納納 税税 課課  

 

国民健康保険の加入状況は、令和７年度平均で5,788世帯、被保険者数8,340人で、令和６年度平均

と比較すると、世帯数は274世帯（4.52％）、被保険者数は483人（5.47％）減少している。国民健康

保険加入者が富津市全体に占める割合は、令和７年度末で、世帯の31.77％、人口の20.78％という状

況である。 

国保だよりの発行、ホームページなどにより国民健康保険制度を広く周知し、また、子育て世帯

の経済的負担の軽減を図るため、市独自施策として就学児以上18歳以下の被保険者に係る国民健康

保険税均等割額の減額を実施した。 

また、令和６年度から令和11年度までの第３期富津市国民健康保険保健事業実施計画（データヘ

ルス計画）（第四期特定健康診査等実施計画）に基づき、健康の保持増進と医療費適正化のために、

各種保健事業を実施した。 

 

1 加入の状況《国民健康保険課》 

区    分 
年度末 年間平均 

令和６年度 令和７年度 令和６年度 令和７年度 

世帯数（世帯） 5,874 5,569 6,062 5,788 

被保険者数（人） 8,490 7,956 8,823 8,340 

 ※ 年間平均は、各月末における世帯・被保険者数の前年度３月から当該年度２月までの合計を12で

除した数 

 

2 保険税の収納状況《国民健康保険課・納税課》 

                                 （単位：円） 

区 分 調 定 額 収 入 済 額 不納欠損額 
徴収率

（％） 

基礎課税額分 

（医療分） 

現年度分 598,173,070 567,589,018 0 94.89 

滞納繰越分 122,721,414 34,171,123 11,164,668 27.84 

小 計 720,894,484 601,760,141 11,164,668 83.47 

後期高齢者支援金等

課税額分 

現年度分 206,364,830 195,498,722 0 94.73 

滞納繰越分 36,784,095 10,731,043 3,022,799 29.17 

小 計 243,148,925 206,229,765 3,022,799 84.82 

介護納付金課税額分 

現年度分 78,673,000 71,979,052 0 91.49 

滞納繰越分 22,512,051 6,570,199 1,925,811 29.19 

小 計 101,185,051 78,549,251 1,925,811 77.63 

国民健康保険税全体 

 

（合計） 

現年度分 883,210,900 835,066,792 0 94.55 

滞納繰越分 182,017,560 51,472,365 16,113,278 28.28 

総 計 1,065,228,460 886,539,157 16,113,278 83.23 
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〇就学児以上18歳以下の被保険者に係る国民健康保険税均等割額の減額 

世帯数 被保険者数 
軽減額（円） 

基礎課税額分 後期高齢者支援金等分 合 計 

291 458 2,974,100 992,100 3,966,200 

就学児以上18歳以下の被保険者に係る国民健康保険税の基礎課税額分及び後期高齢者支援金等

課税額分の均等割額の30％相当額を減額した。 

 

3 保険給付費の状況《国民健康保険課》 

(1) 療養諸費・移送費・高額療養諸費                   年間平均 8,340 人 

区 分 件 数 費用額（円） 保険給付額（円）

１人当たり 

費用額（円） 

１人当たり 

保険給付額

（円） 

療養給付費 154,670 3,625,081,907 2,658,757,500 434,662 318,796 

食事療養費 （1,859） （57,524,773） （31,181,260） (6,897) （3,739）

療 養 費 2,363 26,251,226 19,236,451 3,148 2,307 

移 送 費 0 0 0 0 0 

小  計 157,033 3,651,333,133 2,677,993,951 437,810 321,102 

高額療養費 8,252 － 402,606,725 － 48,274 

高額介護合算療養費 29 － 524,596 － 63 

合  計 165,314 3,651,333,133 3,081,125,272 437,810 369,439 

※ 食事療養費は、療養給付費の内数 

 

(2) その他 

区 分 保険給付額（円） 件 数 
保険給付単価

（円） 

出産育児一時金 6,908,101 14 500,000 

葬 祭 費 3,300,000 66 50,000 

傷 病 手 当 金 0 0 － 

 

4 受診の状況《国民健康保険課》 

                         年間平均 8,340人 

区 分 件 数 
受診率

（％） 
費用額（円） 

１人当たり 

費用額（円） 

入   院 1,990 23.86 1,211,918,042 145,314 

入 院 外 75,833 909.27 1,336,102,821 160,204 

歯   科 16,994 203.76 245,395,476 29,424 

小  計 94,817 1,136.89 2,793,416,339 334,942 

調 剤 59,176 709.54 715,934,925 85,844 

食事療養費 (1,859) （22.29） 57,524,773 6,897 

訪 問 看 護 677 8.12 58,205,870 6,979 

合  計 154,670 1,854.56 3,625,081,907 434,662 

※ 食事療養費の受診件数及び受診率は、小計の内数 
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5 特定健康診査等事業《健康づくり課》 

  

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】  

被保険者の健康の保持増進と医療保険制度を安定的に存続させるために「高齢者の医療の確保

に関する法律」の規定により、医療保険者に義務付けられた特定健康診査及び特定保健指導を実

施する。また、「第四期特定健康診査等実施計画」に基づいて、特定健康診査、特定保健指導と

ともに、ハイリスク者への保健指導を実施し、糖尿病等生活習慣病の重症化予防に努める。 

  

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】  

○ 決算額 

特定健康診査事業  32,160,022 円 

特定保健指導事業    622,374 円 

○ 執行内容 

・特定健康診査事業 

糖尿病等生活習慣病予防のために、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目

した特定健康診査を実施した。 

また、高血圧対策として集団健診項目に尿中推算塩分摂取量検査を追加し、１日の塩分摂

取量を知ることで、減塩に取り組む動機付けとしている。今後も減塩の普及を強化する。 

 

区 分 内         容 

対 象 者 40 歳以上の被保険者 

健診項目 厚生労働省令に定められた必須項目にヘモグロビンＡ１ｃ、貧血、血清クレア

チニン及び血清尿酸を市独自に追加して実施。集団健診では、令和５年度から受

診者全員に心電図検査と尿中推算塩分摂取量検査を実施 

実施方法  集団健診と個別健診を併用し、本人の選択受診とする。 

・集団健診：市が委託する健診機関が市役所等の施設で行うもの 

・個別健診：君津木更津医師会に所属する君津地域4市の医療機関で行うもの 

実施時期 集団健診  ５月27日から11月13日までの13日間（日曜日３日間を含む。） 

個別健診  ５月12日から９月30日まで 

費用負担 500円。ただし、70歳以上の被保険者及び市県民税課税者がいない世帯に属する被

保険者は、自己負担なし。 

 

・特定保健指導事業 

特定健康診査の結果から特定保健指導（動機づけ支援・積極的支援）の対象者を抽出し、

保健師等による保健指導を実施した。また、積極的支援、重症化予防対象者には、市独自に

二次健診として動脈硬化予防健診を実施した。 
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【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】  

・特定健康診査事業 

対 象 者 数(人) 受 診 者 数(人) 受 診 率(％) 

年度当初(①) 

①のうち年度末

まで引続き被保

険者であった者

(②) 

①のうち 

受診者数(③) 

②のうち 

受診者数(④) 

③/① 

(⑤) 

④/② 

(⑥) 

7,226 6,055 

3,195 

（集団健診 2,248）

（個別健診   947）

2,980 44.2 49.2 

 

※１ 集団健診の受診者数には、短期人間ドック費用助成事業を利用した受診者 361人、 

事業主健診受診者等の健診データ提供者 89人、健診みなし受診 51人を含む。 

２ ②欄、④欄及び⑥欄の数値は、法定報告（令和８年11月頃）によって確定する。 

 

・特定保健指導事業 

区   分 
対象者数(人) 

ａ 

実施者数(人) 

ｂ 

実施率ｂ/ａ (％) 

ｃ 

動 機 づ け 支 援 247 204 82.6 

積 極 的 支 援 96 40 41.7 

計 343 244 71.1 

 

二次健診実施者数(人) 16 

 

※ ａ欄には、特定健康診査事業の表の④欄の受診者のうち保健指導の対象者となった人数を

記載し、ｂ欄には、そのうち令和８年３月31日現在において保健指導が終了した人数を記載

している。 

 

6 保健事業《国民健康保険課・健康づくり課》 

 

○ 国保保健指導事業 

目 的 
糖尿病等生活習慣病の発症予防、重症化予防を推進するために、特定健康診査の受

診率向上、特定保健指導対象者以外のハイリスク者への保健指導等を実施した。 

決算額  15,377,505 円 

成 果 

下記の取組みにより、特別交付金の保険者努力支援分及び特別調整交付金（市町村

分）を活用することができた。 

 

1. 特定健康診査未受診者対策事業 

①ＡＩを活用した健診受診勧奨通知委託事業 

〈１回目〉ＡＩによる７種のタイプ別受診勧奨通知 3,820人/6,811人 

〈２回目〉生活習慣病治療中に対する勧奨通知   1,255人 

〈３回目〉未受診者への受診勧奨通知        2,925人 

②電話による健診受診勧奨を1,922人に実施し、勧奨できた人のうち、健診受診者は

796人（60.6％）であった。これ以外の未受診者1,103人に訪問し、受診者は167人

              
（15.1％）であった。 

③国保加入手続き来庁時、60人に健診勧奨し、うち38人が健診受診した。 

④糖尿病治療中にみなし受診勧奨を実施し、14協力医療機関から、51人の検査結果

の提出があり、特定健康診査として登録した。  

⑤事業主健診の提出者105人おり、特定健康診査として登録した。 

 

2. 早期介入保健指導事業 

若年健康診査受診者238人のうち国保加入者107人に対し、保健指導を実施した 

① 特定保健指導相当41人のうち、35人に保健指導を実施し、うち、中間評価健診を

１人受診し、健診データの改善が見られた。 

 

3. 生活習慣病重症化予防における保健指導 

特定健康診査受診者のうち、特定保健指導対象者以外の者に保健指導を実施した。 

① 重症化予防対象者673人中、608人に保健指導を実施し、うち、中間評価健診を33

人受診した。 

② 医療機関と連携した取り組みのうち、腎臓病地域連携パスを170件発行した。市

内医療機関を訪問し、医師に活動実績の報告等情報の共有を図った。 

 

○ 短期人間ドック費用助成事業 

目 的 
疾病の予防、早期発見及び早期治療のために被保険者の健康保持増進を図るこ

とを目的とし、受診者に費用の７割、７万円を限度に助成を行う。 

決算額 18,262,000円(１泊２日 1,050,000円､通院 1,992,000円､日帰り 15,220,000円) 

成 果 １泊２日 15人  通院 33人  日帰り 353人  合計 401人 

 

○ 国保だよりによる啓発 

目 的 制度、健康、疾病予防等の情報提供を行う。 

決算額 1,772,450 円 

成 果 
「国保だより」179号から183号までの５号と特別号を発行し、国民健康保険制度

の改正点などをきめ細かく周知した。 

 

○ ジェネリック医薬品利用差額通知書の発送及び希望シール等の配布 

目 的 ジェネリック医薬品（後発医薬品）の利用の促進を図る。 

決算額 269,635 円 

成 果 

生活習慣病に関する薬剤の処方を受けた人の中から、ジェネリック医薬品に切

替えた場合、薬代に200円以上の差額が生じる人に対し、差額通知書（９月 47通、

３月 55通）を発送した。 

また、ジェネリック医薬品の希望シールを配布するとともに、令和７年度はジェ

ネリック医薬品の利用を勧奨するマイナ保険証用カードケースを作成及び配布

し、利用を促進した。 
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疾病の予防、早期発見及び早期治療のために被保険者の健康保持増進を図るこ

とを目的とし、受診者に費用の７割、７万円を限度に助成を行う。 
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成 果 １泊２日 15人  通院 33人  日帰り 353人  合計 401人 

 

○ 国保だよりによる啓発 
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目 的 ジェネリック医薬品（後発医薬品）の利用の促進を図る。 
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生活習慣病に関する薬剤の処方を受けた人の中から、ジェネリック医薬品に切

替えた場合、薬代に200円以上の差額が生じる人に対し、差額通知書（９月 47通、
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後期高齢者医療制度の被保険者数は、令和７年度末時点で 9,461 人となっており、令和６年度末

時点と比較すると、162 人（1.74％）増加している。 

後期高齢者医療制度について、千葉県後期高齢者医療広域連合と連携し、きめ細かく周知すると

ともに、各種申請などの受付業務、被保険者証の引渡し、保険料の収納を適正に行った。 

  

1 被保険者数               （単位:人） 

区  分 令和６年度末 令和７年度末 

75 歳以上 9,282 9,448 

65 歳以上 75 歳未満 17 13 

計 9,299 9,461 

 

2 保険料の収納状況について 

区  分 調定額（円） 
収入済額

（円） 

不納欠損額

（円） 
徴収率（％） 

現年賦課分 

特 別 徴 収 398,757,500 399,956,200 0 100.30 

普 通 徴 収 241,598,300 238,157,650 0 98.58 

計 640,355,800 638,113,850 0 99.65 

滞 納 繰 越 分 3,975,300 1,569,123 832,100 39.47 

計 644,331,100 639,682,973 832,100 99.28 

 

3 後期高齢者医療広域連合納付金 

後期高齢者医療に要する費用に充てるための保険料を徴収し、低所得者に係る保険料軽減分の

保険基盤安定負担金と合わせて、後期高齢者医療連合納付金として納付した。 

                        （単位：円） 

区    分 金  額 

後期高齢者医療保険料等納付金 644,439,548 

後期高齢者医療保険基盤安定負担金 162,286,300 

計 806,725,848 

 

 

 

 

 

 

事事  業業  名名  後後期期高高齢齢者者医医療療特特別別会会計計  担担当当課課  国国民民健健康康保保険険課課  
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要介護・要支援認定者数は、介護保険事業計画上の推計人数 3,213 人に対し、実際の認定者数は、

3,154 人であり、その割合は 98.2％となった。また、保険給付費は、事業計画上の推計額

5,343,048,000 円に対し、実際の給付額は 5,183,754,406 円であり、その割合は 97.0％となった。 

 
 

1 第1号被保険者数について 

(単位：人) 

区 分 

前 期 高 齢 者 

(65歳以上75歳未満) 

後 期 高 齢 者 

（75 歳以上） 
第 1 号被保険者数 住民基本台帳人口 

（令和7年度末現在） 
【A】 【B】 【A】＋【B】 

7 年度末 6,224 9,605 15,829 39,414 

事業計画 6,207 9,823 16,030 38,180 

 

○ 所得段階別第 1 号被保険者割合                      (単位：％) 

区 分 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11  12 13 

計 
段階 段階 段階 段階 段階 段階 段階 段階 段階 段階 段階 段階 段階 

7 年度末 17.7 7.8 6.0 10.9 13.1 15.1 15.3 7.1 3.2 1.4 0.7 0.4 1.3 100.0 

事業計画 19.0 7.8 6.5 12.5 13.1 15.3 14.1 6.3 2.4 1.3 0.5 0.3 0.9 100.0 

 
 

2 認定者数について 

○ 介護度別認定者数                            (単位：人) 

区 分 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

7 年度末 344 410 489 575 487 564 285 3,154 

事業計画 344 430 431 609 522 580 297 3,213 

 
 

3 保険料の収納状況について                       (単位：円) 

区  分 
調定額 

収入済額 

｟未還付含む｠ 

収入済額 

｟未還付除く｠ 
不納欠損額 徴収率 

【A】 【B】 【C】 【D】 【C】/【A】 

現年度分特別徴収 1,143,331,390 1,145,165,910 1,143,331,390 0 100.00％

現年度分普通徴収 111,806,350 103,733,378 103,563,428 0 92.63％

計 1,255,137,740 1,248,899,288 1,246,894,818 0 99.34％

滞 納 繰 越 分 15,833,579 2,981,166 2,981,166 5,558,012 18.83％

合  計 1,270,971,319 1,251,880,454 1,249,875,984 5,558,012 98.34％

 

事事  業業  名名  介介護護保保険険事事業業特特別別会会計計  担担当当課課  介介護護福福祉祉課課  
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4 介護認定審査会関係費について 

  

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】  

被保険者からの要介護・要支援認定申請に基づき、被保険者の要介護状態を審査判定する。 

  

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 11,636,065 円 

8 つの合議体において 97 回の審査会を開催し、介護認定の審査判定を行った。 

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】  

次のとおり審査判定を行った。 

審査件数の内訳                               (単位：件) 

審査件数 
判   定   件   数 

再調査 
新規認定 区分変更 要支援の新規 更新認定 計 

2,551 700 252 146 1,453 2,551 1 

 
 

5 認定調査等関係費について 

  

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】  

被保険者からの要介護・要支援認定申請に基づき、被保険者宅等を訪問して認定調査を実施する

とともに、主治医に主治医意見書の作成を依頼する。 

 

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 29,435,144 円 

市介護認定調査員、委託事業所の介護支援専門員により介護認定調査を実施し、主治医に主治医

意見書の作成を依頼した。 

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】 

市介護認定調査員又は委託事業所の介護支援専門員が認定調査を実施し、主治医からは意見書の

提出があった。 

○ 認定調査件数                        (単位：件) 

区 分 件 数 備     考 

直営調査 
301 市介護認定調査員（非常勤特別職）実施分 

1,954 市介護認定調査員（会計年度任用職員）実施分 

委託調査 356 委託事業所の介護支援専門員実施分 

合 計 2,611  

 

○ 主治医意見書入手件数                    (単位：件) 

区 分 在宅新規 在宅継続 施設新規 施設継続 計 

件 数 743 1,094 540 228 2,605 

 

 

6 趣旨普及事業について 

  

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】  

介護保険制度を周知する。 

 

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 402,592 円 

次のとおり制度の周知を行った。                      (単位：円) 

区     分 内     容 金 額 

広報ふっつへの掲載 介護保険制度の記事を掲載 50,592 

総合パンフレットの作成 介護保険制度全般のパンフレットを作成 352,000 

合  計 402,592 

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】  

介護保険制度の内容や介護保険料の算定方法をわかりやすく周知した。 

 
 

7 保険給付について 

  

（1）介護給付 

区     分 件 数(件) 金 額(円) 

居宅介護サービス給付費 36,117 1,842,917,801 

地域密着型介護サービス給付費 3,959 655,485,215 

施設介護サービス給付費 7,054 2,007,282,070 

居宅介護福祉用具購入費 164 6,264,141 

居宅介護住宅改修費 87 7,577,736 

居宅介護サービス計画給付費 16,170 253,063,541 

高額介護サービス費 10,324 144,665,915 

高額医療合算介護サービス費 520 14,710,869 

特定入所者介護サービス費 5,009 170,838,471 

合     計 79,404 5,102,805,759 

 

－ 234 －



4 介護認定審査会関係費について 

  

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】  

被保険者からの要介護・要支援認定申請に基づき、被保険者の要介護状態を審査判定する。 

  

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 11,636,065 円 

8 つの合議体において 97 回の審査会を開催し、介護認定の審査判定を行った。 

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】  

次のとおり審査判定を行った。 

審査件数の内訳                               (単位：件) 

審査件数 
判   定   件   数 

再調査 
新規認定 区分変更 要支援の新規 更新認定 計 

2,551 700 252 146 1,453 2,551 1 

 
 

5 認定調査等関係費について 

  

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】  

被保険者からの要介護・要支援認定申請に基づき、被保険者宅等を訪問して認定調査を実施する

とともに、主治医に主治医意見書の作成を依頼する。 

 

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 29,435,144 円 

市介護認定調査員、委託事業所の介護支援専門員により介護認定調査を実施し、主治医に主治医

意見書の作成を依頼した。 

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】 

市介護認定調査員又は委託事業所の介護支援専門員が認定調査を実施し、主治医からは意見書の

提出があった。 

○ 認定調査件数                        (単位：件) 

区 分 件 数 備     考 

直営調査 
301 市介護認定調査員（非常勤特別職）実施分 

1,954 市介護認定調査員（会計年度任用職員）実施分 

委託調査 356 委託事業所の介護支援専門員実施分 

合 計 2,611  

 

○ 主治医意見書入手件数                    (単位：件) 

区 分 在宅新規 在宅継続 施設新規 施設継続 計 

件 数 743 1,094 540 228 2,605 

 

 

6 趣旨普及事業について 

  

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】  

介護保険制度を周知する。 

 

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 402,592 円 

次のとおり制度の周知を行った。                      (単位：円) 

区     分 内     容 金 額 

広報ふっつへの掲載 介護保険制度の記事を掲載 50,592 

総合パンフレットの作成 介護保険制度全般のパンフレットを作成 352,000 

合  計 402,592 

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】  

介護保険制度の内容や介護保険料の算定方法をわかりやすく周知した。 

 
 

7 保険給付について 

  

（1）介護給付 

区     分 件 数(件) 金 額(円) 

居宅介護サービス給付費 36,117 1,842,917,801 

地域密着型介護サービス給付費 3,959 655,485,215 

施設介護サービス給付費 7,054 2,007,282,070 

居宅介護福祉用具購入費 164 6,264,141 

居宅介護住宅改修費 87 7,577,736 

居宅介護サービス計画給付費 16,170 253,063,541 

高額介護サービス費 10,324 144,665,915 

高額医療合算介護サービス費 520 14,710,869 

特定入所者介護サービス費 5,009 170,838,471 

合     計 79,404 5,102,805,759 
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（2）介護予防給付 

区     分 件 数(件) 金 額(円) 

介護予防サービス給付費 4,333 54,203,154 

地域密着型介護予防サービス給付費 24 1,747,307 

介護予防福祉用具購入費 42 1,194,255 

介護予防住宅改修費 42 4,071,908 

介護予防サービス計画給付費 3,480 16,092,567 

高額介護予防サービス費 77 29,164 

高額医療合算介護予防サービス費 11 89,542 

特定入所者介護予防サービス費 0 0 

合     計 8,009 77,427,897 

  

（3）審査支払手数料 

区     分 件 数(件) 金 額(円) 

審査支払手数料 70,415 3,520,750 

  

  

8 介護予防・生活支援サービス事業等 

 

区     分 件 数(件) 金 額(円) 

訪問型サービス費（従前の介護予防訪問介護） 981 17,501,176 

訪問型サービスＢ（住民主体による支援） 2 240,000 

通所型サービス費（従前の介護予防通所介護） 1,867 58,132,427 

通所型サービスＢ（住民主体による支援） 7 770,130 

高額介護予防サービス費 37 66,772 

高額医療合算介護予防サービス費 5 34,572 

介護予防ケアマネジメント事業委託料 1,223 5,714,512 

審査支払手数料 4,071 203,550 

合     計 8,193 82,663,139 

 

9 一般介護予防事業について 

 

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】 

第 1 号被保険者を対象として、住民運営の通いの場を充実・拡大させることで、地域の人と人と

のつながりを通して、介護予防と地域づくりを推進する。また、地域においてリハビリテーション

専門職等を活かした自立支援のための取組を行い、要介護・要支援状態になっても、生きがいをも

って生活できる地域の実現を目指す。 

 

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 31,971,934 円 

介護予防教室の開催、フレイル予防事業の実施及び富津市いきいき百歳体操の地域における自主

的活動の支援を行った。 

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】 

（1）介護予防普及啓発事業 

教 室 名 対象者 実施内容 回数 参加者数 

栄養教室 

富津市いきいき百歳体操実

施グループほか 
高齢者のための食生活 4 113 

65 歳以上の被保険者 
フレイルチェックと高齢者の

ための食生活 
1 9 

口腔教室 市民 

・歯科医師講演…口の健康維

持、オーラルフレイル 

・歯科衛生士講演…口腔清掃と

口腔体操の必要性等 

・実技…口腔体操 

3 42 

合  計 8 164 

 

（2）フレイル予防事業 

事業名 対象者 実施内容 回数 参加者数 

フレイルチ

ェック講座 
市民 

フレイルに関する質問項目や筋力の測定か

らフレイルの兆候を自分で確認し、予防や

改善の方法を学習する 

8 128 

訪問フレイ

ルチェック 
市民 

フレイルチェック講座への参加が難しい方

を対象として個人宅等へ訪問を行い、フレ

イルチェックを個別に実施 

5 6 

フレイルサ

ポーター研

修会 

フレイルサ

ポーター 

フレイルチェック事業をすすめるためのフ

レイルサポーターの育成（オンラインミー

ティング含む） 

16 233 

合  計 29 367 
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（2）介護予防給付 

区     分 件 数(件) 金 額(円) 

介護予防サービス給付費 4,333 54,203,154 

地域密着型介護予防サービス給付費 24 1,747,307 

介護予防福祉用具購入費 42 1,194,255 

介護予防住宅改修費 42 4,071,908 

介護予防サービス計画給付費 3,480 16,092,567 

高額介護予防サービス費 77 29,164 

高額医療合算介護予防サービス費 11 89,542 

特定入所者介護予防サービス費 0 0 

合     計 8,009 77,427,897 

  

（3）審査支払手数料 

区     分 件 数(件) 金 額(円) 

審査支払手数料 70,415 3,520,750 

  

  

8 介護予防・生活支援サービス事業等 

 

区     分 件 数(件) 金 額(円) 

訪問型サービス費（従前の介護予防訪問介護） 981 17,501,176 

訪問型サービスＢ（住民主体による支援） 2 240,000 

通所型サービス費（従前の介護予防通所介護） 1,867 58,132,427 

通所型サービスＢ（住民主体による支援） 7 770,130 

高額介護予防サービス費 37 66,772 

高額医療合算介護予防サービス費 5 34,572 

介護予防ケアマネジメント事業委託料 1,223 5,714,512 

審査支払手数料 4,071 203,550 

合     計 8,193 82,663,139 

 

9 一般介護予防事業について 

 

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】 

第 1 号被保険者を対象として、住民運営の通いの場を充実・拡大させることで、地域の人と人と

のつながりを通して、介護予防と地域づくりを推進する。また、地域においてリハビリテーション

専門職等を活かした自立支援のための取組を行い、要介護・要支援状態になっても、生きがいをも

って生活できる地域の実現を目指す。 

 

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 31,971,934 円 

介護予防教室の開催、フレイル予防事業の実施及び富津市いきいき百歳体操の地域における自主

的活動の支援を行った。 

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】 

（1）介護予防普及啓発事業 

教 室 名 対象者 実施内容 回数 参加者数 

栄養教室 

富津市いきいき百歳体操実

施グループほか 
高齢者のための食生活 4 113 

65 歳以上の被保険者 
フレイルチェックと高齢者の

ための食生活 
1 9 

口腔教室 市民 

・歯科医師講演…口の健康維

持、オーラルフレイル 

・歯科衛生士講演…口腔清掃と

口腔体操の必要性等 

・実技…口腔体操 

3 42 

合  計 8 164 

 

（2）フレイル予防事業 

事業名 対象者 実施内容 回数 参加者数 

フレイルチ

ェック講座 
市民 

フレイルに関する質問項目や筋力の測定か

らフレイルの兆候を自分で確認し、予防や

改善の方法を学習する 

8 128 

訪問フレイ

ルチェック 
市民 

フレイルチェック講座への参加が難しい方

を対象として個人宅等へ訪問を行い、フレ

イルチェックを個別に実施 

5 6 

フレイルサ

ポーター研

修会 

フレイルサ

ポーター 

フレイルチェック事業をすすめるためのフ

レイルサポーターの育成（オンラインミー

ティング含む） 

16 233 

合  計 29 367 
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（3）地域介護予防活動支援事業 

富津市いきいき百歳体操の地域における自主的な活動を支援するため、体操に使う負荷調整重

錘バンドや活動に対する補助を実施。 

〇富津市いきいき百歳体操自主運営グループ 

日常生活圏域 
実施団体数 

団体登録人数 
 うち自主化団体 

富 津 地 区 9団体 9団体 160人 

大佐和地区 16団体 16団体 224人 

天 羽 地 区 20団体 20団体 310人 

合  計 45団体 45団体 694人 

 

（4）地域リハビリテーション活動支援事業 

教 室 名 対象者 実施内容 回数 参加者数 

フレイル予防のための講演

会 

「意外と知らない手の痛み

の予防～富津で 100歳にな

っても使える手を～」 

高齢者とその家族 作業療法士による講演 1 79

フレイル予防のための講演

会 

「人生 100 年時代を元気

に！健康長寿の秘訣」 

亀田総合病院理学

療法士による体力

測定参加者 

理学療法士による講演 1 104

 

（5）地域包括支援センター運営事業 

市内の社会福祉法人と業務委託契約を結び、３つの日常生活圏域（富津地区・大佐和地区・天

羽地区）ごとに、地域包括支援センターを設置した。地域の実情に応じて収集した情報等の活用

により、支援を要する者の把握と、富津市いきいき百歳体操の普及、自主化に向けての後方支援

を行った。 

 

10 包括的支援事業・任意事業について 

 

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】 

高齢者の心身の状況や生活の実態、必要な支援を把握し、地域における保健、医療、福祉サービ

スの機関又は制度の利用につなげる等の支援を行う。また、要支援 1・2 の認定を受けた対象者の介

護予防ケアマネジメントを行う。 

 

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 95,262,562 円 

地域包括支援センターと市介護福祉課において、地域の高齢者の介護相談に限らず、閉じこもり

や認知症など介護や福祉に関する相談を受け付けた。また、養護者による身体的又は心理的虐待や

介護放棄などの高齢者虐待への対応を実施した。 

 

総合相談事業 

〇高齢者の介護や福祉に関する相談実績                    (単位:件) 

 日常生活圏域 介護関係 
虐待等権利

擁護関係 

成年後見 

制度関係 

その他 

生活全般 
合 計 

富津地区地域包括支

援センター 
富 津 地 区 228 9 0 131 368

大佐和地区地域包括

支援センター 
大佐和地区 212 1 1 106 320

天羽地区地域包括支

援センター 
天 羽 地 区 229 4 1 55 289

介護福祉課 市 内 全 域 49 7 6 19 81

合   計 718 21 8 311 1,058

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】 

相談内容を的確に把握、課題を明確にして個別支援したことで適切な支援につながり、要援護高

齢者の健康や安全、自立生活を支えると同時に地域のネットワークづくりが推進できた。 

 

－ 238 －



（3）地域介護予防活動支援事業 

富津市いきいき百歳体操の地域における自主的な活動を支援するため、体操に使う負荷調整重

錘バンドや活動に対する補助を実施。 

〇富津市いきいき百歳体操自主運営グループ 

日常生活圏域 
実施団体数 

団体登録人数 
 うち自主化団体 

富 津 地 区 9団体 9団体 160人 

大佐和地区 16団体 16団体 224人 

天 羽 地 区 20団体 20団体 310人 

合  計 45団体 45団体 694人 

 

（4）地域リハビリテーション活動支援事業 

教 室 名 対象者 実施内容 回数 参加者数 

フレイル予防のための講演

会 

「意外と知らない手の痛み

の予防～富津で 100歳にな

っても使える手を～」 

高齢者とその家族 作業療法士による講演 1 79

フレイル予防のための講演

会 

「人生 100 年時代を元気

に！健康長寿の秘訣」 

亀田総合病院理学

療法士による体力

測定参加者 

理学療法士による講演 1 104

 

（5）地域包括支援センター運営事業 

市内の社会福祉法人と業務委託契約を結び、３つの日常生活圏域（富津地区・大佐和地区・天

羽地区）ごとに、地域包括支援センターを設置した。地域の実情に応じて収集した情報等の活用

により、支援を要する者の把握と、富津市いきいき百歳体操の普及、自主化に向けての後方支援

を行った。 

 

10 包括的支援事業・任意事業について 

 

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】 

高齢者の心身の状況や生活の実態、必要な支援を把握し、地域における保健、医療、福祉サービ

スの機関又は制度の利用につなげる等の支援を行う。また、要支援 1・2 の認定を受けた対象者の介

護予防ケアマネジメントを行う。 

 

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 95,262,562 円 

地域包括支援センターと市介護福祉課において、地域の高齢者の介護相談に限らず、閉じこもり

や認知症など介護や福祉に関する相談を受け付けた。また、養護者による身体的又は心理的虐待や

介護放棄などの高齢者虐待への対応を実施した。 

 

総合相談事業 

〇高齢者の介護や福祉に関する相談実績                    (単位:件) 

 日常生活圏域 介護関係 
虐待等権利

擁護関係 

成年後見 

制度関係 

その他 

生活全般 
合 計 

富津地区地域包括支

援センター 
富 津 地 区 228 9 0 131 368

大佐和地区地域包括

支援センター 
大佐和地区 212 1 1 106 320

天羽地区地域包括支

援センター 
天 羽 地 区 229 4 1 55 289

介護福祉課 市 内 全 域 49 7 6 19 81

合   計 718 21 8 311 1,058

 

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】 

相談内容を的確に把握、課題を明確にして個別支援したことで適切な支援につながり、要援護高

齢者の健康や安全、自立生活を支えると同時に地域のネットワークづくりが推進できた。 
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11 基金積立金について 

  

【【事事業業のの目目標標又又はは目目的的】】  

介護保険事業特別会計の健全、安定的な財政運営に資する。 

 

【【決決算算額額及及びび執執行行内内容容】】 

決算額 125,661,000 円 

介護保険給付費準備基金へ令和６年度繰越金のうちの 80,395,386 円及び預金利子 55,638 円並び

に令和７年度剰余金 45,209,976 円を積み立てた。 

  

【【成成果果・・進進捗捗状状況況等等】】  

令和７年度末の介護保険給付費準備基金の残高 387,528,027 円 

第９期介護保険事業計画（令和６年度～令和８年度）における介護保険財政運営に活用する。 
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